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第35回環境放射能調査研究成果発表会次第  

日 時：平成5年12月1日（水曜日）10：00～17：05  

場 所：放射線医学総合研究所  講  堂  

開  会  科学技術庁原子力安全局防災環境対策室長  松岡  浩  10：00  
～10：05  

1．環境に関する調査研究（大気、陸）  

座 長  森内  茂  日本原子力研究所  

〔時間〕  〔題  目〕  〔論文番号〕〔調査機関〕  〔発表者〕  

10：05 平成4年度ラドン濃度全国調査  
～10：25（一般家屋内）結果  

10：25 火山による放射線レベル変動に関  
～10：45する調査  

10：45 4年度における牛乳の放射能調査  
～11：05  

（Ⅲ－17）（財）日本分析センター  佐々木 潤  

（Ⅲ－3）放射線医学総合研究所  藤高 和信  

（Ⅲ－9）農林水産省畜産試験場  三橋 俊彦  

2．都道府県の放射能調査と研究  

座 長  
（1）  

11：05 石川県における空間線量調査結果  
～11：25 一可搬型Ge半導体検出器  

を用いた空間線量調査－  
（2）  

福岡県における放射能調査  
11：25  
～12：00北海道における放射能調査  

高知県における放射能調査  

平野 見明   （財）日本分析センター   

（Ⅲ－13）石川県保健環境センター  中谷  光  

（Ⅶ－40）福岡県保健環境研究所   

（Ⅶ－1）北海道立衛生研究所  

（Ⅶ一39）高知県衛生研究所  

新谷 俊二  

福田 一義  

間崎  睦  

昼 食・休 憩  即  12：00  
～13：00  

8．海洋投棄に係る放射能調査  

座 長  中村  清  放射線医学総合研究所  

13：00 旧ソ連・ロシアによる放射性廃棄物 （Ⅱ）科学技術庁防災環境対策室 行松 泰弘  
～13：20の海洋投棄に関する我が国の対応  

13：20 日本海の海水・海底土調査  
～13：40 

（Ⅳ－10）海上保安庁水路部  
汚染調査室小田勝之  

近海海産生物放射能調査（日本海）（Ⅳ‾7）中央水産研究所  吉田勝彦   
--14:00 



〔時間〕  〔題  目〕  〔論文番号〕〔調査機関〕  〔発表者〕  

4．特別講演  

座 長  大桃 洋一郎  環境科学技術研究所  

14：00 ノルウェー及びロシアによるバレンツ海及びカラ海（Ⅰ）動力炉・核燃料開発事業団 片桐 裕実  
～14：40における環境影響調査  

－「極地域における環境放射能に  
関する国際会議」に参加して－  

14：40  休  憩  i  
～15：00  

5．環境に関する調査研究（海洋、その他）  

座 長  鈴木  譲  放射線医学総合研究所  

15：00 若狭湾口底層水中の放射性  （Ⅳ－15）（財）海洋生物環境研究所  笠松不二男  
～15：20核種濃度  

一特に日本海固有水との関連－  

15：20 日本における原子力施設周辺の （Ⅲ－19）（財）日本分析センター  
～15：40環境モニタリングの結果の概要  

橋本 丈夫  

一環境試料中の放射性核種  
濃度の推移について－  

6．食品及び人に関する調査研究  

座 長  出雲 義朗  国立公衆衛生院  

15：40 食品に由来するウラン摂取量   （Ⅴ－5）神奈川県衛生研究所  桑原千雅子  
～16：00の推定  

一都市周辺地域－  

16：00 培養キノコへの放射性セシウムの（Ⅴ－4）国立公衆衛生院  杉山 英男  
～16：20移行に関する調査研究  

7．分析法、測定法に関する調査研究  

座長石黒秀治 動力炉・核燃料開発事業団   

放射線の擬似実効エネルギ‾（Ⅵ‾2）放射線医学総合研究所  
40  

中島敏行  

16：40 α／β弁別測定を用いた241pu   （Ⅵ－6）動力炉・核燃料開発事業団 植頭 康裕  
～17：00定量法  

17：00  閉  会  放射能分析評価委員会委員長  池 田 長 生  

・－17：05   
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Ⅰ．特別講演   



Ⅰ．ルウェー及びロシアによるハやレンツ海及びカラ海における環境影響調査  

…－－「極地域における環境放射能に関する国際会議」に参加して…‥  

動力炉・核燃料開発事業団  

片桐 裕実  

1．はじめに  

1993年8月23日から27日の5日間に亘って、ノルウェーのキルケネスにおいて開催された第1回の  

「極地域における環境放射能に関する国際会議」に参加する機会が得られた。   

会議は、北極及び南極での放射性物質の挙動に関する研究報告の場として開催された  

が、その背景の一つには、本年4月に明らかにされたロシアによる放射性廃棄物の海洋  

投棄による環境影響問題がある。   

会議には、IAEA，CEC等の国際機関を含む19ケ国から約130名（内、ロシアからは環境  

庁，海軍等から約20名）の専門家が参加し、活発な議論が行われた。   

全体的には、極地域をフィールドとした物質の移行メカニズム解明を目的とした極めて学  

術的な国際会議であり、ロシアによる放射性廃棄物の海洋投棄問題に関する報告は約2割  

程度であったが、関連報告に対する議論の様子から極めて高い関心事でることが伺えた。   

本報告では、1992年にノルウェー及びロシア両政男酌こよって実施された「ハすレンツ海及びカラ海に  

おける現状調査」を中心に、北極圏の汚染の現状，海洋投棄問題についての関係国の取  

り組み等についてその概要を報告する。  

2．北極圏の環境（放出源及びインヘ■ントリ）   

極地域（南極も含め）はその特徴として、極低温気候のエコシステム（少ない降雨量，汚  

染物質の長期に亘る大気圏への滞留，土壌中有機物質の大量貯蔵環境等）がある。特   

に北極圏は、各種の汚染物質（重金属，オイル，化学物質等）の問題が深刻引犬況にあ   

り、既に、関係する国（カナタ■，げ1）ス，アメ．）カ，ノルウェー等）によるArcticMonitoringand  

AssessmentProgramが進められており、北極圏環境防護戦略が議論されようとしてい   

る。放射性物質による汚染及びそれからのリスクについても、その中で議論されるべき   

重要なテーマであることが認識されている。   

このような環境である北極海への放射性物質の汚染源としては、表－1のような   

Sourceが現在明らかになっている。  

表－1北極圏への放射性物質の汚染源と推定インベントリ  

ソース   インベントリ（PBq）  

Cs－137   Sr－90   

①クやローハやルフォールアウト   4．1   2．6   

①ヒラフイールド再処理施設   10－15   1－2   

③核施設からの河川放出   1－5   ト5   

④クやローハやルフォールアウトの河川搬送   0．5   1．5   

⑤チェルげイル事故   1一   0   
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現段階では、前述のようなSourceが主であると考えられているが、この他に潜在的  

なSourceとして、沈没した原子力潜水艦（コムソモレッツ）からの影響（137cs，90sr共に約  

3PBq），サハT）ン沖で紛失した熱電気発電器に内蔵されてい7t90sr（約15PBq）等が挙  

げられる。   

ノルウェー及びロシアによる共同調査に関する報告書の中では、投棄された放射性廃棄物の  

中でも、液体廃棄物のみが海水に直接影響を及ぼすSourceであるが、その量は0．8PBq  

と小さく、その他のSourceからの放出量と比較しても僅か5％程度であるとしている。  

しかし、固体廃棄物の格納用容器の健全性にも関係するが、長期的な観点からは原子  

炉の投棄による影響が海洋汚染の一つの潜在的なsourcesとなるとしている。  

3．ハーレンツ海，カラ海における環境影響調査   

1992年の調査は8／14つ／10にかけて、13のサげりげポイント（ハやレンツ海：2地点，カラ海：  

11地点）で実施された。しかし、固体廃棄物の海洋投棄の行われた〃ovaγ∂5e乃1ケ8の  

東海岸についての調査は、ロシア側の許可が得られなかったため実施されていない。  

（図－1参照）   

調査は、海水，海底土及び生物試料中に含まれる137cs，90sr，99Tc，129Ⅰ，238pu，  

239／240pu，241Amを対象として実施された。なお、分析はノルウェー，ロシア両国の他、  

IAEAモナコ海洋研究所，スウェサンのルンド大学，デンマークの リソ国立研究所，フランスのCNRS等   

で実施された。   

採取方法及び前処理方法の概要を以下に示す。  
①海水試料  

試料採取には、多試料採取装置を搭載したCTDゾンデを用い、水温，塩分の鉛直   

分布の情報を基に採取地点が決定された。基本的には、表層，中層及び海底の3層   

で採取を実施した。なお、水深は20m～300m（平均約150m）である。  

3層で採取された海水はそれぞれ1，0001のタンクに入れられ、デッキ上の濾過処理システム   

（lpm以下の懸濁物用フィルタ，Cs．sorbentのコーティンクやフィルタ及びCu2Fe（CN）6の．コーfイげフィ   

ルタからなる。）での処理が行われた。  

②海底土試料  

内径59mm重力コア採取装置，30cmX30cmの有効面積を有するボックスコア採取装置等   

を用いてコア試料を対象とした。  

③生物試料  

餌として魚やタコを入れた5つの網をそれぞれの採取地点におよそ12時間設置して   

捕獲されるものを試料とした。なお、採取された生物試料は主にAmphipodesと（節   

足動物）ophiuridaes（輯皮動物）あった。  

4．調査結果の概要   

表層水中の137cs及び90srの濃度分布を図－2及び図づに、また、代表的な地点－；。1′J）   

鉛直分布を図－4に示す。   

さらに、0－10cmの土壌試料中の137cs及び239／240puの濃度分布を図づ及び図－6に、  
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また、代表的な地点での鉛直分布を図－7に示す。   

全体の結果をまとめると以下のようになる。  

①海水中の137cs，90sr及び239／240pu濃度は、それぞれ、3．3－20．4Bq／m3，   

3．0－12．1Bq／m3及び1．8－11．5mBq／m3であった。  

②137cs，99Tc及び129Ⅰについては塩分濃度との相関が大きく、Ob川及びYenisey川の   

影響を受ける考えられる低い塩分濃度のところでは低くなっている。逆に90srにつ   

いては、河川による搬送の影響を受けたと考えられ、低い塩分濃度のところで高く   

なっている。  

③239／240puについて見ると、深度が増すに従って濃度が高くなる傾向がある。海底   

付近で濃度の高い理由として、土壌からの懸濁物の影響と考えられる。  

④134csと137csの同位体比（0．01㌻0．034と比較的一定）からすると、セラフィールド再処   

理施設からの134csは無視出来ると考えられる。（セラフィールドの同比は0．08）  

134csの供給源をチェルげイルのみとすると、カラ海の137csの約30％がチェルノデイルからのフォ   

ールアウトの影響を受けている。  

⑤海底土表層10cmの試料の239／240puと137csの同位体比は平均で0．026と、クやローハ○ルフォ   

ールアウトの比（0．02－0．03）と同等であることから、その影響と考えられる。しかし、   

一部（Sト1，5）のポイントでは、同比が他の地点の比の約2倍となっている。  

⑥ハやレンツ海の採取地点（Stt12）は極めて特異的な地点で、他の地点と比較すると  

137csで約3倍，239／240puで約10倍高い結果となっている。  

⑦st－1，3，7の表層土壌中の241puと239／240puの同位体比を見ると、St－7を除いてクやロpハや   

ルフォールアウトの影響と考えられるが、St－7については同比が高いことから、その他の   

Sourceを考える必要がある。  

⑧生物試料については、濃度分布が見られるような結果は得られなかった。カラ海人り   

口に当たるSt－12で捕れたカニに60coが検出された。但し、これについても、検出限   

界に近いレへ○ルであり、海洋投棄の影響と断言する状況には無い。  

5．調査結果の結論   

過去に実施されたカラ海における環境試料の分析結果及び今回の調査結果を基に、次   

のように現状を結論付けている。  

①現在のハやレンツ，カラ海における放射性物質による汚染は、主にクやローバルフォールアウト及びセラ   

フィールド再処理施設からの放出に因るものであると考えられ、一部に、河川による   

搬送とチェルげイル事故のフォールアウトの寄与が見られる。しかし、特異的に239／240puのレへや   

ルが高いカラ海人り口については原因は解からない。  

⑦環境及び人体への影響は、現在の汚染状況（ハや碑ック軌 黒海におけるレヘ｝ルより低い）   

からすると問題無いレベルである。  

③現状のレヘやルからすると、放射性物質の海洋投棄の影響は見られていないと考えられ   

る。しかし、今回の調査対象地域から外さざるを得なかった投棄された地点の近傍   

の局所的な影響についての結論は出せない。  

ー3－   



6．今後の計画   

今回の調査結果を受け、調査の在り方について以下のようであるべきとしている。  

①海洋投棄の影響をきちんと評価するために、州）yり咽ぶeJ坤aの東海岸に位置する湾   

及び〃ov∂γa∫emケ∂海溝等の実際の投棄場所に配慮して調査計画を組むことが重要   

である。  

②1993年の調査としては、実際に放射性廃棄物が投棄された場所、特に、使用済燃料   

を含む原子炉の梅坪投棄場所において実施する必要がある。なお、これらの調査は、   

IAEA等の国際機関等の参加の下に実施すべきであるとしている。なお、現在、   

IAEAはIASAP（InternationalArcticSeasAssessmentPrqject）を計画しており、4年間   

で影響評価の結論を取り纏めることとしている。  

7t 終わりに   

今回の会議に参加して、特に、ロシアによる放射性廃棄物の海洋投棄問題について次   

の印象を持った。  

①放射性廃棄物の海洋投棄問題に関する調査は始まったばかりであるが、調査計画の   

立案及び結果の評価に必要な基礎的なデータ（廃棄物の種類，量，形状等）の公開が   

必要不可欠である。  

②ロシア国内の研究機関が実施していると思われるいくつかの調査（放射能調査の他、   

海象，気象等）の積極的な公開と共に、ロシア国内での第三者を含めた形による研究体   

別の整備の必要性がある。   

また、その他の研究報告に関しては、フォールアウト及び核施設から放出される放射性物   

質を地球科学的な観点からトレーサとして利用し、かなり広い範囲のフィールドを対象とし   

た物質移行に関する研究が進められている印象を受けた。  

以上  

図－1バレンツ海及びカラ海での調査地点（1992年）  
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図－4 Sト1における海水中の134cs， 137cs，90sr及び239／240pu濃度の深度分布  
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ⅠⅠ．旧ソ連・ロシアによる放射性廃棄物   

の海洋投棄に関する我が国の対応   



Ⅱ．1日ソ連・ロシア書こよる放射一匹巨廃棄物の   

海洋投棄右こ関する我カヾ国の対応  

科学技術庁原子力安全局  

防災環境対策室  

1．問題の発端   

昨年12月末以来、旧ソ連・ロシアが極東海域において放射性廃棄物を投棄をして  

いた、との報道がなされていた。これに対して、外交ル丁卜を通じて、事実関係につ  

いて、ロシア側に詳細な情報提供方要請してきたところ、4月2日に至って、ロシア  

側は、旧ソ連の放射性廃棄物の海洋投棄の問題に関する政府委員会の調査結果を取り  

まとめた白書を公表。政府では外交ルートで直ちに白書を入手、所要の対策に着手。  

2．これまでの対応状況  

（1）日本周辺における放射能調査については、科学技術庁を中心として関係省庁等の   

協力を得て実施しているところである。海洋の放射能調査については、海上保安庁   

等において実施しているが、1986年にチェルノブィル原子力発電所事故の影響   

が見られる以外は、特段の異常は認められていない。  

（2）政府においては、これまでも放射能に関する重要な案件が発生した場合（チェル   

ノブィル原子力発電所事故等）においては、放射能対策本部（本部長：科学技術庁  

長官）を中心に対応してきた。今回の事態についても、関係省庁相互の連絡、調整   

を緊密に行うため、放射能対策本部幹事会を開催、（4月5日及び4月13日）し、   

その後の対応について、以下の点を申し合わせた。   

①ロシア政府に対してさらに詳細な情報提供を要請する。  

②科学技術庁に、本件海洋投棄について専門家により技術的評価検討を行う「海洋   

環境放射能データ評価検討会」を設置する。  

③日本海において科学技術庁、水産庁、海上保安庁、気象庁の調査船等による海洋   

環境放射能調査を実施する。（参考1参照）  

（3）4月15日に行われた日露外相会談において、放射性廃棄物の海洋投棄問題に関   

する日口合同作業部会の設置に合意。  

（4）．．5月11～12日にモスクワにおいて第1回日口合同作業部会を開催し、海洋投   

棄の実態の解明、日口共同海洋調査をはじめとする今後の対応等についての情報交  
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換及び協力に関する協議を実施。ロシア側より固体廃棄物の投棄停止と、液体廃棄  

物の段階的投棄停止の意思表明がなされたほか、投棄海域の日口共同の海洋調査の  

実施につき基本合意を得た。  

（5）7月の東京サミットにおいて、本件について各国首脳間で論議が交わされ、経済   

宣言において「我々は、既存の国際的義務に照らし、ロシアによる放射性廃棄物の   

海洋投棄に対する懸念を強調する」との一節が盛り込まれた。  

（6）（3）③の日本海における海洋環境放射能調査の結果、異常なデータは検出されず、   

調査結果の最終取りまとめを行った8月30日の放射能対策本部幹事会において、  

「現在までの珊査結果によれば、我が国国民の健康に対して影響が及んでいるもの   

ではない」との見解を発表した。（参考2参照）  

（7）10月12日、日口首脳会談において細川総理からエリツィン大統領に対して、   

日口共同海錘調査の早期実施を申し入れ、′大統領の賛意を得たほか、この際取りま   

とめられた東京宣言において、「放射性廃棄物の海洋投棄が世界的規模において、   

なかんずく周辺諸国の環境に与える影響の見地から、深刻な懸念を呼び起こすもの  

であることを確認するとともに、この問題につき更に検討するため、日口合同作業  

部会を通じて緊密に協議していくことに同意する。」との一節が盛り込まれた。  

（8）10月17日、ロシアは液体放射性廃棄物900m8（0．38Ci）を投棄。政   

府においては10月20日に放射能対策本部幹事会を開催し、再度日本海における   

海洋環境放射能調査の実施を決定、即日実施開始。（参考3参照）   

その後、ロシアは予定していた2回目の投棄を中止した。  

（9）10月27、28日に専門家会合をモスクワにおいて開催し、   

①10月17日に行われた投棄の情報収集   

②日本海における共同海洋珊査の早期実施に向けての具体的検討  

③ロシアの液体放射性廃棄物の処理・貯蔵に関する将来の協力の可能性の検討   

を実施。その後、ウラジオストックに赴き、海洋調査船「オケアン」を視察。  

3．現在の対応  

（1）投棄海域における共同海洋調査の早期実施に向けての努力  

（2）我が国国民への健康への影響を継続的に監視するため、来年度以降、日本周辺海域   

の海洋環境放射能調査の充実を図る。（平成6年度予算で要求中）  
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（参考1）  

旧ソ連・ロシアの放射性廃棄物の海洋投棄に係る海洋環境放射能調査実施海域  

● 海上保安庁［海水（表面水、中・深層水）、海底土］  

▲ 気象庁［海水（表面水、中・深層水）］  

△  水産庁（海底土）  

○ 科学技術庁放射線医学総合研究所、海洋科学技術センター（表面水、中・深層水）  

□ 科学技術庁放射線医学総合研究所（沿岸海水、海藻、魚介）  

－9－   



（参考2）  

日本海における海洋環境放射能調査の結果について（最終取りまとめ）  

平成5年8月30日  

放射能対策本部幹事会  

1．旧ソ連・ロシアによる放射性廃棄物の海洋投棄については、本年4月の放射能対策  

本部幹事会の決定を受け、4月～6月に海上保安庁、気象庁、水産庁、科学技術庁放  
射線医学総合研究所による日本海の海洋環境放射能調査を実施した。その後、各機関  
において採取した試料の分析が鋭意進められてきたところであるが、この程、本調査  

に係るすべての分析が終了した。また、水産庁が例年実施している日本海で漁獲され  

た海産生物の放射能調査についても、現在までにさちに調査結果が追加された。  

2，これらの分析結果は、科学技術庁の海洋環境放射能データ評価検討会において審議   

されてきたが、今般最終的な検討結果（別添1参照）が得られるとともに、従前より  

実施してきた日本近海各海域における海洋環境放射能調査結果についても同検討会に   

おいて整理され、再評価（別添2参照）が行われた。  

3．放射能対策本部においては、去る6月29日、その時点までに取りまとめられた調  

査結果等から、中間的取りまとめとして「現在までの調査によれば、本件海洋投棄に  

より我が国国民の健康に対して影響が及んでいるものではない」と判断したところで  

あるが、その後実施した上記の検討の結果をすべて考慮しても、日本周辺海域の環境  

放射能レベルに特段の異常は認められず、上記中間取りまとめの判断を再確認するこ   

とができたと考える。  

4．放射能対策本部幹事会としては、放射能対策本部の中間取りまとめに示された今後  

の対処方針に基づき、その具体化に努めることとするが、海洋環境放射能データ評価  

検討会の検討状況も踏まえ、特に、我が国国民の健康への影響を長期的に監視する観  

点から必要十分なデータを取得するため、日本海、オホーツク海を中心に海流等を考  

慮した放射能監視網の設定、従来の調査海域を広げた日本周辺海域の広域的な海洋環  

境調査等の継続的実施に努めるものとする。  
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（別添1）  

日本海における海洋環境放射能調査の結果について（最終検討結果）  

平成5年8月27日  
海 洋 環 境 放 射 能  
デー  タ評価検討会  

1．本調査の実施状況  

旧ソ連・ロシアによる放射性廃棄物の海洋投棄に関して、当該投棄の我が国   

への影響の有無を調べるため、本年4月から6月にかけて科学技術庁のほか海   

上保安庁、気象庁、水産庁により日本海の表面及び中・深層の海水、沖合の海   

底土を採取して分析が行われたほか、海産生物についても、最近、日本海で漁   

獲されたものを人手し、分析が実施された。本検討会においては、これらの調   

査結果につき、評価検討を行った。  

本調査の概要と実施内容を別紙1に示す。  

2．調査結果に係る評価検討  

評価検討に際しては他海域を含めた過去の調査結果ともあわせて検討を行っ   

た。調査結果は別紙2のとおりである。  

（1） 海水  

海水につもiてはストロンチウムー90、セシウムー137、プルトニウム  

ー（239＋240）が検出されているが、これらはかつての核実験等によ  

る放射性降下物に起因するものである と考えられ、近年の調査結果と比較し  

ても大きな相違はなく、異常な値は検出されなかった。  

（2） 海底土  

海底土七っいてはコバルトー60、ストロンチウムー90、セシウムー1  

37、ビスマスー207及びプルトニウムー（239＋240）が検出され  

ているが、これらはかつての核実験等による放射性降下物に起因するもので  

あると考えられ、近年の調査結果と比較しても大きな相違はなく、異常な値  

は検由されなかった。  

（3） 海産生物  

海産生物についてはストロンチウムー90、テクネチウムー99、鍔－1  

0－8m、セシウムー137及びプルトニウムー（239＋240）が検出さ  

れて∵いるが、これらはかつての核実験等による放射性降下物に起因するもの   

であると考えられ、近年 

値は検出されなかった。  

3．結論  

本調査結果においては、投棄海域近傍及びそれ以外で採取した試料からは異   

常は検出されそ挙らず、さらに従前より実施してきた海洋環境放射能調査にお   

いても、これま 

我が国国民 

今後とも、 

要であり、このため、日本海、オホーツク海を中心に海流に伴う放射性物質の   

移動等を考慮した放射能監視網の設定、従来の調査海域を拡大した幅広い海域   

での海洋環境調査等を今後継続して実施することが効果的であると考える。  
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（別紙2）  

1．海水の放射能調査結果  

（mBq／£）  

るOco   90 S r 137 C S 239＋240pu  全β放射能   

今  ND   1．7一－2．9  2．6一〉3．8  N【）′－0．814   ND一－30  

回  

の  

調  ND   0．12一－1．9  ND一－4．0   0．0081  ND一－30   

査   ′・・′0．12  

過去のデータ  ND一－21   ND一・・′0．109   ND～90   

（最近の約  なし   

10年間）  

注） 計数誤差の3倍未満のものについてはND（検出限界以下）とした。  

2．海底土の放射能調査結果  

（Bq／kg乾土）  

るOco   90 S r 137cs   207 B i 239＋240pu   

今回の調査  ND一－0．05   0．02一｝0．26   ND一－14   ND｛′1．3   0．004′・′0．52   

過去のデータ  ND一｝0．21   ND一｝19   ND一－2．1   ND一〉1．7   

（最近の約  

10年間）   

注） 計数誤差の3倍未満のものについてはND（検出眼界以下）とした。  
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3．海産生物の放射能調査結果  

（1）魚介類（甲殻類を除く）  

（Bq／kg生）  

90 S r 137 C S 23糾240pu   

今回の調査  ND一｝0．051  0．030一－0．32   ND一－0．12   

過章のデづ  ND～1．1   ND一－0．15 

（最近の約  

10年間）   

注） 計数誤差の3倍未満のものについてはND（検出限界以下）とした。  

数値は、全体、筋肉、内臓の全てのデータを含む。  

（2）甲殻類  

（Bq／kg生）  

90sr 137CSSS その他検出した核種   

今回の調査  ND一－0．10   ND   （108mAg）0．20   

過去のデづ  N8一－0．21   ND一｝0．063  （110mÅg）0．10   

（最近の約  （108mAg）0．075   

10年間）  （るOco） 0．12   

注） 計数誤差の3倍未満のものについてはND（検出限界以下）とした。  

数値は、全体、筋肉、内臓の全てのデータを含む。  
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（3）海藻類  

（Bq／kg生）  

99 T c 137CSSS 239＋240pu   

今回の調査  0．017ノー0．036  0．024一－0．12  0．0051一－0．023   

過去のテ●っ  ND一｝0．54   ND～0．081   

（最近の約  

10年間）   

注） 計数誤差の3倍未満のものについてはND（検出限界以下）とした。  
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（別添2）  

過去に実施した日本周辺海域における海洋環境放射能調査データについて   

平成5年8月27日  

海洋環境放射能  

データ評価検討会   

日本周辺各海域におをナる近年の調査結果ほ以下のとおりであり、これらはかつての核実験等に  

ょる放射性降下物に起因するものであると考えられ、各海域とも特段の異常ほ認められない0  

るOco  90sr  137cs  239＋240pu   

土  ND   水   

オホーツク海  土  

魚   

土  ND一〉0．74   土  ND一－1．7  

日本海  ND  ND～′0．21    ND′・′19  魚  ．ND一－0．15  

甲  ND～′0．034  魚  ND一〉0．26  魚  

ND一－0．063   

土  ND一－1．2  水  ND一－10  水  ND一－11  水  ND一｝0．109  
太平洋等                     ND′－5．5    ND一－1．1    ND一・・′35  土  ND一－2．2  

甲  ND一｝3．0  甲  ND一｝0．21  鱒  

甲   

水：海水（mBq／£） 土：海底土（Bq／kg乾土）魚：魚介類［甲殻類を除く］（Bq／kg生）  

甲：甲殻類（Bq／kg生）  

注）本データは1982年4月～1991年3月までに主に海上保安庁および水産庁が   

行った．海洋環境放射能測定結果を整理したものである。  
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（参考3）  

日本海における当面の海洋環境放射能調査計画について  

平成5年10月20日  

放射能対策本部幹事会  

1、．調査の目的  

ロシアによる今般の液体放射性廃棄物の日本海への海洋投棄に閲し、その影   

響評価に資するため、関係省庁の協力により、当面以下の調査を実施する。  

2．調査概要  

海上保安庁、気象庁、水産庁により、以下の調査を行うこととする。なお、   

科学技術庁においては、これらの調査結果の評価検討を行う。  

実施機関   調査方法   調査時期   調査内容  

測量船「明洋」等   10月下旬  日本海沿岸海域の表面水  

海上保安庁  （3点）  

一－11月下旬  

（7点） 

舞鶴海洋気象台所属   能登半島沖・日本海中部  

気象庁  海洋気象観測船  10月下旬  ・北海道西方海域の表面  

「清風丸」  水及び中・深層水  

（4点）   

海産生物市場調査の  日本海産の魚介類  

充実   

水産庁  

西海区水産研究所所  日本海主宰鱒場の魚層等   

属調査船  ～中旬  

「陽光丸」   

＊調査海域図別添  
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（別添）  

○ 海上保安庁  

▲ 気象庁  

⑳水産庁  
讃司   査   ラ毎   域   図  
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／占gO  

旧ソ連．ロシアによる放射性廃棄物の海洋投棄図  
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第2回日口合同作業部会の結果について  

5．11．12  

科学技術庁  

11月10日、11日にモスクワで開催された第2回日口合同作業部会においては、  

共同海洋調査の実施時期、調査海域等の計画の大筋につき意見の一致をみる等の成果  

を得て終了した。会議の結果概要は以下のとおり。  

1．協議の経過   

11月10日  ・外務省における全体会合  

・原子力省との協議  

・環境保護天然資源省との協議  

11月11日 ・水理気象国家重点会との協議  

・ロシア外務省における取りまとめ全体会合  

2．結果の概要  

（1）共同海洋調査の具体化について、次の点につき合意。   

・調査形態：日韓ロ3国による共同海洋調査とすることとし、1AEAに対しても  

参加を招請する。   

・調査実施時期：94年1月半ば開始予定。但し、天候や乗組員の安全に対する考  

慮により変更が有りうる。   

・調査期間：28日間程度   

・調査海域：日本海における旧ソ連・ロシアによる投棄海域（第1、2、5、6、  

9海域）  

なお、第2段階の調査においては、ロシア側の未調査の投棄海域並  

びに韓国及び日本の過去の投棄海域も対象とする。（時期等の詳細は  

未定）   

・調査船：ロシア水理気象国家委員会所属海洋調査船「オケアン号」   

・調査内容：表層水、深層水、海底土  

（2）放射性廃棄物処割こおサる日口間協力について  

・現在の緊急事態的状況に対処するために必要な措置、長期的に廃棄物問題にどう   

対処していぐか、という2つの問題があるが、ロ側としては、それぞれにつき考  

えはあるが具体的計画はまだない様子。今回はロ側より具体的提案はなかった。  

・なお、日本側としては12日よ 

に関する日口合同委鼻会総務会の席上も．、廃棄物処理に関する協力を行うことに  

ついて話し合っていく予定。また、今次作業部会でもかかる考え方をロシア側に  

伝達した。  
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ⅠⅠⅠ．環境に関する調査研究  

（大気、陸）   



Ⅲ－1大気浮遊塵中 の放射・l生核種濃度  

放射線医学総合研究所  

本郷昭三、湯川雅枝、前田智子、田中千枝子  

1．緒言  

核爆発実験や原子力平和利用により、大気中に放出された放射   

性核種による環境レベルを把達し、国民の被爆線量評価に資する   

ことを目的として大気浮遊塵中の放射性核種の濃度を調査する。  

2．調査研究の概要  

（1）試料採取  

千葉市六川にある放医研構内の地上1～1・5 mの外気浮遊  
塵を試料とした。ハイポリュウムエアサンプラ一により捕集効  
率が 0．9 5 5 以上のグラスファイバー濾紙（2 0・3 c m  

X2 5．4 c m）に連続集塵するが、流量はマイクロコンピュ  
ータによって一定量を保つように制御されている。 濾紙の日づ  

まりは約2か月程度の集塵ではおこらなかったが、目づまりを  

生じて流量が下がった場合でも、積算流量は正しく表示される  

よ うに設計されている。  

（2）分析測定  

浮遊塵を捕集Lたグラスファイバーフィルタは、所定の大き  
さに折りたた4，で、G e（Li）検出器によるガンマスベタト  

ロメトリを行った。ガンマ線放出核種定量後、水酸化ナトリウ  
ムと塩酸により抽出したストロンチウムを発煙硝酸法で精製し  

た。S r－90はマイクロコンピュータによる自動解析装置付  

きの低バックグラウンドベータ線▲スペクトロメータにより定量  

を行った。  

（3）結果  

昨年に引き続き、浮遊塵試料の採取及び分析を継続中である  

が、今回は1992年 5月1日から19g3年 4月14月までの採取試料  
についての結果を報告する。義一1にガンマ線放出核種の定量  
値を 

した。   

3．結請   

近年、大気浮遊塵中の放射性核種のレベルは非常に低下し、検出  
できないことが多い。大気浮遊塵中の放射性核種の濃度変動を経時  
的に観測する上で、放射能の自動モニタリ ングを行い、放射能レベ  

ルの変動を認めた時点での浮遊塵サンプルに関して詳細な分析測定 ■  
を行うなど、放射能レベルの非常に低い浮遊塵に関してのモニタリ  

ング方法の再検討を行う必要がある。  
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表－1 大気浮遊塵中のγ線放射性核種濃度  

大気浮遊塵   通風量   放射性核種濃度（×10‾6Bq／m3）   

採取期間   m3（×103）   137cs   

1992 5／1一－ 5／29   31．1   1．5   

5／29 ～ 6／29   34．0   1．4   

6／29 ～7／31   31．5  

7／31・－ 8／27   21．0   5．7   

8／27【－ 9／25   21．1  

9／25 ～10／26   25．9   2．3   

ユ0／26 ～11／27   19．7  

11／27・－12／25   20．2  

12／25・－19931／29   28．2   2．0   

1／29・－ 2／26   27．6  

2／26・－ 3／26   24．8   2．4   

3／26 一－ 4／9   16．0   5．4   

4／9 ～ 4／15   15．8   4．1   

ーー検出限界以下  

表－2 大気浮遊塵中のストロンチウム濃度  

大気浮遊塵   通風量   放射性核種濃度（×10‾6Bq／m3）   

採取期間   m3（×103）   9Dsr   

1986 5／14～  5／16   2．64  

5／16～  5／26  13．6  

12／12～19871／23   18．1  0．902   

1987、3／19～   4／2   11．6  

1988 1／14～  2／12   14．0  

4／30・－  5／14   11．9  

5／14～  5／28   10．2  

6／8～  6／11   8．92  

6／1い－  6／25 9．24  

6／25メー  8．18  

7／9一し  7／23   7．43  

…検出限界以下  
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Ⅲ－2  環境中の14Cの濃度調査  

放射線医学総合研究所  

井上義和、 岩倉哲男、 工藤美和子  

1． 緒言   

核燃料サイクルに関連して環境に放出される14Cは、線量率は低  

いが、 その半減期（5730年）の長さ故に集団線量預託への寄与は無視  

出来ないと考えられている。施設から放出される14Cの影響を実測  

により評価するためには、施設の影響のない自然環境における14C  

レベルの長期間の時間推移と変動および地域分布などに関するデー  

タが不可欠である。 このため19 6 0年代初頭よ り現在に至るまで、  

主に植物精油と発酵アルコールを測定試料として14C濃度（比放射  

能、 d p m／g C）を測定してきた。植物では、ある年に生育した  

部分の炭素中の14C濃度は、その年の大気中の二酸化炭素中の14C  

濃度を良く反映すると考えられので、測定値は、飲食物の摂取を通  

じて人体に摂取される14C濃度を推定し、線量評価を行う際の有用  

なデータと して使用出来ると考えられる。   

本調査研究によ り今までに蓄積された14C濃度の時系列から以下  
のことが分かった。1940年代の試料から自然生成レベルが、約  

13・ 7 d p m／g Cであることが分かった。大気圏核実験の開始  

に伴い、その影響が19 5 0年代以降の試料に認められ、14C濃度  

は急激に増大し始め、19 6 3年には最大値約2 5 d p m／g Cに  

達した。その後、198 0年代まで、濃度は波状的に急速に低下し  

たが、 この間特に19 7 0年前後の日本の濃度は、北半球大気対流  

圏の予測濃度より最大十数％の低下を示した。 これは、 日本の急速  

な工業化に伴う化石燃料の大量消費の結果、大気中の炭酸ガス濃度  

が急激に増加し、比放射能が低下したと推定される（S u e s s効  

果）。19 8 0～19 9 0年の間、14C濃度はゆるやかな減少傾向  

を示した。 また、 対流圏予測濃度と良い一致を示した。  

2． 調査研究の概要   

今年度測定した試料は、19 92年に日本で収穫されたブドウを  

原料として発酵醸造されたワインである。  蒸留精製し、約94－  

9 8 ％のアルコ ールを調製  

濃度を決定後、そ甲10m  

合し、 液体シンチレーシ ョ  

ⅩLで榔足した。 バックグラ  

成アルコールを用いて調製  

きる炭素量は約4 gであ り、  

約3． 5 c p mであった。  

した。 比重を測定して正確なアルコール  

1をトルエンシンチレ一夕10mlと混  
ンカ ウンタ ー Packard社製 TRICARB2260  

ウンド（臥 G）計郵試料は、 同量の合  

した。 この測定法では、1試料に導入で   

測定効率は約5 9 ％、 B． G計数率は、  
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測定結果を表に示す。 日本の各地の14C濃度は、15． 7  ±  

0．1d p m／g C～16．1± 0．1d p m／g Cの範囲であっ  

た。 平均値は、15． 9 ± 0． 2 d p m／g Cであった。 測定誤差  

を考慮する と、14C濃度の地域差は認められず、 日本の14C濃度は  

ほぼ均一に分布している と言える。   

19 8 0年から19 8 9年までの10年間の14Cの比放射能は、  

年減少率約0． 2 0 d p m／g Cで低下してきた。 その後、19 8  

9年から19 91年の最近3年間は、15． 6 d p m／g C前後の  

一定レベルで推移していたが、19 9 2年には、 僅かに上昇傾向を  

示 した。  

3． 結語   

大気圏核実験起源の14C濃度が、 波状的に減少する傾向は過去に  

もあった。 最近数年間も同様の現象が認められたが、 このよ う な現  

象の解明のためには、 本測定調査を継続し、 デー タを蓄積する と と  

もに、 植生や海洋が果た している炭酸ガスのリザバー と しての容量  

の変化と化石燃料の消費に基づく14Cを含まない炭酸ガスの大気中  
濃㌧度の増加による希釈効果の両者の影響について解析する必要があ  

る。 この解析結果は、 近年問題となっている地球温暖化の原因解明  

に役立つであろ う。   

一方、 放射性廃棄物の土中埋設処分や核燃料サイクル施設の運転 

に伴う14Cが環境に放出され、 局地的に環境濃度を上昇させる可能  

性があるので、 今後は、 施設周辺の環境試料を定期的に採取し、 そ  

の14C濃度を測定し、 経年変化に関するデータを集積する必要があ  

る。  

表  日本の19 9 2年産ワイ ンの＝C、の比放射能  

ブド ウ  14C  比放射能  ±1S D  
の産地  （d p m／g C）  

北海道  

北海道  

山形県  

山梨県  

長野県  

岡山県  

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

±
 
±
 
±
 
±
 
±
 
±
 
 

9
 
9
 
9
 
9
 
9
 
9
 
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

15．  

16．  

15．  

5
 
1
 
2
 
6
 
 
 

7
 
1
 
9
 
7
 
 

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
 

5
 
6
 
5
 
 

2
 
7
 
 
 

1
 
6
 
 

平均値  0
0
 
 
 

1
 
 
 

±
 
 
 

8
 
 
 

8
 
 

5
 
 
 

1
 
 



Ⅲ－3 火山による放射線レベル変動に関する調査  

放射線医学総合研究所  

藤高和信、古川雅英、松本雅紀  

1．緒言   

環境中のバックグラウンド放射線レベルが生活環境の変化によって変動することを  

追跡している。変化の原因は社会・生活習慣等の人為的要因によるものと、自然条件  

の変動によるものがある。今までも道路舗装やコンクリートビル建造等の都市化の影  

響を調べるための測定を行ない、過去の測定結果と比較検討してきたが平成4年度は  

自然条件の変動の例として雲仙普賢岳の噴火による周辺への放射線レベル等の影響調  

査を実施し、予備的な分析を行なった。  

2．機器   

雲仙地域（島原市）の測定は25年前にも行なわれ、1’’≠xl■’NaI（Tl）シンチレーション  

式サーベイメータ（〃R舟表示）を用いてデータを得ている。今回の目的の一つは過  

去のデータと比較することであるため、25年前の機器と同一のものを用いた。それ以  

外に新しい1▼▼≠x2‖NaI（Tl）スペクトロサーベイメータ（〃Sv／h表示）とポータブルの3■’  

≠x3，▼NaI叩）スペク 

率と核種寄与スペクトルを入手した。さらに現地の土壌と火山灰試料を採取した。  

3．概要   

雲仙普賢岳の活動が一時的に休止し、周辺地域への立ち入りが一部解除された機会  

を捉えて仁田峠、深江町、島原市、雲仙温泉、小浜温泉の各地を測定した。既に蓄積  

した降灰に加えて測定時に新たな降灰があり、特に仁田嘩と雲仙温泉ではそれが顕著  

であった。前日の降雨で洗い流された後の草木表面に付着したものは新鮮な降灰と考  

えられ、噴出物に間違いない。   

一般に火山は粘性の高いマグマからなるブルカノ型火山と粘性の低いマグマからな  

るストロンポリ型火山に分類されるが、その粘性はマグマに含まれる珪酸塩濃度によ  

る。最近の普賢岳の噴火形感からは、噴出物中の珪酸塩濃度が比較的高いと推論され  

る。珪酸塩濃度と放射性核種濃度がよい相関をもつことは地球科学でよく知られてお  

り、普賢岳のマグマ中の放射性核種が濃縮されている可能也がある。そのようなマグ  

マや火山灰が周辺に放出されると、238u系列の放射性核種等も一緒に環境中に散布さ  

れる可能性があり、結果的に空間放射線レベルの変動が予測できる。今まで火山を意  

識して環境放射線レベルを測定したことはないが、とにかく保有する各種機器を用い  

て現在のレベルを実測して噴火前と比較することを試みた。  
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現地採取した土壌・火山灰試料を放医研のバンデグラフ加速器でPIXE分析したとこ  

ろ、火口に近い仁田峠から遠ざかるほど珪素濃度が低下する傾向がうかがえた。また  

スペクトロメータの結果から、238u系列のラドン族核種から出るガンマ線のエネルギ  

ー相当チャンネルの計数を比較したところ、やはり仁田峠から遠ざかるほど低下する  

傾向がうかがえた。今回の空間放射線レベルの測定結果を表1に示す。1■▼≠x2－▼NaI  

叩）スペクトロサーベイメータの計器指示僅からは25年前から低下したように見える。  

この測定器の指示値と25年前に使われた測定器の指示値の相関がよいことは確認して  

いるが、25年前の報告値は電離箱値に換算してあって宇宙線寄与が含まれている一方  

今回の新しい測定器の指示値には宇宙線寄与が計数されていないと考えられる（検出  

部が小さく、計数時間が180妙に過ぎないため）。そこでこれに海面高度の宇宙線寄  

与分（29．6nSv／h：但しQF＝1を仮定）を加えると、25年前（89．6nSv爪：但しQF＝1を仮  

定）より増大したことになって、珪素やラドン族の分布に関する推論とも整合する。  

ただし現段階ではまだ推論に過ぎない。なお島原市とは山の反対側に位置する小浜温  

泉のデータは島原市と同一群に属さないという検定結果が得られた。  

表1 空間線量率の測定値（指示値：宇宙線寄与は殆どない）  

地点  瀞定点教  務示潜在51畑ノ  

仁田峠  1  

展望台  1  

深江小分校   1  

堆積捨て場   1  

霊丘公園  1  

島原城内  5  

総合運動公園  5  

小浜温泉  5  

＊月面地獄  5  

65．7  

77．4  

65．0  

73．0  

72．1  

68．1  

68．1  

61．4  

61．4  

＊印を除く平均  68．8  

4．結語  

地球科学的に考えて火山が環境に対する一？の放射線源であることは十分予測でき  

る。今回の測定は火山に関する初めての測定であるが、今後詳細な分析を進める予定  

である。また全く噴火形態の異なる火山（三原叫等）でも同様の測定を行ない、日本  

における火山の放射線影響の基礎データを取得していく予定である。なおこの測定後  

に再び普賢岳の活動が活発になり、近づけなくなった。  
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Ⅲ－4 屋内外のラドン等による被曝線量調査  

放射線医学総合研究所   

藤高和信、古川雅英、松本雅紀、   

土居雅広、阿部道子、小林走喜  

1．緒言   

平成4年度後期より屋内ラドン濃度全国調査を科学技術庁、放医研、日本分析セ  

ンターおよび各地方自治体の共同事業として開始することになり、放医研ではそのプ  

ロトコル原案作成および機器整備等の技術的準備を行なった。  

2．経緯と概要  

使用する測定機器の選定に当たっては昭和60年度～61年度を中心に実施したラド  

ン濃度全国調査の経験に基づいて検討したが、（1）一般家屋で予想される低濃度の  

ラドンを計測できる感度を持ち、（2）トロン寄与を弁別してラドンだけの濃度を推  

定可能で、（3）一般家屋で容易に扱え、（4）安全性の高いものをを選ぶことになっ  

た。そこで前回の調査で使用した名古屋大学開発の静電型モニタをはじめ、放医研の  

総括安全解析研究官（付）で開発中だったラドントロン弁別モニタのプロトタイプ、  

名古屋大学開発のカップモニタを候補にして環境中およびラドンチェンバーおよび放  

医研周辺の実環境中で比較測定実験を繰り返した。また平成3年度から参加していた  

米国環境保護庁（EPA）の国際比較実験結果が平成4年度中に入手されたが、上記の  

機器類はいずれも海外研究機関のものと比して優れたものであることが分かり、処理  

技術（エッチング、読み取り、推持管理を含む）が十分な場合は各候補機器のデータ  

間の相関は良いこ七も分かった。放医研ではこれら処理技術の習熟に努力した結果、  

先発研究機関とほぼ同等のレベルを得るに至った。放医研開発のラドントロン弁別モ  

ニタのプロトタイプはステンレス製であり、それを用いて比較実験を行なってきた  

が平成4年度途中から量産型のプラスチック製が生産されるようになった。そこでプ  

ロトタイプと量産型の比較測定実験を再びラドンチェンバーおよび実環境中で繰り 返  

し、両者に良い相関があることを確認した。これら新旧ラ下ン弁別モニタと静電型モ  

ニタの特性試験は名古屋大学、早稲田大学、動力炉核燃料開発事業団のラドンチェン  

バーで複数回実施したものである。また複数の外部研究機関が参加した屋内実環境  

（トロン濃度の高いことが分かっている家屋）の比較測定実験にも参加し、放医研内の  

ほぼ密閉された部屋や、換気のよい部屋でも比較測定も行なった。これら多数の測定  

実験を検討した結果、物理的性能に加えて比較的廉価であること、小型軽量であるこ  

と等を考慮し、放医研開発ののラドントロン弁別モニタが新しい全国調査に採用され  

ることになった。また従来の静電型モニタをレファレンス機器として採用することも  

決まった。全国調査は日本分析センターが全国水準調査の一環として作業するため、  

放医研からの技術移転を行なった。  
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これらを踏まえて平成4年度後期から日本分析センターの全国水準調査と、それ  

を支援する放医研の比較測定実験が2本建てで開始された。平成4年度から測定に参  

加したのは10県である（表1）。日本分析センターからは1家屋あたりプラスチック  

製ラドントロン弁別モニタ1個を配布設置し、放医研からは各機器の性能チェックを  

行なう目的で各県の各1家屋のみにステンレス製弁別モニタ1個、プラスチック製弁  

別モニタ1個、静電型モニタ1′台を配布設置した。また放医研と日本分析センターの  

技術的照合のために日本分析センター保有のプラスチック製ラドントロン弁別モニタ  

1台も放医研のものと並べて設置した。設置期間はいずれも2カ月づつである。  

表1平成4年度の厚内ラドン濃度全国調査の対象家屋数  

贋．名＋。水準粛査の家屋戯■ 仝厨比密猟宕の家屋敷  

青森県  19  

福島県  19  

静岡県  19  

新潟県  19  

石川県  19  

福井県  19  

岡山県   19  

島根県  19  

佐賀県  19  

愛媛県  19  

1   

1   

1   

1   

1   

1   

1   

1   

1   

1  

（合計）  190  10  

これとは別に千葉県と東京都の45家屋を対象に新旧ラドン弁別モニタによる屋内  

比較測定を実施中である。設置期間は2カ月づつである。  

3．結語   

こめように平成4年度は新規サーベイのための準備作業を集中的に行なった。平  

成5年3月に一旦仝機器を回収してチェックしたあと再度モニタを配置して測定中で  

ある。データ蓄積を待って解析を行なう予定である。  
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Ⅲ－5 環境中のトリチウムの測定調査  

放射線医学総合研究所  

井上義和、宮本霧子、岩倉哲男、工藤美和子∴ 梶谷邦人  

1．緒言   

自然環境および原子力施設周辺環境における環境試料中の3H濃度を長期  

間継続的に測定し、分布と時間変化に関するデータを集積する。 これらの  

データを解析することくにより、3Hの環境動態を明かにし、モニタリング法  

や線量評価法の改善に役立てる。特に本世紀末の稼働が予定されている青  

森県六カ所村の再処理施設については、放出が予測される3Hの環境への影  

響を評価するために、稼働前に地域の核実験および自然生成起源のいわゆ  

るバックグラウンドレベルの分布と時間変動を把握しておく とともに、 レ  

ベルの変動に大きな影響を及ぼす水圏の水文学的パラメータの地域固有値  

を推定するための基礎データを収集する。   

過去の調査研究経過・経緯については、全国の発電所周辺の陸水、海水  

の第1次調査（1969～1980） 
間変化に関するデータを得、3Hの起源の主体が核実験であり、陸水の濃度  

分布に関して緯度効果がある 

少する事実を見 出した。茨城県東海村での種々の環境試料の3Hを測定し  

た第2次調査（1981～19 92）では、施設から大気放出される3Hの  

陸環境における分布と時間変化のデータを得るとともに、大気、水蒸気、  

降雨、土壌、植物、地下水における3Hの挙動を解析し、各環境媒体隈の移  

行比や地域固有の土壌水の浸透速度および地下水の滞留時間と流動方向な  

どを明らかにした。また、第1次、2次調査を通じて継続している千葉市  

の月間降水と茨城県の那珂川と久慈川の3H濃度に関する時系列データは、  

わが国の水文学研究にとって貴重であり、しばしば引用苧れている。  

2．調査研究の概要   

稼働中の種々の原子力施設が立地する茨城県東海相と■その周辺地域につ  

いては、1992年も定期的に河川水、湖沼水、水道水、井戸水および沿  

岸海水を採取し、3Hを測定した。青森県六カ所杵については、1991年  

より試験的に試料採取を開始し 1992年より■本調査研究計画に従い、  

河川水、湖沼水および地下水を採取し、31iを測定した。また対照地点とし  

ての千葉市においても毎月、，降水と水道水を採取し、3汁を測定した。   

結果：千葉市の降水の3H濃度の年平均値は、1992年については昨年  

と同じ0．・6B q／1で為った。従来と同様に春から夏に高く、秋から冬  

に低い季節変化を示したが、降水の3H濃度の年変化の減少傾向がほぼ止ま  

ったことから、大気圏核実験起源のフォールアウト3Hは、成層圏にはもは  

や存在せず、、ユーラシア大陸の主として中国の地表水中に日本より1桁高  

い濃度で残留するH T Oが再蒸発．し、日本に影響を及ばして車ると考えら  

ー29－   



れる。19 91年と19 9 2年に採取した茨城県の那珂川と久慈川の濃度  

の年平均値は、最近3年間ほぼ一定の約0． 9B q／1で推移しているが、  

僅かに年々減少傾向が認められ、かつ降水の濃度より50％はど高かった。  

このことは、滞留時間の長い地下水中の3Hが河川の濃度に対し今なお影響  

を及ぼしていることを示唆している。一方、東海村の新川の濃度は、久慈  

川や那珂川より5 0％以上高いレベルで推移している。   

199し2年に那珂町と東海村で採取した地下水の濃度については、内陸  

の地下水の濃度が、久慈川などの大河川と同じであるのに対し、海岸に立  

地する東海村の施設周辺では、内陸の地下水よりも高い状態で推移し、年  

々減少傾向を示してきたが、19 9 2年でも数倍高い状態が確認された。  

地下水の濃度の地域分布が、降水の濃度のそれと一致することと地下水の  

濃度の時系列が、 2． 5～3． 0年の時間遅れで降水の濃度の時系列とパ  

ターンが一致することから、乗海相の施設から大気放出された3Hの影響が  

地下水に反映していると考えられた。   

1992年に東海村および鹿島郡大洋村で採取した沿岸海水の濃度につ  

いては、 自然海水の3H濃度は、陸水よりも低いと考えられるにもかかわら  

ず、199 2年12月1日のデータは両地点とも陸水よりも明らかに高か  

った。平成2年度放射能調査研究報告書（平成3年12月、NIRS－R－21）で  

も述べた、ように、これは東海村の施設から海洋へ放出された3Hが拡散と海  

流により移動した結果と考えられる。   

青森県6カ所村で1991年と1992年に採取した河川水の濃度は、  

1． 0～1． 6王主q／1の範囲であり、茨城県より少し高く、内陸部ほど  

高い傾向を示し、また河川の規模が大きいほど高い傾向を示した。これら  

の現象は、フォールアオウト3Hに関する緯度効果（北ほど高い）、大陸効  

果（内陸ほど高い）および河川を濯毒する水の集水域の大きさ、すなわち  

地下水の滞留時間の長さによって説明できる。汽水湖と供給水源の河川水  

の3H濃度比は、尾駁沼／二又川および鷹架沼／後川の両者とも0．7であ  

り、これらの湖沼の濃度が河川水より低かった。この現象は、低濃度の海  

水が湖沼に混入し、湖沼の3H濃度を希釈した結果と考えられる。  

3．結語   

以上に述べた3H濃度は、規制値（6Ⅹ104B q／1）に比べて約4桁  

低く、安全上全く問題が無かった。今後の調査研究計画・方針は、i）日本  

全国の3Hのバックグラウンドレベルの代表としての性格を有する千葉市の  

月間降水および、茨城県の那珂川、久慈川め3H濃度測定を継続すること、  

ii）茨城県東海村の地下水の3H濃度が、バックグラウンドレベルに低下す  

るまで測定を継続すること、iii）青森県六カ所村の環領水の3H濃度の分布  

と時間変動に関するデータを測定・収集すること、iv）世界の3H濃度分布  

と輸入食品の3H濃度との関係を調査すること、および Ⅴ）中国内陸部め高  

レベルの3Hが、日本全国の大気水蒸気と降水の3Hレベルの変動に及ぼす  

影響に関する調査を実施することなどである。  
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Ⅲ一6 高空 にお ける放射能塵の測定  

防衛庁技術研究本部  第1研究所   

遠藤  拡  松村皇道  西山益夫   

加藤辿彦  春川順市   

緒言   

19 61年以来、 放射能に よ る環境汚染調査の一環 と し て、 我  

が国上空の放射能浮遊塵 に関する 資料を得る ため航空機を 用 いて  

試料を採取 し、 全 β放射能濾度及び含有核種の分析を行っ て き た。  

本稿では、 前報に引 き続いて平成4 年度に得た平常時の測定結果  

につ い て 報告す る。   

調査研究の概要  

（1）   試料の採取  

北部（宮古東方海上～苫小牧）、 中部（百里～新潟）及  

び西部（阿蘇～見島）の 3 空域において航空機（T－4 中等  
練習機）に装着 し た ろ紙式集塵器によ り 試料を採取 し た。  

採取高度は、 中部空域の約半数回で 6 K m の他はすべて  

10 K m であ り、 ろ紙は、 東洋濾紙K・K製 Ⅳ0．5A であ る。  

図1に使用 し た ろ紙式集塵器の概要を示す。  

図1 ろ紙式集塵器の概要図  
（2）   測卜定方法  

試料の処理、 測定方法は、 従来と同 じである。 試料ろ紙  

の半分は、 灰化 し全β放射能測定用と し、 残 り 半分は γ線  

機器分析用とするため未処理のま ま、 60 mm必× 5・5 mmhの  

円板状に圧縮成形 し た。  

全β放射能測定における比較線源にはU308を使用 した。  

Ge半導体検出器のピーク効率は寒天容積綿源を用いて求  
め た。  

（3）   調査結果  

19 9 2年4 月か ら19 9 3年 3月 ま での間における全  
β放射能頒度の測定結果を図2 に示す。本期間での高度  
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′  

図 2  全 β放射能濾度  

10 k m試料の全測定値の平均値は1．4mBq／m3である。 平成  

2、 3年度はそれぞれ1．3m3q／m3、0．85mBq／m3であ り、 気象  

要因等による変動幅内の値である。 ま た、 今期間中に採取  

し た試料の γ 綿スペクト ル分析か らは人工的な放射性核種  

は検出されて いない。 γ綿スペクト ル分析で検出された宇  

宙線生成核種 7B e は成層圏に多 く 存在する ものと考え ら  

れる が、 その演度の変動を図 3 に示す。  

t
∈
＼
b
雪
 
 
 

嶺
蠣
濯
苺
鰯
○
由
一
 
 

甲3 、7B e放射能溝度  

3  結語  

本期間の上層大気中の全β放射能湧度は前年度とほぼ同 じであ   

り、 その季節的変動も少な く なって いる。 これは大気圏内での核   

実験がなく、成層圏に滞留し七いる放射性物質が少なく なったた   

めと考え られる。 しかし、痍墳放射能汚染監視のため引き続き調   

査が必要 と考え られる。  
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Ⅲ－7 土壌及び米麦子実の放射能調査（平成4年度）  

農林水産省農業環境技術研究所  

駒村美佐子 結田康一  

1．緒言  

昭和32年以来、農耕地（水田・畑）土壌及びそこに栽培生産された   

米麦子葉を対象に、降下放射性核種による汚染状況とそれらの経年変   

化を調査してきたが、今回は平成4年度に収穫採取した試料について、  

137cs の核種分析を行ったのでその調査結果を報告する。  

2．嗣査研究の概要  

1）試料採取と分析法  

前年度と同様、全国15ヶ所の国公立農業試験研究機関の特定圃場か   

ら、それぞれの政穫期に採取された水田・畑作土及びそこに栽培され   

た水稲・小麦子実を分析用に調製し供試した。  

Ⅰ37csの分析は、土壌は風乾紳士 40－60gを、米麦子実は、玄麦・玄   

米1kg、白米3kgをそれぞれ 500OCで灰化後、測■定容器に詰め、Ge（Li）   

高純度半導体検出器一マルチチャンネルアナライザーシネテムでガマ   

繰言十測を行い、137cs含量を測定した。測定時間は80000～240000秒。   

2）調査結果   

① 農耕地土壌  
r  

平成4年度の収穫期に、畑及び水田圃場からそれぞれ採取した作  

土（10～15cm）中の13了C5含量を表1、2に示した。  

これらの調査結果から一、・－37cs含量は、全国平均で畑土壌は、12．2   

Bq／kg、1，395MBq／km2、水田土酎ま、12．9Bq／kg、1，450MBq／km2の値  

を示した。前年質と比較すると、畑・水田而土壌とも僅かに減少し  

た。採取地別には畑土壌7．4～26．8Bq／kg、水田土壌2．9～27．1Bq／kg  

と地域差が大きい。   

② 米麦子東  

平成4年度に収穫した小麦（玄麦） 

137cs含量を表1、2に示しれた。  

これらの調査結果から、全国平均で玄麦は 0．025 Bqノkg、玄米は0．   

121BqノkgL、白米0，．046Bq／kgの値を示した・。前年度と比較すると、米  

麦子実ともに横ばい状を示した。採取地別には、玄麦0．005～－0．097  

Bq／kg玄米0．015～0．734B、q／kg、白米O 

認められた。  

3．結語 

平成4年度に収穫採取した農耕地（水田・畑）土壌及び米麦子実中   

の13了Csの核種分析を行った。   

農耕地土壌中の137csの経年・推移は、・僅かな減少傾向を示しながら推  
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移している。また、米麦子葉中の137csの経年推移も、減少傾向を示  

しながら推移しているが、検出しない地点が白米に2ヶ所あった。  

表1 玄麦及び畑作土中の13Tcs含量  

平成4 年度  

137cs  

試料採取地  

収穫自  品種名       琴麦   畑作土  

Bq／kg   Bq／kg   鵬q／kmヲ   

札 ＿幌（北海道）  7．20  細シリコムキ●  0．012   10．2   1，210   
長 岡（新 潟）  6．23  ユキチャさ●   0．023   26．8   3，257   
盛 岡（岩 手）  7．14  ナンフ◆コムキ◆  0．097   16．6   1，519   
岩 沼（宮 城）  6．25  フ舛コムキ●  0．014   T．4   949   
水 戸（茨 城）  6．26  農林61号  0．015   8．6   840   
つくば（茨 城）  6，20  農林61号  0．025   7．9   824   
立 川（東 京）  6．i2  農林26号  0．005   15．5   1．398   
双 葉（山 梨）  6．10  農林26号  0．015   臥3   1．150   
山 陽（岡 山）  8．9  シラサキ●コムキ  0．016   8．3   1．410   

平 均  0．025   12．2   1，395   

蓑2 玄米・白米及び水田作土中の137cs含量  

平成4 年度  

137cs  

試料採取地  

収穫臼  品種名  玄米   米   水 田作土  

8q／kg   Bq／kg   Bq／kg  〃8q／血2   

札 幌（北海道）  9．29  ユキヒ椚   0．026   0．015   7．1   532   
秋 田（秋 田）  9．22  アキタコマチ   0．251   0．097   26．2   2．982   

大 曲（秋 田）  10．1  奥羽316号  0．175   0 050   6．0   488   
上 越（新 潟）  9．18  コシヒかノ   0．047   0．024   27．1   Z／861   
金 沢（石 川）  9．13  コシヒカリ   0．023   0．011   9．8   956   
鳥 取（鳥 取）  9．16  コシヒかノ   0．033   0．001   19．．3   3．Odl   
盛 岡（岩 手）  10．15  タカキミノリ   0．228   0．100   18．8  1．4始   

名 取（宮 城）  10．2 ′  ササニシキ   0．734   0．310   1自．1   2，087   
水 戸′（茨 城）  9こ18   コシヒ糾   0．ン112   0．035   11．9   1．294   
つくば（茨 城）  10．1  日本晴   0．01 0．005   6．3   
立川（東 京）  10．27  マンケ●ッモチ   0．033   0．008   18．5   1．959   
双 葉（山 梨）  9．17  帽＝シキ   0．026   0．019   3．6   569   

羽曳野（大 阪）  10．9  日本晴   0．027   0．008   2．9   
山 陽（岡．山）  10．29  アケホ●ノ   0．024   N．D   9．7   1，651   
筑紫野（福 L岡）  10．21‘  ヒノセかJ   仇0押   N．D   8．2   75   

平 均  0．121   0．046  12．9   1」450   
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Ⅲ一8 放射性ヨウ素の土壌蓄積性と浸透性の定量的把握  

農林水産省農業環境技術研究所  

結田康一・駒村美佐子  

1．緒  日   

枝燃料再処理工場等から大気中へ放出されるおそれがある 129Ⅰ（半減期17け0万  

年）の土壌表層降下後の土壌中での挙動、特に土壌蓄積性と下層への浸透性を明ら  

かにする。そのために性質を異にする全国の主要土壌を採取し、土壌深度別の非放  

射性12アユと放射性129Ⅰの分析を行い解析する。本年度は127Jの土壌中の垂直  

分布を土壌の水分環境、特に地下水位と関係づけて明らかにした。  

2．調査研究の概要   

対象土壌ほつくぼ市農環研の筑波台地上の畑土壌と、神奈川県足柄平野の扇状地  

上水田土壌（地下水位や浸透性を異にする3土壌）で、土壌の種類、性質、地‾F水  

位等は図1、2に示す。畑土壌ほ3．5mまで、水田土壌は1．4～1．6mまで層位別に凍  

土した。   

127Ⅰの分析は放射化分析によった。ポリ袋に封入した細土を原子炉で中性子照  

射後、硫硝酸分解・通気蒸留を行い、留出したヨウ素をヨウ化銀の沈でんとし、t  

128Ⅰのガンマスぺクトロメトリーで測定した。   

127Jの土壌深度別濃度を図1、2に示した。  

①畑土壌作土の12アⅠ濃度は40〟g／gで水田作上の0．5〟g／g（ヨ地点共）より80  

恰も高かった。‾下層になると低‾Fし、？8⊥198cmでは12′、柑〟9／g とほぼ■一一定とな  

り、その下の雨期のみの地下水面下の層（198～240cm）では 4〟g／g と急減し、  

さらに常時地‾‾F水面下となる 240～282cmは1．2 〃9／g、282～352cmでほ水田作  

土より低い0．4〟9旬となった。以上より畑土壌表層の127Ⅰ、129Ⅰの蓄積性は  

水田土壌より著しく大きいこと、しかし137c sに比べると下層へ浸透しやすいこ  

と、どの土壌でも地■F水面下でほ地下水中に溶出し地下水とともに流出すること  

をうかがぁせた。  

②湛水化される水田土壌の127二【濃度ほ、全層にわたり畑土壌より桁違いに低〈、  

127一Ⅰ、129Ⅰほ大部分が地下水層へ浸透してしまうことが推定された。なお、地下  

水位が最も深い延沢では20～160cm層の127Ⅰ洩度は 4．0′用／g前後と他の2水田  

土壌より高い債を示したが、これは畑土壌の雨期のみ地下水南下なる層の値と同レ  

ベルであった。一方、地下水位が浅く地‾F水面下になる期間が長い曽比の40～100c  

mの1271濃度は 0．1へ■0．3〟g／9 と著しく低かった。  

3．結  語  

127Ⅰの土壌蓄積性・浸透性は土壌の水分環境、特に湛水と畑水分で、さらに地  

下水位に大きく影響されることを定量的に明らかにした。  
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Cs－137 Bq／康一風乾土  

園1Ⅰ－127，Cs－137のつくば農環研畑圃場における土壌深度別濃度  

曽比一水田「扇端）  
中根拉グライ土  

かんがい親授透水丑：536皿  
地下水位：0．4－Om  

非かんがい朋地下水位：0．8－1．Om  

図2 Ⅰ－127の水田土壌における深度分布  

一足柄平野扇状地上水田－  
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Ⅲ－9 4年度における牛乳の放射能調査  

農水省畜産試験場（畜試）  

三橋俊彦・須藤まどか  

農水省北海道農業試験場（北農試）  

山岸規昭・早坂貴代史・田鎖直橙  

農水省九州農業試験場（九農試）  

寺田文典・村岡 誠  

1．緒言  

前年に引き続き，わが国の牛乳中の人為放射能レベルを知るため，全国9カ所につい   

て90srおよび13てCsの経常調査を実施し，地域別変化，季節別変化などを観察した。牛乳   

に関する放射能の研究は，汚染状況の把握，将来の汚染濾度の予測，汚染の移行経路お   

よび移行量の把握，除染法の確立などがある。このなかで除染に関する研究があまりさ   

れていないので，今後このことについても検討することとし，今年度は搾乳牛2頭を用   

いた予備実験を行った。 北農試，九農試では緊急時に備え，例年どおりバックグラウン   

ドとしての土壌，牧草，牛乳などの測定を行った。  

2．調査研究の概要  

（1）牛乳中の90srおよびユ37csの経常調査  

前年と同様，経常測定では北海道立新得畜試，岩手県畜試，秋田県畜試，福島県畜試，   

農水省畜試，静岡県畜試，福井県畜試，香川県畜試および福岡県農総試の9カ所から測定   

試料く原乳）を採取した。4年度における牛乳中の90srおよび137csの測定結果を表1，2   

に示す。90srの結果は北海道が一番高く，岩手，秋田と続き，次いで高いのは福井，静   

岡の順であるのは前年とかわらず，全国平均値で前年と比較すると約10％の減少であっ   

た。 137csでは北海道が一番高いのは90s「と同様であるが，次いで高いのは前年の静岡に   

代わり岩手で次は福島である。また，この両地点は前年に比べ急増した。ちなみに静岡   

は5番目に下がり前年に比べ半減していることがわかった。全国的には前年に比べ平均   

値で約12％の減少であった。  

（2）牛乳中137csの低減試験  

牛乳中の放射能を低減させる方法畢こついて，1960年代に畜試でも盛んに行ったが，そ   

の対象核種はもっばら90srに目が向けられ，1う7csに関してはばとんど注目されなかった。   

しかし，今後の放射能放出源が核爆発実験より原子力施設の事故に起因することが多い   

とすれば，むしろ137csの方が問題となる。そこでこの核種の除染法に着目した。牛乳の   

放射能除染法には牛乳そのものを処理して除染する方法と，餌料中の1う7csが乳汁に移行   

するのを抑制する方法とがある。牛乳生産という立場から後者を選択した。ある多孔性   

物質を給与すると効果があるという相告に注目した。多孔性物質としては土壌改良材と   

して知られているバーミキュライトを選んだ。放射化分析によって毒性物質の有無を調   

べ安全性を確かめ，動物への給与実験を実施した。実験地点は北海道の新得で，2頭の   

搾乳牛を供試してバーミキュライトを500g（頭・日）を6日間与えた。そのことで飼料   

の食い込みが悪くなるようなことば認められなかった。牛乳中137csの測定結果は平均値   

で給与前 58．3±9．8mBq／セ，給与後 姻．6±9．2mBq／£であった。有意差検定ばしてい  
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ないが，バーミ キュライト給与によって，牛乳中の137cs主薦度が低下する傾向を認めた。  

（4）北農試（札幌）における137c＄の測定  

今回も原発事故，核爆発実験など緊急時に備え，バックグラウンドレベルを知るため，   

牛乳，飼料，また野菜類としてジャガイモの137csを調査した。測定結果は，牛乳：82   

mBq／セ，グラスサイレージ：3．22Bq／kg（乾物），配合飼料：0．45Bq／kg（乾物），乾草  

：1．92Bq／kg（乾物），ジャガイモ：29mBq／kg（乾物）であった。前年と比べ大きな変化   

は認められなかった。  

（5）九農試（熊本）における137csの測定   

緊急時に備えたバ、シクグラウンド測定として，熊本，沖縄の土壌と牧草および牛乳に   

ついて測定を行った。土壌（乾燥）の結果は平均値で，鱒本が6．52±0．29Bq／kg，沖縄は  

1・70±0・208q／kgであった。熊本の乾草が0．22±0．42Bq／kg，牛乳は17．0±11．OmBq／£，   

沖縄の乾草が1．53±0．79Bq／kg，牛乳は34．0±33．伽Bq／£といずれも標準偏差が大きく，   

統計的に有意なものは年々少なくなってきた。そこで，反復数を多くした場合に測定精   

度がどのように変動するか統計的な検討を試みた。その結果5点以上の分析を行っても   

測定精度の向上はあまり望めないことが明かとなった。  

表1．平成4年度牛乳中90sr （mBq／£）  

北海道  

岩 手  

秋 田  
福 島  
茨 城  

静 岡  
福 井  
香 川  

福 岡  

70．4±7．4  

70．4±7．4  

51．9±3．7  

22．2±3．7  

18．5±3．7  

29．6±3．7  

33．3±3．7  

14．8±3．7  

14．8±3．7  

66．7±7．4  

55．6±7．4  

29．6±3．7  

29．6±3．7  

22．2±3．7  

18．5±3．7  

37．0±3．7  

18．5±3．7  

11．1±3．7  

66．7±7．4  

55．6±3．7  

33．3±3．7  

25．9±3．7  

11．1±3．7  

22．2±3．7  

29．6±3．7  

14．8±3．7  

11．1±3．7  

59．3±7．4  

55．6±3．7  

40．7±3．7  

22．2±3．7  

22．2±3．7  

25．9±3．7  

37．0±3．7  

18．5士3．7  

11．1±3．7  

65．7±7．4  

59．3±4．6  

38．9±3．7  

25．0±3．7  

18．5±3．7  

24．1±3．7  

34．3±3．7  

16．7±3．7  

12．0±3．7  

表2．平成4年度牛乳申157cs （mBq／£）  
L 
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田  

島  

城  

岡  

井  

川  

13．7±11．6  

40．2±11．9  

8．2±11．0  

19．2±12．9  

16．8±11．8  

5．6±11．8  

15．1±11．7  

16．0±11．9  

71．0±12．7  

19．6±11．6  

11．4±11．0  

13．3±12．1  

11．1±11．9  

14．2±11．1  

6．0±10．9  

40．4±12．2  

26．9±10．8  

33．9±12．2  

7．6±11．4  

17．6±10．6  

4．0±11．9   

9．1±10．7  

19．0±12．1  

27．7±11．8  

13．1±11．8  

16．5±12．0  

12．4±11．9  

10．7±11．6  

11．2±11．3  

42．7±12．2  

20．6±11．3  

19．4±12．0  

13．6±11．8  

11．7±11．6  

11．0±11．6  福 岡  

3．結 語 

従来から牛乳中の90srと137csを調査し，季節的変化，地域差などを観察してきたが，   

最近は汚染濃度も極低レベルとなり有意な測定値が少なく，とくに137csが顕著である。   

しかし，極低レベルとはいえ，今後もその動向を正しく把掘することば重要であるので，   

微量放射能測定技術をより向上きせることが肝要である。将来のために牛乳中の137csを   

除染する試みも始めたが，今回は飼料中の一157cs濃度が低くかったこともあり，あまり効   

果が現れなかった。今後，多孔性物質の給与量，方法などを変えて繰り返す必要がある。  
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Ⅲ－10 家畜の骨中90sr濃度調査（1992年度）  

農林水産省家畜衛生試験場北海道支場  

第2研究室 加藤憲夫、近山之雄  

1．緒言   

1957年より、家畜飼養環境での放射能汚染を、家畜の骨中90sr濃度測定によりモニタ  

ーしている。馬、牛等の草食家畜は90srを含む放射性降下物により汚染された牧草等を直  

接摂取するため、骨90sr濃度は汚染状況を知る良いマーカーとなる。今年度も前年度と同  

様、馬および牛の骨の90sr濃度を調査した。  

2．調査研究の概要  

（1）材料と方法  

測定試料は1992年5月から10月の間に、北海道各地から集めた馬32例、牛32例の中手  

骨である。試料を乾式戻化後、ジー（2－へキシル）－リン酸により90Yを抽出し、ロー  

バックカウンターで測定した。  

（2）測定結果  

馬の骨では 0．194‡0．082Bq／g・Ca（5．23‡2．21pCi／g・Ca），牛の骨では 0．0951  

‡0．0418Bq／g・Ca（2．57‡1．13pCi／g・Ca）であった（表1、2）。これらの値を前年度と  

比較すると有意な変化は見られなかった（図1）。また、例年同様、牛よりも馬で高い値  

が得られた。  

3．結語  

骨のgOsrは1965年を頂点として次第に減少を続け、86年以降低い水準を維持している。  

90sr濃度は烏、牛とも加齢と共に増加する傾向があるが、若齢馬用－20，21）でも高値を示  

すことがある。このことは高濃度の汚染土壌の存在を示唆しているように見える。測定開  

始以来、馬の値は常に牛よりも高い。この差は飼料の違い（馬は牧草が多く、牛は濃厚飼  

料が多い）を反映しているようである。  
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衰2 牛の分析結果（32例）  

番号   年齢  Bq／g・Ca  

表1 馬の分析結果（32例）  

番号   年齢  Bq／g・Ca  

H－1  3カ月   D．0969  

日ー2   3カ月   0．151  

ユ1－ 3   5カ月   0．0747  

1ト 4  2  0．0792  

Ⅰ卜5  2  0．0807  

ロー 6  2  0．09ユ4   

f卜 7  2  0．川ユ  

0，0466  

0．0141   

0．0322  

0．0326  

0．0337   

0．104   

0．147  

0．151  

0．02掴  

0．0303  

0．0451  

0．0503  
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0．0710  

0．0740  
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Ⅲ－11 っくばに於ける最近のプルトニウムの降下量について  

気象研究所   

広瀬勝己、五十嵐康人  

緒言   

核実験等に由来する放射性降下物の内、プルトニウムは長寿命であり、同時に  

化学的及び放射能毒性も高いことから、環境中の挙動を明らかにすることは重要  

課題である。大気中に放出されたプルトニウムは降水等により地上に降下する。  

降下物中のプルトニウムの含量の経時変化や地域特性を知ることがプルトニウム  

の起源や降下の機構を解明する上で重要である。今回は、つくばに於ける最近の  

プルトニウムの降下量について報告する。  

調査研究の概要   

つくばの気象研究所露場で4m2の採水器を用いて月間降下物を採取した。降下物  

試料は蒸発乾固後、酸に溶解し陰イオン交換法により分離精製後、α －スペクト  

ロメトリでプルトニウムを定量した。   

図1に1986年から1991年末までの、つくばに於けるプルトニウムの月間降下量  

の経時変化を示す。春期に高い降下量が見られるが季節変化は一様ではない。従  

って、この季節変化を単純に成層圏フォー－ルアウトの特徴であるスプリングピー  

クと言うことはできない。また、春先に見られるプルトニウム降下量の極大値も  

年毎に減少の傾向にある。   

図2に1958年から1991年までのプルトニウムの年間降下量の経時変化を示す。  

1980年の中国第26回大気圏核実験の後、1981年にプルトニウム降下量の極大を観  

測した。その後、1984年までプルトニウム降下量は成層圏滞留時間に従って減少  

した。しかし、この年以降は成層圏滞留時間から予想される降下量より観測値は  

高くなり1986年から1988年までは殆ど同じレベルであった。1989年にはやや減少  

したが、19gO年には僅かではあるが増加を示した。更に、1991年は前年とほぼ同  

じレベルを示した。この結果は、現在観測されている降下物中のプルトニウムの  

大部分は中国の大気圏核実験により放出された放射能の成層圏フォールアウト由  

来ではないことを示している。この原因は現在検討中であるが、一度地上に降下  

したプルト土ウムの舞い上がり等によるものではないかと考えられる。  
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図2、気象研究所（つくば、東京）に於けるプルトニウムの年間降下量  
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Ⅲ－12 最近の90sr、137cs降下量について  

五十嵐康人、広瀬勝巳  

気象研究所地球化学研究部  

1．緒言 大気圏内薇実験は1980年の中国核実験を最後に行なわれておらず、  

人工放射性核種の降下量は1985年に最低となった。1986年のチェルノブイリ事  

故により一時的に降下量は増大したがその後は急激に低下して、最近では1985  

年に記録したレベル以下となって推移している（図1）。ここでは茨城県つく  

ば市の気象研究所で観測された最近の卯srぉよび13℃s降下量について述べる。  

2．調香の概要 毎月1日に気象研観測露場に設置した大型水盤（2m2または4  

m2）に捕集された降下物を採取した。これを蒸発濃縮し、まず、Ge半導体検  

出器により13℃sを測定した。次いで放射化学分離により卯srを精製し、最終的  

に炭酸ストロンチウム 

に達した後に、低バックグラウンド2汀ガスフロー検出器で測定した。なおこ  

れらの測定については、先に報告した標準試料調製を通じた各機関との相互比  

較により、精度と正確さを確保している（第30回理工学における同位元素研究  

発表会要旨集）。  

3．結果 図2に1991年に観測されたつくぼ市での月間降下量の変動を示す。  

恥sr、137csのいずれも春期に大きな降下量を示すが秋・冬には低い。春期にお  

ける降下量の増大は従来のいわゆるスプリングピークに相当するようにも考え  

られるが、チェルノブイリフォールアウトより4年経過しているので、成層圏由  

来と説明するのは由難と言える。宇宙線生成核種である7Beは成層圏大気と対流  

圏大気との混合を反映して春期に降下量が増大するが、特に137csは2月に大き  

なピークがあり、降下パターンは大きく異なっている。一方、降下物全重量と  

放射能降下量との相関を調べると、特に137csと降下物重量は強い相関をもつこ  

とがわかった（図3）。このことから少なくとも137csは土壌より．の舞い上がり  

起源であると推定される、。  

4．結語  今後上述したような降下量の変動要因について、さらに調査研究を進  

める。  
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Ⅲ－13 石川県における空間線量調査結果   

一可搬型Ge半導体検出器を用いた空間線量調査－  

石川県保健環境センター  

中谷 光一酒井 通則・矢鋪 満雄  

1． 緒 言   

本県における空間  

放射線のレベル，分  

布等の概況を把捜す  

るため，昭和53年度  

より環境放射能調査  

を開始し，その一環  

として可搬型Ge半導  

体検出器を用いた空  

間線量調査を行った。   

本調査では大地寄  

与分を対象に土壌中  

に含まれる放射性核  

種から放出されるγ  

線のエネルギースペ  

クトルを測定し，ウ  

ラン系列核種，トリ  

ウム系列核種，カリ  

ウムー4 0の成分別  

の線量率を評価した。  

線量率の違いは表層  

地質との関連で検討  

した。  

区＝  測 定 地 点 図  

2． 調査方法   

調査地点は石川県地質図を参考としながら，県全体の線量率レベ  

ルを把握することを目的として選定した（図1）。   

地上1mの位置にオルテック製Ge半導体検出器を設置して，約1  

時間測定で得られたスペクトルを解析し，成分別の線量率を求めた。  

8． 結果及び考察   

輪島市（牛尾），田鶴浜町（三引），松任市（辰巳町），吉野谷  

村（吉野，中宮温泉，三方岩），尾口村（一里野），白山山麓で60  

nGy／hを超える線量率の高い地点があった。特に，牛尾の含梅緑石  
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層露頭で121nGy／h，三引の含燐鉱床露頭で86nGy／h となり，局所  

的に線量率の高い地点があった。   

土壌中のウラン系列，トリウム系列，カリウムー40の濃度はケイ  

酸塩濃度の高い酸性岩（花崗岩，流紋岩）において最も高く，ケイ  

酸塩濃度の低い塩基性岩（玄武岩，斑梢岩）において低い。また，  

一般に堆積岩に比べて火成岩において高いが，特例的に堆積岩の中  
の真岩や燐灰岩については火成岩より高いものがあるとされている0  

このようなことから土壌中の放射性核種濃度，すなわち大地からの  

放射線量については，地質を基として区分して評価することとし表  

層地質別に整理した（衰1）。   

表1では，表層地質によって測定回数が異なり，しかも一部に測  

定データのない地質があるが，表層地質と線量率について検討した。  

酸性岩（流紋岩質岩石，流紋岩質凝灰岩，花岡岩質岩石，片麻岩質  

岩石）では平均40～87nGy／h に対して，中性岩（安山岩質岩石・火  

砕岩）は平均40nGy／h と，酸性岩より低い傾向にあった。堆積岩  

（砂岩，礫岩，泥岩）では平均38～56nGy／h，貢岩及び頁岩・砂岩  

互層では平均56nGy／h と比較的希い姑果が得られ，本県においても  

前述の内容と符合する様相である。  

表1 表層地質別線量率計算結果  

単位：nGy／h  

線 量 率  

範 囲 平均値  
言己 号  地 質 区 分  

32～55 46（10）  

28～55 42（7）  

30－61 44（10）  

33～48 43（9）  

51  51（1）  

37～56 45（5）  

29～46 39（5）  

21～55 39（17）  

32～43 38（4）  

54～57 56（2）  

54～57 56（2）  

s  砂  

gsm（Ⅰ） 礫・砂・泥（Ⅰ）  

gs  砂礫  

gsm（Ⅱ） 礫・砂・泥（Ⅱ）  

altgsm（Ⅰ）礫岩・砂岩・泥岩（Ⅰ）  

ss（Ⅰ）  砂岩（Ⅰ）  

cg（り  礫岩（Ⅰ）  

ss（Ⅱ）  砂岩（Ⅱ）  

ms  泥岩  

altsm  砂岩・泥岩  

altgsm（Ⅱ）礫岩・砂岩・泥岩（Ⅱ）  

altsmt  礫岩・砂岩・凝灰岩  

cg（Ⅱ）   礫岩（Ⅱ）  

altgs  礫岩・砂岩  

altms  頁岩及び頁岩・砂岩互層  

Ab（Ⅰ）   新期安山岩・火山砕屑物  

Py  火山砕屑物  

Ry  流紋岩質岩石  

Ab（Ⅱ）  安山岩質岩石・火砕岩  

でr（Ⅰ）  凝灰岩質岩石  

Tr（Ⅱ）   流紋岩質凝灰岩  

Gr  花崗岩質岩石  

Gn  片麻岩質岩石  

1s  結晶質石灰岩  

35～46 42（3）  

25～51 40（25）  

27～62 43（11）  

55～108 78（5）   

87  87＊）  

20～62 41（5）  

：測定せず  

括弧内の数は測定回数  
花岡岩風化物のある場所で測定したデータ  
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Ⅲ－14 環境試料中のストロンチウム  

石川県保健環境センター 環境放射線部  

内田 賢吾、翫 幹夫  

牛島 茂、矢鋪 満雄  

1．はじめに   

環境中に存在する人工放射性核種には、過去の核実験や原子力発電所等の事  

故によるフォールアウトとしてもたらされたものがあり地球上に広く分布して  

いる。人工放射性核種はフォールアウト等によって地表にもたらされたり、食  

物連鎖を経て種々の生物体内に蓄積されたり人体に摂取されるなどして、多少  

なりとも人間の放射線被ばくに影響を与えている。放射性核種の環境中での挙  

動を把握することは、効率的かつ的確なモニタリングを実施する上で必要であ  

る。また、近年、放射性核種の環境と生体での挙動を理論的に体系づけ、汚染  

の防止や被ばくの軽減のため、食物連鎖における放射性核種の挙動について数  

多くの研究がなされてきている。問題となる放射性核種の安定同位体が自然界  

に分布するとき、食物連鎖の各段階において安定同位体を定量し比較すること  

によって、放射性核種が自然界に付加されたときにその挙動を類推することが  

で畠る。従来、定量可能な同族元素を測定し比較することによって放射性核種  

の挙動の類推がなされて畠ている。   

本研究では、環境試料中の90Sr及びその同族元素を中心に測定を行い検討を  

行ったので報告する。  

2．実験方法   

試料は、牛乳4、精米2、白菜3、大根3、メバル2、チダイ 2、ワカメ 2、  

サザエ8（内臓4、肉4）の計2 6試料を用いた。   

90Srの測定は、科学技術庁「放射性ストロンチウム分析法」（昭和58年改  

定）のイオン交換法により定量した。   

安定同位体の測定は、灰試料約0．5～1gを硝酸、塩酸、過塩素酸、フッ酸  

を用いて湿式灰化しメスフラスコで定容にした試料溶液を用いて、カルシウム、  

ストロンチウムをIC PpA E Sで定量した。  

3．測定結果   

90Srについては、農畜産物試料の大部分で検出され、特に野菜類（大根、白  

菜）で濃度が高かった。ストロンチウムの比放射能（90Sr（Bq）／Sr（g））につい  

ては、牛乳では四季を通じてはぼ同じオーダーの値となった。野菜類では、20．  

9～170 であった。ワカメでは、0．491と0．572 となりほぼ等しい値となり、  

海水の0．504 とほぼ近い値が得られ、ワカメは海水経由でストロンチウムを摂  

取していることが推測できる。   

海水中の安定カルシウム、ストロンチウム、90Srの測定を行い、これらを用  
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いて海産物試料の濃縮係数を求めた。この結果を表に示す。カルシウムの濃縮  

係数は、メバルで約10、チダイで約17、ワカメで約 2、サザエ筋肉で約 4、内  

臓約13であった。ストロンチウムの濃縮係数は、メバルで約2．5、チダイで約  

5、ワカメで約9．5、サザエで筋肉が約 2、内臓が約 8となった。   

次に、カルシウム、ストロンチウムの差別比削を求めた。  

海産物中のSr／Ca  
Sr－Ca差別比 ＝   

海水中のSr／Ca   

得られた結果を衰に示す。メバル 、チダイ、サザエは1よりも小さく、スト  

ロンチウムよりもカルシウムの方が濃縮されることがわかった。ワカメについ  

ては、例外的な比を示した。藻類はアルギン酸をその構成成分として多量に含  

有し、この物質がストロンチウムと親和性が強いことがわかっている。そのた  

め、カルシウムよりストロンチウムの方が濃縮される結果となったと考えられ  

る。  

表 海産物試料におけるカルシウム、ストロンチウム濃縮係数  

Ca濃度   Sr濃度   90Sr   Sr／Ca  

（mg／1）   （mg／1）   （m8q／1）   ×1000   

海  水  5．56   2．8±0．7   13．8  

Ca   Sr   90Srか ら   SrCa  

濃縮係数   濃縮係数  の濃縮係数   差別比   

メ  バ ル  9．94   2．68  0．27   

チ ダ イ  17．0   5．08  0．30   

ワ  カ  メ  2．17   9．64   10．4   4．47   

筋   肉   3．96   1．98  0．53  

サ ザ エ  

内   臓   13∴1  8．10  0．67   

削山県登編著：生物濃縮一環墳科学特論－，38（1978）  
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Ⅲ－15 福井県における環境水中のトリチウム濃度謝査（1992年度）  

福井県衛生研究所   徳山秀樹、泉 昭夫  

重民  

電所から放出されているトリチウムの環境への影響を把握するために、  
1975年から行なっているものである。  

、  

で三ケ月毎に調査したほか、大気中水分、雨水も6地点で採取した。大  
気中水分は市販の除湿器で原則として3ケ月毎に採取した。この試料に  
ついては一部の地点で毎月調査した。敦賀市白木地区では、現在建設中  

、’  

、、 

タ（インスタケル）80mlと混合した。これを安定化した後、液体シンテレーショ  

、  

以下の表の申で、「－」は検出限界以下を、空自は欠測を示す。  
（1）海水、水道水  芸二菜琵聖；ご茅  

回するものであった0  

ハ“ブタク“ラウンドとしての福井では、2種窺の試料から平均すると1．3Bq／1  
の濃度が検出された。両者の試料から同程度の濃度が検出されているこ  

れも、。  
「 

。オ  
としている原子炉で、重水と中性子が核反応してトリチウムが炉内で生  
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水道水中のトリチウム濃度  単位：Bq／1  

地区  採取地点   6月   9月   12月   3月   

敦賀   浦底   1．7   1．4  1．9  
1．7   

美浜   丹生   1．1  1．2   
大嶺   宮留   1．5  2．2   0．9   
高浜   昔i  1．4   1．0   
福井   衛研  2．1   0．6   

欝3表 大気中水分のトリチウム濃度  単位：Bq／1  

地区  地点   4  5  6  7  8  9  10  四  12  1  2  3   

底  2．6  4．3  3．7  3．3  2．8  3．2  3．0  3．2  3．7   3．2   
1．5  1．3  3．3  1．6  
3．3  2．1  2．8  2．3   
1．7  1．1  4．0  2．5   

1．1  2．9  2．9   
福井  衛研  1．6  1．4  1．5    0．7   

注）敦賀と福井地区以外は、三ケ月毎に採取した。  

努4表 雨水のトリチウム濃度  単位：Bq／1  

地区  地点   4   5  6  7  8  9  10  田  四  1  2  3   

底  3．9  4．8  2．5  2．4  2．4  1．8  3．2  2．0  1．7  2．9  4．5  
1．2  1．0  1．6   2．5  2．1  1．3  
2．8  1．9  1．2  3．0  3．0   
1．5 1．7  4．4  1．7  
3．8  4．7  9．6  7．9  8．8   

1．1  1．6  1．5  1．3    0．7  0．8   

注）敦賀と福井地区以外は、三ケ月毎に採取した。  
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Ⅲ一16福井県敦賀地区の原子力発電所から放出されたHTOの希釈係数  

福井県衛生研究所  

徳山秀樹、大西勝基、泉 昭夫  

1．はじめに   

原子力発電所周辺の環境放射能モニタリングの一環として、大気  

中水分中のトリチウムを調査している。原子力発電所は炉内に大量  

の軽水を保有しているので、大気中に放出されるトリチウムの大部  

分は水蒸気状であると言われており、大気中ではガス状物質と同様  

な挙動をすることが考えられる。拡散に関するパラメータのひとつ  

である希釈係数（ka）を大気中トリチウムの実測値と拡散計算から評  

価したので報告する。  

2．調査方法  

（1）対象施設：福井県敦賀市に設置されている日本原電敦賀発電所1号  

機（BWR）、2号機（PVR）ならびに動燃新型転換炉ふげん発電所（ATR）を  

対象にした。  

（2）試料採取‥上の3施設から南東の方向に約1．5km離れた浦底で、市  

販の除湿器を用いて大気中水分を採取した。採取期間は1ケ月毎で、  

大気中水分トリチウム濃度としては1ケ月の平均値が得られる。バッ  

クグラウンドとして、福井市（福井衛研）でも採取した。  

（3）測定‥蒸留精製した試料水40mlに液体シンチレ一夕（川STA－GEL）を  

60ml添加して、アロカ製液体シンチレーション検出器LSC－LBlで500  

分測定した。検出限界値は約1Bq／1である。  

（4）拡散計算：気象指針1）に示されている拡散式により大気中トリチ  

ウム濃度を計算した。気象は福井県環境放射線監視センターが浦底  

で観測しているデータを用いた。  

3．結果   

ここ数年の水蒸気状トリチウムの放出量を図1に示す。最近では、  

敦賀2号機とふげん発電所から、それぞれ年間あたり1×1012Bq／y、  

敦賀1号機からはその1／4のトリチウムを放出している。   

大気中濃度x（Bq／m3）とトリヰウム放出量Q（1Bq／sec）を関連づける  

ものとして、希釈係数ka＝X／Q（sec／m3）がある。表1に実測値と拡散  

計算から求めた値を示す。実測値は大気水分中のトリチウム濃度（B  

qハ）である。拡散計算と比較するた、め、平均気温と相対湿度から単  

位体積あたりの濃度を計算した。これらの値は互いに良く一致した。  

1991年を除いた平均値は2．1×10‾7とな■った、。希釈係数は放出源から  

の距離や放出源有効高さなどに依存している。敦賀地区では、距離  

は約1．5kmJ有効高さは70m、放出率は（2～5）×1012Bq／yである。  

Ontario HydroのCAⅣDU炉周辺の敷地境界で距離が1km、放出率が  
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（700～1500）×1012Bq／yの時、Gormanは2．8×10‾7という値を報告し  

ている2）。また、日本原研の例として、スタックの高さが40m、放出  
率が1．2×1012Bq／yの時、0．5kmの距離で、7．7×10‾8であったことを  

紹介している3）。希釈係数はその次元（sec／m3）から考えると、単位  

体積あたりの拡散に要する時間を表している。kaの値が大きいこと  

は希釈されにくいことになる。日本原研の場合、我々やカナダの結  

果と比べて希釈係数が大きいのは、スタックの高さが低いことや、  

近距離で評価しているためと思われる。  

表1 水蒸気状トリチウムの拡散に関する希釈計数（×10‾7sec／m3）  

年   1986   1987   1988   1989   1990   1991   

実測値   1．6   2．0   2．6   2．1   2．1   0．7   

散   3，1   3．2   3．6   3．4   2．7   3．0   
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図1 敦賀地区の原子力発電所から放出されたH T Oの墓  

参考文献  

1）原子力安全委員会：安全解析に関する気象指針、1982  

2）D．J．Gorman et al．：Environmentalof Tritium from CANDU   

station releases，Behavior of Tritiu爪in the environment，  

IAEA，STI／PUB／498．623，1979  

3）井上義和：施設周辺のモニタリング、昭和62年度文部省科学研究費   
補助研究成果報告集トリチウム資料編・1988，460，1988  
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Ⅲ－17 平成4年度ラドン濃度全国調査（一般家屋内）結果  

財団法人 日本分析センター  

佐々木 潤、宮野 敬治  

長岡 和則、平野 見明   

1．緒言  

日本分析センターでは、科学技術庁の委託による環境放射能水準調査の一環として、  

平成4年度からラドン濃度水準調査を開始した。平成4年度は、第4四半期に全国47都  

道府県のうち11道府県の一般家屋内におけるラドン濃度を調査したので、その結果を報  

告する云   

2．調査研究の概要  

本調査では、放射線医学総合研究所（以下「放医研」と略称）で開発されたラドン・   

トロン濃度弁別測定器（以下「ラドン濃度測定器」と略称）と分析・計数方法を用いた。   

（1）ラドン濃度測定器  

本調査に使用したラドン濃度測定器はプラスチック製カップ型パッシブモニター＝  

であって、検出部にポリカーボネートフイルムを2枚装着し、ラドンとトロンを弁別  

可能としたものである。   

（2）ラドン濃度測定器の配布・回収  

11道府県の窓口課（原子力関係担当課又は衛生公害研究所等）が一般家屋を20戸づ  

つ選定した。窓口課を通してその家屋へ、ラドン濃度測定器を専用のビニール袋に密  

封し1個づっ配布した。平成4年12月から平成5年2月までの正味2ケ月間設置した  

後、窓口課が回収した。その際、本調査結果の評価に必要な情報として、「ラドン濃  

度測定器を設置した家屋の構造および設置場所の状況等」を、アンケート形式で23項  

目についても調査した。   

（3）分析・計数方法  

ラドン濃度測定器を回収後、放医研の設備を使用して分析・計数作業を行った。   

①ラドン痍度測定轟からフイルムを取り出し、エッチングセルに装着して、8M水酸  

化カリウムとエタノールの混合溶液を注入した。そのセルを300cの恒温槽内に入れ、  

化学エッチングを30分間行った後、高周波高電圧（2kHz，800V）を印加し電気化学  

エッチングを3時間行った。  
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②マイクロフィッシュリーダーを使用し、電気化学エッチング処理したフイルムの、  

1cⅡF当たりのエッチピット（tracks／c汀戸）を目視にて計数した。放医研が名古屋大学  

との共同研究で決定した効率（0．0405±0．030〔tracks／cnf］／〔Bq・m－’3・day〕）  

を用いて2ケ月間の平均のラドン濃度（Bq／d）を算出した。   

3．調査結果  

調査家屋数は220家屋であったが、ラドン濃度測定器の送付・設置・回収・分析・計  

数作業の過程での取扱等の不備により3家屋分がデータ欠損となったため、217家屋の  

データが得られた。  

ラドン濃度と家屋数の相関を下図に示す。ラ、ドン濃度は、最大値が99．2Bq／d、最小  

値が2．15Bq／ポ、濃度分布は対数正規分布に近く、幾何平均値が14． 

また、ラドン濃度が60Bq／d以上の家屋はすべてコンクリート製であった。なお、トロ  

ン濃度については、平成5年度の調査結果と合わせて検討を行い、次回に報告する。   

4．今後の訝査計画  

平成4年皮に調査を行った家屋については、引き続き1年間調査を行う予定である。  

また今後全国の∵般家屋の屋内外および公共施設屋内外についても調査を計画している。  

0 20 40 60 80100120140160180200  
ラドン三農度 （単位：Bq／扇）  

平成4年度調査 ラ ドン濃度分布図  

（2ケ月間の平均濃度）  

1）小林、土居、藤元：屋内外のラドン等による被曝線量調査（3）、第34回環境   
放射能調査研究成果論文抄録集・PP．89－90（1992年）  
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Ⅲ－18 降下物、陸水、海水、土壌及び各種食品試料の放射能調査  

財団法人 日本分析センター  

福嶋 活人  

1．緒  口   

科学技術庁は、放射性降下物（フォールアウト）に係る環境試料中の放射能調査を実   

施している。その一環として、当センターは科学技術庁からの委託により、日本各地で   

採取された環境試料（降下物、陸水、海水、土壌及び各種食品等）について90sr及び  

137cs分析を行っている。そのうち、平成4年度に採取された環境試料の調査結果を   

報告する。  

2．調査の概要   

平成4年度に47都道府県の各衛生研究所等で採取され、所定の前処理を施した後に送  

付を受けた各種環境試料、及び千葉県と北海道で購入したドライミルクについて、平成   

4年8月から平成5年9月までに90sr及び137csの核種分析を行った。  

（1）分析対象試料  

降下物、浮遊じん、陸水、海水、海底土、土壌、日常食、精米、牛乳、ドライミル   

ク、野菜、茶、海産生物及び淡水産生物  

（2）分析方法  

科学技術庁放射能測定法シリーズ2「放射性ストロンチウム分析法」（昭和58年改   

訂）及び同シリーズ3「放射性セシウム分析法」（昭和51年改訂）に準じた方法で行  

った。  

3．調査結果   

調査結果の概要を種類別に示す。なお、nは分析試料数である。  

（1）降 下 物  

47都道府県の月間平均降下量の平均値及び最小、最大値は次の通りである。  
90sr：0．027（0．0000～ 0．36）MBq・km‾2（n＝567）  

137cs：0．032（0．0000～1．1）MBq・km－2（n＝567）  

（2）浮遊じん  

35府県で四半期毎に採取した試料の平均値及び最小、最大値は次の通りである。  

90sr：0．00042（0．00000～0．0027）mBq・m‾3（n＝140）  

137cs：0．00031（0．00000～0．0026）mBq・m▼8（n＝140）  

（3）陸  水  

上水（蛇口水、源水）は46都道府県で年1～4回、淡水については9道府県で年1   

回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次の通りである。  
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上 水  90s r：1．9 （0．00 ～4．4）mBq・P‾1（n＝111）  

137cs：0．085（0．000 ～0．40）  

淡 水   90s r：3．1（0．95 ～5．2）  

137cs：0．60（0．000 ～3．2）  

mBq・ゼ‾1（n＝111）  

mBq・ゼ‾1（n＝ 9）  

mBq・ゼ▼1（n＝ 9）  

（4）海水、海底土   

13道府県で年1～2回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次の通りである。  

海 水   90S r：2．4 （2．2 ～3．0）  

137cs：3．4 （2．1 ～4．1）  

海底土 90sr：0．17（0．000～0．77）  

137c s：2．8 （0．044～7．0）  

mBq・ゼ‾1  （n＝13）  

mBq・ゼ‾1  （n＝13）  

Bq・kg乾土‾1（n＝14）  

Bq・kg乾土‾1（n＝14）  

（5）土  壌  

47都道府県で年1回採取した試料（深さ0～5cm、   

の平均値及び最小、最大値は次の通りである。  

0～5cm 90s r：120 （5．3 ～ 500）  

3．9（0．093～ 26）  

137cs：710 （9．1 ～3700）  

22 （0．24 ～130）  

5～20cm 90s r：320 （16   ～1500）  

2．9（0ご14 ～ 11）  

137cs：870 （19．1 ～3400）  

7．6（0．077～ 31）  

（6）日 常 食   

47都道府県で年4回採取した試料の平均値及び最小、  

5～20cmの2種類を各1試料）  

M8q・km‾2 （n＝47）  

Bq・kg乾土‾l  

MBq・km‾2 （n＝47）  

Bq・kg乾土‾1  

M8q・km‾2 （n＝47）  

Bq・kg乾土‾1  

MBq・km‾2 （n＝47）  

Bq・kg乾土‾1  

最大値は次の通りである。  

8q・人‾1・日‾1（n＝188）  

Bq・gCa‾1  

Bq・人‾1・日‾1（n＝188）  

軸・gK‾1  

8q・人‾1・日‾1（n＝94）  

Bq・人‾1・日‾1（n＝94）  

90s r：0．064  

0．12  

137c s：0．053  

0．027  

90s r：0．065  

1317′Cs：0．057  

90s r：0．063  

187c s：0．049  

（0．019 ～0．19）  

（0．031二～0．36）  

（0．0035～0．34 ）  

（0．0036～0．14）  

（0．019 ～0．16）  

（0．0035～0．34）  ト
一
 
 

部
 
村
 
 

漁
 
 

（0．025 ～0．19）的・人‾1・日‾1（n＝94）  

（0．0079～0．20）8q・人‾l・日‾1（n＝94）  

（7）精  米   

47都道府県で年1～2回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次の通りである。  

gOs r：0．0073（0．0000‘～0．028）Bq・kg生，1（n＝52）  

0．23 （0．00 ～1．0 ）Bq・gCa‾1  
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137cs：0．022（0．0000～0．093）Bq・kg生‾1（n＝52）  

0．026（0．0000～0．095）Bq・gK‾1  

（8）牛乳（原乳，市乳）   

47都道府県で年1～4回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次の通りであるo  

gos r：0．033（0．000 ～0．18）Bq・P‾1（n＝137）  

0．031（0．000 ～0．16）8q・gCa‾1  

137cs：0．034（0．0000 ～0．30）Bq・ゼ■1（n＝137）  

0．022（0．0000 ～0．19）8q・gK‾1  

（9）ドライミルク  

2道県で購入したドライミルクまたはスキムミルク12試料の平均値及び最小、最大   
値は次の通りである。  

90s r：0．25（0．039～0．76 ）Bq・kg粉乳－1（n＝12）  

0．030（0．0096～0．063 ）的・gCa‾1  

137cs：0．68（0．14 ～2．4 ）Bq・kg粉乳－1（n＝12）  

0．063（0．024～0．13 ）Bq・g・K‾1  

nO）野  菜   

47都道府県で採取又は購入した根菜類（主にダイコン）及び葉菜類（主にホウレン   

ソウ）試料の平均値及び最小、最大値は次の通りである。  

根菜類（主にダイコン）  

90s r：0．14 （0．0097 ～2．3 ）Bq・kg生，1（n＝48）  

0．60 （0．057 ～7．0 ）Bq・gCa‾1  

137cs：0．029（0．0000 ～0．66）Bq・kg生‾1（n＝48）  

0．015（0．0000 ～0．27）恥・gK‾1  

葉菜類（主にホウレンソウ）  

90s r：0．13 （0．015 ～0．74）Bq・kg生，1（n＝49）  

0．20 （0．022 ～0．91）Bq・gCa‾1  

137cs：0．077（0．0000 ～2．6）Bq・kg生‾1（n＝49）  

0．030（0．00000～1．2 ）Bq・gK‾1  

（11）茶  

8府県で年2回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次の通りである。  

gos r：0．77（0．10 ～1．9） Bq・kg乾物‾l（n＝16）  

0．27（0．033 ～ 0．53） 鋸・gCa‾1  

137cs：0．64（0．091～ 3．1） Bq・kg乾物‾1（n＝16）  

0．032（0．0043～ 0．13） 8q・gK‾1  
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（12）海産生物   

33都道府県で年1～5回採取した試料（魚類、貝類、海藻類）の平均値及び最小、   

最大値は次の通りである。なお、魚類及び貝類は筋肉部のみ、小魚については全体の  

値である。  

魚 類  9Ds r：0．0067（0．0000～0．035）  

0．0052（0．0000～0．030）  

137c s：0．15 （0．020 ～0．42）  

0．044（0．011～0．11）   

貝 類  90s r：0．0044（0．0000～0．012）  

0．0061（0．000 ～0．025）  

137cs：0．035（0．012 ～0．054）  

0．012（0．0051～0．017）   

海藻類  gOs r：0．031（0．013 ～0．049）  

0．038（0．025 ～0．051）  

137c s：0．028（0．017 ～0．037）  

Bq・kg生‾l（n＝32）  

8q・gCa‾1  

Bq・kg生‾1（n＝32）  

Bq・gK‾1  

Bq・kg生‾1（n＝ 9）  

Bq・gCa‾1  

Bq・kg生‾1（n＝ 9）  

Bq・gK‾1  

Bq・kg生‾1（n＝ 8）  

Bq・gCa‾1  

Bq・kg生‾1（n＝ 8）  

0．0048（0．0026～0．0064）8q・gK‾1  

（13）淡水産生物   

10道府県で年1回採取した試料（コイ、フナ、ワカサギ、ニジマス）の平均値及び   

最小、最大値は次の通りである。なお、対象部位は筋肉部のみ、小魚については全体   

の値である。  

Bq・kg生‾1（n＝10）  

Bq・gCa‾1  

Bq・kg生【1（n＝10）  

8q・gK‾1  

90s r：0．41（0．0000 ～1．2）  

0．079（0．000 ～0．15）  

137c s：0．14 （0．032 ～0．38）  

0．043（0．、020 ～0．095）  

4．結  

平成4年度に採取された各種環境試料についての種類別平均値は、野菜を除いた全ての   

種類について、90s r、 137cs共に平成3年度の値と同程度またはやや低い値であり、  

年々減少する傾向が続いている。野菜の平均値は、葉菜類の90s rを除いて、 90s r、  

137cs共に平成3年度の1．5～3倍の値となった。この原因は、根菜類1試料（ダイコ   

ン）の90s rが 2．3Bq・kg‾1生、根菜類1試料（ダイコン）と葉菜類1試料（小松菜）   

の137csがそれぞれ0．66、2．68q・kg‾1生と高い値を示したためである。  
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Ⅲ－19 日本における原子力施設周辺の環境放射線モニタリング結果の概要  

w環境試料中の放射性核種濃度の推移について－  

（財）日本分析センター  

橋本 丈夫、樋口 英雄  

1．緒言   

日本分析センターでは、科学技術庁の委託により、原子力施設立地道府県が実施して  

いる、原子力施設周辺の環境放射線モニタリングの結果を収集し、環境放射線データ  

ベースに登録している。現在、データベースに登録した空間放射線、核種分析、全β測  

定等のデータは約59万件である。ここでは、データベースに登録した19叫年度から1991  

年度までのモニタリング結果を整理し、各種環境試料中の放射性核種濃度の推移につい  

て報告する。  

2．モニタリング結果の概要  

（1）大気浮遊じん  

大気浮遊じんの分析結果の経年変化には、いくつかのピークが見られる。これらは  

1976，77，78，79及び80年に行われた中国の大気圏内核爆発実験と、1986年に起きたチェ   

ルノブイル原発事故によるものである。＝1Ⅰ及び－37csについて見ると、チェルノブイ   

ル原発事故時の最大値は、核爆発実験のそれを大幅に上回っている。現在、大気中の人   

工放射性核種は、年々減少の傾向をたどっており、1991年度のモニタリング結果では検   

出されたものはなかった。  

（2）月間降下物  

月間降下物の分析結果の経年変化（図1）には、大気浮遊じんと同様に、中国の核爆   

発実験とチェルノブイル原発事故の影響が見られる。核爆発実験の影響による放射能の   

ピークは、実験直後よりも若干遅れて現れ、数年間高い値を示している。さらに、1982，   

83，糾，85年の始めには、スプリングピークが現れている。一方、チェルノブイル事故   

の場合は、放射能のピークが事故後1週間で現れ、その後急速に減少した。また核爆発   

実験と同じように、わずかではあるがスプリングピークが見られる。事故の影響期間を   

－37csでみると、事故以前の濃度レベルに戻るのに要した期間は、約2年であった。   

これらのことから、チェルノブイル事故により環境中に放出された放射性核種は、一部   

成層圏享で到達し、地球を周回したことが判る。チェルノブイル事故時の最大降下量は、  

19四年以降に実施された核爆発実験のそれを上回るものであった。放射性核種の組成に   

関しては、大気浮遊じんの結果と同様に、チェルノブイル事故の場合には、りlI及び  

137csが核爆発実験よりも相対的に多く含まれていた。放射性核種ゐ降下量は年々減少   

の一途をたどり、1991年度には90sr，137csだけが検出された。  

（3）陸水   

19刊年から1987年までの3H濃度は、降水中の3H と同様に年々減少していたが、   

チェルノブイル事故1年後から微増した。しかし1988年以降、再び減少に転じている。  
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（4）土壌  

土壌からは、大気圏内核爆発実験による長寿命放射性核種のみが検出されている。  

1＝ceは、その半減期が2糾．9 日と比較的短いことから、1983年までは検出されていた   

が、最近では全く検出されていない。  

土壌の】37csの分析結果には、チェルノブイル事故の影響は見出されなかった。これ   

は、チェルノブイル事故によってわが国に降下した137cs量が、過去に行われた核爆発   

実験により蓄積した137cs量に比べて、少なかったことを示している。  

（5）農林産物  

農林産物には、スイカ、メロン、ミカン、サツマイモ及び茶等の地域特産品が多い。   

これらの13Tcs濃度の経年変化から、チェルノブイル事故の影響が顕著であった時期を   

除き、果菜類の137cs濃度は、葉菜類よりも低い傾向を示している。穀類、野菜類、果   

実類の中で、－37cs濃度が最大値を示した試料は、チェルノブイル事故の影響の大きな   

年を除くと、穀類（玄米）であった。  

（6）陸上指標植物  

指標植物と葉菜類の放射性核種濃度を比較すると、指標植物は葉菜類よりも放射性核   

種を濃縮する傾向が見られる。また核種濃縮の状況から、クマイザサ、ヨモギ及びマツ   

葉が、スギ葉よりも指標植物として優れているようである。ヨモギ、マツ集中のTBe，  

l＝csの経年変化は、降下物中の放射性核種の変化をよく反映している。ヨモギとマツ   

葉の放射性核種濃度を比較すると、マツ葉のほうが、放射性核種を2倍程度多く捕集す   

るように思われる。  

（7）牛乳  

牛乳中の】31Ⅰ，13ヰCs，】37cs濃度の経年変化には、大気浮遊じん、降下物等に見られる   

核爆発実験の顕著な影響は見出せなかった。しかしながら、チェルノブイル事故の影響   

は認められた。l＝csが1989年まで検出されていることから、チェルノブイル事故の影   

響は、少なく、とも3年間続いていたものと考えられる。  

（8）海水  

海水中に含まれる長寿命の人工放射性核種の主なものは、90sr，137csであり、チェル   

ノブイル事故の影響のあった年を除き、その濃度は年々減少している。1986年に通常値   

に比べて一桁高い137cs濃度の試料があるが、これは試料採取時期とチェルノブイル事   

故の影響の強かった時期とが一致したためと思われる。   

1975年から1991年までの海水中の3H濃度は、ほぼ数Bq／ゼである。しかしながら、   

原子力施設から使用済み炉水の管理放出が行われた時には、数10Bq／ゼ以上の値も報告   

されている。  

（9）海底土   

19Tit年から1984年までの海底土には、95zr，106Ru，131cs及び1＝ ce等の放射性核種が   

検出されているが、その後ば37cs以外は検出されていない。海底土中の13Tcs濃度は、   

採取年度によらずほぼ一定で、チェルノブイル事故の影響は認められなかった。  

5句Mn，60coについては、福井県及び福島県の海底土で検出されたことがある。特に  

1981年には、敦賀発電所で一般排水路への放射能漏洩があったため、60co濃度が増加し、  
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その影響は数年間続いた。  

（10）魚類  

魚類中の90sr，】37cs濃度は、海水の濃度と同様年々減少の傾向を示している。  

106Ru，－＝ceは1982年以前には頻繁に検出されたが、現在では検出されていない。  

（11）貝類  

貝類中の703Ru，706Ru，737cs及び…ce濃度の経年変化（図2）には、中国の核爆発   

実験やチェルノブイル事故の影響が、月間降下物と同様に現れている。チェルノブイル   

事故時の月間降下物では、103Ru，－06Ruと137csの濃度はほぼ同程度であったが、貝類   

では、137cs に比べて103Ru，106Ruが1桁以上高い濃度を示した。このことから、  

106Ru等に関して、貝類が海洋汚染の指標生物として有効であることを確認した。  

（1a 海藻類  

海藻類も貝類と同様、放射性核種を取り込む性質があるため、環境放射線モニタリン   

グの指標生物として採用されている。  

海藻類中の＝7cs等の人工放射性核種濃度は、貝類と同様に核爆発実験やチェルノブ   

イル事故の影響があり、月間降下物に似た核種組成を示してし）る。特に、チェルノブイ   

ル事故時には、－31Ⅰが著しく高い値を示している。海藻類中の－31工と137cs等との比は、   

月間降下物のそれと比べて1桁以上大きく、海藻類が131Ⅰの指標生物として有効である   

ことを確認した。  

（13）報告書に記載された評価結果  

立地道府県では、学識経験者などで構成された評価機関を設け、指針に基づいて、放   

射性物質の蓄積状況の確認や、公衆の実効線量当量の推定等の評価が行われている。  

1991年度に、各道府県が報告した内部被ばくによる実効線量当量は、0・35～7・斗   

〟Sv／年であった。これらの結果は、人体内の自然放射能から受ける、内部被ばくによ   

る実効線量当量0．35mSv／年（1988年国連科学委員会）の数百分の1程度である。  

3．結語   

原子力施設周辺の環境放射線モニタリングにより、大気圏内核爆発実験、チェルノブ   

イル事故等による広域放射能汚染の影響についても把握され、また原子力施設周辺にお   

ける環境放射能レベルは、環境放射能水準調査等から得られた他の地域とほぼ同レベル   

であることが確認された。  
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Ⅲ－20 福岡市における雨水中トリ チ ウム濃度調査  

財団法人  九州環境管理協会  

平井英治、 田籠久也、 岡村正妃、 松岡信明  

1． 緒言   

大気圏内核実験によ り 環境中へ大量に放出された3Hの雨水中にお  

ける濃度は、19 6 2 ～19 6 3 年を ピーク に以後減少傾向にあ り、  

現在では核実験以前の濃度に近づきつつある。 しか し、 今後原子力  

発電所の増加と こ れに伴 う 核燃料サイクル施設の運転及び核融合エ  

ネルギー開発研究の発展に伴っ て、 環境中の3H濃度の増加が予想さ  

れる。 一方、 3Hは地熱開発や地下水流動等に伴 う 水文調査のト レー  

サー と して も広 く 利用 されている。 従っ て、 環境中の3H濃度 レベル  

を継続 的 に 把握 し て お く こ と ば、非 常 に 重要 で あ る。我 々 ほ  

19 8 7 年 4 月 か ら福岡市において一雨ごと に雨水を採取 し、 電解  

濃縮後低バック グラ ウ ンド液体シ ンチ レー シ ョ ン測定器で3Hの測定  

を行っ ている。 本報告では19 8 7 年 4 月 から19 91年 7 月 にか  

けて得 られた結果について、 福岡市における最近の雨水中 3H濃度の  

レベルにつ いて検討を行 っ た。  

2． 調査研究の概要  

（1）採取方法   

雨水試料は、19 8 7 年 4 月か ら19 91年 7 月 にかけて福岡市  

東区の（財）九州環境管理協会敷地内において直径 8 0 c mの ステ  

ン レス製大型水盤によ っ て一雨ごと に採取 した。 降雨が数 日 にわた  

る場合は継続 して採取 し一雨の試料と した。 期間 中に得 られた降水  

は 2 6 4 試料であ っ た。  

（2）測定方法   

測定は、 雨水試料を蒸留後電解濃縮用ガラ スセルに入れ、 過酸化  

ナトリ ウムを適量加えた。 電解セルを 2 0cに設定 した恒温水槽にセ  

ット し、 陽極に Ni、 陰極に F e を用 いて電解電流密度10 0 m A  

／c m2で連続電解を行っ た。 電解濃縮 した試料水を再び蒸留 して、  

蒸留水の一定量を10 0 m ゼ テフ ロ ンバイ アルに分取 し シ ンチ■レー  

シ ョ ンカク テルと混合 した。 シ ンチ レー シ ョ ン カク テルは N E N社  

アク ア ゾール Ⅱ ま たはパ ッ カード社 ピコ フ ロー L L T を使用 した。  

3 H の測定は低バ ック グラ ウ ンド液体 シ ン チ レ ー シ ョ ン 測定器  

（ALOKA LSC－LBl）で10 0 0 分間行っ た。  

（3）結果  

19 8 7年4月から1 
は 0．0 6 ～ 3．3 9 B q／居 であ っ た。 降水量 と の 関係を調べてみ  

る と明瞭な相関関係はみられず、 3H濃度 2．O B q／ゼ 以下、 降水  
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量10 0 m m以下の範囲にほ とんど含ま れる。 こ の範囲か ら外れる  

降水は、 3H濃度が低 く 降水量が多いもの と、 3H濃度が高 く 降水量  

が少ない ものに大別 され、 前者は 6 ～ 9 月 に、 後者は 3 ～ 5 月 に 出  

現 し て い る。  

3． 結語   

多雨量・低3H濃度の降水は多雨期および台風によ る ものであ り、  

南方からの大気移動によ る海洋起源の水蒸気が降水の主体と考え ら  

れる（最近の海洋表面水の 3H濃度は 0．3 ～ 0．5 B q／ゼ）。   

小雨量・高3H濃度の降水については、 ア ジア大陸では依然と して  

高い レベルで3Hが存在 している ため、 高3H濃度の大陸起源の水蒸  

気の寄与が考え られる。 小雨量・高3H濃度の降水が得られた時期の  

気象状況を天気図で調べてみる と、水蒸気の発散の 中心が福岡の北  

（ア ジア大陸）にあ っ て、 収束の 中心が南に位置 して いた（図1，  

a）。 さ ら に、 出現頻度は少ない ものの福岡が大陸性高気圧に覆わ  

れた場合も降水中の3H濃度は高 く な っ た（図1， b）。  

図 

a：19 8 8 年  4 月 2 日  
b：19 8 8 年12 月 5 日  

＼＼  
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ⅠⅠ．環境に関する調査研究  

（海洋）   



Ⅳ－1 外洋の解析調査  
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図2 相模湾KT－91－3 Stn．6の堆積物中の239・川Puと137Csの鉛直分布  
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図3 相模湾KTr91－3 Stn．7の堆積物中の239・240puと137Csの鉛直分布  
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Ⅳ－2・沿岸海域試料の解析調査（1）  
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表2  茨城県沿岸軟体類の 239・240Pu、137cs濃度  
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表4  茨城県沿岸、青森県沿岸の魚類・軟体類の 239・2dOpu濃度  

魚 種  雌 雄  部 位  茨城県沿岸  青森県沿岸  
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注：（単位；mBq／kg－Wet ＊ ＊；検出限界以下）  
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Ⅳ－3 沿岸海域試料の解析調査（2）  

放射線医学総合研究所   

中村良一、中原元和   

石井紀明、松葉満江  

1．緒言   

原子力平和利用の積極的推進と放射能からの環境保護は不可分と  

の観点から、沿岸海域生物の放射能汚染機構に関する調査研究を進  

めているが、本年は使用済み核燃料再処理工場の建設が既に行なわ  

れている青森県六ヶ所村沿岸で採取した魚類による人工放射性核種  

の餌からの蓄積を検討 した。   

2．調査研究の概要   

海産生物は鯉や体表などを通じて海水中の放射性核種を取り込む  

と同時に、他の生物を餌とする こ と によって、その生物に蓄積され  

た放射性核種をも取り込んでいる。この 2つの取り込みの経路の大  

き さ は核種や生物種によ って変化する こ とが分かっ ているが、それ  

によ っ て非平衡時における生物濃縮に違いが生じ る と考え られてい  

る。今回はメ バルSebastes inermis を用いて一般に用い られてい  

る連続投与法と1回投与法によ り餌からの蓄積を調べた。メ バルは  

体重60～80g、体長13～15cmのものを2つの群に分け、一方には放  

射性核種を含む餌を毎日一定量与え続けた。測定はゲルマニウ ム半  

導体検出器を用いて経日的に行い、 

察した。他の群のメ バルには同 じ汚染餌を1回だけ投与 し、投与直  

後か ら同 じ測定器によ り魚体内の放射性核種濃度を求め、縫目的な  

体内残留率を調べて核種の吸収率および排出定数を算出 した。   

3．結語   

1回投与実験で求めた体内残留率の経日変化を片対数で近似 した  

曲線から、表1に示 した各係数を得た。メ バルによ る餌中放射性核  

種の腸管吸収率（A R）は1う7csと りうmTcが高 く、ち7co，う1対n，  

（ノうZnが10％前後で、 l∴Z弓Ⅰと トl－Ceが最も低い値を示 した。こ れ ら  

の係数と メ バルの 日間摂餌率（DI）および餌生物の濃縮係数  

（C F．〕）を用いて計算 し、図1に示 した餌か らの核種の取り込み  

曲線を求めた。一方、連続投与実験で得られたメ バル体内の核種濃  

度の実測値（× 印）は 3 核種共に図の実線によ く 一致 していた。し  

たがっ て、餌か らの生物濃縮を求め る手段と して］一 回投与法は簡便  

であ り、ま た信頼性も十分であ る こ とが確かめ られた。  
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表11回投与実験（体内残留曲線）によるパラメータ  

Short corTLPOnent   Longcomponent  

鱒 → 糞 → 排出   吸収 → 代謝 → 排出  

構成割合（k） 排出速度（∨）   構成割合 排出速度（β，）  
（吸収率AR）   

12ヲl   
96  0．4020   4  0．0502   

57co   92  1．01gl   8  0．8084   

111ce 98．6  8．5981   1．4  0．0250   

95hTc   58  0．4098   42  0．0205   

13Tcs   55  0．6630   45  0．0122   

51Mn   89  1．5146   11  0．0257   

85zn   90  0．78ヰ8   10  0．0012   

蓄積曲線  Yl（t）＝ Y2（t）＝ 
CFp・Dl・AR 

CFp・Dl・K（トe－Vt）     ∨   
（1－e－β・t）  

餌・糞の放射能を含む場合の蓄積曲線 Y（t）〒 Y．（t）＋ Y2（t）  

図1 メバルによる餌からの放射性核種蓄積の計算値と実測値  
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Ⅳ－4 日本港の放射能調査  

放射線医学総合研究所   

平野茂樹、山田正俊   

青野辰雄、中村  清  

1．緒言  

ロ シア政府の報告によると旧ソ連時代の1959－91年に北極海  

や極東海域などで放射性物質の投棄が日常化されており、日本  

海を含む極東海域には 685兆ベク レルが投棄されたと見積も ら  

れている。日本沿岸におけるこの放射性廃棄物の動向を知るた  

めに日本海の海水および沿岸各地の海産生物の放射能を測定し  

た。   

2．調査研究の概要   

1）試料の採取及び分析方法  

日本海の中央部の2点において海水を表層から海底近く ま  

で12層、 200～250 β 採取し137Cs． 239・240Puを測定し  

た。また日本海沿岸の3地点、島根県、新潟県および青森県  

において各種魚介藻類を採取、或いは購入して99Tc，  

＝7cs， 2う9・240puを測定した。試料は各部位に分け、乾燥  

し、 450℃で灰化後硝酸に溶解した。陰イオン交換法、  

A M P法、癒媒抽出法等によりり9Tc， lち7csおよぴ  

2う9・210puを分析測定した。  

2）結果  

表1，2 に日本海中部の 2点における1∋7Csおよぴ  

2〕9・240pu濃度を示す。l∋7Csは 0．3～4 ⅢBq／β、  

2∋9・240Puは0．7 ～4 mBq／100 β の範囲にあり、太平洋岸の  

値と比較しても特に異常な値は認め られない。  

表3，4，5に日本海沿岸の岸の3地点で採取した魚介藻  

類の測定結果を示す。 1ち7csおよび 239・240Pu濃度も特に異  

常と思われる値は認められなかった。また今回新たに海準中  

のりりTcの測定を行ったが、これら も太平洋岸と比較して異常  

な値は認め られなかっ た。   

3．結語  

旧ソ連による放射性廃棄物の影響と見られる異常値は今回の  

調査では認められなかったが、ロシア政府は液状の放線性廃棄  

物は今後も投棄する予定であると発表している点に鑑みて、ま  

た既に投棄された廃棄物もまだ容器に留ま っている革も考えら  

れるので次年度も引き続き調査を行う。  
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表2．日本海の放射能濃度  

㍊041′H，132048′E，水沫2825l  

表1．日本海の放射能濃度  

鎚01さ′H，135029′E．水深293アl  

Depth（■）2うg－248 Pu（舶qノ100』）l”Cs（lβq／虞）  Depth（l）2うり…OPu（lBq／100戚）l”Cs（lBq／月）  
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3．09±0．07  

2．18±0．05  
1．99土0．06   

1．00土0．04  

0．62 ±0．02   

3．95±0．34  
1．03±2．02   

0．27±0．03  

・－印はデータなし  
・誤差は計数誤差のみ  

試 科 名  2”十2dOPu   1う7Cs   99Tc   

筋肉   H．D．   0．10±0．009  
ハタハタ           内磨   0．0071±0．00057   0．12±0．010  

骨   H．ロ．  

H．D．   0．27±0．016  
ア ジ   0．0010±0．00020   0．22±0．020  

骨   H．D．  

筋肉   H．D．   0．065±0．087  
イ カ  0．0026±0．00844   0．051±0．00鮎  

ウミトラノオ  0．023±0．0012   0．11±0．027  0．0165±0．0055   

ヒ ジ キ  0．015 ±0．0011   0．057±0．011  

表4．新潟県佐渡の魚介藻類の放射能濃度  

試 科 名  2ち9＋24DPu   lう7Cs   り9Tc   

筋肉   H．D．   0．16±0．015  
H．P．   0．15 ±0．012  
H．D．  

筋肉   0．12 ±0．004   0．034±0．010  
0．083±0．0031   0．038±0．010  

Hニ D．  

筋肉   H．D，   0．054±0．010  
イ カ  0．0030±0．00034   0．041土0．012  

ホ ンタ ワ ラ  0．0080±0．00065   0．024±0．0064  

ツノルア ラ メ  0．0051±0．0¢059  0．067±0．017  

ウミトラノオ  0．025ア土0．00865   

表5．青森県鯵ヶ沢の魚介藻類の放射能濃度  

試 科 名  2つ912刷Pu   1う7Cs   9りTc   

筋肉   N．D．   0．32 ±0．018  
アイナメ            内臓   0．0015±0．0001る   0．12±0．011  

封．D．  

筋肉   H．D．   0．21±0．011  
H．D．  0．11±0．011  
封．D．  

軋 D．   0．030±0．0090  イ  カ  筋肉          内巌  0．0016±0．00026  0．046土0．0086  
ハハキモク  0．023±0．0014   0．12±0．023  

ア カ モク  0白015±0．00097   0．076±0．0柑  

ウミトラノオ  0．0362±0．0053   

一単位はBq／k9・生  
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Ⅳ－5 四国海盆及び小笠原海溝周辺海域における深海性底魚類の分布と放射能  

水産庁中央水産研究所  

吉 田 勝 彦  

1．緒言   

深海性ソコダラ類を深海生態系を代表する指標生物として、B点及び日本列島沿いの海  

盆、海溝の数海域を選定してその分布量と放射能調査を、昭和62年度から開始し本年度は  

5年目である。四国海盆中央域、東経134～135虔線に沿って、水深4，600m～4，900mの3  

海域（南から北へ、Sk－1：280 24′ N，134058′ E．Sk－2：30004′ N，134029′ E．Sk  

－3：32009′ N，135006′ E．）と前年度の詞査を補完するために小笠原海溝周辺海域の水  

深5，80伽～5，900mの1海域（Bo点：28000′ Ⅳ，144027′ E．）を調査海域として、深海性  

底魚類（ソコダラ類）の分布と放射能調査を行った。  

2．謝査研究の概要  

（1）調査航海：平成3年7月12日から8月7日まで水産庁調査船蒼贋丸を用いて行った。  

（2）試料採取：前年度までと同様に「蒼贋丸式深海寵網漁法」により、試料を採集した。  

（3）試料保管：試料は全て船上で体長・体重等の計測を行った後、一尾ずつビニール袋に入  

れて－200 以下で凍結した。  

匝）放射能分析：1．前処理：深海性底魚類の肝臓は極めて油分に富み、そのままでは灰化  

できないので、肝臓を含めて内臓を取り除いた全体、および筋肉につい  

て、乾燥・炭化・灰化を行い分析試料を調整した。  

2．分析：ソコダラ類を種類別・体長別に分けて、ゲルマニウム半導体  

検出器によるガンマー線スペクトロメトリーによって行った。  

（5）結 果  

1．分布について：四国海盆の調査海域からは、深海性ソコダラ類は全く採集されなかっ  

た。四国海盆中央域は比較的平坦な海洋底であることが、C．armatus．の生息に、また、水  

深が4，000m台と浅いことが、C．yaquinaeの生息に不敵であるためと推測される。ソコダラ  

類に代わって、深海性底魚類の主要種はソコアナゴ類であることが明らかになった。ソコ  

アナゴ類の分布量は、1～2屋敷／詫、1～2kg／籠、前後であり、緯度による差は殆ど  

認められなかった。表1参照。Bo点では深海性ソコダラ類 C．yaquinaeが5．6尾数／籠、  

2kg／寵、採集された。海溝近傍東側で生物量が20尾数／籠、10kg／籠に達する海域は  

北緯30度付近までで、それ以南は急激に生物量が減少することが判明した。表2参照。  

2．放射能濃度：137cs濃度はソコアナゴ類、ソコダラ類ともにほぼ同レベルであり、  

0．05～0．12Bq／kg．tdet（1．3～3．4pCi／kg．囲et．）の範囲であった。前年度までに報告した  

深海性底魚類の値と大略で一致している。表3．4参照。137cs以外のγ線放出核種は  

今までと同様、全く検出されなかった  

3．結語   

当面は北太平洋西部の日本近海に調査海域は限定されるが、将来は北太平洋東部（アメ  

リカ大陸側）に比べて、調査の究めて少ない北太平洋西部海域全体を網羅できるような調  

査を行いたい。  
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表1．四国海盆中央域（東経134～135度）におけるソコアナゴ類  

海域  

Sk－1（28－24N，134－58E）  

Sk－2（30－0卿，134－29E）  

Sk－3（32－09N，135－06E）  

水深（m） 延べ籠数 捻尾数 捻重量 尾数／籠 生重量／籠  

4800～4900  3  5   3，815   1．7   1，272（g）  

4600～4700  4  7  3，675   1．8  919  

4600～4700  3  7  4，615   2．3   1，538  

表2．伊豆・小笠原海溝近傍東側（棄経143～145度）におけるソコダラ類  

海域  水深（m） 延べ籠数 絵屋敷 捻重量  

Bt（30－12軋143－30E）5400～5500  5   100 53，295  

Bo（28－00N，144－27E）5800～5900  5  2810，000  

Ie（24－15N，144－47E）5300～5400  9  16 11，770  

尾数／籠 生重量／籠   

20．0   10，659（g）   

5．6  2，000   

1．8  1，308  

表3． 深海性ソコダラ類の大きさと放射能（Bo点、1991、蒼遭丸）  

試料名   採集年月日   採集海域   採集水深   体長  体重   む－1節義度  

田  （T．L．Ⅶ）  ぴ．wt．d  軸／短．腫t（甚i／kg．肥t．）   

ロ  C．y封印in詑i  平成3年（1盟1）  Bo点   5，試X）－5，900  ぎ75一刀2  1弘一210  0．彷7±0．007（1．5±0．2）   

田  全体（徐内）Ⅱ  8月1～2日  詔●α）′ N  417一捕  誤）一別0  0．0朗±0．（X方（2．3±0．2）   
Ⅳ  1440ど7′ E  495一部1  設）－4甜  0．0㍊±0．007（1．4±0．カ   
Ⅵ  茄5   鮎5  0．102±0．∝膚（2．7±0．か   
Ⅶ  652   15諮  0．α訂±0．005（2．4±0．1）   

麦4．深海性ソコアナゴ類の大きさと放射能（四国海生、1991、蒼還丸）  

試料名   採集年月日   採集海域   採集水深   体長   体重   由一1訂蔑ま  

四  （T．L．示）  伊．‖t．d  輌．増t（甚i几g．嶋t．）   

口  全体（徐内）Ⅳ  平成3年（1渕1）  Sk－1   4，弧）－4，9抑  別8   訂5  0．鮎9±0．∝r7（1．3±0．か   
2  題肉  Ⅳ  7月：犯～21日  詔●24′N  紀卜拓1  7瓢810  0．拡9±0．（郁（1．6±0．カ   

1封○溺′E  

田  全体（徐内）‡  平成3年（1盟1）  Sk－2   4，600一4，700  555   0．肪1、±0．017（1．6±0．9   
4   ‡  7月訟～詔日  潔）○鮎′ N  誠）  0．（好7±0．011（2．4±0．劫   

Ⅲ  1封○か′E   770－775  一蛸㌻600  0．耶2±0．（X近（1．9±0．カ   
6   ⅠⅤ  鮎3   0．124±0．010（3．4±0．3）   

V  盟）  

4，椰－4，700  85   655  0．耶4±0．007（2．0±0．2）   
9   Ⅵ  7月餌～お日  32●（冶′ N  盟2   1125  0．019±0．胞1（0．5±0．1）   
10  筋肉  Ⅳ～Ⅲ  

8  全体（徐内）Ⅳ  平成3年u錮1）  Sk－3                                 1350拓′ E  

705－746  臥敬）  0．卯3±0．0昭（2．0±0．か   
ⅠⅤ  姐）   弧）  0．佑9±0．（Xか（1．6±0．劫   
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Ⅳ－ 6  海底土中の人工放射性核種の水平及び鉛直分布  
に関する 調査  

水産庁中央水産研究所  

鈴木頴介  

1．   渚  言  

日 未周辺海域の海底土に蓄積された人工放射性核種の分布お よ   

よ びその変動の傾向を知る ために、昭和 6 0 年度か ら 日 太周辺の   

沿岸、近海お よ び外洋域の海底土を採取 し、核種分析を行 っ て い   

る。二今回は、平成 3 年度に相模湾、鹿児島湾お よび東シナ海にお   

いて採取 した試料か ら、現在ま でに得られた結果を報告する。  

2．  調査研究の概要  

海底土の採取は、中央水産研究所の試験調査船蒼鷹丸（ 494ト   

ン）に よ っ て、平成 3 年度に上記海域か ら、鐘状採掘器を使用 し   

て行 っ た。試料は、採取後直ち に凍鼓 して も ち帰 り、表居よ り 2   

C m毎に切断、粒径2m m以下の乾燥試料を、オルテ 

純度G e 検出器を用いて、ガンマ ー 線スペクト ロ メトリ ー に よ る   

核種分析を行 っ た。分析結果を表に示 した。  

いずれの採取点に おいて も有意に検出された核種は、 137C s   

と 207Biの 2 核種のみで、相模湾な どで以前検出された 60C o   

や 125S b な どの核種は検出 されなか っ た。相模湾の採取点は昭   

和 5 8年度に同一地点で調査を行っ ているが、その結果を比較す   

る と、検出された両核種の濃度が最大である堆積居の深さ は、昭   

和 5 8 年度で は 6 一－ 8 c m居で あ っ たが、平成 3 年度で は 8 ～1   

0 c m居で あ っ た。それぞれの濃度は、 137C s が16．3→ 14．7   

Bq／kg、  207Biが8．9 → 7．7 Bq／kgと 共にやや減少 して いた。   

一方、表層の 0 一－ 2 c m居における濃度は、 137C s 9．3→ 7．8  

Bq／kg、 207Bi  5．2→ 4．O Bq／kg  と やは り 減少 して いる。さ   

ら に下層への浸透の範囲は、5 8 年度で は10 一、一12 c mで あ っ   

たが、平成 3 年度で は18 一－ 2 0 c m と かな り 深く に ま で拡 っ て   

いた。鹿児島湾および東シナ海における各堆蹟居の137C s の濃   

度は、相模湾の濃度と 比較する と やや低いが、鉛直分布において   

は 3 0 へ′ 4 0 c m居と かな り 深い居に まで達 して いた。概 して東  

おける 207Biの濃度は、他の沿岸域と比べる と著し く  海
 
○
 
 

ナ
 
い
 
 

シ
低
 
 

一方、鹿児島湾の 207Biの対137C s 濃度比は 0．3 6   

～ 0．5 8 と 沿岸域の中ではかな り 高い値であ っ た。  

3．   結  語  

今後も引 き続き我が国周辺海域における 人工核種の分布傾向に   

関する知見を集積する と 共に、さ ら に幾つかの海域について は経   

年的にその変動の把握に努める。  
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表  海底土の核種分析耗巣  （Bq／kg一乾土）  

深さ（cm）   137cs  207Bi  探さ（cm）  137Cs  2O7Bi   

1991．7．9  榔  】991．7．13  東シナ海  

35002．3’N、139024．2’E 1285m  3003（】．（】’N、12600n．7－E  671n   

0一、一 2  7．76±0．26  3，96±0．】6   

2、 4  9．33士0．25  4．47±0．i5   

4一、 6  9．91±D．23  5．11±0，14   

6一、、一 8  10．5（】±0．22  6．14±0．14   

8一、10  14．74±0．25  7．65土0．14  

10・・、12  13．20±0．24  6．07士0．13  

12一、－14  11．84±0．21   4．69±0．12  

1■4－－16  9．ユ8±0．20  3．58±0．11  

16一－18  3．38±0．15  日．90士n．口9  

18′、20  （】．62±0．12  0．28±0．08  

20一－22  ＊  ＊  

22、・・24  0．34±0．1n  ＊  

24一－26  ＊  ＊  

26一－28  ＊  ＊   

0一－－ 2  2．43士0．13  ＊  

2′、 4  2．12±口．13  ＊   

4へ一 6   

6一、－ 8   

8一－10  

10一－12  

12′・・一14  

14一－16  

16へ－18  

18・・、20  

20・、22  

22ノ、24  

24～26  

26へ・・28  

28へ一30  

30一、、－32  

32一＼34  

34・－－36  

36・■、38  

38へ－40  

42・－－42  

42一・・－44  

44一－46  

2．り6±0．12  

2．05±0．10  

2．】8士0．1（】  

1．81±8．10  

1．93±0．10  

1．75±0．11  

1．66±0．10  

1．64±0．10  

1．81±口．11  

1．55±0．12  

1．35±0．09  

口．80±n．10  

0．78士n．川  

0．76±0．Of1  

0．70±0．10  

0．55±0．08  

＊  

＊  

n．27±D．08  

口．27±0．08  

＊  

＊
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1991．7．15  鹿児島湾  

31026．9†N、130038．0’E  221m   

0一－、－ 2  3．00±0．】7  1．09±0．11   

2・、 4  2．99±0．15  1．21±0．川   

4、■ 6  3．55±0．17  1．50±0．11   

6一、－ 8  3．03±口．17  1．76±0．12   

8一、10  3．27±8．】5   1．47±0．10  

10一、、一12  3．Z8±0．14   1．41±0．08  

12′、14  2．g6±0．13   1．50±0．09  

14、16  3．29±0．14   i．50±0．08  

16一、18  2．88±0．13  1．58±0．08  

18一－20  2．97±0．13   1．44±n．08  

20・■、22  2．83±0．13  l．17±0．n8  

22一－24  2．6‡！±0．15   1．29±0．川  

24一－、－26  】．80±0．15  0．74±0．口9  

26ノ、28  8．98±n．11   0．39士0．け8  

28一、、一30  0．79±口．13  ＊  

30一、－32  0．87±0．11  ＊  
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Ⅳ－7 近海海産生物放射能調査（日本海）   

中央水産研究所  吉田勝彦、南迫洋子、鈴兼穎介  

日東海区水産研究所  平井光行、長田  宏、片桐久子  

1．   緒  言   

未年 4 月 旧ソ連、ロシアに よ る放射性廃棄物の海洋投棄が明 らか  

に な り、政府放射能対策東部決定に よ っ て関係省庁か ら成る 日 太海  

海洋環境放射能調査が実施された。二水産庁水産研究所ではその調査  

の一環と して、緊急に 日太海海域の海産生物の放射能水準の調査を  

行い、過去の同海域における調査の結果と の比較を行 っ て異常値の  

南無について検討を行 っ た。  

2．調査研究の概要   

水産庁で は例年「近海海産生物放射能調査」と して、北海道区、  

中央、西海区、日東海区の4つの水産研究所の協同で、北海道周辺  

、太平洋、東シナ海、 日 太海の各海域の漁業上蓋要な魚種 7 一し 8 種  

を固定種と して選び継続して、ま たさ らに1種は選択種と して毎年  

種類を変えて、放射能水準の調査を行 っ ている。今回は対策本部の  

決定を受け 日太海における緊急調査と して、中央水産研究所及び 日  

東海区水産研究所の協同の基に例年よ り 体制を強化し、ま た一段と  

時期を早めて調査に取り 組んた。ただし固定種と して例年調査を続  

けている魚種は何れの時期でも漁獲出来る訳ではないので、固定種  

7 種の中で緊急に入手が可能だ っ たサク ラマス、マイ ワ シ、ハタハ  

タ、アカガレイ の4種について、ま た選択種と して以前調査を行い  

日東梅の漁業上重要なべニズワイガニとスケソ ウダラの 2種を入手  
して、こ れ ら の試料について γ線核種分析を行 っ た。  

3．結  果   

分析鮨果を表に示した。魚類5種類では部位別に別けた全ての試  

料か ら 137C s が検出されたが、他の核種は検出限界以下で あ っ た  

。 137C s 濃度の最も高か っ たのはスケ ソ ウダラの筋肉部で 0．315  

Bq／kg であっ た。魚体都全体で魚種別に137c s の濃度を比較する  

と、スケ ソ ウ ダラ ＞サク ラ マス ＞ マイ ワシ ＞ アカガ レイ ＞ハタハ タ  

の順であ っ たが、スケソ ウダラ と ハタハタの差は高々 2 倍は どで し  

かなかっ た。一方、甲殻類のベニズワイガニでは分析したどの部位  

からも137C s は検出されなかっ たが、肝すい厳からは108m A gが  

0．195Bq／kgの濃度で検出された。   

今回の検出値を過去の調査の億と比較する と、108m A gの検出さ  

れた選択種のベニズワイガニは、昭和61年度（10 月採取）に調  

査を行ってお り 60C o が0．034、 108m  A g が0．075、 110れ  A g  

が0．＝〕2 Bq／kg それぞれ検出されている。今回検出された10aれA g  
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はその時の億の約 2．6倍ある。ただ し漁獲場所は今回のものは佐渡  

近傍であるが、61年度のものは 日大海中央の大和堆付近であ り 異  

っている。108】m A g は半減期 127 年と長く、主 と して核実験で放  

出されている。水産庁の近海放射能謁査における 甲穀類の調査例は  

例は他にないが、太平洋から東シナ海にか  

体類では 0．023～ 0．418q／kgの範囲でい く  
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に高い と は考え られない。  

スケソ ウダラ は選択種と して平成2 年度に  

全体部、筋肉部、内臓部共に今回は60～70  

固定種のサク ラマスは今回を含めて過去6  
筋肉部で昭和 61年の0．751Bq／kgを最高と  

今回は最も低い傭であ っ た。この傾向は内  

アカガ レイ は過去 5 回の調査の中で、筋肉  

％程度に嘩少している。  

回調査を行 っ ている が、  

して減少の傾向を示し、  

腋部でも同様であ っ た。  

部は昭和 61年の0．200Bq／kgを最高と して、最近はほぼ一定の レベ  

ルにある。内臓部では 61年の0．319Bq／kgから今回はその1／3 程度  

に減少 した。ハタハタ において も 5 回の全体部の調査で、61年の  

8．184 Bq／kg を最高と して近年は0．100Bq／kg付近で一定 している。  

マイ ワシも 5 回の全体部の調査の中でやは り 昭和 6 0 年の0．243 が  

最高で近年は0．100Bq／kgの水準にある。  

4．患  語   

日太海海域から漁業的に重要な 6種類の生物種を選んで放射能調  
査を行っ たが、検出された137C s は昭和6 0年前後と比較する と  

む しろ減少傾向にあ っ た。ベニズワイ ガニから は長寿命の1081【 A g  

が検出されたが、太平洋な どの軟体類での検出値 と比較する と特に  

異常値である と は考え られない。  
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表  核種分析結果  

放射能濃度（Bq／短）  

種類  部位  採取位置  採取年月日  

Cs－137  その他の核種  

1．ベニズワイガニ 全体  37－27N，138－05E  平成5．4．21   N．D．  

2．   
／／  筋肉  水深850m   

3．  〃  肝すい臓   

4．   
／／  甲殻  

N．D．   

N．D．  Ag－108m O．195±0．013   

N．D．  

5．スケソウダラ   全体（陵内繊）佐渡北方礁   

6．   ノJ  筋肉  水深200－30伽1   

7．  〃  肝臓   

8．   ／ノ  その他か内臓  

平成5．4．23  0．245±0．009  

0．315±0．012  

0．141±0．010  

0．202±口．019  

9．サクラマス  全体（陵内臓） 37－28N，132－15E 平成5．4．19  0．180±0．010  

10．   ／ノ  筋肉  0．234±0．Ong  

11．アカガレイ  全体（陵内臓）新潟寺泊沖  

12．   JJ  筋肉  水深200－300Ⅶ   

13．   J／  内臓  

平成5．4．23  0．127±0．816  

0．127±0．012  

0．1〔椅士【】．ロ25  

14．ハタハタ  全体  佐渡北方横  平成5．4．23  0．118±0．O15   

水深20ロー3DOm  

15．マイワシ  全体   

16．  JJ  筋肉  

新潟県北部沿岸 一平成5．5．6  n．129±0．015  

0．141±0．016  

0．142±0．827  内臓  17．   J／  
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Ⅳ－8 日本近海の海水及び海底土の放射能調査  

海上保安庁水路部海洋調査課汚染調査室  

小嶋哲哉、茂木由夫、三浦幸広  

1、緒 言  

本調査は、日本近海における海水及び海底土の放射性核種  
の分布及びその経年変化を明らかにすることを目的とし、海   

水の調査は昭和34年より、海底土の調査は昭和48年に開始し   

、以降毎年継続して実施している。  
今回の報告は平成3年の調査について報告する。  

2、調査研究の概要  
試料の採取は海上保安庁水路部並びに各管区海上保安本部   

が担当し海水試料は黒潮海域、親潮海域、日本海の各海域で   
年4回表面海水を採取し、海底土は沿岸域で年1回表面堆積  
物を採取している。  

試料の放射能測定は、水路部汚染調査室において放射化学  
分析法による核種分析を行い、海水については90sr，1S7cs，   

144ce の3 核種、海底土については90sr，137cs，144ce，80co  
239・240pu の5核種を分析測定を行った。  

平成3年に採取した試料の放射能測定結果を表1（海水の  

測定値）、表2（海底土の測定値）に示す。   

3、結語  

哉が国周辺海域の海水及び海底土中の放射能濃度は長期的  

減少傾向にある。  

今後も調査を継続し日本近海における海水及び海底土中の   

人工放射性核種を調査測定し、その濃度分布及び経年変化を  

把握する。  

義一1  日本近海放射能調査結果一海水  
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義一－1（続）  日本海近海放射能調査結果一海水  

分析核種・測定値（mBq／β）   

番号 緯 度   経   蓼採 取 l年月日           度   90sr  187cs    144ce   

親 潮 流 域   

16  38－－00Ⅳ  142－00 E  1991．5．16  2．6 ±0．4  2．6 ±0．8 ・一0．3±0．4  
17  38－00Ⅳ  144－30 E  1991．5．17  2．2 ±0．4  2．8 ±0．9  －0．3±0．4   
18  38－20Ⅳ  142－00 E  1991．8．20  1．5 ±0．5  3．0 士0．6  

2 0  42－47N  144－15 E  1991．9．5  1．9 士二0．5   
21  41－00Ⅳ  145－00 E  1991．9．6  1．2 ±0．5   
2 2  38－20Ⅳ  142－00 E  1991．11，27  2．5 ±0．4   

平 均  1．9   3．0   15  38－00Ⅳ  142－00 E  1991．1．16  2．7 ±0．5  2．3 ±0．8  －－▼1．9±0．5                 t                                   0．7±0．4  19  38」20Ⅳ  144－00 E  1991．8．21  1．0 ±0．5  綱川剛                                        2 3  38－20N  】．44・－00 音  1991．11．27  1．7 ±0．5            0．8   
日 本 海   

0．1±0．7   
． 

0／6±0．2   
0．6±0．2  
0．7±0．2   

0．4±0．4   
0．2±0．5   
0．0±0．4   
0．4±0．4   
2．2±0．6   
1．3±0．5   2 4  37－30Ⅳ  138・一00 E  19913．4  3．2 ±0．4  2．4 ±0．8    2 5  38－50Ⅳ  134－30 E  1991．3．5  2．1．＝ヒ0．4  3．0 ±0．7  －0．3±0．4  2 6  37－40Ⅳ  134－23 E  1991．3．17  3．1 ±0．4  3．5 ±0．7    2 7  36－00Ⅳ  135－30 E  1991．3．17  2．3 ±0．4  4．7 ±0．9     2 8  42－30Ⅳ  137－30 E  1991．5．24  3．0 ±0．4  2．0 ±1．0    2 9  41－15N  140－01E  1991．5．25  2．3 ±0．5  2．0 ±1．1  －1．5±0．7  3 0  37岬30Ⅳ  138－02 E  1991．5．24  2．1 ±0．4  1．9 ±0，7    31  38－50Ⅳ  134－28 E  1991． 5．25  2．7 ±0．4  3．1 ゴニ0．7    3 2  37－40Ⅳ  134－36 E  1991．6．18  3．3 ±0．4  3．3 ±0．6    3 3  36－－00Ⅳ  135－31E  1991．6．19  1．7 ±0．4  2．9 ±0．6    3 4  34－25Ⅳ  130－10 E  1991．6．26  2．0 ±0．5  2．7 ±0．6    3 5  34－10Ⅳ  129－50 E  1991．6．26  2．0 ±0．5  2．8 」：0．6    3 6  34・－00Ⅳ  129－－30 E  1991．6．26  2．2 ±0．5  3．4 ±0．7  1．4±0．6   

3 7  33－40Ⅳ  129－50 E  1991．6．26  2．5 ±0．5  3．0 ±0．6   0．3±0．8   
3 8  41－20Ⅳ  140－00 E  1991．8．11  3．1 ±0．5  3．5：±0．7   1．2±0．5   
3 9  43－30Ⅳ  138－00 E  1991．8．12  2．0 ±0．4  4．1 ±0．7   0．8±0．5   
4 0  36－03Ⅳ  135－41E  1991．8．12  2．0 ±0．6  3．7 ±0．7   1．0士0．7   
41  37－40Ⅳ  134－－34 E  1991．8．12  4．1±0．6  3．5 ±0．7   1．5±0．7   
4 2  38－－50Ⅳ  134－・27 E  1991．8．29  2．6 ±0．5  3．2 土0．7   1．0±0．5   
4 3  37－30Ⅳ  138－00 E  1991．8．31  2．4 ±0．4  3．3 ±0．6   1．1±0．4   
4 4  37－30Ⅳ  138－00 E  1991．11．7  2．8 ±0．4  3．7 二土0．6   2．0±0．4   
4 5  38－50Ⅳ  134－－30 E  1991．11．8  3．1±0．5  2．9 ±0．6   1．7±0．4   
4 6  42・－30Ⅳ  137【30 E  1991．11．19  2．0 ±0．4  3．6 ±0．7   1．2±0．5   
4 7  4トー00Ⅳ  140・－00 E  1991．11．20  2．9 ±0．5  4．4 ±0．7   1．0±0．4   
4 8  36－00Ⅳ  】．35－50 E  1991．12．21  2．6 ±0．5  2．3 ±0．6   2．5±0．5   
4 9  37－40Ⅳ  134－30 E  1g91．12．21  2．5 ±0．5  3．9 ±0．7   1．3±0．5   

平 均  2．6   3．2   0．9   

オホーツク海         5 0  4、4一口OⅣ  144－40 E  1991．12．14  1．8 ±0．4  2．0 ±0．6   1．3±0．4   

日本海近海放射能調査結果一海底土  

採可  分析核種・測定値（Bq／馳一乾土）  

四   月日】   90sr   137cs   144ce   60払   
239・240pu   

1991  N  E  

円   3／6    35，－32    139－53   0，21±n．31   
． ．  ．  

2  7／19  43 
3．1±0．1 ． 

／ 1．8 ±0．06   －   

田  9′ 

8  王0／19  38 

平  均      0．11   2．6   0．03   0．043   1．3   

－81－   



Ⅳ－9 深海の海水・海底土調査  

海上保安庁水路部海洋調査課汚染調査室  

小嶋哲哉、茂木由夫、三浦幸広  

1、緒   仁コ  

本調査ほ庁水路部は放射性固体廃棄物の試験的海洋処分に  

先立ち処分候補海域の放射能バックグランドを把握すること  

を目的として海上保安庁では昭和47～49年度にA，B，C，D，の4  

海域、52～54年度にA，B の2海域、55～58年度はB 海域、更  

に59年度からはB海域及びその周辺海域において放射能調査  

を実施してきた。  

今回の報告は平成3年の調査結果について報告する。  

2、調査研究の概要  

試料採取は海上保安庁所属測量船「▲‘昭洋＿」により実施した。  

採淑した試料は海上保安庁水路部において放射化学分析に  

よる核種分析を行った。  

〔分析項目〕海水はgOsr，187cs， 23g－240puの3核種、海底土  

は90sr，137cs，80co， 23g・240pu の4核種である。  

放射能測定結果を表1及び表2に示す。   

（1）海 水  

海水試料は0皿，10皿，100皿，250m，500皿，750恥1000m，1250恥15  

00m，2000m，4000皿 及び底上10m，100血の13層において各層100  

ゼ採水し分析に供した。  

測点6における90sr，137csは500皿層付近にそれぞれ2100JJ  

Bq／ゼ及び3800〝Bq／ゼの極大値が有る。  

2＄9・240pu は750皿付近に顕著な極大値がある。   

（2）海底土  

海底土の試料はスミス・マッキンタイヤー型採泥器で採取  

し表層据2皿を分取した。更に一部の試料は2 ～5Cm，5 ～8  

C皿，8～11Cmの層に分け分析試料とした。  

海底土中の鉛直分布は90sr，60co， 239・240pu の核種は概ね  

地層の探さとともに減少している。  

太平洋（日本近海）の南北方向の放射能濃度についてみる  

いずれの核種も高緯度になるにつれてやや高くなる傾向がみ  

られる。  

3、結語  

次年度は日本海にも測点を設け日本近海の放射能濃度レベ  

ルを把握するとともに、′水深の深い太平洋海域と水深の比較  

的浅い日本海海域の放射能濃度分布を比較をする。  

－82－   



北太平洋西部海域の放射能調査結果一海水  義一1  

副  放射能濃度（〃軸／β）  実用  P  Si  

点  水 温  pII   〝g‾‾  

軋   187cs   239－210pu   塩分  at皿／′β  

1991  Ⅳ  E  

6   9／17    301－00    147－，OCl   3  

88  2000土30  3400±60  36 」：3   19．19  34，849  

34．390   

10  2000±30  3500±60  4．1±1．1  28．80  34．971  8．19  0．00  田                    8．23  0．08  田      248  1600±30  3400±60  10 ±1  16．95   8．22  0．31  7      484  2100±30  3800±60  6．9±0．9  12．08   8．06  1．09  四      733  940±20  1900±50  47 ±3  6．08  34．052  7．86  2．23  65      976  350±20  1800±50  41 ±3  4．09  34238 34．d89  7．69  2．97  113      1228  84±17  450±30  28 ±2  3」22   7．65  3．10  138      1474  57±15  85±27  23 ±2  2．70   7．67  3．10  151      1961  40±15  61±27  13 ±2  2．07  34．583  7．72  3．01  164      3979  46±12  77±26  1．4 ±2  1．47  34．681  7．83・  2．65  153      6049  71±11  120±30  20 ±2  1．62  34．69g  7．80  2．69  143      6139  63±11  1700±50  21 ±2  1．68  34．694  7，81  2，51  143   
北太平洋西部海域の放射能調査結果一海底土  表－2  

測  試料厚  放射能濃度（馳代g・一乾土）  

点  水深  
軋   （Cm）  90sl・   】3Tcs   …co   2JB. 240 pu   

1991  Ⅳ  E  

ロ   9／12    41－41    147－00  2．40 ±0．05  0．037 ±0．008   0．41±0．02  

2～5  0．20 ±0．01   1．02 ±0．04  0．025 ±0．008  0．24±0．01  
5 ～ 8  0．088±0．005  0．44 ±0．03  0．007 ±0．007  仇10±0．01  
8～11  0．12 士0．01   0．57 ±0．03  0．013 ±0．007  0．11±0．01   

2  9／14  38－40  147【－00  5340  0～ 2  0．35 ±0．01   1．41±0．05  0．032：±0．008  0．31±0．02  
2 ～5  0．17 ±0．01   1．10 ±0．04  0．018 ±0．008  0．20±0．01  

5 ～8  0．099±0，005  0．55 ±0．03  0．015 士0．008  0．12±0．01   

3  9／14  35－41  147－01  5800  0 ～2  0．074±0．005  0．48：±0．03  0．010 ±0．007   0．11±P．01   

4  9／15  32－・40  147－00  5900  0 ～2  0．13 ±0．01   1．01±0．04  0．023 ±0．008   0．17±0．01   

5  9／16  30－・20  147－00  6200  0 ～ 2  仇077±0．008  0．53 ±0．03  0．0】．0 ±0．008  0．066±0．007   

6  9／16  30▼00  147－－00  6150  0 ′、′2  0．0錮±0．005  0．69 ±0．04  0．022 ±0．009  0．037±0．004  

2 ′～5  0．11±0．01   1．04 ±0．04  0．010 士0．008  0．055土0．005  
5 ～ 8  0．016＝ヒ0．004  1．01±0．04  0．003 ±0，008  0．034±0．004  

8～11  0．016±0．004  0．40 ±0．03  0．000 ±0．008  0．016ニヒ 

ロ  9／16  29－40  14、7－00  6180  0～2  0．048±0．005  0．95 ±0．04  0．013 ±0．008  0．090±0．006   

8  9／19  27－43  146－57  5270  0～2  0．054±0．005  0．75 ±0．04  0．003 ±0．008  0．056±0．005   

表層（0～2Cm）の平均値  0，16   1．03   0．021   0．16   
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Ⅳ－10 日 本海の海水 一 海底土調査  

海上保安庁水路部海洋調査課汚染調査室  

小嶋哲哉、茂木由夫、三浦幸広  

吉川貴子、小田勝之、背戸義郎  

1、緒  

海上保安庁水路部は放射能対策幹事会の決定を受けて本年  

4～5月に旧ソ・ロシアの放射性廃棄物海洋投棄に関する日  

本海の海水・海底土の試料採取を行い分析、測定結果がまと  

まったので報告する。  

2、調査研究の概要  

試料の採淑は海上保安庁所属測量船「‘昭洋」により実施し  

た。  

調査点は日本海の旧ソ連・ロシアの放射性廃棄物海洋投棄  

海域の南東方海域に7測点、展開した。  

採取した試料は海上保安庁水路部において放射化学分析に  

よる核種分析を行った。  

分析項目は海水・海底土とも90sr，137cs，60co， 239・240pu  

の4核種である。放射能測定結果を表1（0皿及び底上20皿 の  

海水の値）表2（海底土の値）に示す。   

（1）海 水  

海水試料は0皿，200皿，500m，1000皿，以下500m間隔、及び底上  

20皿 で各層120 ゼ採水した。  

N－1測点における放射性核種の鉛直断面図を（図1）に、  

比較のために太平洋における放射性核種の鉛直断面図を（図  

2）示す。   

（2）海底土  

海底土の試料はスミス・マッキンタイヤー型採泥器で採取  

し表層泥2c皿のみを海底土試料とした。  

なお、第4測点の測定値は4核種とも他の測点より多少の  

高い値を示した。  

3、結語  

今回の調査は緊急性ということもあり、投棄海域付近に止  

ったが、日本海全体の放射能濃度分布を明らかにするため8  

月にも日本海北部、西部の調査をおこない現在分析測定中で  

ある。  

将来も調査を継続する計画である。  
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日本海海水放射化学分析結果  表－1  

測点  分析核種・測定値（〟Bq／ゼ）  

番号   
23g・240pu   

1さ7cs   ¢Oco  

Ⅳ－1  4／21  41－00Ⅳ  137－【55 E   O m  1862±59  2766±166  14．9±29．6  10±1  
（底上20Ⅲ）3642m      162±34  285±136  9．6±20．3  23±1   

O m  1850±58  3216±184  9．7±20．6  14±2  Ⅳ－2  4／22  40【35Ⅳ  136－40 E                （底上20m）3076m   n   169±39  123±127  40．5±22．4  10±1   
Ⅳ－3  4／23  39－45Ⅳ  134－40 E  O m  2214±67  3351±247  －7．1±21．7  12±1  

（底上20m）1886m      422±40  556±126  7．8士21．7  24±2   

Ⅳ－4  4／24  39－19Ⅳ  133－14 E   O m  1906±75  2981±231  46．2±29．0   8±1  
（底上20血）950m      831士53  989±217  7．9±21．3  25±2   

Ⅳ－5  4／25  38－40Ⅳ  135－00 E   O m  1671±59  3321±240  37．5±22．7   6±1  
（底上20m）2968n      215±47  266±188  8．8±21．7  19±2   

Ⅳ－6  4／26  39－10Ⅳ  136－20 E  0 Ⅱ  2858±74  3674±240  27．8±25．3   6±1  
（底上20皿）2629m      199±38  ー28±160  19．5±23．2  19±5   

om   1940±58  2628±236  4臥6±2臥9   7±1  
（底上20皿）2787m      225±42  162±194  37．5±22．7  2g±3   

用           Ⅳ－7  4／27  39－51Ⅳ  137－41Ei                 捕  

日本海海底土放射化学分析結果  表－2  

測点  分析核種・測定値（皿Bq他） 

番号   1＝cs   88co   238・240pu   

Ⅳ－1  4／21  41－00Ⅳ  137－55 E  3670 m  15±5  －15±26   0．4土6   4．3±1．3   

Ⅳ－2  4／22  40－35Ⅳ  136－40 E  3250 Ⅱ  124±6  556±33   26±7   87±7   

N－3  4／23  39－45Ⅳ  134－－40E  1990 m   32±5  148±28   6±7   30±4   

Ⅳ－4  4／24  39一－19Ⅳ  133－14 E  970 m  264±7  1496±42   45±7   521士22   

Ⅳ－5  4／25  38－40Ⅳ  135・－・00 E  3010 m  33±5   63-,2666 2±7   7．2ニヒ1．9   

Ⅳ－6  4／26  39－10Ⅳ  136－20 E  2660 m  、15±5  185±28   12±6   11±3   

Ⅳ－・7  4／27  39－51Ⅳ  137－41E  2800 m  53±5   60±26   5．2±7   16±3   

りt▼川Pu  

▼‾▼ r「‾‾‾‾  l‖  ll  ‖l  ＝l  8     tl    ‖  
l lltl   †lIl  

il Il  

＝ll llll  

（図－2）  

太平洋（30000′N，147000′E）  

の鉛直断面図   
（図－1）  

日本海（N－1）測点の鉛直断面図   ‾85‾  



Ⅳ－11日本海海水中の1a7csと プルト ニ ウ ムについて  

気象研究所   

広瀬勝己、羽鳥真紀子、五十嵐康人  

1、 緒言   

海洋に於ける人工放射性核種の分布やそれらの経時変動の実態を  

把接することば、放射能による海洋環境汚染評価の観点から重要で  

ある。最近、 ロ シア（旧ソ連）による放射性廃棄物の日本海等の海  

域への投棄の事実が明らかになった。、従って、日本海に於ける放射  

能汚染の実態把撞は緊急の課題となっている。今回は、1986年から  

1993年に行った日本海の海水中の18アcsとプルト ニウムの分布につい  

て調査 した結果について報告する。  

2、 調査結果の概要   

海水試料は気象庁の観測船高風丸の1986，87年の航海及び清風丸の  

1993年の航海で採取した。1aTcsはAMPに吸着濃縮後、 γ －スペクト  

ロメトリーで定量した。Puは放射化学的方法で濃縮分離精製後、α  

－ ス ペクト ロ メトリ ーで定量 した。   

日本海表面水中の1さTcsは1986年は7 －10 mBql‾1で、やや高い値  

を示した。同時に1＝csも検出されたこ とから同年5月のチェルノ ブ  

イリ フ ォ ールア ウト の影響が現れたものと考え られる。1993年には  

2．7 － 3．O mBql‾lの値で、減少の傾向を示している。一方、プルト  

ニウムは時間や場所で変動はあるがこの間、1．1－ 9．7〟Bql‾1の値  

で明瞭な傾向は見 られなか っ た。  

日本海（390 25’Ⅳ1330 25’E）の海水中のPuと137csの鉛直分布を  

図1に示す。 137csの鉛直分布は表層で高く深層で減少するパター ン  

を示した。1畠g3年の結果によると水深1000mでは0．9 mBql－1の値を  

示し表層の約1／3であった。減少の傾向は太平洋で観測されている結  

果よ り緩やかで、 明瞭な亜表層の極大は見られない。 プルト ニ ウ ム  

の場合、水深約500m付近で極大が現れる鉛直分布を示した。 この鉛  
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直分布は太平洋で得 られた結果と類似で、 海水中の沈降粒子によ る   

Puの吸着ス キ ヤ ベ ン ジ ン グによ り支配されている もの と考え られる。   

以上の結果を考慮する と、 現在ま での 日本海海水中の137csとPuの   

調査結果から はフ ォ ールア ウト以外の放射能汚染の可能性ははとん   

どない と結論さ れる。  

PuConcentratIoninSeawater（LIBq／J）  
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図1、  日本海に於け るPuと137csの鉛直分布  

（試料採取日：19g3年5月、 採取場所：390 25’N1330 25’E）  
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Ⅳ－12 日本周辺海域における海洋放射能調査  

気象庁海洋気象部海洋課  

寺島一郎、高野宏之、  

粟野明義、小川 完  

大山準一   

1．緒言  

核爆発実験に伴う表層海水中の放射能汚染を調査する目的で、  

放射能調査研究費による「表層海水の放射能調査」として気象庁  

は昭和32年より気象庁海洋気蒙観測船及び定点観測船を用いて  

表面海水中の全β放射能の観測を開始した。その後「放射性廃棄  

物の海洋投棄に関する調査」の一環と して、また昭和50年から  

は「日本周辺海域における海洋放射能調査」として、観測を継続  

してきた。  

2．調査研究の概要  

本報告は、放射能調査研究費による調査及び気象庁独自の調査  

と して北西太平洋及び日本周辺海域で同一の方法で観測し、蓄積  

した表面海水中の全β放射能の観測値を海域別及び季節別にとり  

まとめたものである。  

なお、本調査結果の詳細については、今後の国の原子力行政及  

び放射能調査研究の利便に供するため、平成5年3月に「日本  

周辺海域における海洋放射能調査報告書」として発刊した。  

試料及び測定方法   

試料の採取は気象庁所属の各観測船によ り、所定の観測点にお  

いて行った。表面海水10リットルはバケツを用いてポリエチレン容  

器に採り、容器の壁への人工放射性物質の付着を防ぐため、塩酸  

（6M）を2 0ミリリットル添加後保存し、うち5リットルを測定用に使用  

した。   

海水中の人工放射性物質の補足には、鉄－バリウム共沈法を用  

い、ろ過によって得られた沈殿物質を塩化アンモニウム溶液七洗  

浄し、乾燥後、GM計数装置を用いて測定した。  

3．結果  

調査海域を図1に示すように区分けし、データが揃っている主  

な海域での測定結果の推移を示した（図2～図17 上記報告書  
から抜粋）。  

19 5 0年代後半と19 6 0年代前半に、相対的に高い全β放  
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射能が観測された。   

1960年代前半の日本海海域（C5）では、最高0．25  
B q／1の全β放射能値が見られる。一方、1950年代後半で  
は、本州東方海域（D6，D8）で1960年代前半より高い値  

を示す海域が見られる。  

1970年代からは、0．05Bノq／1前後で推移している。  

なお、今春、旧ソ連・ロシアによる「放射性廃棄物の海洋投棄」  

問題が急浮上したため、海域C5及びD5に相当する海域で、緊  
急的に行った表面水及び深層水の全β放射能の調査結果は、  
0．01～0．03B q／1であった。  

1 2 3 ム 5 6 フ 8 9101112  

屈⊥ ユ956年～1992年の問に琵剖を行なった海域：  
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Ⅳ－13原子力発電所温排水等により飼育した海産生物の放射能調査  

（財）温水養魚開発協会  

千原 到 高橋正弘  

床嶋純孝 中野良志   

1．緒言  

前年度に引き続き、原子力発電所等周辺の海域における主要な漁場の放射能調査等の 

総合評価に資するため、原子力発電所からの温排水等により飼育した海産生物の放射能  

調査を実施した。   

2．調査研究の概要  

（1）実施場所等  

調査は、茨城県那珂郡東海村の日本原子力研究所東海研究所構内の当協会東海事  

業所において実施した。試験地は12面（720m2）を使用し、温排水等は日本原子力発  

電（株）束海発電所から18汀i／分を取水して使用した。  

また、福井県敦賀市浦底地先の日本原子力発電（株）敦賀発電所から放水される  

温排水拡散海域に設置した桐生筆を使用した。  

（2）飼育海産生物  

飼育海産生物の種類はクロダイ、マダイ、スズキ、クロソイ、ヒラメ、イシガレ  

、メジナ、クルマエビ、アワビの9種類である。このうち、前年度よりクロダイ、  

マダイ、スズキ、クロソイ、ヒラメ、イシガレイ、メジナを継続飼育したほかクル  

マエビ、アワビを補充して飼育した。また、マダイ、ヒラメの種苗を生産し幼魚ま  

で飼育した。さらに、浦底地先海域でも、メジナを継続飼育した。  

（3）飼育海産生物等の放射能測定  

放射性核種測定用試料のうち海産生物としては、温排水拡散海域で飼育したもの、  

試験地で育成した幼魚を含めて飼育海産生物の全権類および別途、温排水で長期飼  

育しているウナギ（ヨーロッパ産ウナギ）を、餌飼料としてはアワビの餌料のアオ  

ノリ、魚用及びクルマエビ用の配合飼料を、砂泥は試験地外の排水路の定点に沈殿  

したものを、飼育水は7月1日から9月30日と10月1日から12月31日の2期に毎日  

1立採水し2試料としたものを（財）日本分析センターへ送付し放射能を測定した。  

放射能の測定は全体を対象としたが、マダイの2年魚は筋肉とその他に分けて測  

定した。  

分析方法は、γ線スペクトルメトリーにより実施し、分析核種は13Tc s、54Mn  

、60c o、144c eの4核種とした。  

放射性核種分析結果は、表の通りである。   

（4）飼育水の放射能測定  

試験地の控水口に水モニターを設置し、放射能監視装置（シンテレイション10‾7  

〃Ci／地検出可能）によって常時放射能を測定記録した。通常の値35～56c p s  

の範囲であった。   

3．結語  

飼育海産生物、餌飼料、砂泥、飼育水等の放射性核種分析の結果、分析核種のうち検  

出されたものは、134c sのみであり、その倍は、魚種、飼育期間、飼育場所等に関係な  

く、異常は認められなかった。  

また、’飼育水の放射能モニターによる測定値も通常の値であり異常ば認められなかっ  

た。  
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表 飼育海産生物等の放射性核種分析結果   

巨測定  平均  

試料 名  年月日   137cs   】 】体重  備 考   

e ）  （g）   

クロダイ   5．2．22  0．15！0．030   ＊ ≡5－2  650 巨S・58・7・26   

トH．4．11．26  

マダイ（親魚）  5 ＊   4．9   2450   H．2．6．14  

〔ノH．4．12．7  

マダイ（2年魚）   

筋肉   ＊   

＊   ∃21・0   1000   
一15 r n  

マダイ（幼魚）  F5．2．25 川   0．12！0．032  ＊  5．0   軋4．3．3  

～H・5・1・8  

スズキ   弓5・2・23  ＊   5．1   1700  S．60．5．27  

⊆  ′J軋4．12．15  

クロソイ  5・2・18   0．13！0．039   ＊   5．6   800   S．61．10．17  

～軋4．12．16  

メジナ（東海） 
5・2・24  

0．096±0．027   ＊   5．2   H．3．4．4  

～H．5．1．6  

書メジナ（敦賀）  5．3．1  0．13！0．035   

】 ＊   

5．2   四  H．3．7  

いH・5・1・13  

巨イシガレイ   
5．2．23  0．095±0．02ち  ≧   ＊   4．9   445   H．2．2．16  

√ノH．5．1．6  

臣ヒラメ（親魚）  ＊   ＊   5．0   1000   S．63．6．15  

【  ～軋4．12．16  

ヒラメ（幼魚）   5・2・25貞0・12王0・023  H  ＊   5．3  311  H．4．3．13  

弓  ′ノH．5．1．6  

クルマエビ   5．2．24  ∃0・11±0・033  ＊  5．0  jlO・6  

∃   

アワビ   5・2・230・064±0・016  ＊   5．1   弓 337   ′JH．5．1．7  ∈  
アワビ   5．2．24   ＊   ＊  385   H．4．乱27  

～H．5．1．6   

i 1767 ウナギ   5．2．18  0．072！0′．011   ＊   5・3  「  

き  ～H．4．12．13  

アオノリ   
5．2．22  

＊  ＊   5・2  H．4．6．30  
己合飼料  5．3．1  0．34‡0．090  ＊   5・O   ！H．4．2．3  購入配合飼料と  

√ノH・4・12・21≧  

5. 3. 2 i ＊   ＊   鳥．0 H．4．6．30 
1  

∃（魚用）  

5・0  砂泥   5・2・22  ト  ＊   ＊  H．5．1．5   ′）H．4．12．1   
L  

飼育水   5・2・15  ＊  60葺  
1   

/ H. 4. 7. 1 「毎日1膵水ぎ  
～ 軋4．9．30 ‘  

轡育水  5－2．25  ＊  ∃60史  
堅毎日1£採水 u   

（注）1．放射性核種分析値の単位は、砂泥はBq／／kg乾土、飼育水はmBq／葺以外はBq′ kg生  

である。  

2．分析結果の表示は、計数値が、その計数誤差の3倍を越えるものについて有効数字2桁、それ  

以外のものについては＊で表示し、誤差は計数誤差のみを表示した。  

3．分析結果は試料採取日に換算した。  
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Ⅳ一14平成4年度原子力発電所等周辺海域の漁場における海洋放射能調査  

（財） 海 洋 生 物 環 境 研 究 所  
上 田 泰 司、山 田 耕司、石川 雄介  

野中信博1）、丸茂恵右、笠松不二男  

井場敏行  

1．緒言  

科学技術庁の委託を受けて、同庁が行う海洋環境放射能の総合評価に  

資するため、原子力発電所等周辺海域の漁場における放射能レベルとそ  

の変動傾向を調べた。   

2．調査研究の概要  

北海道、宮城、福島第1・第2■、茨城、新潟、石川、福井第1・第2、  

静岡、島根、愛媛、佐賀及び鹿児島海域の各海域4測点で、海水112  

試料（表面水・下層水）、海底土 56 試料（海底土表面から深さ3cmま   

での表層土）を5～7月に採取した。海産生物試料i享当該海域で漁獲量  

が多く、定着性が強い魚種を各海域3種類ずつ年2回（5月前後と10月  

前後）、合計 84 試料購入した。  

海水試料の 90Sr 及び137C s は化学分離を行い、海底土は乾燥し、  

海産生物（筋肉部），は灰化した後、放射能を計測した。   

3．結語  

海水、海底土及び海産生物の分析結果は、それぞれ表1、2、3に示  

した。これらの値は前年度の調査結果と同程度であった。  

表1 平成4年度海水試料の 90Sr、137Cs濃度範囲  

単位 mBq／ゼ  
90Sr  137Cs  

調 査 海 域  採取層         最小値   最大値   最小値   最大値   

北  海 道   表 面   2．1   2．7   3．4   3．8  
下 層   1．6   1．9   2．2   2．7   

宮城、福島1・2  表 面   1．9   2．8   3．0   3．9   
茨城、静岡   下 層   1．4   2．7   1．3   3．9   

新潟、石川   表 面   2．0   2．6   3．1   3．8   
福井1・2、島根  下 層   1．3   2．7   2．1   3．6   

愛 媛   表 面   2．2   2．7   3．3   3．7  
下 層   2．3   2．7   3．4   3．7   

佐賀、鹿児島   表 面   1．9   2．9   3．5   3．9  
下 層   1．8   2．6   3．5   4．1   

沿岸全域平均   表 面   2．4 ± 0．2  3．5 ± 0．2  

下層  
200m未満   2．4 ± 0．2  3．5 ± 0．3  
200m以深   1．8 ± 0．3  2．5 ± 0．5   

1）㈲ 日本分析センター  
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表2 平成4年度海底土試料の137Cs濃度範囲  

単位 Bq／kg乾燥土  

最小値  最大値  調査海域  最大値  調査海域  最小値   

北 海 道   1．7   

宮  城   1．5   

福島1・2   1．3   

茨  城  ND  

石  川  2．3   

福井1・2   1．8   

島  根   1．3   

愛  媛  ND   

佐  ND   

鹿 児 島  ND  

8．2   

2．3   

2．9   

2．6  

静  岡   1．2  3．8   

新  潟  4．1   11  

ND：検出下限値未満  

表3 平成4年度海産生物試料の137Cs濃度  

単位 Bq／kg生鮮物  

ND：検出下限値未満  
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Ⅳ－15 若狭湾口底層水中の放射性核種濃度一特に日本海固有水との関連一  

柳海洋生物環境研究所  

笠松不二男、上田泰司、富沢利、山田耕司、石川雄介  

野中信博1）、丸茂恵右、井場敏行、斉藤良司、長屋裕  

1．緒言  

外洋中の放射性核種の鉛直分布に関しては多くの研究者あるいは機関によっ   
てかなり研究されている。これらの研究は、海水の流動や循環に対する理解に   
重要な進展をもたらした。しかしながら、沿岸域での放射性核種濃度の鉛直分   
布の年変動、特に沿岸域での海水の動態との関連での研究はほとんど見られな   
い。1984年から開始された沿岸漁場での海洋環境放射能総合評価事業において   
調査海域の1つである福井海域若狭湾口の深度約250mの底層水中において放射   
性核種90S rと137C s濃度に変化が観測された。この変化の原因を追究する   
ために、放射性核種濃度と海洋特性との関係を分析した。その結果の概要を報   
告する。   

2．調査研究の概要  
図1に、福井海域の若狭湾口と湾内の測点を示した。1992年には、  深

点
 
 

り
測
 
 

よ
な
 
 

い
（
海
 
 

深度での放射性核種濃度と海水特性に関する情報を得るために、新  た
 
 測点5）を第1海域測点4の沖合に設定した。表面水（ここで表面水とは、   

表面より1－5m下の海水をいう）と底層水（底層水とは、海底面より10－40m上の  
海水をいう）をそれぞれニスキン型採水器により80ゼ採水した。1988－90 年に  

は、放射性核種濃度の鉛直分布の情報を得るために、上記第1海域測点4にお  

いて、深度約160m、190m及び225mの海水を特別に採取した。更に、19g2年に設  

定した上記測点5において、深度200m、230m、260m及び290mの海水試料を採取  

した。採水時には、STD測定器により各測点の水温と塩分の鉛直分布を測定  

した。90S rと137C s濃度の分析方法は、科学技術庁の放射能測定法シリー  
ズに基づいた。  

3．結果   

第1海域測点4の底層水中のgOS rと13TC s濃度は、1987－88年の1．0－1．4  

mBq／B（90S r）と1．6－1．8mBq／B（137C s）から1989年以降のそれぞれ  
2．0－2．3mBq／B及び 2．5－3．7mBq／Bへと変化した（表1）。図2には放射  

性核種濃度と採取深度との関係を示した。図2は、深度225mにおける1988年の  

試料中の濃度と深度250m付近における1987年と1988年の濃度が他の年に比べて  
特に低いことを示している。   

最初に海水特性値と放射性核種濃度との関係を調べた。図3には深度200m以  

深の水温と放射性核種濃度との関係を示した。水温が10c未満（塩分が34．0－3  

4．1psu、密度♂tが約27．3前後）である時（この海水特性を持つ海水は、日本  
海固有水と呼ばれている）に海水中の＝S rと137C s濃度が特に低いことが  

見出された。放射性核種濃度の鉛直分布と日本海固有水の出現を分析した結果、  
第1海域測点4の採水深度が日本海固有水に覆われていた1987年と1988年では  

これらの放射性核種濃度は低く、一方、日本海固有水が岸から退いてその採水  
深度を覆わなかった他の年では濃度が高かったことが明らかとなった。   

これらの観測から、若狭湾口底層水中の放射性核種90S rと137C s濃度の  

変化の原因は、日本海固有水の沿岸への接近や後退という現象に基づくもので  

あると示唆された。沿岸域での日本海固有水を含めた深層水の放射能濃度に関  
する経年的データは十分でないため、今後も調査を続けていく必要がある。  

表1．福井第1海域測点4 の底層水中の＝S r と＝r c s濃度  

調査年  1987  1988  1989  1990  1991  1992  

採水月 日  7月9日  7月7日  7月7日  7月7日  7月10日  7月11日  

採水深度  250m  255m  255m  2∠柑m  231m  230m  

g O S r  l．4±0．2 1．0±0．2 2．1±0．2 2．3±0．2 2．0±0．2 2．1±0．2  

137c s l。6±0．2 1．8±0．2 2．5±0．2 3．7±0．2 2．9±0．2 2．9±0．2  

1）：現所属  側う日 本分析セ ン タ ー  
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90－Sr  137・－｛s  

図1．福井海域の調査測点  

0  1．0  2．0  3．0  2．0  3．0  4．0  
濃度（mBq／β）  

図2．採水深度と＝S rと，，Tc s濃度。  

図中の数値は、採水年。   

mBq／β  

5．0  4．0  3．0  2．0   1．0  
水温（℃）  

図3．水温と＝ S rと＝TC s濃度  
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Ⅳ－16 海底土の性状とセシウムー13 7濃度  

（財）海洋生物環境研究所  

上田泰司、山田耕司、石川雄介  

野中信博1）、丸茂恵右、笠松不二男  

井場敏行  

1．緒言  

発電所沖合の14海域、各4測点の海底土中の13了C s濃度は、ここ数年間、検   

出下限値未満から128q／Ⅹg乾燥土程度の幅をもっている。この幅を計き起こす   

原因と、その影響の程度について知るため、海底土の水分量、強熱減量、全有   

蔑態炭素量、全有機態窒素量及び粒度組成と137C s濃度の関係について検討   

した。  

2．調査研究の概要  

海底土試料は、各測点で日水研型柱状採泥器を用い、海底土の表面から 3cm   

までの層を湿重量として約2kg 採取した。試料は採取後直ちに凍結保存した。  

水分量の測定は、試料を105～110℃にて乾燥し、蒸発水分量と湿重量の比（鴬）   

として求めた。強熱減量は、600℃で1時間強熱して求め、全有機態炭素量及び   

全有機憩室素量は、酸処理・水洗・乾燥後 CHⅣコーダーにより、粒度試験は、   

ふるい分析及び沈降分析により測定を行った。なお、137C s濃度の分析は、   

科学技術庁 放射能測定法シリーズに準じて行った。  

3．結果  

採取した海底土中の137C s濃度と水深の関係を図1に示す。50mから150m位   

までは水深が増しても137C s濃度はあまり増加しないが、200m 以深になると、   

水深とともに13了C s濃度が増加する傾向があった。 その理由を知るため、水   

分量と水深の関係を検討した。図2た示すように、水深が増すとともに水分量   

が増す傾向があった。水分量が多いことは海底土粒径が細かいことを示してい   

る。  

この点を確かめるため、海底土試料の粒径組成と水分量の関係を平成2年度   

の試料について図3に示した。このように、海底土試料中に粒径の小さいシル  

ト含有量（完）が増えると水分量が増えることが分かる。更に、粒径75／‘m以下   

のシルト含有量（％）と137C s濃度の関係を図4に示す。シルト含有量と137C s   

濃度はシルト含有量が90先程度までは正の相関があるが、シルト含有量95鴬以上   

の試料では137C s濃度は横ばい状態となった。  

以上のことから、本調査では一般に水深が増すと海底土の水分量が増える、   

すなわち粒径の細かいシルト分が増え、13了C s濃度も大きくなるなる傾向が   

認められた。しかし、シルト含有量95鴬以上の試料では、137C s濃度が横ばい   

になる点については今後の検討が必要である。  

1）現所属，（財）日本分析センター   
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図1 海底土の水深と137Cs濃度  
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Ⅳ－17 スズキの成長段階とセシウム濃度－－アカガレイとの比較  

（財）海洋生物環境研究所  

上田泰司、山田耕司、石川雄介  

野中信博1）、丸茂恵右、笠松不二男  

井場敏行   
1．緒言  

海洋環境放射能謂査において、海産生物試料の放射能漬度は、環境中の放射能  

濃度のほか、生物種、成長段階、雌雄など、生物自体の要因によっても変動を示  

すものと考えられる。筆者らは前年度に、島根県塵のアカガレイについて、筋肉  

中の137Cs濃度が魚の成長にともなって低下する傾向があることを示した。今回は  
スズキについての調査結果を報告し、種間の相違について検討する。   

2．調査研究の概要   

1992年4～5月、石川県金沢港沖で漁獲されたスズキ98個体を、大きさにより4群  

に分け、個体別に筋肉（可食部）を採り、1050cで乾燥後、24時間4500cで灰化し  

て灰試料とした。灰試料の一部を個体別に、中性子放射化分析による安定Cs測定  
に供した。各灰試料の残りは、群別に合わせ、セシウムの化学分離をおこなった  

後、7線スペクトロメトリーにより、1L37cs測定に用いた。また、各個体の背鰭前  

部～側線聞から3枚の鱗をとり、年令査定をおこなって成長曲線を検討した。  

（1）試料魚の成長曲線   

試料魚は尾叉長21．8～92．2cm、体重120から4，700gの範囲であったが、このうち  

最大の個体の鱗では輪紋が不明瞭で年令を推定することができず、成長解析から  

除外した。Bertalanffyの成長式は L．＝78．1（1－e‾0・315（t＋0・314） ） となった。  

ここでLt＝t才魚の届叉長（cm）、t＝年令を示す。この成長曲線を図1に示した。  

（2）試料魚筋肉中の安定Csと137cs濃度   

図2に全98個体の尾叉長と安定Cs濃度との関係を示す。安定Cs濃度は、個体間の  

変動が大きいが、属叉長にかかわらずほぼ同じレベルの値を示している。図3に、  

4群のコンポジット試料で測定した137cs濃度と、個体別安定Cs濃度を群別に平均  

した値、および両者によって計算したCs比放射能をを図示した。Cs比放射能は、  

大きさにかかわりなく、1．0×104（Bq／g）でほぼ一定であった。このことは、石川  

海域のスズキでは、ユ37Csと安定Csの挙動は成長段階にかかわらず同一であること  
を示している。  

（3）アカガレイとの比較   
図射こ、スズキとアカガレイの成長にともなう安定Cs濃度の変化を比較して示し  

た。魚種により固有の大きさが異なるので、相対的な体長（Bertalanffy式におけ  

る漸近線値に対する相対値）に基づいて比較してある。相対体長0．5以下では、両  

種とも20～30／エg／kg生で同程度のレベルであるが、アカガレイでは成長にともな  

って濃度が低下するので、相対体長0．5以上の高齢になるとスズキのほうが高いレ  

ベルを示すようになる。  

3．結語   

海産生物試料の放射能濃度の成長にともなう変化については、今後も調査を続  

けてデータを蓄積することが必要である。  

1）㈲ 日本分析センター  
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Ⅳ－18 核燃料サイクル施設海洋放射能調査  

㈲海洋生物環境研究所  

富津 利、前田 頒、  
斉藤良司、松本孝治  

1．緒言   

本調査は核燃料サイクル施設の沖合漁場を中心に海洋放射能調査を実施し、   

当該海域における放射能レベルとその変動傾向を調査して、科学技術庁が行 

う海洋環境放射能の総合的評価に資することを目的とする。  

2．調査の概要  

（1）調査方法  

平成4年度は、施設沖合に16測点を定め海水試料（表面水と下層水）と   

海底土試料（表面から深さ約3q皿までの表層土）を2回（第1回は5月上   

旬から中旬に、第2回は10月上旬から中旬）採取した。海産生物試料は当   

該漁場で水産業上重要で、当該漁場に生活する期間の長い魚種を10種類ず   

つ2回、計20試料を購入した。  

海水試料については さH、＝Sr、 23い240 
Pu、γ線放出核種を、海底   

土及び海産生物試料については gOSr、 23g＋240 
Pu、γ線放出核種を分析  

した。  

（2）調査結果   

① 海水  

調査した表面水と下層水、それぞれ計32試料が示した人工放射性核種  

（γ線放出核種のうち検出された人工放射性核種は137Csのみであっ  

た）の濃度範囲は、表1に示す。  

下層水については、3H、90Sr及び137Cs濃度は深度数100m以深  

で検出下限値未満であった。  
239＋240 

Pu濃度は深度700m前後で最高値を示した。   

② 海底土  

調査した計32試料の人工放射性核種（γ線放出核種のうち検出された  

人工放射性核種は1さ7Cs のみであった）の濃度範囲は表2に示す。  

g8Sr、 2ちg巨←24（ Pu及び137cs の濃度はシルト成分が多いほど高い値  

を示す傾向がみられた。   

③ 海産生物 

魚類16試料、イカ類2試料及びタコ類2試料合計20試料の筋肉部の  

人工放射性核種（γ線放出核種のうち検出された人工放射性核種は  
137Csのみであった）の濃度範囲は衰3に示す。  

3、結語   

平成4年度の本調査は当該海域における第2回目の海洋放射能調査である。   

今後、当該海域における放射能レベル及びその変動傾向を把握するために、   

引き続きデータの蓄積を図ることが必要である。  
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表1 平成4年度海水試料の放射能濃度範囲  

（単位：mBq／ゼ）  

試料名  試料数   3H   90Sr   39・240 Pu   137Cs   

表面水   32   160～410   1．4～2．9   ND■～0．014   2．7～4．0  

＊ND：検出下限値未満を示す。  

表2 平成4年度海底土試料の放射能濃度範囲  

（単位：Bq／kg乾燥土）  

試料数   90Sr   239＋240 Pu   137Cs   

32   ND＊～1．8   0．4～4．9   ND ～9．0   

＊ND：検出下限値未満を示す。  

表3 平成4年度海産生物試料の放射能濃度範囲  

（単位：Bq／kg生鮮物）  

試 料 名  試料数   90Sr   239＋240 Pu   137Cs   

魚  類   16   ND＊～0．007  ND ～0．0016  0．06～0．34  

＊ND：検出下限値未満を示す。  

ー103－   



査研究   Ⅴ．食品及び人に関する  



V－1人骨中の90Sr古こつしヽて  
放射線医学総合研究所  

白石久二雄・河村日佐男  

1．籍言   

人骨中の…srは、環境中に放出された放射性核種からの体内被曝線量推席上の措棲核種  

として重要であるとともに、超ウラン元素の環境から人体への移行機作の解明のための参  

照核種としても重要性を持っている。日本における人骨中の90Sr濃度の分析測定は1962年  

より継続して行い、その年離別濃度水準の年次変化、年齢別差異などに加えて、此放射能  

の甥点により骨中天然安定Srについても随時報告してきた。今回は、前回に引き続き得ら  

れた1991，92年の分析結果を中心に弼薯する。  

2．調査研究の概要   

（試料の収集および放射能分析） 骨試料は、主として東京地区および北海道地区にお  

いて関係各横関の協力のもとに、脊椎骨を中心に可能な限り長骨、肋骨、骨盤骨なども含  

め、多骨種サンプリングの方針に従って収集してきたが、香椎骨が大部分であった。今回  

は主に、1991年死亡例および1992年死亡例につき分析を実頗した。   

90Srの放射化学分析は、骨試料の払含有率が高いため、発煙硝商法を用い、クロム酸バ  

リウム共沈などにより精製後、最終的にシュウ醒イットリウム沈澱法によるミルキングを  

行い、90Ya）放射能を測定した。測定には、ICN－Tracerlab社製のOYNI／GUARD型低バックグ  

ランド・ベータカウンタを使用した。  

（分析測定の結果と考案）分析測定の終了した試料の90sr濃度を表1に示した。1992年  

死亡例の平均骨中90Sr濃度は、5～19才群でi7±8および成人群でi4±3Ⅲ馳90Sr／  

gcaであった。0～4才群では1988年に70mBq90Sr／gCa、1989年およぴ1990年にそれぞれ46，  

29tnBq90Sr／gCaであった。また、1992年には37mBq90sr／gCaであった。   

UⅣ∝EA盈（1982年）のPィ5を標準日本人に適用して、骨中の90srからの成人の骨髄および骨  

表面に対する吸収線量を推定した。その篇果を表2に示す。  

3．羞語  

人骨中gOSr濃度は緩慢に減少し続けており、この傾向は変わっていない。また、1986年  

のチェルノブイリ事故により放出された90Srの影響は明瞭には認められない。しかし1988  

年では、いずれの年齢群でも、ごくわずかではあるが平均濃度が上昇する傾向が認められ  

たが、1989年にははぼ前々年の備にもどっている。   

人骨90Sr濃度水準の調査研究を進めることは国民線量（集団線量）推定の観ノ責から重要で  

あるばかりでなく、恥等超ウラン元素の骨親戚への蓄積傾向との比較解析を可能にするの  
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で、検討を兢行する。  

表1 年萬別人骨中の90Sr濃度  

mBq90S r／gCa  

死亡年  0～4y r  5～19y r  20y T～  

7（9）  

29   

14   

16   

54  

分析数＊  

平均値  

199q標準偏差  

最小値  

最大値  

1（5）  

29   

0．7  

分析数ヰ  ＃  

平均値  ＃  

1991 標準偏差  ＃  

最′j、値  ＃  

最大値  ＃   

9   

15  

2．5   

12   

19  

分析数＊  

平均値  

1992 標準偏差  

最′j＼値  

最大値  

2（9）  11  

37  

2   

35   

38  

17  

8．4  

6．3   

31  

＊）合併後の試料教に相当する。括弧内は合併前の試料数  

＃）残部測定中  

表2 骨親繊における90srからの吸収線量（成人）  

吸収線量 （〝Gy a‾l）  

死亡年  赤色骨髄  骨表面  

1990   

1991   

1992  

15±4   

15±4   

14±3  

－105－   



V－2 人体臓暑旨中の239－24鑑P u 濃度  

放射線医学総合研究所  

湯川雅枝、田中千枝子、佐藤愛子  

秋田大学  

阿部享、滝澤行雄  

1．緒言  

核爆発実験等によって生成したプルトニウム等超ウラン元素は広   

範囲に大気圏内に拡散し、徐々に降下して地球上に蓄積されている。   

また、原子力平和利用の進展に伴い、環境中の超ウラン元素濃度が   

増加するおそれがある。国民の健康安全に資するため、人体臓器や   

環境試料中のプルトニウムの濃度を測定し、その循環移行経路を把   

達することを目的とする。  

2．調査研究の概要  

（1）試料の前処理  

プルトニウムなどの分離定量に先立ちし、臓器試料は湿重量を  

測った後、凍結乾燥して乾重量を測り水分含有量を求めた。凍結  

乾燥した試料は硝酸により湿式灰化した。  

（2）プルトニウムの分離定量  

化学技術庁騎の「プルトニウム分析法」に従って、灰化試料か  

ら陰イオン交換樹脂（DowexlX8）をもちいてプルトニウムを分   

離し、ステンレス坂上に電着した。239・248puの定量はα線スペ   

クトロメーターにより実施した。  

（3）結果  

今年度は昨年度に引き続き、四休分の主要臓器についてプルト  

ニウムの定量を行った。結果を義一1に示す。その内の二体にっ  

いては未発表のデータを追加したものである（表中に＊ 印で示し  

た）。臓器中のプルトニウム濃度は試料の保存時や解凍時に失わ  

れる組織水を考慮して乾燥重量当りとした。また、湿重量当りへ  

の換算を可能にするため水分含有量も併記した。しかしながら、  

試料の採取時に湿重量のみしか記録されなかったものもあり、そ  

の場合は湿重量当りの濃度として示した。  

4．結語  

人体臓器中のプルトニウム等超ウラン元素の濃度測定を継続する。   

また、環境から生体への移行を把達するために、必要に応じて大気   

浮遊塵、食品等の分析と、他元素との相関関係などについても検討   

していく。  
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表－1 人体臓器中のプルトニウム濃度  

検体；女 73才  採取日：1984．12．19  

湿重量（g）  239’24Cpu Bq／g・dry   乾重量（g）  水分（％）  

肺  

肝 臓  

腎 臓  

膵 臓  

牌 臓  

筋 肉   

骨  

生殖器  

胆のう  

＊7．04×10‾5  

11．7 ×10‾5  

9．37×10‾5  

11．3 ×10‾5  

6．84×10‾5  
2．95×10‾5  

未処理  

25．1×10‾5  

133．5   

223．9   

41．0   

28．2   

34．8   

99．5   

47．3  

9．30  

試料無し  

32．9  

68．8   

9．09  

13．0  

9．10  

43．7  

2．74  

75．3  

69．3  

77．8  

53．8  

73．9  

56．1  

70．5  

検体；男 67才  採取日：不明  

湿重量（g）  
239’24C pu Bq／g・dry   乾重量（g）  水分（％）  

2 

56．3  

15．6  

不明   

9．76  

12．4  

不明  

肺  

肝 臓  

腎 臓  

膵 臓  

牌 臓  

筋 肉   

骨  

生殖器  

胆のう  

未処理   

7．86×10‾5   
5．00×10‾5  

（88．5×10‾5）   

7．76×10‾5  

＊7．32×10‾5   

未処理  

1234．4   

200．8   

80．4   

28．4   

38．2   

56．2   

62．5   

16．2  

試料無し  

76．3  

72．0  

80．6  

不明  

74．5  

77．9  

不明  

検体；男72才  採取日：不明  

湿重量（g）  乾重量（g）  239●240pu Bq／g・dry  水分（％）  

未処理  

11．1×10‾5  
21．1×10‾5  

（7．84×10‾5  

（2．41×10‾5  

未処理  

212．9  

194．7  

50．9  

18．2  

16．9  

132．7  

104．3  

16．8   

蚕＝藍  

65．6  

58．5   

8．59  

不明  

不明  

牢堅＝閣  

不明  

不明  

69．2  

70．0  

83．1  

不明  

不明  

圏寧＝室  

不明  

不明  

臓
臓
臓
臓
肉
 
 
 

肝
腎
膵
牌
筋
 
 
 

骨  

生殖器  

胆のう  （23．9 ×10‾5）  

検体；女ノ√ 58才  死亡日：1989．2．1  

湿重量（g）  乾重量（g）  
239’240 pu Bq／g・dry   水分（％）  

肺  

肝 臓  

腎 臓  

膵 臓  

牌 臓  

筋 肉   

骨  

生殖器  

胆のう   

（1．02×10‾5）  61．44  

109．1   

29．57   

16．51   

14．56   

25．44   

19．18  

試料無し  

試料無し   

（3．12×10‾5  

（5．49×10‾5  

（4．62×10‾5  
計測中  

計測中  

計測中  

；検出限界以下 （）； 湿重量当り  ＊；追加報告分  
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V－3 原子力施設周辺住民の放射性及び安定元素摂取量に関する調査研究  

放射線医学総合研究所  

村松康行、吉田聴、坂内忠明、柳沢啓  

1．緒言   

原子力施設周辺住民の放射性物質経口摂取量を予測するための基礎データを  

得ることを目的として、食品摂取量、及び、食品中に含まれる放射性核種と安  

定元素の濃度に関する研究を続けてきた。今年度は、キノコ中の137cs及び40K  

に着目してその研究結果を述べる。キノコをとり上げた理由は、チェルノブイ  

リ事故後ヨーロッパ、旧ソ連地域においてキノコ中の137csの高い濃度が検出  

され、軽口摂取による被曝線量評価の面からと、森林生態系における放射性物  

質の循環の面から注目されるようになったからである。キノコは種類も多く、  

その生育環境や生態もバラエティーに富むことから、放射性核種の濃度に関す  

るデータを蓄模し、キノコの生態との関連で解析をしていく必要がある。また、  

キノコへのセシウムの濃縮メカニズムについても調べることが大切であろう。  

キノコ中の放射性核種の分析結果については、平成2年度の環境放射能調査研  

究成果論文抄録集等にも報告したが、その後、分析値を蓄積したのでここに紹  

介する。  

2．調査研究の概要   

茨城県東梅村の森林を中心に茨城県内で1989～91年にかけて140試料（61種）  

を採取した（一部は購入）。試料は凍結乾燥後粉砕し、Ge半導体検出器を用い  

て測定した。  

137Csの分析結果は、濃度の頻度分布として図に示す。今回測定したキノコ  

中の137csの濃度範囲は、≦1．1～3114Bq／Kg（乾）とキノコにより大きな差が  

あった。中央値は43Bq雄g（乾）、平均値は210Bq／Ⅹg（乾）であった。半数  

以上のキノコの濃度は100軸／Ⅹg（乾）以下であったが、平均値は高い値の影響  

を受け中央値よりもかなり大きな値となっている。チェルノブイリ起源の134cs  

はいくつかのキノコで検出されたが、濃度的には少なかった。キノコ中の137Cs  

の多くが核実験によるフォールアウトに起因することが明らかになった。   

高い137Cs濃度を示したキノコは、キシメジ、クサウラペニタケ、チリメン  

チチタケ、チチアワタケで1000Bq／【g（乾）を越える値であった。一方、ヒラ  

タケ、ハラタケ属、ホコリタケ、カワラタケでは10Ⅰ主q／【g（乾）以下であった。  

キノコ中の137Csの値とキノコの生息域や生態との関係を見ると、切り株や落  

ち葉に菌糸をはるキノコでは低く、また、地表の浅い部分（0～5cm）に菌糸を  

はるキノコでは高い傾向にあった。これは、木や葉の中の137cs濃度は低く、  

また、137csは表層土壌に高いことを反映していると考えられる。また、菌根  

菌のほうが腐朽菌に比べ13Tcs濃度が高い傾向にあった。  

キノコ中の40Ⅹの濃度範囲は、≦100～2900Bq雄g（乾）であり、平均値は1000  

Bq／Kg（乾）、中央値は920Bq／Kg（乾）であった。137csと比べると、その濃  
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度分布はそれほど広くなく、9㈹～1000Bq几g（乾）前後の値が多かった。キ  

ノコへのCs及び比戟としてSrの濃縮の程度を調べるために、カンテン培地にRI  

トレーサー（Cs，Sr）を添加し純粋培養を行った。用いたキノコは、アカヒダワ  

カフサタケ、ザラミノヒトヨタケ、エノキタケであった。CsはSrに比べて明ら  

かに高い濃度を示した。しかし、キノコの種類により濃度の割合が異なること  

が分かった。ザラミノヒトヨタケは他の2種に比べて明らかに低い借であった。  

3．結語   

今回分析したキノコ140試料中の137Csの濃度の平均値は210Bq／【g（乾）で  

あった。（キノコ中の約9割が水分なので、生重量で表すと20Bq几g程度であ  

る。）得られた濃度範囲が非常に大きかったが、これは、キノコの種類による  

濃縮率の違いと、菌糸のはる場所の違いの2つの要因によることが明らかになっ  

た。   

キノコを食べることによる被ばく線量を以下の通り推定した。キノコ中の  

137Csの濃度として上述の20Bq／晦（生）、キノコの摂取量として年間3．5馳（国  

民栄養の現状より計算）及びICRPの換算係数を用い計算すると、約9×10‾7svと  

非常に小さな値であった。今回分析したキノコの多くが森林で採取されたもの  

で137Cs濃度は通常食用に用いられている栽培キノコよりも高い値であること  

から、実際の被ばく線量はさらに小さいと考えられる。   

今後も、キノコに関するデータ及び他の食品中の放射性及び微量元素の濃度  

に関するデータを蓄積していく予定である。  

文献  

1）櫨uramatsu，Yoshida＆Suniya：Sci．Tot．Env．（1991）29－30  

2）Yoshida，撼uramatsu＆Ogawa：J．Environ．Radioact．（1993）in press   
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V－4 培養キノコヘの放射性セシウムの移行に関する調査研究  

国立公衆衛生院  

杉山 英男・寺田  宵  

1． 緒  

環境から食品への長寿命放射性核種の移行特性を把握するため、 と く に  

キノ コ を対象 と して放射性セシウムに関す る調査研究を行って き た。 キノ  

コは他の食品に比べて放射性セシウム濃度の高い こ とが認識されているが、  

その移行及び濃縮機構に関する知見は未だ確立されていない。 今年度は、  

栽培が比較的肇易な腐朽性キノコのヒラタケ（Pleurotus＋OStreatuS（Fr．）  

Eummer）を用いた137Csト レーサー培養実験の結果について報告する。   

2． 調査研究の概要  

（1）方  法  

①培  養：オガクズ培養基（オガクズ：米ヌカ＝3：1、水分60％）の137Cs  

濃度が120、1000、10000Bq／kg wet及び137cs濃度が1000Bq／kg we 

Cs濃度が100、1000mg／kg wetとな る 5 グループの培養基を調整 した。 さ ら  

に137cs無添加のコ ント ロールを含めた全 6（A～F）グループに ヒラ タ ケ  

オガク ズ種菌（Pleurotus ostreatus Y－1号株；山梨県林業技術セ ンター保  

存株）を接種 し、 250Cで21日間培養 した。 培養基底面まで菌糸が伸長した  

時点で、 培養基表面の気中菌糸を除去 した後、150C以下で 4 日 間保冷 し、  

適時、 少量の水分を供給 しなが ら240C前後の室内で子実体を形成させた。  

②測  定：ヒ ラタ ケは培養基表面の柄の基部か ら採取 し、 凍結乾燥した  

後、 全体部を粉砕して試料 と した。 ヒ ラ タ ケ を採取 した後の培養基を表面  

と平行に上、 中、 下層の 3 層に分割切断 して、 そ れぞれの層を粉砕混合 し  

て試料と した。 これ らの試料は、 γ 線スぺクト ロ メトリ によ り137cs及び  

＝Ⅷを測定 し、 中性子放射化分析法に よ り 安定Csの定量を行った。  

（2）結  果   

①培養ヒ ラタ ケ中の137Cs及び＝K濃度：培養ヒラ タ ケに含まれる137Cs濃  

度とd8K濃度を表1に示す。 培養基に137csを添加 した 5 つのグループ（B～  

F）では、 ヒラ タ ケの】37cs平均濃度（各3～4試料）は10～60％の変動幅はあ  

る も のの、 それぞれの培養基中の137cs濃度に対応 して244Bq／kg wetから  

17100Bq／kg wetまで広い濃度範囲を示した。 本実験では培養基へ＝Kを添  

加していないが、 すべてのグループのヒラ タ ケか ら、 培養基材料に含まれ  

る天然のバッ、タグラウンドに由来するとみられる48Kが検出されており、  

137csと同程度の変動幅はある ものの、144Bq／kg wetから383Bq／k，g Wetと  

濃度は比較的一定であ っ た。  

②137cs及び48Kに関す る培養ヒラタケ と培養基の濃度比：ヒラタ ケと培養  

基との濃度比（wet／wet）は1．3～3．4で、 自然界よ り過剰量の安定Csを添加  

した条件において も 同程度の濃縮をする こ とが示唆された。 なお、 安定Cs  

を添加 した 2 つのグループ（E及びF）では、 安定Csの濃度比（各3試料）は  

1．9な らびに1．3で137csと同程度の濃縮がみ ら れた。 48Ⅹの濃度比は137cs  
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に比較 してやや高 く1．9～5．0であ っ た。   

③培養基に残存するユ37cs及び安定Cs濃度：ヒラタケを採取した後の培養  

基中の137c5濃度は、 いずれのグループも上層で高く、 中層、 下層の順に  

低い値となった。‾ 上層の137cs濃度を1．0と したと き、 中層では0．66～0．72、  

下層では0．51～0．57を示した。 同様に、 安定Csについても上層で高い濃度  

にあ り、 中層では0．59及び0．61、下層では0．40及び0．45を示 した。   

3． 結  語   

通常、野生キノコに含まれる137cs適度は、菌根性キノコで高い値を示  

す傾向にあ る ため、 移行特性を検討する上では菌、根性キノ コを用いる こ と  

が筆まれるが、、これらは培養が極めて困難であるため腐朽性キノコのとう  

タケを用いた。 国内産の菌根性キノ コでは高濃度の137csが しば しば検出  

されているが、ト レーサー培養実験では、 腐朽性キノ コ にも関わ らず培養  

基に涼如した137cs濃度に対応 して、 高濃度の137csが測定された。 これま  

で野生キノ コの調査研究では、 その生態上の特徴によ る 区分によ り137cs  

濃度に差がみ られたが、 本実験よ り、】37csの取り 込みは、 培養基に存在  

する137cs濃度に大き く 依存す る こ とが推察された。 ヒ ラタ ケと培養基と  

の137cs濃度比（wet／wet）よ り、 培養キノ コは野生キノ コ と同様に高濃縮  

する こ とが示唆され、 培養基への添加濃度10000Bq／kg wetまでは基質と 同  

程度の濃縮を示すこ とが認め られた。 これ ら の濃度比は、 極めて多量の安  

定Csが培養基に共存する条件において も顕著な影響がみ られない こ とが観  

察さ れた。 ヒ ラ タ ケ採取後の培養基に残存する137C5は菌糸密度の高い上  

層で高い濃度を示 した。   

今後、 キノ コ の必須元素 とされ、 Csと同族元素であ るKと の関連性な ら  

びに組織内におけ る 存在様態な ど移行特性に 関す る よ り 詳細な検討を行 う。  

本調査研究に ご協力いただいた山梨県林業技術セ ンタ ー柴田  尚氏に深  

謝いた しま す。  

表1 培養ヒラ タ ケ中の137Cs及び48Kの濃度  

培養基  培  養  基  ヒ ラ タ ケ  

137cs  ＝K  グループ   137c5  月8K  安定Cs  

ND  

244±  91   

2680±1650   

17100± 3050  

3420±1340  

1300± 128  

239± 84  

305±185  

38312 622222 

304± 75  

245± 56  

144± 46  

0．15  76  ND  

76  4．7×10，5   

76  3．9×10‾4   

76  3．9×10‾3   

76  100  

76  1000  

B  120  

C  lOOO  

D  lOOOO  

E  lOOO  

F  lOOO  

（注）1．137csとAβⅩ濃度の単位はBq／kg wet、 安定Cs濃度はmg／kg wet  

2・．ヒ ラ タ ケの分析結果は平均値±標準偏差（試料数3ま た は4）  
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V－5 食品に由来するウラン摂取量の推定 一都市周辺地域－  

神奈川県衛生研究所  

桑原千雅子、小山包博  

国立公衆衛生院  

杉山英男  

1．緒 言   

ウラン及びトリウムなどの天然放射性核種に関する調査研究は，岩石，土壌等の地球  

化学的試料につし1ては数多く行なわれている．一方， これらの核種による内部被曝線量  

を評価する上で必要となる食品中の放射能濃度レベルは，アメリカ，イギリス及び我が  

国などでも調べられているが，個々の食品素材を対象とした場合についてほ，十分な把  

握がなされているとは言い難い状況にある．ここでは，食品摂取に伴なう，ウランの内  

部被曝線量を推定する上で有効な1つの手法として，都市周辺地域で生産あるいは流通  

される各種の食品に含まれるウラン濃度のデータの集積をはかり，これらの食品の摂取  

量をもとにして，地域住民のウラン摂取量の算出を試みた．  

2．調査研究の概要  

1）方 法 都市周辺地域の1例として神奈川県を対象とし，「国民栄養の現状；厚生省  

平成3年版」にもとづき，同県内で生産あるいは流通される食品を選定し，購入した．  

「国民栄養の現状」で区分される全18食品群の中から，125食品について分析した．各  

種食品は、105℃で乾燥した後，電気炉450℃で，24時間灰化した．灰化試料は，濃硝  

酸で湿式分解した後，TBP抽出法（ウラン分析法；科学技術庁1982）に従い，ウラン  

を化学分離し，ステンレス板に電着後，Si半導体検出器（Tennelec社製）を用いて，  

234u，235u及び238uについてα線スペクトロメトリを行なった．定量値の濃度は，各々  

の食品の購入時の状態に換算した．  

2）結果 今回分析を行なった125食品試料の238u放射能濃度は，9．85×10‾5～5．90  
Bqkg－1の範囲にあり，最高値は，海草類に区分される干しひじき，最低値は，その他の  
食品の酢であった．中央値は，4．83×10－3Bqkg－1を示した．238u放射能濃度を食品群別  
にみると，特に高い濃度を示したのは，海草類P3試料）及び魚介類に属する貝類（4試料）  

で，10‾2～100Bqkg‾1の濃度レベルであった．同じく魚介類に区分される魚類等（15試料）  
では，・ほとんどの試料が10－2Bqkg－1レベル，あるいは，それを下回るレベルであった  

俵1）．また，日本人の主食である精白米は，2．25×10‾3Bqkg‾1と中央値と同レベルで  
あった．   

これらの各食品中の238u放射能濃度をもとに，地域ブロック関東Ⅰ（国民栄養の現  
状）に示されている食品群に属する各食品の一日の摂取量を基準として，一成八一日当  

たりの238u繚摂取量を算出した結果は，約14mBqであった．238u総摂取量に占める海草  
類と魚介類の2食品群の寄与率は，50％に及ぶ結果が得られた．全125食品の234u／238u  
の放射能比の平均値は，1．31±0．39であり，天然の放射能比とほぼ同等であり，概ね食  

品群による差異は認められなかった．235uについては，海草類と，一部の食品に検出さ  
れたが，他の食品では定量は，困難であった．  
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3．結 語   

今回算出推定した都市周辺地域の一成人一日当たりの238u稔摂取量，約14mBqは，陰  
膳法で収集した日常食の関東の億，12mBq（白石＊）とほぼ同程度であった．本調査研  

究においては，下記の2つの評価手法，①個々の食品中のウラン濃度と食品摂取量をも  

とに算出推定する手法，②日常食から推定する手法，により求められた238u総摂取量に  
ついて差がみられないことが確認された．   

今後は，本報と同様に神奈川県を対象とし，都市部，漁村，農村等のような生活スタ  

イルの異なる地域について，季節を考慮した上で，日常食を採取し調査研究を行なう予  

定である．   

＊白石久二雄：第20回放医研環境セミナー予満集，p31～32（1992）．  

表1海草類，魚介類中の238u放射能濃度  

食品群  食品  238u鱒q／短）  
234u／238u  

7．23×10－2  

8．90×10－2  

1．46×10－1  

1．46×10－1～3．84×10－1  

1．55×10－1～5．92×10－1  

3．20×10－1  

4．76×10－1  

7，91×10－1～8．23×10－1  

海草類  

P3試料）  

きりんさい（生）  

かじめ（生）  

きりこんぶ（生）  

わかめ（生）  

とさかのり（生）  

てんぐさ（生）  

おごのり匝）  

ひじき（生）  

1．21   

1．58   

1．18   

1．01～1．23   

1．05～1．16   

1．15   

1．12   

1．23～1．30  

こんぶ嘩乞）  1．39～1．79  1．10～1．24  

1．11～1．14  

1．14～1．22  

のり嘩乞）   1．88～2．13  

ひじき嘩乞）   4．32～5．90  

のりの佃煮   4．25×10‾2  

塩昆布  4．73×10‾1  

魚介類鰐類） ほたて月  3．38×10■2  0．91  

日試料）   かき匝）   2．24×10‾1  1．05  

あさり  4．06×10‾1～1．12  1．12  

ク（浄類等）にじます  6．58×10ヰ  1，50   

1．78   

0．93   

0．90   

1．31   

1．03～1．32   

1．24  

銀さけ  1．01×10‾3  

うなぎ  3．16×10‾3  

まぐろ  4．70×10‾3  

あゆ  6．38×10‾3  

あじ  7．81×10‾3～5．70×10－2  

いわし  4，10×10‾2  

（15試料）  

いか  8．19×10‾3  

真だこ  1．54×10‾2  

むきえび  3．05×10‾2  

紅鮭笹蔵）   8．22×10‾3  

干あじ  8．51×10‾3  

甘塩たらこ   1．67×10‾2  

かまぼこ  1．那×10‾1  
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Ⅴ－6  ヒト永久歯中のgOs rに関する研究  

国立予防衛生研究所 口腔科学部  

樋出守世，井上一彦，中村秀男，山本 実，今井 奨  

1 緒言  

退去の大気圏内核実験によって環境が90srで汚染された。 本   

核種は骨指向性であるので骨や歯牙に蓄積される。  

歯牙は形成が終了する と，それ以後の代謝はほとんど行なわれ   

ないので，歯牙の形成時にCaの代謝にともなって取 り込まれた   

90srは，歯牙中にそのまま蓄積されるといわれている。従って，   

歯牙が形成された時期に環境が90srで汚染されている と，歯牙   

にはその汚染を反映 した量のgOsrが蓄積されて いる ものと考え   

られる。 この事から歯牙は環境の90sr汚染の指標物質と して利   

用が可能である と思われる。我々は， ヒトの第三大臼歯を試料と   

して歯牙に蓄積された90srの経年的変化について調べて采た。  

2  調査研究の概要  

ヒトの抜歯第三大臼歯（全歯牙）を収集し，ドナーの生年別に   

分けた一群10～30本の試料について90srの蓄積量を測定 した。   

前回までは1989年時点での放射能強度を報告したが，今回はド   

ナーの12歳時の強度に修正 した億を報告する。1970～1973   

年の試料を追加し同様に定量を行った。  

表1に示され る よ う に， 第三大臼歯中の90sr量は1925   

～1931年では認め られなかった。 しかし，1932年頃からほぼ   

直線的に上昇し1950年に小さなピー′クを示したのち，1953年   

に最大の117mBq／g Caに達 した。 以後急速に減少 し，1973   

年には約 22mBq／g Caにまで減少 した。 この推移は， Ej常食や   

土壌中の90srの傾向とおおむね類似して いた。  

3  結語  

以上の結果か ら，第三大臼歯の全歯牙中の90srは， 環境中の   

gOsrの指標物質となるこ とが示された。精度をさ らに向上させる   

目的で，歯牙の一部分のみを試料と した90sr量の調査も継続中   

であり， それらについても報告を行う予定である。  
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表1日本人第三大臼歯中がOsr蓄積量の経年推移  
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Ⅴ－7 食品の放射能水準調査  

財団法人 日本分析センター  

虻川成司、津吹知代、早野和彦  

1．緒言  

日本分析センターでは、科学技術庁の委託を受け、環境放射能水準調査の強化拡充の  

一環として、流通食品を対象として、その放射能レベルを把握し、国内の原子力施設か  

らの影響を確認するとともに、食物摂取による年間預託線量当量の推定評価に資するデ  

ータを得ることを目的として、平成元年度から放射能調査を実施している。  

今回は、平成4年度に行ったγ線スベタトロメトリー及び放射化学分析（90sr、   

137Cs及び14C）による調査結果について報告する。   

2．調査の概要   

1）食品の選定と入手  

①γ線スペクトロメトリー用食品：平成3年度までは1食品群について1食品のみで  

あったが、平成4年度は、同一食品群の放射能濃度範囲の把握を目的として、1食  

品群について複数食品を選定して購入し、合計122食品を分析した。平成3年度  

と同じく、4地域のうち2地域（北陸及び南九州）では原子力施設の近くで、残り  

2地域（北海道及び関東Ⅰ）では原子力施設から離れた場所で生産・流通している  

食品を購入し、原子力施設からの影響が確認できるようにした。  

②放射化学分析（90sr及び137Cs）用食品：平成3年度の調査済食品から137Csが検出  

された12食品群42食品、及び平成3年度までの調査で放射化学分析を行う必要  

があると考えられた30食品について分析した。平成3年度に入手し、冷凍保存し  

ていた食品以外ほ、上記4地域から購入した。  

③放射化学分析（14C）用食品：再処理施設が建設される青森県を含む東北地域での  

摂取量が多い10食品及び青森県特産品2食品を、上記4地域及び青森県から購入  

し、合計30食品を分析した。  

2）分析方法  

購入した食品は、可食部のみを細断した。  

①γ線スペクトロメトリー：マリネリ容器に詰め、ゲルマニウム半導体検出器を用い  

て測定を行った。  
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②放射化学分析（90sr及び137cs）：磁製皿で乾燥・灰化した後、科学技術庁の放射  

能測定法シリーズに従い、放射化学分析を行った。   

③放射化学分析（14c）：真空凍結乾燥器で乾燥した後、燃焼させて発生した二酸化  

炭素を炭酸カルシウムとして沈殿させ14Cを回収した。次いで沈殿を酸分解し二酸  

化炭素吸収剤に吸収させ、液体シンチレーションカウンタで測定した。  

3）調査結果   

①†線スペクトロメトリー：137csが検出された食品とその放射能濃度を表1に示す。   

137csは調査した21食品群（122食品）の内15食品群（43食品）から検出  

され、その放射能濃度は0．10～9．2Bq／kgであった。  

自然放射性核種の40Kは、調査した全食品から検出され、その放射能濃度は6．2  

～2300Bq／kgであった。40K以外の自然放射性核種としては、7Be（1食品群1食品：   

1．7Bq／kg）、208Tl（4食品群10食品：0．12～2．1Bq／kg）、214Bi（3食品群4食品‥  

0．16～1．8Bq／短）、228Ac（6食品群13食品：0．22～9．9Bq／短）が検出された。   

②放射化学分析（90Sr及び一37Cs）：98sr及び137Csが検出された食品とその放射能濃  

度を表2に示す。調査した20食品群（72食品）中、12食品群（32食品）か  

らgOsrが検出され、その放射能濃度は0．012～2．5Bq／kgであった。また、137csは  

調査した20食品群（72食品）中、18食品群（54食品）から検出され、その  

放射能濃度は0．017～26Bq／kgであった。  

③放射化学分析（14c）：調査した30食品の結果を表3に示す。全食品から検出さ  

れ、その放射能濃度は4．5～90Bq／短であった。また、調査した食品の炭素量は18．9  

～375g／kgであり、比放射能は14～17dpm／g炭素であった。   

3．結語  

平成4年度に行ったγ線スペクトロメトリー及び放射化学分析（gOsr及び137cs）によ   

る調査では、食品中の放射能濃度はフォールアウトの影響と考えられるレベルであり、  

国内の原子力施設からの影響は認められなかった。  

また、14cの放射化学分析による調査では、14Cの比放射能は食品の種類に無関係に  

ほぼ一定であった。平成5年度からはより検出感度のよいベンゼン合成法を取り入れる  

予定である。  
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蓑1 平成4年度調査結果（ガンマ線スペクトロメトリー）  

食  群   
購  入  

食  品  名  
地域名   】3Tc s   ＝K   

そ の 他 の 時 好 飲 料  コーヒー3 （乾 物）  北海 道  0．31 ± 0．089  530  ±  4  

紅 茶1（乾 物）  北  陸  0．96 ± 0．10  5（】0  ±  4  

紅 茶 2 （乾 物）  南 九 州  1．4  ± 0．13  560  ±  5  

紅 茶 3 （乾物）  北 海 道  0．82 ± 0．13  580  ±  5   

豚  肉  豚 ・ 肝 瀬 2  南 九 州  0．10 ± 0．031  89  ± 1．1  

豚 ・ 肝 棉 3  北 海 道  0．12 ± 0．035  88  ± 1．2   

そ の 他 の 緑 鼻 色 野 菜  か ば ち ゃ  2  南 九 州  0．23 －± 0．053  120  ±  2   

牛  肉  牛 ・ 肝 臓 3  北 海 道  0．21± 0．041   94  ± 1．3  

牛 ・ 肝 威 4  関 東 Ⅰ  0．20 ± 0．035  92  ± 1．1   

い か、 た こ、 か に  く る ま え び 1  北  陸  0．17 ± 0．042  140  ±  2  

く る ま え び 3  北 海 道  0．21± 0．044  130  ±  2   

あ じ、 い わ し 類  さ 1  北  陸  0．14 ± 0．036  55  ± 1．1   

ハ ム、 ソ ー セ ー  ジ  ウイ ンナソーセージ  3  北 海 道  0．14 ± 0．035  82  ± 1．4   

そ の 他 の 菓 子 類  チ ョ コ レート1   北  陸  0．29 ± 0．050  140  ±  2  

千 ヲ コ レート 2   南 九 州  0．20 ± 0．041  130  ± 1  

チ ョ コ レート 3   北 海 道  0．66 ± 0．058  170  ±  2   

き  の  し  顆  なめこ水煮かん語   南 九 州  1．3  ± 0．05   34  ±  0．7  

なめこ水煮かん語   関 東 Ⅰ  0．31± 0．043  30  ±  0．8  

しいたけ・生1   北  陸  0．36 ± 0．058  73  ± 1．5  

しいたけ・生 3   北 海 道  7．8  ± 0．11   70  ± 1．2  

しいたけ・生 4   関 東 Ⅰ  9，2  ± 0．12   64  ± 1，2  

え の き た け 2  南 九 州  0．22 ± 0．046  96  ± 1．5  

し め じ  2  南 九 州  0．32 ± 0．059  130  ±  2  

し め じ  4  関 東 Ⅰ  0．24 ± 0．065  110  ±  2  

きくら‡タ3 （乾 物）  北 海 道  3．6  ± 0．19  390  ±  5  

きくらげ4 （乾 物）  関 東 Ⅰ  0．52 ± 0．076  160  ±  2   

魚  介  樺  製  品  か ま ぼ こ 1  北  陸  0．41 ± 0。045  29  ±  0．8   

た い 、 か れ い 類  ひ  ら め  1  北  陸  0．16 ± 0．044  140  ±  2  

ひ  ら め  2  、南 九 州  0．19 ± 0．042  140  ±  2  

ひ  ら め  3  北 海 道  0．29 ± 0．044  110  ± 1  

ひ  ら め  4  関 東 1  0．32 ± 0．043  150  ± 1   

そ  の  他  の  生  魚  ぶ り ・ 生 1  北  陸  0．16 ± 0．043  100  ±  1  

ぶ り ・ 生 2  南 九 州  0．28 ± 0．044  110  ±  2  

ぶ り ・ 生 3  北 海 道  0．21± 0．03（；  i20  ± 1  

ぶ り ・ 生 4  関 東 Ⅰ  0．22 ± 0，042  88  ± 1．3   

海  草  類  こんぷ・まこんぶ1（乾物）  北  陸  0．56 ± 0．18  1700  ±  9  

こんぶ・まこんぶ3（乾物）  北 海 道  0．59 ± 0．19  1800  ±  9   

挿  実  額  ら っ か せ い 1  北  陸  0．42 ± 0．056  230±2  

220±2   ら っ か せ い 2  南 九 州  0．32 ± 0．053  

ら っ か せ い 3  北 海 道  0．62 ± 0．076  290  ±  3  

ら っ か せ い 4  関 東 Ⅰ  0．21± 0．065  320  ±  3   

そ  の  他  の  肉  す っ ぽ ん 肉 2  南 九 州  0．13 ± 0．031   53  ±  0．8  

ひ つ じ 肉  3  北 海 道  i．4  ± 0．06   68  ± 】．2   

注）1．北陸及び南九州は順子力施設の近傍で、北海道及び関東Ⅰは遠隔で偶人した。  
2．分析結果の表示は、計数値がその計数諾妄言！の3倍を越えるものについては有効数字2桁で示した。  
3．誤差ほ、計数誤差のみを示した。  
4．結果は、購入日に補正された値である。  
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表 2  平成 4 年度調査結果（P8S r 及び ＝Tc s 放射化学分析）   

食  群   食  品  名   
購  入  放 射 能 濃 度（Bq／kg）  
地域名  ＝s r   131c s   

柑  橘  塀  み  か  ん   北  陸   0．13  ±0．011   ＊   ＊  

み  か  ん   南 九 州   0．031±0．0087   ＊   ＊  

み  か  ん   北 海 道   0．077 ± 0．012   ＊   ＊  

み  か  ん   関 東 Ⅰ   0．18  ± 0．018  ＊   ＊   

卵  類  鶏  卵   北 海 道   0．014 ±0．0039  0．024 ± 0．0073   

そ の  他  の  野  菜  え  だ  豆   北  陸   0．015 ± 0．0049   ＊   ＊  

え  だ  豆   南 九 州   0．20  ±0．017  0．43  ±0．021  

え  だ  豆   北 海 道   0．024 ±0．0044  0．026 ± 0．0074  

え  だ  豆   関 東 Ⅰ   0．028 ±0．0051   ＊   ＊   

じ   ゃ   が  い   も  じゃがいも  北  陸   0．030 ±0．0058  0．052 ±0．010  

じゃがいも  南 九 州   ＊   ＊   0．27  ±0．017  

じ ゃ が い も   北 海 道   0．057 ±0，0079   ＊   ＊   

は  く  さ  い  は  く  さ  い   関 東 Ⅰ   0．23  ± 0．025   ＊   ＊   

牛  肉  牛  肉  も  も   北  陸   ＊   ＊   0．063 ± 0．011  

牛  肉  も  も   南 九 州   ＊   ＊   0．044 ± 0．0083  

年 肉  も  も   北 海 道   ＊   ＊   0．055 ± 0．010   

い か、 た こ、 か に  い  か     生   北  陸   ＊   ＊   0．060±0．0086  

い  か     生   南 九 州   ＊   ＊  0．061±0．0082  

い  か     生   北 海 道   ＊   ＊   0．036 ± 0．0072  

い  か    生   関 東 Ⅰ   ＊   ＊   0．18  ± 0．019   

鶏  肉  鶏  肉   北  陸   ＊   ＊   0．024 ± 0．0080  

鶏  肉   北 海 道   ＊   ＊   0．053 ± 0．0094  

鶏  肉   関 東 Ⅰ   ＊   ＊   0．039 ±0．0083   

そ  の  他  の  食  品  カ レ ー ル ー   南 九 州   0．39  ± 0．12   ＊   ＊  

カ レ ー ル ー   北 海 道   0．43  ±0．10   0．28  ±0．056   

あ じ 、 い わ し 頬  ま  あ  じ   北  陸   ＊   ＊   0．29  ±0．016  

ま  あ  じ   南 九 州   ＊   ＊   0．20  ± 0．014  

ま  あ  じ   北 海 道   ＊   ＊   0．33  ±0．018  

ま  あ  じ   関 東 Ⅰ   ＊   ＊   0．26  ± 0．016   

そ  の  他  の  い も  さ  とい  も   北 海 道   0．Og2 ±0．017  0．032 ± 0．0083  

さ  と  い  も   関 東 Ⅰ   0．042 ± 0．013   ＊   ＊   

さ   つ   ま   い   も  さ つ ま い も   北  陸  0．049 ± 0．011  0．17  ± 0．013  

さ つ ま い も   南 九 州   0．042 ± 0．011  0．12  ± 0．011  

さ つ ま い も  北 海 道   0．10  ± 0．016  0．056 ± 0．0099  

さ つ ま い も   関 東 Ⅰ   ＊   ＊   0．025 ± 0．0063   

の  き  」  類  し い た け・干   北  陸   】．1  ± D．16   17  ± 0．3  

し い た け・干 南 九 州   2．5   ± 0．14   24  ± 0．3  

し い た け・干   北 海 道  1．9   ± 0．09   24  ± 0．2  

し い た け・干   関 東 1   1．6   ± 0．13   26  ± 0．3   

た い 、 か れ い 頬  ま  だ  い   ］旦  陸  ＊   ＊   0．20  ± 0．016  

ま  だ  い  南九州  ＊   ＊   0．19  ± 0．014  

ま  だ  い   北 海 道   ＊   ＊   0．26  ±0．015  

ま  だ  い   関 東 Ⅰ   ＊   ＊   0．23  ± 0．016   

北  陸   そ の 他 の 乳 製 品  練       乳  0．045 ±0．0090  0．12  ± 0．012  

練  乳   南 九 州   0．12  ± 0．013  0．11 ± 0．012  

練  乳   北 海 道   0．12 ± 0．012  0．093 ± 0．010  

練  字「   関 東 Ⅰ   0．13  ± 0．013  0．12  ± 0．012   

菜  顆  つ  け  も  の  は く き い・つけ も の   0．14  ± 0．015  0．017 ± 0．0056  北   憧  
は く さ い・つけ もの   南 九 州   0．51 ±0．026  0．12  ± 0．011  

は く き い・つけ もの  北 海 道   0．39  ± 0．023  0．028 ± 0．0064  
は く さ い・つけ もの   蘭 0．37  ±0．024  0．02d：ヒ 0．0068   

魚   （  犠  蔵  ）  塩  さ け  北  陸  ＊   ＊   0．13  ± 0．012  

塙  さ  け  柄 九 州   ＊   ＊   0．13  ± 0．011  

壌  さ  け   北 循 道   ＊   ＊   0．10  ± 0．010   

†竣   魚介（生干 し、乾物）  干  し  あ  じ  北  ＊   ＊   0．21 ± 0．014  

干  し  あ  じ   南 九 州   0．012 ±0．0039  0．20  ±0．014  
干  し  あ  じ   北 海 道   ＊   ＊   0．29  ± 0．017  

干  し  あ  じ   関 東 Ⅰ   ＊   ＊   0．26  ± 0，016   

ま  ぐ  ろ  ぐ  析  ま   憤   ろ  ＊   ＊   0．52  ± 0．022  

ま  ぐ  ろ   南、九 州   ＊   ＊   0．63  ± 0．023  

ま  ぐ  ろ  北 海 道   ＊   ＊   

ま  ぐ   ろ 関 東 i   
0．61±0．023  

＊   ＊   0．27 ±0．016  

さ  け  ま  す  さ  け   北  陸   ＊   ＊   0．19  ±0．013  

さ  け   北 海 道   ＊   ＊   0．13ニヒ 0．011   
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表 3  平成4 年度調査結果（tlCの放射化学分析）  

購  入  

食 品 群  食 品 名  ＝c放射能濃度  炭 素  畏  比 放 射 能  
地域名  （Bq／kg）   （g／kg）   （dpm／g庚素）   

米  類  精 白 米  青 森 県  83 ± 2．7   328   15  ± 0．5  

精 白 米  北  陸  90 ± 2．9   364   15  ± 0．5  

精 白 米  南 九 州  87 土 3．1   374   14  ± 0．5  

精 白 米  北 海 道  90 ± 3．1   375   14］：0．5  

精 白 米  関 東 Ⅰ  81 ± 2．9   352   14±0．5  

牛  乳  市  乳  青 森 県  16 士 0．6   61．0   】6  土 0．6  

市  乳  北  陸   9．4± 0．31   34．8   16  ± 0．5  

市  乳  南 九 州  14 ± 0．5   59．9   】4 ］二 0．5  

市  乳  北 海 道  15 ± 0．6   62．6   14  ± 0．5  

市  乳  関 東 Ⅰ  13 ± 0．4   53．2   14  ± 0．5   

大  根  大  根  青 森 県   5．1± 0．17   21．0   15  士 0．5  

大  根  関 東 Ⅰ   4．5± 0．15   18．9   14  ± 0．5   

その他の果実  梨   青 森 県  12 ± 0．4   51．1   15  ± 0．5  

梨   関 東 Ⅰ  13 ± 0．4   49．3   】5  ± 0．5   

豆  腐  とうふ普通  青 森 県  22 ± 0．7   85．1   15  ± 0．5  

とうふ普通  関1東 Ⅰ  21 ± 0．7   8l．0   15  ± 0．5   

その他の野菜  え だ 豆  青 森 県  33 ±1．2   115   17  ± 0．6  

え だ 豆  関 東 Ⅰ  38 ±1．2   17  ± 0．5   

その他の野菜  にんに く  青 森 県  29 ：±1．0   14  ± 0．5  

にんに く  関 東 Ⅰ  47 士1．4   川5   】7  ± 0．5 

卵  類  鶏  卵  青 森 県  31 ±1．1   】5  ± 0．5  

鶏  卵L  関 東 Ⅰ  38 ±1．3   140   16  ± 0．5   

り  ん ご  り ん ご  青 森 県  16 ± 0．5   61．5   16  ± 0．5  

り ん ご  関 東 Ⅰ  14 ± 0．4   52．4   16  ± 0．5   

柑 橘 類  み か ん  青 森 県  11 ± 0．4   45．9   14  ± 0．5  

み か ん  関 東 Ⅰ   9．7± 0．42   40．4   14  ± 0．6   

じ ゃがいも  じゃがいも  青 森 県  24 ± 0．9   89．9   16  ± 0．6  

じゃがいも  関 東 Ⅰ  22 ± 0．8   79．3   17  ± 0．6   

その他のいも  やまのいも  青 森 県  13 ± 0．4   54．0   15  ± 0．5  

やまの心も  関 東 Ⅰ  16 ± 0．5   56．9   17  ± 0．5   

注）1．青森県、北陸及び南九州は原子力施設の近傍で、北海道及び関東Ⅰは遠隔で購入した。  
2．分析結果の表示は、計数値がその計数誤差の3倍を越えるものについて有効数字2桁で示した。  
3．結果は、購入日に補正された値である。  
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Ⅵ・分析法、測定法に関する調査研究   



Ⅵ－1 陸上試料の調査研究  

環境中におけるテクネチウム等長半減期核種の挙動に関する研究  

放射線医学総合研究所  

田上恵子、内田滋夫、横須賀節子  

1．緒言   

本調査研究は、日本の主要な地域におけるテクネチウム等長半減期核種の  

放射能レベルを調査研究し、その蓄積状況を把握することを目的とする。さ  

らには、得られた諸データを放射生態学的に解析し、人体被曝線量の算定に  

資することを最終目的とするものである。   

テクネチウムー99は物理的半減期が2．14×105年と長く、原子燃料サイクル  

施設からの放出や99mTc（99mTc［Tl′2＝6・01h］→99Tc）の医学利用に伴い、環境  

中へ移行・蓄積されていく核種として重要である。そのため、この核種に着  

目して調査研究を実施している。  

2．調査研究の概要  

平成4年度は前年度に引き続き、土壌試料中の99Tcの分析測定法の検討を  

行なった。平成3年度において、土壌からTcを分離するために燃焼装置で揮  

散させる方法について検討した結果、土壌中のTcの約60－70％を弱アルカリ性  

のトラップ溶液中に回収することができた。しかし、トラップ溶液中にはTc  

以外にも種々の元素が混入しているため、分離操作を行なう必要がある。そ  

こで今年度は、トラップ溶液中のTcを溶媒抽出により分離濃縮する方法につ  

いて検討を行なった。溶媒抽出法は、迅速で定量的に分離できる利点が挙げ  

られる。実験にはシクロヘキサノンを用い、特に次の2点に着目して実験を  

行なった。  

1）炭酸カリウム（K2CO。）溶液から有機溶媒へのTcの抽出率の検討：試料水  

溶液は、上記のトラップ液、純水及び水耕液である。純水及び水耕液は、Tc  

の抽出に与える共存元素の影響を調べるために用いた。これらの3種類の溶  

液に、一それぞれK2CO3を添加し、濃度を0から3Mまで調整し、最適抽出条件  

を求めた。トレーサーとしてタ5nっTcを用い、また、分析の際に妨害となるRuの  

除去も同時に実施するため、上記試料水溶液に106 Ruも添加した。  

2）有機溶媒から純水へのTcの抽出率の検討：シクロヘキサノンの誘電率を変  

えるために四，塩化炭素を添加して純水中に逆抽出する。四塩化炭素の添加量  

によって抽出率がどのように変化するかを検討した。   

結果は以下の通りである。  

1）炭酸カリウム溶液から有機溶媒へのTcの抽出率ほ、3種類の試料水溶液で  

は特に差は認められず、水相の共存元素濃度の影響ほあまりないことが明か  

となった。K2CO3濃度については、水相‥有機相＝4：1、振とう時間3分の  

場合、K2CO3濃度が0・5M以上でほぼ100％に近い抽出率が得られた（図1）。  
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また、水相：有機相の比  

率の影響に関しては、有  

機相が増加するほど高い  

抽出率が得られる傾向が  

あった。しかし、有機相  

の割合が水相の4分の1以  

上に増加しても有意な差  

はなく、抽出率は約  

100％であった。本抽出  

系でのRuの抽出率は1％  

未満であり、ほぼ除去可  

能であると考えられた。  
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2）図2に示すように四塩化炭素の有機溶媒（シクロヘキサノン）に対する体積  

比が増加するほど有  

（
訳
）
車
扉
◎
U
↑
時
す
埋
壮
〓
音
義
惑
感
瞳
 
 

100  機溶媒中の95mTcの残  

留量が減少した。し  

かし、四塩化炭素と  

シクロヘキサノンと  

の体積比1．0以上での  

残留量の変化はあま  

りなかった。体積比  

1．0で2回の繰り返し  

抽出では、Tcの純水  

への抽出率は95％以  

上であった。以上の  

、  

0  0．25  0．5   0．75 1．0   1．25  

体積比（四塩化炭素／シクロヘキサノン）  

図2 Tcの逆抽出における四塩化炭素の添加量の影響  

結果から、前記トラップ溶液中のTcの分離・濃縮には  

有効であることがわかった。  

3．結語   

99Tcの分析測定法に関して、我が国のように99Tcの汚染レベルの極めて低い  

環境試料では、定量の場合に測定の妨害となるβ核種の除去が必要である。  

今回行なった燃焼装置と溶媒抽出法を組み合わせた土壌試料からのTcの分離  

では、回収率は52－64％であった。   

今後の調査・研究では、原子燃料サイクルの安全評価上問題となる種々の  

環境試料についてタ9Tcの分析を試みる。さらに、土壌や植物などの試料を用  

いて、我が国のバックグラウンドレベルの情報を得ることに重点を置く予定  

である。  
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Ⅵ一2 自然放射線の擬似実効エネルギー調査  

放射線医学総合研究所l）、京都大学2ノ、極地研究所3J  

島根県衛生研究所4J   

中島敏行1）、神山孝吉2）、藤井埋行3）、才ニj二角周一一4）  

1．緒 青  

白然放射線に関する理学的基礎データの収集、調査を行い、国民線塵、異常時の線量評  

価に資する亭とを目標としている。  

2．調査研究の我妻  

自然放射線の線量率および擬似実効エネルギーの物理的国子は地域における地学約、地   

理学的な条件などの速いによって変わる。 これまで自然放射線の線量率と擬似実効エネ   

ルギーとの間に相関関係の関係式を使い、国内の擬似実効エネルギー分布の調査を求め、   

その結果を取りまとめた。然し、こび〕関係式の物理的意味の一つである宇宙線の擬似実効   

エネルギーは推定するのみ、－ぎ、その根拠となるデータは世界的に見ても全くなかった。こ   

れを実測するには大地からの放射線の影響も海水からの影響もない厚い氷で覆われた南極   

の氷原での観測が最も有効であると思われる。 そこで本年度は極地研、京大、島根衛研   

の協力のもと南極の昭和基地を中心に観測地点7箇所にTLr）を設置し、その自然放射線   

の線量率と擬似実効エネルギーを求める予脂実験を行った。  

TLJDはUD－200Sの（二aSO4（Tm）を入れた、P a．ir filもe rを憤   

梢し、南極観測船「しらせ」で昭和基地に運び、設置まで基地に保管したb ′rL‡〕の設置   

点の緯度、軽度、高度を衰1に示した。TIJ工）の投違期間は約109日間であった。設置   

への旅立ちに先立ち、1、LDば基地で既定の熱処理集件で処理し∴謹選点まで鉛容器に入   

れ、運び、設置した。回収した√r’L工）は鉛容器に入れ、観測隊帰蓮如掛脊捌希り、ぎ絹針だ   

測定、線塞、擬似実効エネルギーを評価した。   

3．鈷 驚  

蓑1はTLりの設鷹点の地理学的集件とその観測点の自然放射線の年間率および擬似某   

効エネルギーの測定結果である。  

表にあるように、南極の緯度差の間でも白黙放射線の線■轟率は明確に高度に依存するこ   

とが示きれ、年間線貴率は53Ⅲ闇／yから約200mR／さ・rであった。また、擬似実効  
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エネルギーは測定した2地点について測定したが、7．2 と7．4 MeVと、ばば一  

定しており、我が国で測定した自然放射線の擬似実効エネ．ルギーの最高値に比較しても数  

倍も大きな値であった。これらの結果は予期した自然放射線線蔑率と擬似実効エネルギー  

であり、われわれの理論的予測の証明となった。  

表1南極でのモニタリング地点の地理的条件と 

自然放射線の擬似実効エネルギーと照射線量率  

年間線量  

TLD設置点  南緯   経度   高度（m）   （Ⅹ2丁58Ⅹ10－7  

Ckg－1y－1）   

HO   69度03．2分  40度42．0分   1030   53．3±8．8  

H272   69 55．2   42 48．34   1747   87．2±12．2  

MD0   70 45．2   44 14．81   2270   114、．4±15．0  

MDIPO   71 39．0   43 57．06   2492   137．5 ±21．5  7．16±1．43   

MD200   7232．6   43 37．71   2788   156．2 ±20．0  

MD300   73 26．2   43 14．08   3231   182．8±23．4  

MD364   74 00   42 59．48   3341   199．0±25．9  7．84±1．42   
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Ⅵ一3 屋外におけるラドン・トロン濃度弁別調査  

放射線医学総合研究所 総括安全解析研究官付  

小林走喜、土居雅広、藤元憲三  

藤高和信、古川雅英、松本雅紀  

1．緒 言  

自然放射線源の中で最大の線量寄与を示すものとして注目されているラドン及びそ  

の娘核種濃度は、屋内環境については全国調査等によって実態が明らかにされつつある  

ものの、屋外環境における濃度は、十分に測定調査がされていない。その理由は、第一  
Sこdlnlesヨ Stい・  

lコO m爪1声  に屋外ラドン濃度が一般的に低く、全国調査等  

で使用する簡易型測定器では精度よい測定が困  

難であったこと、次に、屋外環境測定では雨風Pu竺聖  

等の環境条件が厳しいため、測定器の性能が測  

定期間中に継続して維持されていることの確認  

が困難であること、が挙げられる。また測定調  

査の運用上の問題としては、測定器の堅牢性、  

耐久性、耐候性等が挙げられる。一方、トロン  

濃度については、近年、幾つかの予備的な調査  

が、伝統的な木造日本家屋等において実施さ  

ン濃度弁別測定器  図1ラドン・ト  

の構造   

れ、特に土壁材を内装建材として使用している部屋等で、高濃度のトロンが存在してい  

る可能性が示唆されている。これを受けて屋内トロン濃度の全国調査及び娘核種濃度の  

測定調査が進展しつつあるが、屋外環境におけるトロ  
′／〈＼／／／へ＼ 

＼  ノ  

、  

し  ノ  

／／／′‾‾、＼＼    ／／r、→、  
／／【、＼＼  用  

＼／  

／／／′〆‾、＼＼  ＼ ／   ＼ ノ  
Ground   

l．。川 ン濃度調査研究は、屋外ラドン濃度と同様にきわめて  

少ない。放射線医学総合研究所で開発したパッシブ型  

ラドン・トロン濃度弁別測定器（R－T弁別測定器）  

（図1）は、比較的感度が高いため、屋外環境のラドン  

濃度及びトロン濃度を測定することが可能である。R－  

T測定器を用いた屋外濃度弁別測定方法を確立すると  

共に、屋外環境中の各濃度レベルと垂直分布を測定調  

査した。  

2．調査研究の概要  
0●25‖’   

調査は、放射線医学総合研究所（千葉市稲毛区）  

0・冊  敷地内の平坦な空き地（6mxlOm）において、1992  

。00．，． 年6月から1993年6月まで3カ月毎の測定を4回実施し  

た。調査では、ラドン及びトロン濃度の垂直分布を調  

べるため、R－T弁別測定器を、0．04m，0．15m，0．25  

m，0．70m及び1．Omの高さに固定した（図2）。  
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図2 測定器設置用支持台  

の構造  
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3．結 語  

屋外ラドン濃度は、地表面（地上1mま  

で）ではほぼ均一な濃度であった（図3）。季  

節変動は、秋から冬に高く、春から夏に低い傾  

向が見られ、屋外ラドン濃度の年平均値は、  

3．85±0．19（SEM）Bqm‾3であった（図4）。  

屋外トロン濃度は、地表面（地上1mま  

で）では地表面からの距離に応じて濃度が減少  

する現象が観察された（図5）。地表面からの  

高さ、Z（m）の対数値とトロン濃度、CT。（z）  

（Bqm‾3）の対数値に線形性が見いだされ、回  

帰式は、CT。（z）＝αZβであった（図5）。  

気象学の因子である垂直乱流拡散係数  

K（Z）（m2s‾1）の垂直方向分布は、、トロン濃度  

の垂直方向分布を基に、拡散方程式を解くこ  

とによって推定することができ、実験式は、  

K（z）＝AzBであった（図6）。トロン濃度の地  

表面からの散逸率として文献値（0．3－2．8Bq  

m‾2s‾1 ）を代入すると、実験式のB値は、1．3  

から1．6の範囲にあると推定された。この値  

は、名古屋大学・池逸らの推定した値とよく  

一致した。以上から、R－T弁別測定器を用い  

て、屋外ラドン・トロン濃度を十分な精度で  

測定できることが明らかとなった。  

0．Ol  0．1  

地面からの高さ、Z（m）  

図5屋外トロン濃度の垂直方向分布  

（
T
S
N
∈
）
（
z
）
出
．
惑
嘩
姦
悪
鴬
」
佃
咄
㈲
 
 0．Ol  0．1  

地面からの高さ、Z（m）  

図6地表近傍大気の垂直乱流拡散係数  

の垂直方向分布  
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Ⅵ－4 緊急日寺被曝線量評価法に関する研究   

一 案証倒：砂糖ESR線塵計によるプ刃ピアチ市の風勾線嶺の推定 岬  

放射線医学総合研究所  

中 島  敏 行  

1．緒 嘗  

一般の人々が被曝する放射線被曝事故が時にある。こ山ような被曝事故や緊急時におけ   

る被曝患者の治療には患者の被曝線量情事紬ゞ必要不可決な園子の一つである。本調査研究   

は一般の人々の被曝線量情報を得る手段を開発し、緊急時、異常時における一般人の被曝   

線量評価法を確立することを目標としている。   

2．調査研究の概要  

り 採取試料  

ソ連側共同研究者によって、事故後空家となったプリビアチ市内の照射線塵率の異なる   

二地域から各4戸の家屋からESR測定試料用の砂糖が収集、採取された。この試料ばソ   

連側研究者が来日時に持参され、提供された。これは空港、郵便局から廷汐トヘ持ち出す際   

、Ⅹ線荷物検査をさけるために着衣のポケ、ソトに入れ、持参したものである。  

この試料を用いてESR法による屋内線量推定を行った。なお、コントロール絹の砂糖   

試料はウクライナより提供きれた試料とほぼ同時期にエアロブtコート機内で採取した砂糖   

を用いた。これらの砂糖ば全てグラニユー糖のような徴結晶であった。  

2） 測定方法  

硬用したESR測定装置ば日本電子製RF－2X 型の装置でありLl宅はで測定した。その   

測定条件は次の通り、変調巾1mT・、磁場掃引巾25rrl′r，マイクロ波出力1～・2持ユW、  

信卓積算回数ば約30臥試料藍藻は500隅 砂糖勘繰韓紳憤にば綿単相師去雛捏■紺 

った。 更に、本年度は砂糖ESR線量計の線審計としての質的特性を明確にするため・、   

これまでに収集、測定したデータと旧ソ連プ刃ビアチ軒か在採集しノた紗糠U〕線凄評価デー   

タとから次の事柄について検討したく， ま．感度の一様性の確認。2．線義一ESfモ吸収   

塞との比鮒性の確認。 これら軸則定にば、上述沿測定集件と三悪とんど竪司様である。   

3．経 営  

漬呈ば事故当時のプリピアチ市の照射銀嶺率が異なる二地域の掛机こあ・つた星雲時（ノブ紳糖  
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試料の線量（〔：Gさノ）を付加線量法から評価した線量推定結果である。  

表lによると、屋内にあった砂糖の被曝線量は第一の採朝地域（1．03xlO‾4～1．29   

Y圧「4c kg‾1h‾りでは平均値が0．077±0．036Gyあり、第二の採取地域（1．55x】一0‾4～   

1．81xlO‾4c kg‾1h‾1〉では 0．118士0．041Gyであった。   

砂糖より評価した屋内線量、建物の遮蔽効果と事故時の照射線量率の時間変化とから事   

故後」市民が避難したプリピアチ市の市民が避難までに被曝した線量を推定した。   

その結果、平均タほ汚被曝線量ば0．042±0．（〕18Gyとなった。この偵と旧ソ連が   

IAEAに碓告しているプリピアチ市民の被曝線量と比較した。それによると、砂糖と線   

量率変化とから推定した値42mGyは旧ソ連がIAEAに稚告きれた値33mSvに近   

いものであった。  

これは他の回および機関で検証されていない旧ソ連の値を検証したものと云える。また   

、緊急時において、家庭などにある砂糖を一般住民に所持させることの必要性を示すもの   

となった。 我々は放射線によって生じた蕉糖内の遊離塞が放射線計測に利用出来ること   

を、しかも、緊急時にも場の線量評価にも、また、携帯することによって一般人の個人モ   

ニターにも利用できることを示すことができた。  

一方、ESR法の試料として、歯牙のエナメル賀の利用が叫ばれているが、試料作成の   

複雑き、ESRスペクトルの複雑さ、バックグラウンドの大きき、試料提供の担難き、感   

度の悪き、エネルギー依存性の大ききによる評価線量の不正確さなどの欠陥を指摘してお   

きたい．、  

蓑1事故当時のプリピアテ市の1264日間の屋内にあった砂糖8試料の被曝線量（Gy）  
（事故，8碑胡27日の照射線量率：第一地域ば1．03xlO‾4～1．29xlO‾4  

C短‾1h‾1、第二地域は1．55xlO叫～1．81xlO‾4c kg‾1h‾1）  

第一地域  第二地域  

i
2
3
4
 
 

ハ
U
 
n
）
ハ
U
ハ
U
 
 

0．068 ± 0．006  0．146 ± 0．024  

0．055 ± 0．002  0．164 ± 0．036  

0．045 ± 0．008  0．057 ± 0．0鋼  

0．138 ± 0．0】3  0．104 ± 0．0王5  

0．0了7 ± 0．042  0．1柑 ± 0．048  
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Ⅵ－5 放射能迅速評価システム（ERENS）  

（EnviromentalradiationEstimationNetworkSystem）   

放射線医学総合研究所本郷昭三、竹下 洋、岩倉哲男、内田滋夫  

1 はじめに  

科学技術は人類にかってない嘗をもたらしたが、一方では世代を越えて受け継がなければならない環境  

破壊、汚染も起こしてしまった。 そのような中で放射能、放射線は最も良く管理できているものの一つ  

であるが、一般環境の破壊汚染と同様、負の財産として世代を越えて、人類的規模で管理を行ていく必要  

がある。近年、コンピュータ及びそれらのネットワーク化技術の普及は目覚しく、これを利用することに  

より、緊急時等において迅速にデータの収集、交換、解析が可能になる。データおよび解析用ソフトウエ  

ア等の資源の共有化および長期・広域的な管理が可能になること‘が期待される。放医研では、放射能迅速  

評価システム（ERENS：EnviromentalradiationEstimationNetworkSystem）の導入を昭和63年度から  

5ケ年計画で行ってきた。平成3年度に機器整備を終え、平成4年度にソフトウエアの整備を終え、ほぼ  

計画どおりに第一段階を終えた。  

2 ERENS概要   

従来のコンピュータ・ネットワークは大型汎用コンビュターを中心として、測定機に端末機を配置する  

中央集中型のネットワークであったが、この方法では、世界規模の通信に参加したり、研究者がそれぞれ  

のコンビュターで解析するようなオープンなネットワークには適さない。ERENSではエンジニアリング・  

ワークステション（EⅥrS）を要とし、既設または、新設のパーソナルコンビュタ（PC）を統合する、分  

散処理型の電算機ネットワーク（ローカル・エリア・ネットワーク：LAN）を導入した。分散処理型の  

ネットワークでは異なるオペレーティング・システムでデータを供用することができるため、既存の機器  

や・ソフトウエアを無理なく統合することができる。ERENSではファイル・サーバを本所（2GB）、那珂  

湊支所（1GB）、東海施設（1GB）に各一台導入し、必要に応じて、ISDN（INS64）回線によりLAN間接続  

が行える。計測器としては、Ge半導体検出器2台、β線スペクトル・アナライザー、空間γ線スペクト  

ル・アナライザー、大気浮遊塵放射能モニター台、計5台が常時接続されており、ポータブルGe半導体測  

定器が電話回線あるいは無線で接続できる。そのほか、放射能調査研究者のコンピュータが約30台、さ  

らに、放医研全体のLAN、放医研外のネットワーク（TISN）とも接続されているため、必要があれば、外  

国にもデータを送信することが出来る。ERENSはUNIX，MSDOSの二つのOSの共同でなりたっており、  

ファイルの実体はVNIXで管理されている。 このため、スタンド・アロンのパーソナル・コンピュータ  

では扱うことが出来ないような大きなファイル・システムがMSDOSからも利用できる。放射能調査研究  

においても、線量解析のためには、薇種分析が不可欠になり、データも巨大化し、測定器に付属している  

パーソナル・コンピュータだけではそのデータ管理保存が容易ではなくなりつつあるが、本システムのよ  

うなネットワーク・システムを構築することにより、大量データの保存管理が可能となる。また、IDES  

のような線量評価コードから、あるいは、許可さえ与えればイ也のステーション（国内外を含む）からもこの  

データが利用できるのでデータの多角的利用が可能である。  
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3 計測例  

β線スペクトル・アナライザーのデータについては別途報告しているので、ここでは、常時監視してい  

る空間γ線スペクトルと大気浮速塵放射能モニターについて紹介する。図1の左図は最近の空間γ線強度  

図1：空間γ線スペクトルの監視  

図2：大気浮遊塵放射能モニターのデータ  

の時間変化を示し、右図はある区間のスペクトル変化を示している。計測値に変化がない場合はERENS  

にスペクトルが保存されないようになっている。これらの監視はネットワーク上のステーションで行える。  

ERENSが設置されてから現在まで異常値は観測されていない。囲2は大気浮遊塵を1ケ月集塵後自動的に  

5時間測定を4回測定したもの表示したものである。これらのフィルターは1ケ月冷却後Ge半導体検出  

器で測定し、その倍もまたEREⅣSに保存される。現在まで異常値は観測されていない。  

4 おわりに  

EREⅣSで得られた技術は、放医研のLANにも活用され、また、関係機関でも、分散処理型のネット  

ワークの導入が始まりつつあり、今後、ネットーワークを拡長し、これらを有機的に結合することにより、  

さらに、高次の資源の共有化、個別の調査研究の能率化、統合的な解析も可能となるものと期待される。  
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Ⅵ一6 α／β弁別測定を用いがヰ1pu定量法  

動力炉・核燃料開発事業団東海事業所  

植頭康裕、清水武彦、吉崎裕一、飛田和則  

1．緒言   

241puは、半減期が14．4年と他のPu同位体に比べ比較的短く、軟β線放出核種（β線最  

大エネルギー：21keV）であり、環境中にも過去の大気圏内核実験からの累積として存  

在し、その放射能量はPu同位体中最も大きい。   

また、封－puはβ壊変の後、アクチニド元素の中で環境中における挙動が注目されてい  

る241Amとなるため、線量当量評価上重要な核種に位置づけられる。   

この凱1pu測定は、そのβ線エネルギーが低いことから、低エネルギーβ線の計数効率  

が高い液体シンチレーションカウンタ（LSC）が用いられる。Pu分析法としては回収率  

補正にα線を放出する封智uをトレーサとして用いているが、LSCの測定ではα線の分解  

能が悪く、トレーサとPu（α）同位体を弁別することができないため仝Pu（α）の放射  

能として測定することになる。   

しかし、LSCはα線とβ線の弁別が可能なこ  

と、またα線に対する計数効率が100％である  

など利点もある。そこでLSC測定を行う前にSi  

半導体検出器（SSD）にて仝Pu（α）の放射能  

を求め、次にLSCで241pu／仝Pu（α）の放射能  

比を算出する。この比にSSDで求めた仝Pu（α）  

放射能を乗じることによって241puを定量する方  

法について検討した。   

LSC測定においては、α線領域にはβ線由来  

のバックグラウンドが多く存在するという欠点  

があるが、α線のパルス減衰時間はβ線に対し  

長いため（図1）、この特性を利用したα／β弁  

別測定によりβ線由来のバックグラウンドの低  

減化及び測定に適したシンテレ一夕の選定並び  

に環境試料への適用法について検討した。   

＞ヽ  

・  

U  ＼＼＼＼、ノ／α綿  
＼  

＼                     ＼  

Tinle   

煙＝ 減衰時間の差によるタイムスベクトル  

レつ ト  
Z  
＝〕  

O U  2．調査研究の概要   

LSC測定では、。線の計数効率が約100％得ら  

れる特徴を有する。2ヰ1puの放出するβ絶と他の  

Pu同位体が放出するα線との波高弁別の例（概  

念）を図2に示す。この方法ではα線領域に約  

9cpmのバックグラウンドが存在している。   

そこでパルスの減衰時間の差を利用してα／β  

ENERGY（keV）   

園2＋α／βの披講弁別の別   
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の弁別を行い、α線測定領域のバックグラウン  

ドを減少させる方法について検討した。  

241puの分析・測定フローを図3に示す。本法で  

は分析工程の回収率を求めるためトレーサとして  

既知量の封2puを添加し、陰イオン交換法を用いて  

精製し、電着した後SSDによるαスペクトロメト  

リにより放射能を求める。   

測定後の電着試料は、科学技術庁放射能測定  

法に従い、硝酸と過酸化水素水によって剥離し、  

その溶液を陰イオン交換法を用いることにより精  

製し溶液の調整を行い、シンテレ一夕と混合し  

た後、LSCにおいてα／β弁別測定を行う。   

様々なシンチレ一夕に釦ナるα線領域へのβ  

線の混入（スピルオーバー）やβ線の計数効率  

の比較結果を表1に示す。以上の結果、スピル  

園3α／β弁別法を用いた：」－puの分析フロー  

オーバー比較ではナフタレンがベースであるシンテレ一夕AやBが良好な結果を示して  

いる。   

また、β線の計数効率の比較では、封Ipuの最大エネルギーに近い3Hを用いて測定を行っ  

た結果、キシレンベースであるCやDの効率が良いことがわかる。   

そこで計数効率の最も良いDにおいてα線と  

β線の弁別性を良くするため、ナフタレンを添  

加し（0．1g／mlキシレン）、α線領域に含まれる  

β線由来のバックグラウンドを低下させた（D▼）。   

図4にDとD－のスピルオーバーを示す。   

衷1シンナレーク訳族の結果  

5pHねvcr（％）   Back即Ound（CPm）   Erric】cncy  
Scinlillator  

α   β   α   里（％）          β   

ナ  
、7  2．3   30．7  

レ  
ン  
ペ   l．6   42．1   

ス   

キ  7．9   45．5  

シ  
レ  

ン ′く  7，2   47．6  

ス   
Dり  4．90  6．42  0．2   6．7   4（i．9   

3．緒言吾   

本法はSSDとLSCでのα／β弁別法を用い、さ  

らに測定に適したシンチレ一夕を選定すること  

でα線領域におけるバックグラウンドが、これま  
＊D・はDにナブタレンを添加したもの  

での9cpmから0．2cpmへと大幅に低減すること  

ができ、LSC測定時のPu（α）の測定精度の向（％）一。。  

上が図られた。   

土壌試料へ本法を通用した場合には、供試料  

200g、効率45％、回収率65％の条件とした場合  

約1×10‾lBq／kgの検出限界が得られ、現在の環境  

中の濃度レベルを把撞することが可能である。   

今後は、環境試料への通用を図り、241puのデ  

ータの蓄積を図る。  
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Di5Cr血；na【oJ5c‖hさ   

恒】4 DとD●におけるスピルオーバー   
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Ⅶ．都道府県における放射能調査   



Ⅶ－1 ヨヒ音毎道むこ妾う 乙ナ る放身オ荷巨富層査  

北海道立循生研究所生描科学部放射能科  

福田 一義、奥井 登代、小林 智  

1．緒 言  

前年に引き続き、科学技術庁委託による平成4年度の北海道における環境放   

射能水準調査の概要を報告する。  

2．調査の概要  

（1） 調査対象  

降水（定時採取）については全ベータ放射能の測定、降下物（大型水盤によ  

り1月間採取）・陸水・海水・海底土・土壌・農畜水産物・日常食については  

Geガンマ線スペクトロメータによる核種分析を行なった。あわせて、牛乳の   

131Ⅰならびに牛乳・野菜・海産生物の90srおよび137（ニsの接種分析を行なっ  

た。また、空間放射線量率謝意を行なった。  

（2）測定方法  

測定は、科学技術庁編「全ベー一夕放射能測定法」、「Ge（′l．i）半導体検出器等  

を用いた機器分析法」、「放射性ヨウ素分析法，j、l‘放射性ストロンプウム分析  

法」、「放射性セシウム分析法」に準拠して行った。なお、空間放射線壁率は、  

モニタリングポストによる連続測定およぴシンナレーーシ：ユンサー1ベイメータ  

による月に一度の測定を行った。  

（3） 測定法道  

川計数装置； アロカ TnC－］03（GH－‖LR－2501）  

Geガンマ線スペクトロメータ； ORTfてC GⅢ－25185l）  

NaI波高分析器； コロナ 505  

低バックグラウンド放射能自動測定法博； アロカ1．fi（ニー4710  

モニタリングポスト； アロカ HAR－11  

シンチレーションサーーベイメータ； アロカ TCS－121（二  

原子暁光分光光度計； 日立180－50  

（4） 調査結果  

月毎の定時降水の全ベータ放射能調査結果を表‡、9nSr・および1j7（二sの放  

射化学分析結果を表Il、牛乳中の131J分析結果を表】tl、（je三拝鳶休場出掛こよ  

る核種分析測定結果を表Ⅳ、空間放射線塾率測定錆果を表Vに示す。、牛乳の  

9t〕srわよび137csの測定値には従前と同様な地域差が認折られた。  

3． 結語  

本年度の調査において、測定値は昨年とほぼ同等のレベルであり、掛こ異常   

は認められなかった。  
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Ⅳ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定棺果  

l  

〉：く前年席まで過去3年間の偶  
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Ⅶ－2 弓㌢黍融滞日こお古ナる方丈射骨巨鯛望監  

青森県環境保健センター   

佐藤信博、工藤英嗣、阿曽彊正裕‡、庄司博光   

木村秀樹、外崎久美子、竹ケ原仁、安達大介   

田口直子、佐々木守  

＊現環境保全諦  

1．緒 書 前年度に引き続き、平成4年4月から平成5年3月までに科学技術庁の委託により実施した放射能調査の需要  

を報告する。   

2．調査の糖要   

1）調査対象  

降水、降下物、上水、土輿、日常食、農畜産物、海水、海底土、海産生物、空間線量率  

2）測定方法  

試料の音卸摺及び削定は、科学技術庁絹「全ベータ放射能測定法（昭和51年改訂㈲」、「放射性ヨウ素分析法  

解和52年改訂㈲」、「ゲルマニウム半導体検出群を用いた磯路分析法（平成2年改訂版）」に準拠して行なっ  

た。また空間線塵率は、科学技純庁絹「連続モニタによる空間ガンマ線測定法（昭和57年）」及び「放射能紐蜜彙  

能吏施計画書（平成4年度）」により測定した。  

3）汲掟装置   

①ベータ線の計測  

③ガンマ線スベタトロメトリー  

③空間線量率  

低バックグラウンド放射能自動動産装置  

（アロカ製 LBC－481Q型・472P型）  

ゲルマニウム半導体検出器  

匝イコー EG＆G製〉  

随Ⅰ（Tl）シンチレーションサーベイメータ  

（アロカ製 TCS－121C型）  
モニタリングポスト  

（富士電放製 TG－72966型）   

4）調査結果   

①青森市における降水（建時採取）申の全ベータ放射絶調査結果をⅠに示す。   

彦牛乳申の131Ⅰの分析結果をⅢに示す。   

③各種試料ヰのゲルマニウム半導体検出器による核種分析調査結果をⅢに示す。   

⑧青森市におけるモニタリングポストとシンチレーションサーベイメータの調査結果をⅣに示す。   

3．結 舗   

平成4年度の環境中の放射能漉度は、これまでとほⅠ銅じ水準であった。  
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Ⅰ建時降水試料申の全ベータ放紆能調査結果  

採取  
降水量  放射能滅度（叫／e）  

年月  降 水 の 建 時 採 取 睡嘲埠水）  
（mm）  測定数   最低値  最高値  

4年4月  38．5  110   ND   1．3   34  

5月  10   ND 
i 

言1・0  7・4 

6月  40．0 6   m  o．72  2⊥   

7月  86．5   9 仁和   1．3   32   

8月  85．5   9   ND   0・60   2．9   

9月  101．5   12   
1          m‡0・79  

4・2   

10月  36．0   4   ND   1．1   5．4l   
11月  119．0   14   ND   2．9   10由   

12月  63．5   12   Ⅷ  1・2  55   

匪  35．5   12   ND‡3・5t 63 
2月  87．0   14   m1・9 107 

3月  12．5   11  0・26l・6  31 

年 間 値  792．0  123   N工）   3．5  2．9～108   

前年度までの過去3年間の頒   392  NDl    ‖ 6．5  Ⅷい～124   

Ⅱ 牛乳申のユ▲∋1Ⅰ分析結果  

採櫛   青森市   〃  前年出での逝3年師直   

採取年月日  

放射鰭轟度（鴎／史）   ND   m   mまND  ⅣD  い項  Nつ   
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Ⅲ ゲルマニウム半導体検出毒掛こよる核性分析測定調塵紙釆  

採  検  
1‘き－／払  

前年度まで  

取  過去3年間の僧   その他の  

試料名  採取場所  年  体  検出された  

月  人工放射性  

数            核薩   

降 下 物 青森市   棺q几ポ   H4．4～it5．3  12  Nロ  0．005  ND  070  
陸水 上水（蛇口水）   青森市   H4．鋸14．12  2   ⅣD  m恥用   

青森市   H4．7   1    1．6  3．4   5．8    ／短乾土         盟  130  刀0    旭q／kld  
0～5cm  

土  むつ市   20  l14．8   
田        ＿艶ノ無感辻＿         巧0    閏0    憫q／kd  

青森市   掴．7  ND  ND  －1  
壌  ND  ND  惟q／k汀f  

5～20cm  
むつ市   l14．8   1    1．4    2．6    i・三三f  

170  320  惟q／k汀∈  

精 米  弘紺市   1王5．1   1  ND  ND  恥／k脚   

ジャガイモ  むつ市   l軋7   1    0．12  0．15  

野  むつ市   桐．10  1    0．罰  キャベツ  ノ          0．肪9      三戸町  1】4．11  1    0．耶1  0．（迫4  0．11  几g生  

菜  

大 根   三戸町   l－4二L 
．j  

牛 乳  青森市  恥用   

青森市   

鯵ヶ沢町   

海水  
陸奥湾  

巾／ぐ  

】  

！  

むつ市関触中   1  
H‘l射ほ・2l   

海底土  
的几虚乞土  

陸奥湾   H4．8   1  7．2  8．3  

むつ市関根村中  Ⅰ札5   1  ND  ND  
海  

深浦町   H4．4   1  ND  ND  
産  

ムラサキイガイ  むつ市関根浜沖  l王む6  蓼  1  0．002    0．032  
生  

馳／kg生  

カ レ イ   陸奥湾   掴．11   1  0．14  0．（冶9  0．15  
物   

・ケりレマニウム半導体娩出解こよる核種分析は、平成2年度より開始した。  
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Ⅳ 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）    サーベイメータ  

測 定 年 月  
最低値  最革値  平均値   （nGy／h）   

平成4年 4月   24   41   26   40   

5月   24   41   26   41   

6月 25   46   27   38   

7月   25   47   28   38   

8月   26   37   27   41   

9月   23   41   27   41   

10月   24   44   26   41   

11月   22   52   27   46   

12月   1∈）   66   26   40  

5年1月   19   54   23   40   

2月   18   75   23   34   

3月   19   49   24   33   

年 間 値   18   75   26   33～46   

前年度までの過去3年間の値  28～48   

注）モニタリングポスト（DBM方式）による空間線量率測定は、平成4年度より開始した。  
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Ⅰ大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取（定時降水）     大型水盤による降下物  
採  鱒  降水圭  

放 射 能 濃 度（8q／り  月間降下量  月間降下量  
年  月  （mm）  くMBq／klれ2）  （MBq／kl¶2）  

測定数   最低値   最高値   

平成4年 4月  108．7   12   N．D   N．D   N．D  

5月  158．0   8   N．D   N．D   N．D  

6月  114．0   9   N．D   2．1   7．1  

7月  111．6   9   N．D   1．9   16．5  

8月  103．5   7   H．D   N．D   N．D 

9月  142．8   9   N．D   N．D   N．D  

10月  68．9   8   N．D   N．D   N．D  

11月  88．0   8   N．D   3．2   13．1  

12月   55．8   4   H．D   N．D   N．D  

平成5 年 1月   30．7   5   H．D   N．D   N．D  

2月  116．1   9   N．D   1．8   67．4  

3月   23．5   3   H．D   N．D   N．D  

年  間  値  112Ⅰ．6   91   N．D   3．2   H．D一－67．4  

前年度までの過去3年間の値  338   N．D   4．6   H．D・－140  

Ⅲ 空間放射線圭率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  
測 定 年 月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平 成 4 年  4月   7．1   13．6   8．2   32   

5月   7．0   12．5   8．1   33   

6月   7．1   12．9   8．1   34   

7月   7．0   12．1   8．3   35   

8月   6．9   10．0   8．1   35   

9月   7．2   12．0   8．3   35   

10月   7．1   15．0   8．5   36   

11月   7．1   13．6   8．5   36   

12月   7．1   16．7   8．5   38   

平 成 5 年 1月   7．0   13．2   8．3   35   

2月   6．8   16．8   8．3   36   

3月   7．1   14．1   8．3   35   

年  間  使   6．8   16．8   8．3   32・－ 38   

前年度までの過去3年間の値   7．0   18．2   8．6   30 ～ 38   
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Ⅲ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  
137cs  前年度まで   その他の検出された  

試 料 名   採取場所  採取年月   1本  過去3年間の値    人工放射性核種   単 位  

数                     最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん  同市  四半期毎  田  H．D  N．D   N．D   N．D   なし   mBq／m5   

降下物  盛岡市   毎月   12  N．D  0．12  N．D   0．12   なし   MBq／kT〔2   

上水 源 水  
陸  

蛇口水  盛岡市  H4J6・－12  2  N．D  H．D   H．D   H．D   なし  m8q／1  
水  

淡 水  

86  65   68   なし   Bq／kg幸乞土  

0－ 5eⅦ  滝沢村  ‖4．8   
土  2500  1500   2200  MBq／k¶2  

5．5  3．4   7．7   なし   Bq／kg乾土  

5－20em  滝沢村  H4．8   
600  300   910  MBq／kl¶2   

精米  滝沢村  H4．11   N．D  0．18   0．49   なし   Bq／kg精米   

野  玉山村  H4二10   N．D  N．D   N．D   なし   
Bq／kg生  

菜   玉山村  H4．10   N．D  N．D   0．033   なし   

茶  Bq／kg乾物   

牛乳  滝沢村  H4．8・H5，2  2  N．D  N．D   H．D   0．14   なし   Bq／l   

淡水産生物  Bq／kg生   

日常食  
盛岡市  
岩泉町   

4  0．035  0．045  H．D   0．13   なし   Bq／人・冒   

海水  mBq／l   

海底土  8q／kg幸乞土   

海  山田町  H5．2   H．D  N．D   0．061   なし   

産  
Bq／kg生  

生  

物   
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Ⅶ－4 宮城県らこおむナる放身寸能書周査  

宮城県原子力センター  

小川 武  菊池 椙   

1 緒  言  

前年度に引き続き、平成4年度に科学技術庁の委託を受けて宮城県が実施した「環境   
放射能水準調査」の結果を報告する。   

2 調査の概要  

（1）調査の対象  

定時降水については全ベータ放射能の測定、降下物、陸水、土壌、日常食、農畜産物、   
海産生物、及び牛乳についてはゲルマニウム半導体検出器による核種分析を行った。  

また、サーベイメータによる空間線量率を毎月1回、モニタリングポストによる空間線   
量率を周年連続で測定した。  

（2）測定方法  

仝ベータ放射能は科学技術庁編「全ベータ放射能測定法」（昭和51年改訂）、核種分   
析は同庁編「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法」（昭和54年改訂）、サー   
ベイメータ及びモニタリングポストによる空間線量率は「放射能測定調査委託実施計画書   

（平成4年度）」に基づいて行った。  

（3）測定装置  

①全ベータ放射能  オートサンプルチェンジャー付GM計数装置  
（アロカ梨JDC－163）   

②核種分析  プリンストンガンマテックGe半導体検出器  
オルテックGe半導体検出器  
セイコーEG＆G多重波高分析装置   

③サーベイメータによる空間線量率  
NaI（Tl）シンチレーション式サーベイメータ  

（アロカ製TCS－131）   
④モニタリングポストによる空間線量率  

NaI（Tl）シンチレーション式モニタリングポスト  
（アロカ製MAR－11）   

（4）調査結果  

表－Ⅰに定時降水の全ベータ放射能測定結果を示す。   
表－Ⅱに牛乳（原乳）の】31Ⅰの分析結果を示す。   
表一Ⅲに降下物、陸水、土壌、農畜産物、日常食及び海産生物の核種分析結果を示す。   
義一Ⅳにサーベイメータ及びモニタリングポストによる空間線量率の測定結果を示す。   

3 結一 語  

平成4年度に実施した全ベータ放射能及び空間線量率の測定結果は、例年と同レベルで   
あった。また、昭和63年度から開始した核種分析結果についても、特に異常な植は経め   
られなかった。  
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真一Ⅰ定時降永試料中の全ベータ放射能測定結果  

採  取  

年  月   （mm）   測 定 数  最 低 値  最 高 す直   

平成4年 4月   181．8   9   N D 1．2   

5月   141．3   12   N D   4．2   

6月   247．6   8   N D   2．2   

7月   63．4   4   N D   0．27   

8月   71．5   6   N D   1．0   

9月   56．7   5   N D   0．48   

10月   170．0   9   N D   1．5   

11月   42．6   3   N D   0．37   

12月   39．8   4   N D   1．2   

平成5年 1月   83．1   6   N D   1．7   

2月   89．5   3   0．16   0．58   

3月   125．3   7   N D   1．4   

年  間  檀  1312．6   76   N D   4．2   

前年度までの過去3年間の倍  238   N D   16   

真一正 牛乳（原乳）申か311分析結果  

採 取 場 所   宮 城 県 畜 産 試 験 場  （岩出山町）  前年度£で過去3年間の植   

採 取 年 月 日  4，5．25  4．6．ユ7  4．7．9  4．8．12  4．9．17  4．10．16  最 低 値  最 高 値   

放射能濃度（Bq／1）  、ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   
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真一Ⅲ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

前年度まで  
検   137 cs  過去3年間の植   その他の検出さ蛇  

試  料  名  採取場所  単 位  
人工放射性核種         最低値  最高値  最低値最高値   

降  下  物  女 川 町  H4．4～ H5．3  12  N D  ND  N D  0．094   なし   
MBq／撼   

陸水（蛇口永）  仙 台 市  H4．7，H4．10  2  N D  N D  N D   ND  なし   mBq／ヱ   

（0－5c軋）  岩出山町  H4．9   3．4  3．4  5．7  6．9   なし   Bq／短乾土   

土壌（5－20てⅦ）  岩出山町  H 4．9   2．3  2．3  2．5  3．9   なし   Bq／短乾土   

米  田 尻 町  H 4．11   ND  ND  N D  0．063   なし   Bq／也生   

野菜（大根 〉  仙‘台 市  H4．9   肝  0．11  0．11  N D  N D  なし   Bq／幽   

野菜（ホウレン草）  仙 台 市  H 4．5   6  ND  N D  N D  N D   なし   Bq／短生   

牛乳（市販乳）  仙 台 市  H4．5，H4．11  2  岳ND  N D  I＼ン  63   なし   mBq／£   

日  常  食  石巻市、他  H4．7，H4．11  4  0．827  0．049  0．024  q．15   なし   Bq／人・日   

海産生物（カレイ）  仙 台 市  H 4．6   口  0．087  0。087▼  0・呵0・20  なし   Bq／短生   

真一Ⅳ 空間放射線曇率測定結果  

モニタリングポスト （cps）  サーベイメーク  

測 定 年 月 日  
最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成4年  4月   8．7  14．1   9．6   49   

5月   8．7  15．5   9．5   47   

6月   8．5  13．6   9．4   48   

7月   8．8  13．7   9．5   4 8   

8月   8．8  12．2   9．3   4 9   

9月   8．8  10．9   9．6   4 7   

10月   8．9  16．2   9．7   51   

11月   8．9  14．2   9．7   51   

12月   8．9  17】．3  10．0   53   

平成5年  1月   8．9  16．9   9．8   51   

2月   9．0  16．8   9．9   57   

3月   9．0  16．0   9．8   5 3   

年  間  値   8．5  17．3   9．7   47 ～ 

前年度までの過去3年間の植   8．0  17．7   9．d   46 ～ 56   

－145－   



Ⅶ－5 秋日∃県6こおもナ・る放射肯巨調査  

秋田県衛生科学研究所  

村上恭子 武藤倫子  

1．緒 言   

平成4年度（平成4年4月～5年3月）に実施した科学技術庁委託による秋田県に創ナ   

る環境放射能水準調査の結果について報告す■る。   

2．調査の概要   

（1）調査対象  

定時降水、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水、淡水）、土壌、農畜産物（精米  

ダイコン、キャベツ、牛乳）、水産生物（コイ、タイ）、日常食、空間線量率（モニ  

タリングポスト、サーベイメータによる）。   

（2）測定方法  

試料の調製および測定は、科学技術庁編「放射能測定調査委託実施計画書（平成4  

年度）」、「全べ一夕放射能測定法（昭和51年度）」、「放射性ストロンチウム分  

析法（昭和52年）」、「ゲルマニウム半導休検出器を用いた機器分析法（平成2年  

改定）」等に準じた。  

（3）測定装置  

①低バックグランド自動測定装置：Aloka LBC－451型  
②シンチレーションサーベイメータ：Aloka TCS－121型  
③モニタリングポスト  ：Aloka MAR－R－42型  
④ゲルマニウム半導体検出器付波高分析装置：SEIKO EG＆G MCA －7800型  

O RT E C GEM－15180－P  

（4）調査結果  

①定時降水中の全β放射能結果を表Ⅰに示した。年間の降水量は1711・Om軋定時採水  

の測定回数が138回であり、1ゼ当りの全β放射能濃度は、4月に8・6Bqと高値を  

示した日もあるが、年間捻放射性降下量は、昨年度より45％減少し平年並みとなっ  

た。  

②放射化学分析による90Srとゲルマニウム検出器による137Csの測定結果を表Ⅱ  

表Ⅳに示した。各試料に於いて異常値を示したものはなかった。  

③牛乳中の131Ⅰの分析結果を表皿に示した。・6回の測定に於いてすべて検出限界以  

下であった。  

④空間線量率の結果を表Ⅴに示した。年間を通じてモニタリングポスト、サーベイメ  

ータによる測定で異常値は記録されなかった。   
3．結語  

今年度、新たに大気浮遊じんの調査を開始したが、その他は、降下量も平年並みとな  

り、各試料全般について異常値は認められず、前年度とほぼ同様の低レベルで推移し  

た。  
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Ⅰ 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取   （定時降水）  

採  取  

降水量  放射能濃度（Bq／射  月間降下量  
年  月  

（ふml  測定数   最低値   最高値   （MBq／km2）  

平成4年 4月   121．   N．D   8．6   160   

5月   208．9   N．D   4．9   130   

6首   50．0   7   N．D   3．0   38   

7月   96．7   1．2   47   

8月   238．5   N．D   1．2   59   

9月   131．4   N．D   1．2   41   

10月   91．7   N．D   1．1   

11月   224．4   N．D   4．0   290   

12月   170．7   N．D   3．9   220   

平成5年 1月   113．5   14   N．D   3．8   220   

2月   197．6   N．D   3．3   290   

3月  66．1   13   N．D   2．1   57   

年  間  値  1711．0   138   N．D   8．6   12 ～ 290   

前年度までの過去3年間の値  464   N．D   8．0   N．D′、′ 470   
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工Ⅰ放射化学分析結果  

採取  90Sr  
試 料 名  検体数  単位  

年月  最低値高値   廼去の値   

4．90  5．5′－18．9  

土  

0．22  0．19′－）0．57   

5．30  7．7′｝17．2  

壌   

0．54  1．1～2．1   

穀類（精米）   4年10月   0．056  Ⅳ．D～0．05  恥／短精米   

野  4年10月  1  0．085  0．27～0．36  

軸／短生   

菜   4年10自  0，071  0．28へ′0．33  

牛   乳  4年8，12月   2   0．036   0．050   N．D～0．07  馳／ゼ   

淡水産生物（コイ）   4年 8月   3．70  1．7～2．5  馳／短生   

日  4年7，11月  2  0．885  0．16  軋D′）0．24  

常  馳／人・日   

食   4年7，11月  2  0．060  0．13  N．D～0．20  

海産生物けイ）  4年 8月   0．12  N．D～ 0．07  恥／短生   

過去の値は、前年度までの過去3ケ年間の値  

ⅠⅡ 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採  取 場  所  秋田市  秋田市  秋田市  秋田市  秋田市  秋田市  前年度択過去3年間の値   

採 取 年 月 日  4、4、16  4、6、8  4、8、6  4、10、12  4、12、3  5、2、9  最低値   最高値   

放射能濃度（恥／ゼ）   N．D   N．D   N．D   軋D   N．D   N．D   N．D   N．D   
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lV ゲルマニウム半導体積出器による柁種分析測定調在結果  

嘩  前年度まで  
採取  l＝Cs    過去3年間の値   その他の検出された  

試 料 名  体  
人工放射イ生手亥凄   

単 位  
場所   

致                    最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん   秋田市  4回／年  ロ  N．D  0．0069  鵬レm3   

降  下  物   秋田市  4月～3月   12  軋D  N．D  D．14  怖れ／bZ   

陵 蛇 口 水   秋田市  4年7別2月  2   N．D  軋D  

雨如／ゼ   

水  湧   水  秋闇市  4年9月  ロ   0．68  口．55～0．65  

57  41  軸／kg乾土  
0－ 5cm  秋田市  4年9月  ロ  

土  2．6  1．5   G駄l／kmZ  

壌  34  馳／也乾土  

5－20c爪  〝   4年9月  ロ  
3．4  2．3   G軸／h2   

精   米   秋田市  4年10月  l   N．D  N．D  OJ39  軸／kg精米   

野  大  根  秋田市  4年10月  ロ   N．D  N．D  0．07  

軸／転生   

菜  キャベツ  ノ／   4年10月  ロ   N．D  ロ、05  0．08   

牛  乳J   秋田市  4年8洞12月  2  N▲D  N．D  0．02  、0．08  恥／£   

淡水産生物（コイ）   秋田市   4年8月  l   0．11  0．23  0．40  馳／短生   

秋臨商  4年7月11月  2  0．064  0．Z2  0．08  0．34  

日  常  食  恥／人・目  

大曲市  4年7日ll月  2  0．056  0．2（）  N．D  0．1了   

海産生物（クイ）   天王町  4年絹  ロ   0．24  0．18  0．23  軸／転生   

V：空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト〔cpsj    サーベイメータ  
制 定 年  

最恩直  最高値醐直  （nGy／も〉   

平成4年  4月   13．6   15．8   14・4 ぎ 58・4   

占用   13．2   15．9   14．3   61．8   

6声弓   13．5   15・9   14，4   61．7   

7月   13．6   16，0  14．4   62．5   

8月  13．6   は6  い＝ き  
59・3   

9月  13．7  15．6   tl、5    62．Z ”   

10月   13．8   16．1   14．7   60．g   

11月  13・3  16・6  14．6    59．6 M   

12日   13，3   16．6   14．5  58・7  

5年 1月   13・2  16・4  
14・3 ⊆  

s6・3   

2芦亨   13・D  16・5  ⊥4・2  60・0   

3声弓   13・5  15・3  4・3 已    68．7  

年  間  値   13．4   16＿8   14．4   M  58．4～ 6∂．7   

前年度訳の過去3年間の値  10．5   35．0   14．7 j54．ト68．2  M   
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Ⅶ－6 L山 形県iこ お 古ナ る 放身才骨巨 鍋査  

山形県衛生研究所  

笠原義正 青木政浩  

1．緒言  

平成4年度に山形県が実施した科学技術庁委託環境放射能水準鍋査結果   

の概要を報告する．  

2．鍋蓋の概要  

1）細萱対象  

定時降水の全β放射能および降下物・陸水（上水）・土壌・滞米・野菜  

牛乳・日常食・海産生物（魚類，貝類，海藻類）の各々γ放射能，並び  

たサーベイメータ，モニタリングポストによる空間線量率を測定した．   

2）測定方法  

試筆＝来泊，前処理，全β，γ放射能測定及び空間線量率の封建は，科学  

技稀庁締『環境試料採取法（昭和58年）』，『全ベータ放射能測定法（昭和  

51年）』，『ゲルマニウム半導休検出器によるガンマ線スペクトロメト   

リー（平成2年）』及び平成4年度放射能測定調査委託実施計画書により  

行った．   

3）測定装置  

a．全P放射能  GM計数装置（．Aユoka製 TDC－103）  

b．γ線核種分析  Ge半導体検出器（セイコーEG＆G製 ORTEC GEH15180）   

c．空間線率量  シンチレーションサーベイメータ（Åloka製 TCS－131）  

モニタリングポスト（Aloka製 汽AR－11，MAR－21）  

4）訴査結翠   

a．定時降水試料申の全β放射能調査結果を表Ⅱに示した．  

b．γ線核種分析細萱結果を表Ⅴに示した．  

C．空間線量率測定結果を表Ⅶに示した．  

3．結 語   

平成4年度の叫形県の環境放射能レベルは上水と野菜（大根）について若   

手高い借を示したが，他の試料についは前年度の本県における放射能レベ   

ルと同程度であらた．  
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＝）全ベータ放創能開発柿兼  

的咋膿まで過    去3咋ロ0の値  

採取場所  採璃咋月  単位  
最低偶   胤引南   彪低値  矧旦  

大丸浮逝じん  爪】1勺／乃1   

降下物  m）っ／kn～   

上水 済 水  鰭  
蛇口水  肋／1  

水  
淡 水  

uq／g乾土  
0′－5cl  

土  Hul／kn～  

薫  lIq／描止  
5ノ｝20c暮  

MIlq／k兄2   

澗米  llq／g椚米   

野  
＝－＝・－一一… nq／班  

薫  

茶  Dq／g生   

牛乳  15q／1   

硬水腐生物  nq／g生   

日常《  nq／人・冒   

海水  浦－1／1   

湖底土  的／g佗土   

渦  應  
生  ”q／g三長  

物   

（11）大型水煮による月！悶降下物試料及び籠噂膵水試料坤の全β放射能訝査結果  

大型水盤による降下物  
採取  

降水量  放 射 能 預 度 （bq／1）    月間棒下農  
年月  （【Dq／km2）   （【Bq／km2）  

測定数  最低僧  最高値   

平成4年4月  118．9   12  N・D  N．D   N．D  

5月  ユ11．4   ユ2   N．D   N．D   軋D  

6月  158．6   7   H．D   N．D   N．D  

7月   73．1   7   N．b   N．D   N．か  

8月   47．8   7   N．8   N．D   N．D  

9月   29．1   6   N．D   N，D   N．D  

10月   72．3   N．D   N．D   N．D  

ユ1月   41．4   10   N．D   N．U   N．D  

12月  104．4   9   N．D   N．D   

平成5年1月   53．7   8   N、D   N．D   H．D  

2月   8D．0   N．D   N．D   N．D  

3月   51．8   8   N．D   N．D   N．D   

年 間 僧  942．5   iO8   N，D   机D   N．D   

前年度までの過去3年間の憎   347   N．D   N．8  N．D   
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（llり 放射化学分析結果  

成増  即  位  
机＋招・空  検体徴  

年月  痕閉値   過去の債   叔低値  最高値  過去の伯  

降 下 物  
ト伽／！くm2  

陸水（上水）  ”1勒／史  

B（l／kg柁土  

土  

曜qパく用2  

B（〟kg陀土  

燐  

日加／km2  

穀煩（措米）  Bq／kg持米  

野 菜 類  
Bq／kg址  

芥  翫／座陀物  

咋  乳  
Bq／史  

淡7iく削三物  n（l／kg∠．k   

日 常 食  助／人・日   

渦  水  
m餌／史   

蒋  

座  

Bq／lくg三k  

生  

物  

過去の値は、前年度までの過去3ヶ咋問の値。  

（Ⅳ）牛乳中の撒り分析結果  

緋場所  嗣咋度まで過去3拝聞の値   

採 m 年 月 日  最低値   扱高値   

放射能況度（的／夏）  
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（V）ゲルマニウム半導体検出捌こよる核種分析馳走調査結束  

137cs  前年度まで   その他検出きれた  
試  料  名    採取場所  採取咋月  検体散  過去3年間の侶    人工放射性核種   単位  

最低値  最商硝   最低憫  最高描   

大気浮逝 じん    山形市  4．4′〉5．3  ロ   N．D   N．D   N．n   0．020  m8q／m3   

降下物  山形申  4．4～5．3  田   N．D   0．095   N．P   0．20  MBq／km2   

上水 顔 水  
陸  

虎口水  山形軍  4．5，12   N．D   0．36   N．D   N．D  mBq／1  
水  

淡 水  

20   25   37  円qノkよ乾土  

0′－5c爪   山形市  4．7   
土  1000  1800  HBq／km2  

童  2．4  6．7  恥／kg乾土  
5～ZOcm’  山形市  4．7   

240   260   870  HBq／km2   

精米  山市  4．11   N．D   N．D   N．D  8q／kg滞米   

野  山形市  4．10   0．10   N．D   0．03l  
8q／kg生  

菜  N．8   N．D   N．D  

茶  8〆kg乾物   

牛乳  山形市  4．8，5．2  田   N．D   N．D   N．D   N．D  bq／ユ   

淡水産生物  Bqノ岨 

日常食  山形市  4．6i11   0，OZ8  0．18   Ⅳ．D   0．1Z  陶／人・日 

海水  ml）q／1   

海底土  Dq／転乾土   

海  酒m種  4．6   N．D   N．D 0．08l  
虔  

生  酒田市  4．6   M．D   N．D  0．11  l）q／kg生  

物   
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（Ⅵ）ウラン分析結果  

試料名  採取場所   採取年月日   ウラン洩度   過去の値   単 位   

河川水  ′ヽ■′   ′一■′■   

′｝   ■■ヽ■′   
／£   

二∴  

土壌  ～   ′｛■′   

河底土  ′■■′   ■■ヽ■′   g／kg串乞土  

海底土  ′ 、 ′   ′ 、 ■■   

′■■′   ′′ヽ■′   

海産生物  
喝／kg生  

（Ⅶ）空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト （cps）  サーベイメータ  
測  定  年  月  

最低値   最革偵   中侶   （nGy／h）  

平成 4年 4月   11．5   18．0   12．7   65．5  

5月   11．5   17．0   12．8   63．0  

6月   11．5  18．5   12．7   63．9  

7月   11．5   22．5   13．3   69．6  

8月   9．5   20‘5   12．8   68．2  

9月   ユユ，5   14．5   12．7   71・8  

10月   11．5   21．5   12．9   68・4  

11月  1ユ．5   20．5   12．8   84．4   

12月  11．0   23．0   13．1   70．由   

平成 4年1月  10．0   20．5   12．8   69・O  

2月  7．0   21．5   12．5   69・8   

11．5   18．5   12．8   
3月  65．1  

39＊   55■＊   胡苧   

間  偵  7．0   22．5   12．8   63・0～71   

前年度までの過去3年間の億  10．0   23．0   12・7 51・8～75・7 

＊3月ユ2日から○玉担方式モニタリングポスト（Aユ0よa襲 HARt21）に変更，単位（nGy／jユ）  
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Ⅶ－7 福 島 県 に お け る 放 射 能 調 査  

福 島 県  原子力センター  

佐藤 魁雄 安斎 建治 柳沼 和文  

菜花 雅美 蛭田 真史 小迫ゆかり  

1．緒 言   

平成4年度に福島県が実施した科学技術庁委託環境放射能水準調査結果を報告   

する。  

2．調査の概要  

1）調査対象  

①全β放射能……定時降水［大熊町］  

②131Ⅰ分析 ……牛乳（腐乱）［大熊町］  

⑧核種分析 ……大気浮遊じん、降下物、陸水（上水蛇口水、淡水）、土壌、  

精米、野菜（大根、ホウレン草）、牛乳（市販乳）、淡水産  

生物（鯉）、日常食、海水、海底土、海産生物（あいなめ）。  

［福島市、相馬市、大熊町コ  

⑥空間線量率・・・…・モニタリングポスト、サーベイメータ［大熊町］  

2）測定方法   

①全β放射能測定は、科学技術庁マニュアルに従った。   

②牛乳中の131Ⅰ分析は、直接ゲルマニウム半導体検出器で測定した。   

⑨核種分析は、直接、又は試料乾燥後450℃で灰化し、ゲルマニウム半導体  

検出器で測定した。   

⑥空間線量率は、委託調査実施要領に従った。  

3）調査装置   

①全β放射能……GM計数装置   

⑧131Ⅰ分析 ……ゲルマニウム半導体検出器   

⑧核種分析 ……ゲルマニウム半導体検出器   

⑥空間線量率……N aI（Tl）シンチレーシビン検出器、シンテレーシぎン  

サーベイメータ  
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4）調査結果   

①定時降水中の全β放射能調査については、平成4年12月、平成5年1月、  

2月に検出された。   

②牛乳（原乳）131Ⅰ分析については、検出されなかった。   

⑧核種分析測定調査については、137csが降下物、土壌、淡水産生物、日常食、  

海嘩土、海産生物から検出された。   

⑥空間線量率については、モニタリングポストが38 ～ 62n G y／h（年  

間平均値41 

n Gy／h（年間平均値50．8n Gy／h）の範囲で、前年度とほぼ同程  

度であった。  

3．結 語  

平成4年度の福島県の環境放射能増度、空間線量率は例年皮とほぼ同程度であっ   

た。  
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（1）大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料申の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取（定I嘲降水）     大型水盤による降下物  

採取  

降水量  放射能濃度（Bq／l）  月間降下量  月間降下量  

年 月  

（肌）                      （㈹q／kn2）  （MBq／km2）  

平成4年  4月   103   

5月   195   18  
／   

6月   384   13  

7月   132   15  

8月   22   10  
／   

9月   98   14  

10月   231   17  

11月   62   7  

12月   37   8  6．2  2．0   

平成5年 1月   174   13  27   2．6   

2月   93   12  72   4．8   

3月   44   8  

年 間 値   1575 14555555 72   ー′、′4．3   ～   

前年度までの過去3年間の値  293  －  ′ヽ′  一   ～   

（注） 一 は検出されず  

（2）牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採 取 場 所  大熊町  大熊町  大熊町  大熊町  大熊町  大熊町  前年度まで過去3年間の値   

採取年 月 日  4．4．10  4．6．23  4．8．28  4．1（〕．29  4．12．15  5．2．23  最低値   最高値   

放射能濃度（Bqハ）  

（注） － は検出されず  
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（3）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  

取  137cs  前年度まで  

試料名  採取場所    年  過去3年間の値  

月   単  位  

数  

大気浮遊じん   大網町  4半期  4  0．007  舟Bq／h3   

降 下 物   大網町  毎月  12    0．15  0．18  椎q／km2   

嘩  2  
mBq／1  

水   淡 水  福島市  4．9  口  0．34  1．0  

5．7   22  Bq／kg乾土  

土  

266  177  687  椎q／kⅢ2  

填   0．95  7．8  Bq／kg乾土  

5～20cm  福島市  4．7  口  

プ3  229  腫q／km2   

構  米   福島市  4．11  口  Bq／kg精米   

野  根  福島市  4．12  口  
Bq／kg生  

粟   

牛  乳  4．9  

福島市   5．2   2  0．04  
（市販乳）  

Bq／l   

淡水産生物  

（鯉）  福島申  4．9  口  0．07  0．16  0．21  Bq／kg生   

福島市  4．6 4．12   2  0．06  0．10  0．05  0．33  

日 常 食  Bq／人・日  

大熊町■  4．6 4．12   2  0．05  0．07  0．03  0．14  

海  水   相馬市  4．8  口  mBq／1   

海 底 土   相馬市  4．8  口  0．96  0．04  0．44  Bq／kg乾土   

海産生物  
（あいなめ）  相一軒  4．10  口  0．19  0．16  0．茄  Bq／kg生   

（注） － は検出されず  
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（4）空間放射線線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／ム）  サーベイメータ  

測 定 年 月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平 成 4 年  4月   40   54   42   48．9   

5 月   39   54   41   51．7   

6 月   39   58   41   51．5   

7 月   39   58   41   52．5   

8 月   38   44   40   51．9   

9 月   39   51   40   49．P   

10月   89   51   41   51．0   

11月   40   56   41   48．1   

12月   40   55   41   49．2   

平 成 5年   1月   39   58   42   48．9   

2 39   57   41   51．2   

3 月   3g   62   41   50．．1   

年  間  値   38   62   41   48．1・～ 52．5   

前年度までの過去3年間の値   83   67   42   43．3 ～・63．7   
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Ⅶ一8 茨城県における放射能謝査  

茨城県公害技術センター  

平井保夫 田辺芳次 積木和子  

江博一弘 市村雄一  

西條達也 江腐 孝  

1 緒 書  

中成4年度に茨城県で実姉した科学技術庁要託の環境放射詐調査の結果について報告する。   

2 粛査結束の概要  

1）蘭査の対象  

定時韓水，降下物，大気浮遊塵，陸水（蛇口水，淡水），農畜産物（精米，大根，ホウレン   

草，庶乳，市巌乳），日常食，土壌，水産生物（コイ，シラス），海水，海底土，空間放射線   
真率。  

2）測定方法  

試料の前処理，全β放射解測定及び核種分析は，主として科学技術庁のマニュアルに従って   

実施した。  

使用した測定掛ま，全β放射能はGM計測装置，核種の測定は低バックグランドガスフロー   

型β線計測装置及びゲルマニウム半導体検出器，空間放射線真率は車載エリアモニター（Ⅳa   

I（T史））である。  

3）鄭定結果  

（1）表1に定時降水の全β放射能を示した。特に異常償は観められなかった。  

卵 （採取場所：水戸市）  

採取年月   降水量   放射開演度（Bq／史）   月間降下量  
㈹q／Ⅹが   

31．9   
44．5   
3．3  

14．7   
N．D．   

7．1  
19．8   

Ⅳ．D．   

1．O   
N．D．  

10．5   
22．4  

新定数 最低イ   Ⅷmノ  
188．5  
137．5  
158．5  
33．5  
41．0  

126．5  
195．5  
89．5  
39．5  
98．5  
92．5  
58．5  

平成4年 4月  
5月  

8月  

7月  

8月  

9月  

10月  

11月  

12月  

平成5年 1月  
2月  

3月  

良
U
9
1
9
－
D
 
O
9
D
5
 
 
 

2
1
2
1
N
 
l
l
 
W
川
n
U
 
 

10  
12  
11  
7  

4  

8  

14  
5  

4  

9  

8  

D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
 
 

裾
ハ
N
 
N
 
N
村
村
 
 

N．D．  N．D  
N．D． 0．6  

9  N．D． 1．8  
99 

鹿の他  

（2）表2に原乳中が51Ⅰの分析結束を示した。全試料検出限界以下であった。  

義2 牛乳申の151Ⅰ分析結果  

過去3年間の健  

∴最低値最高値  

川  ．‥．＿‥．     水 ＿戸＿＿＿鼠＿．見＿ ＿…‥‥．＿…＿＿．‥‖ 4／4／15 4／7／28 4／9／9 4／10／2 5／1／6 5／3／3  ．＿最晩年よゴFl．  
放射能濃度   

（Bq／史）  N．D．   Ⅳ．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D． N．D．  
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（3）表3にゲルマニウム半導体検出掛こよる核種分析結果を示した。1叩Csが検出された降下物，   

淡水，農産物，水産生物，日常食及び海底土は例年とほぼ同レベルであった。また，その他の   

人工放射性核種は検出されなかった。  

蓑3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析郵定調査結果  

採取 検   1”cs  前年度まで  その他検出 単 位  

試料名 採取場所  体  過去3年間の傾 された人工  
放射種  

大 じん 弼1品窮腎幣茫幣欝幣炉最甜 血㌔  
1 0 0  H  

。 6 ∴  
水 淡 水 霞ケ浦  5月 1   － 0．89   N．D． 1．5  

0－ 5cm  ／／   1  28  47  73  
1，500 2，300 3，600  土  

壌 5－20cm   〃  〃   1  ーー＿蝕勉厳＿   

唯宝珠p± 

Bq／kg生  

Bq／夏  

一－－まま一…－一仙  

1．200  
精  米  
大  根  

串ウレンヨ  

療  乳  

水戸市 10月  2  N．D． N．D． N．D． Ⅳ．D．   
〝   11月 1   － 0．059   N．D． N．D．  

0・ 

見柑 N． ．     8月，2月 2  N．D． N．D． N．D． N．D．   
〝  〃  2  N．D． N．D． N．D． N．D．  

ケ浦  5月 1   － 0．35  0．32  0．78  Bq／kg生  コ  イ  
一  

61耳。．。 。  

〝  東海村 J／   2 0．019 0．022   N．D．0．025  
Bq／人・日  

海  水 東海村沖 7月 1  軋D  N．D  N．D．  mBq／史  

8q／kg乾  土  〃  〃   1   － 0．41   Ⅳ．D． 0．35  

（4）表4に空間放射線真率を示した。特に異常値は藩められなかった。  

表4側  
部 定 年 月   モこ舛げ、ステーション（nGy／h）  

最低備 農高億 率均硝  
サーベイ  

曲
5
6
5
5
5
7
5
7
5
6
5
7
5
7
5
7
5
8
5
6
5
7
5
6
 
 

年
 
 

4
 
 

成
 
 

平
 
 

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
 
 

4
5
6
7
n
∧
）
9
0
1
り
ム
1
2
（
ペ
リ
 
 

l
 
l
 
l
 
 

40．0  59．2  42．2  
40．0  53．2  41．8  
39．9  50．4  41．8  
39．9  52．0  41．7  
39．8  69．7  41．2  
39．7  55．1 41．7  
40．1 54．7  42．2  
40．5 （～2．2  42．4  
40．7  49．0  42．4  
40．6  55．6  43．2  
42．0  59．0  44．0  
41．8  69．7  44．3  

．  ．■  ∠．‘■  

過去3年間の僧  44～59  

郷産地点：水戸市  

3 結 諸  
平成4年度の環境中の放射酵滞度は，例年とほぼ同レベルであった。  
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Ⅶ一9 栃木県さこおらナる放射台巨調査  

栃木県公害研究所  

吉沢朋子 須釜安正 渡辺美知子  

土橋洋司 池田浩三  

1．緒  口   

平成4年度に実施した科学技術庁委託による環境放射能水準調査について、そ   
の結果を報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象   

降水（定時降水）、大気浮遊じん、降下物、陸水（上水・蛇口水）、精米、野   

菜（大根、白菜）、牛乳、土壌、日常食の各種試料及び空間線量率  

（2）測定方法   

試料の採取、前処理及び測定は科学技術庁の放射能測定法マニュアル及び平成   

4年度放射能測定調査委託実施計画書に従い行った。  

（3）測定装置   

a 全β放射能   

b γ線核種分析   

c 空間線量率  

GM式全β自動測定装置（アロカJDC－163型）  

Ge半導体核種分析装置（キャンベラGC1518型）  

NaI（Tl）シンチレーションサーベイメータ  

（アロカTCS－131型）  

モニタリングポスト（アロカMAR－11型）  

3．調査結果  

a 全β放射能  結果を表1に示した。年間測定数90検体中10検体から  

検出された。  

b γ線核種分析 結果を表2に示した。降下物、土壌、白菜及び日常食から  
137 c sが検出された。  

c 空間線量率 結果を表3に示した。サーベイメータ、モニタリングポス  

トの値ともほぼ一定の水準で推移した。  

4．結  語   

各種環境試料中の放射能濃度は、前年度までの調査結果とはぼ同程度で、全般   
に低レベルで推移しており異常は認められなかった。  
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（l．）大型水矧こよる月間降下物試料及び定時降水試料吋の全β放射能調査克傑  

降 水の 定 時 採 取（定時働く）     大型水盤による降下物  
採 取   

降水孟  放射能膿檻（的／旦）  月間降下昆  月間降下是   
年  月  （目的／km2）   （昭qルH2）  

（血相）                                      班促敷  最低侶  最高値   

申年 4月  ／クJ、∫  ′ ∂  ′ノ、0  ♂、J／  ＿Ll∠∂  

5月  ⊥′′、⊥   グ   ′′   ハ′、∂  ハ／＼∂  

6月  ／♂〆、ぶ  ′／   ク   β、＿〉＿JL  ／、∂／  

7月  ′せ／、、ぐ  ′ ¢   ノ′   ∠ノ、J占  ＆⊥、‘J  

8月  ん（⊥、∂   占   ケ   ／、∂、∫■  ．J．ヾ．▲ん∠  

9月  ′′∂、く∠   フ   一ケ   ′、ぶ♂   身、∂占  

10月  ／タグク  ／⊥   一ケ  ユ．♂∂  ′♂、ク′  

11月  富戸、∂   在   〃   ハ／、∂  ∧／、C〉  

12月  率⊥．∂   ⊥   ケ   ク   グ  

∫年1月  dア ブ   」㌻   ケ   ろ／   ケ  

2月  ∂J、A   フ   ケ  J㌧J」ノ  占、ア‘  

3月  ∠■〟、畠   フ   ケ   ＜／、∂  ′ノ、ク  

年 間 値  ／J∂タ、タ  グ ク  〟、J・占  、∂～如1占  ∂  

（ユ）ゲルマニウム～l堀附瑚川附こよる伎椰川揮則運刀刃否相異  

踪 収  描庖  前作膿まで  
試料名   採取場所    咋  i包去3咋問の伯  

月   
敷  

大部チ遮Uん   生産彊連  〟、¢ J  くム  ∧′、J）  人／、∂  ′ノ．∠）  ／＼／、C〉  れBq／㌔   

〃、J  
降 下 物  ¢′   ～・こg⊥  ／⊥   ′′  、／∂ェ∂、小≦  ′ノ、∠）  ノ‘1AAう  HBq／kmコ  

上水 疎 水  
上′ 

mBq／立  蛇口水  発て七  し ∠      ∠）  ＜／上＞  ′′ノ、仁〉  
淡 水  

餌ルg陀」二  

0－・5cⅦ  か孝幸  か、ケ  ′  g よ£’（  

仇ノよ′、㌔′   博q／kmつ  

犬上ク■   J  

／  

mq／1m2  
十十r  

ハ′、∂   
餌／kg†洋米  

／  

／  
／ナ   ク  

塵埠 ′′   

描米   

地  ′ノ、∂  、β叫吐ク、∂／  

茶   軸／k乾物  

牛   〟、g  れ用  
乳  ′・1   」」  ＿L  ハ／・∠）  ′ノ、∠〉  ′ノ、∠〉  ′＞・ク  

淡水産吐物  Bq爪g生   

日 常 食   抑．  ム、る 乙‘／J  ⊥  ′ノ、∂  、♂  ・α  ′ノ、D  ／∂エノ、∂′  軸／人・白   

蒋  水  n恥／立   

渦 底 土  軸／kg乾土   

餌／kg吐  

消 循 珪 物  
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（）ウラン分析結果  

試 料 名  採取場所   採取年月日   ウラン濃度   過去の値   単 位   

河川水  

ノ■■′   
〃g／立   

潟水  

土壌  ■■l■．■   ～   

河鹿土  g／kg乾土  

海底土  ～   

～   

海産生物  昭／kg生  

（3）空間放射線星率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h又ほcps）    サーベイメータ  

測・定 年 月  
最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成｝年 4月   ′⊥、占  J」¢、／  ′J、タ   丘－〈∠   

5月   
／」」．占   ／∂、J  ／J、月   

6月   ′＿L、占  ′∂、タ  ′J、月   せ－√   

7月   ′止、タ   中タ   

8月   
／J．、占  ／タ、∂  ′J、云   古－フ   

9月   ／J、占  ′7、〆  ′j、∂ ぐノ   

10月   ′J、占  ノ∂、ク  ′ん仁、ク   丘‾J   

11月  ／J、占  ／∂、d  ′l′＼ク   せ－げ   

12月   
／ユ、タ  ′富▲、d  ′¢、／   、亡‾■∂   

′  

r年1月  
／J、タ  ′タ．J  ノん亡、ノ   ミ∴⊥   

2月   
′ふダ  ／♂、d  ′く∠、♂   、ぐノ   

3月   ′⊥、タ  J⊥、∂  ′ち∠、∂   存g   
′  

年  間  値  ′■上、£  J＿ユ．、タ  ′J、タ  む∂ ”、㌻   

前年度までの過去3年間の値  ′／、7   ふJ、フ  ／J、ム  〟〆”上・′  
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Ⅶ－10 群馬県仁こお 乙ナる放射台巨調査  

群馬県衛生環境研究所  

田子 博  石村 典元  

嶋田 好孝  秋山 重大郎  

l．緒 言   

群馬県では、平成2年度後期から科学技術庁委託による環境放射能調査を開始した。   

ここでは平成4年度に群馬県で実施した調査の結果について報告する。   

2．鯛董の概要  

1）調査対象   

ゆ 定時降水の全β放射能   

⑨ 大気浮遊じん、降下物、土壌、陸水（上水）、精米、牛乳、野菜類（大根・ほう  

れん草）及び日常食のG e核種分析   

㊥ サーベイメータ及びモニタリングポストによる空間線量率   

2）測定方法  

試料の採取及び前処理は、「放射能測定調査委託実施計画書（平成4年）」に基づ   

いて行った。  

全β放射能及びγ絹枝積分析は、科学技術庁放射能測定法マニュアルに準じて行っ   

た。  

3）測定装置  

く妄〉 全β放射能  

㊥ γ緑核種分析  

㊥ 空間線量率  

GM自動測定卜装置（アロカ JDC－163）  

G e半導体核種分析装置（東芝IGC1619S）  

モニタリングポスト（アロカ HAR－15）  

桐一Ⅰ（Tl）シンチレジョンサーへ○イメータ（アロカ TCS－王51）  

4）調査結果   

く③〉 全β放射能   

〈含〉 γ線核種分析   

㊥ 空間線量率  

定時降水中の全β放射能測定結果を（1）に示す。  

測定結果を（2）に示す。  

測定結果を（3）に示す。  

3，楯 跨   

各種環境試料中の放射能濃度は前年度とほぼ同程度で、とくに異常な値は認められな  

かった。  
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（1） 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取 （定時降水）  

採取年月   降水量  放射能損度 （Bq    ／£）  月間降下量  

（mm）  測定数   最低値  最高値  （HBq／km2）   

4年 4月   108．5   8   Ⅳ．D  ．D  N．D   

5月   110．5   10   Ⅳ．D  Ⅳ．D  Ⅳ．D   

6月   169．5   6   N．D  Ⅳ．D  Ⅳ．D   

7月   255．5   10   Ⅳ．D  2．7  96．8   

8月   119．5   10   N．D  2．5  4．3   

9月   37．5   5   Ⅳ．D  4．6  18．4   

10月   178．5   9   N．D  N．D  N．D   

11月   22，5   3   Ⅳ．D  N．D  N．D   

12月   19．0   3   Ⅳ．D  N．D  N．D  

■ヽ◆■■－叫－▲  

5年1月   69．0   5   Ⅳ．D  N．D  N．D   

2月   32．0   5   Ⅳ．D  N．D  N，D   

3月   21．5   6   N．D  N．D  N．D   

年 間 値   1143．5   8 0   Ⅳ．D  4．6  Ⅳ．D ～ 96．8   

前年度までの過去3年間の債  9 2   N．D  2．5  N．D ～ 7．0   

平成2年12月12日から測定を開始した  

N．D：検出されず（計数値がその計数誤差の3倍未満）  
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（2） ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  
137C5  

前年度まで  
その他検出  

過去3年間の億  
試 料 名   採取場所  採取年月   体  された人工  

数  放射性咳壇   

大気浮遊じん   前橋市  4．4′－5．3  4  N．D   N．D   Ⅳ．D   N．D  嘘q／皿3   

降 下 物  前席市  4．4～5．3  12  N．D   Ⅳ．D   N．D   0．コ抑  膿q／血2   

陸  4．6  
前絹市  2  N．D   N．D   N．D   Ⅳ．D  嘘q／夏   

水   5．1  

3．5±0．29  2．2   3．4  軸／kg乾土  
土  1  

2ヱ5±18．5  122   176  膿q／血2  

2．0±0．24  2．1   2．2  Bq／kg乾土  
薫   

277±33．9  282   3（事  脇q／加2   

滞 米  ＝ †享  4．11   N．D  Ⅳ．D   N．ロ  8q／kg精米   

野  1   N．D  Ⅳ．D   0．018  

Bq／kg生  

菓   0．037±0．012  0．071  0．（刃7  

習．D   
l   

牛 乳  宮土見村  4．8，5．2  2  N．D   N．D  N．D  軸／史   

前橋市  0．063±  
日常食  4  N．D  0側 11  Bq／人・日   

中之条町   8．0073   

N．D：検出されず（計数値かその計数誤差の3倍未滴）  
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（3） 空間放射線量率測定結果  

モニリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測 定 年 月  

最低値  最高値 平均値   （nGy／h）  

平成 4年 4月   9．7  17．5   10．4   55．2   

5月   9．7 13．5  10．3   51．6   

6月   9．6   15．g  10．4   50．7   

7月   9．8   ．6  10．8   53．2   

8月   9．7   17．8  10．4   53．5   

9月   9．9   17．5  10．5   53．1   

10月   g．7   15．7 10．7   53．1   

11月   9．9   17．7   10．7   52．5   

12月   1D．0   13．9  10．8   51．9   

5年 1月   9．9   17．4  10．弓   52．7   

2月   9．9   17．8  10．6   53．4   

3月   9，9   13．5  10．5   50．7   

年  間  債   9．6   21．6  10．6   50．7～55．2   

前年度までの過去3年間の値   g．1   18．8  10．5   50．1～60．0   

平成2年12月17日から測定を開始した  
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Ⅶ－11埼 玉 県 に お け る 放 射 能 調 査  

埼玉県衛生研究所  

大沢 尚 三宅定明 茂木美砂子 中澤清明  

1 緒 言   

平成4年度に埼玉県で実施した科学技術庁委託放射鱒調査の結果について報告する。  

2 調査の概要  

（1）調査対象  

定時雨水、降下物、上水、土壌、農畜産物、汲水産生物、日常食及び空間線量。  

（2）測定方法  

試料の採取及び前処理は「平成4年度放射能測定委託実施計画書」に基づいて行っ   

た。測定方法は科学技術庁縮「食べ一夕放射能測定法（1976）」、「NaI 

「ションスペクトロメータ機器分析法（1974）」及び「ゲルマニウム半導体検出器によ  
るガンマ線スペクトロメトリー（1991）」に基づいて実施した。  

（3）測定装置  

全ベータ放射能  

核種分析  

GM計数装置：Aloka TDC－103，Aloka TDC－105  

甑Ⅰ（Tl）シンチいシぎンスへ○クトロメータ：転ンでヲ製シソースナ20  

Ge検出器：EG＆G ORTEC GEM－15188－P  

波高分析器：SEIXO E＆G MCA7800  

シンチいションサーでィメータ：Aloka TCS－121C  空間線量  

モニタルク～ホ○スト：HAR－15  

（4）調査結果  

イ 全ベータ放射能測定結果  

定時降水の全ベータ放射能測定結果を表1に示した。異常値は認められなかった。  

ロ 牛乳中の131Ⅰ分析結果  
牛乳申の131Ⅰの分析結果を蓑2に示した。全検体が検出限界以下であった。  

ハ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果  

ゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果を表3に示した。降下物、土壌、  

茶、摸水産生物（にじます）及び日常食から137Csが検出されたが、異常値はな  
かった。  

ニ 空間放射線量率の測定結果  

サーベイメータ及びモニタリングポストによる空間線量率の測定結果を表4に示  

した。前年同様の値で異常値はなかった。  

3 結語  

調査結果は前年度とほぼ同程度の値であり、特に異常値は認められなかった。  
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蓑1大型水盤による日間降下物試料及び定時降水試料中の食β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水！掛こよる月間降下物  

採取年月   降水量  放射能濃度（Bqハ）  月間時下景  月間降下量  
（㈹q／b2）  （M軸／血2）  

（mm）  検体数   最低情   最高偶   

平成4年4月   153．7   8   N．D   N．D   N．D  

5日   15f；．9   軋D   N．D   N．D  

8月   224．4   川   N．D   N．D   N．D  

7月   6（】．9   8   N．D   3，0   13．1  

8月   70．2   6   N．D   N．D   N．D  

9月   71，4   N．D   2．3   10．0  

10月   217．2   軋D   N．D   N．D  

11月   92．7   5   N．D   N．D   N．D  

12月   47．6   N．D   N．D   N．D  

平成5年1月   9g．0   8   N．D   軋け   N．D  

2月   54．5  N，D   N．D   N．D  

3月  51．0   9   N．D   N．D   N．D   

年間個   1299．5   91   N．D   3．0   軋D～13．1  

前年度までの過去3年間の情  N．D   3．1   N．D一－3り．9  

表2 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採取場所   江南町  江南町  江南町  江南町  江南町  江南町  前年度まで過去3年間の憤   

採取年月日   4．5．7  4．7．8  4．9．8  4．11．10  5．1．14  5．3．22   最低値   最高僑   

放射能凍度（8q／l）  N．D N．D   N．D   N．D   N．D   軋D   N．D   N．D   
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表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調香結果  

前年度まで  
棉  過去3年間の情   その他の検出された  

試料名  採取場所  採取年月日   一木  人工放射性核種   単 位  
数   

大気浮遊じん  用Bq／帽3   

降下物  浦和市   4．4・－5．3  12  N．D  0．081  憾q／km2   

上水 源 水  浦和市   4，8．4．12  2  N．D  
陸  

蛇口水  浦和市   N．D   用Bq／1  

水  務 水  

14  Bq／g乾土  

土  0－5Ⅷ  浦和市   4．7   

290  冊q几が  

1．7  的座乾土  

壌  5－20用  浦和市   4．7   

㈹qルれ2   

精  米   浦和市   4．12   N．D  Bq／g精米   

野  4．8   N．D  

Bq／g生  

菜   浦和市   4．8  N．D  

茶  所沢市他  4．6   2  0．39  0．71  Bq／g乾物   

牛  乳   浦手肺   4．8，5．2  円  軋D  N．D  B扉1   

減水産生物  熊谷市   4．11   0．】8  陶化生   

日常食  浦和市他  4．6，4．12  ロ  0．033  0．086  Bq／人・日 

海水  巾8q／1   

海底土  8q／g乾土   

海  
産  

生  
物  

8q／g生  
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表4 空間放射線量率測定結果  

至サーベイメー  

を ．⊥．   
！ モニタリングポスト（cps）  

萱 
（nGy／h）   

11．2   17．8  11．8    53  

11.1 15．6   … 58  
… 平成4年4月   11．7    j   

6月   11．1妻14．1ill．6‡    1 55   
】  

I  

！  

7月  

！   8月  

L  

9月   ‡11．2   17．1  H 11．8   51 n         H   16．4  H ！11．5 l  
10月  11.2.2 16．6   12．1   53  

」   

11日   11・2  18．4   12．2   54   
厄   

‡  12月   11．4  j  14・2・∃  12・1  55   

豪 平成5年1月  
C. 

11．2   16．4   12．2   51  

2月   1 15・5i   H  
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Ⅶ一12 千葉県古こお∈ナる放舅寸肯巨調査  

千葉県環境研究所  

井村正之  吉成晴彦  

水上雅義  

1．緒 言  

千葉県では、前年度にひき続き平成4年度科学技術庁委託の環境放射能水準調査を実施したの   
で、その結果について報告する。  

2．調査の概要   

（1）調査対象  

定時降水の全β放射能、大気浮遊じん・降下物・土壌・陸水（源水、蛇口水）・精米・牛乳・  
野菜類（大根、．ホウレン草）・日常食・海水・海底土及び海産生物（マサバ）の核種分析、サー   
ベイメータ及びモニタリングポストによる空間線量率の測定。   

（2）測定方法  

試料の採取及び前処理は、「平成4年度放射能測定調査委託実施計画書」に基づき行った○   
測定方法は科学技術庁編の各種放射能測定法シリーズに基づいて行った○  

（3）測定装置  

a．全β放射能  GM式全β自動測定装置：アロカ JDC－163型  

b．γ線核種分析  G e半導体検出器：ORTEC GEM－15180P  

波高分析装置    S EKO EG＆G MCA－7800型  

モニタリングポスト： アロカ MAR－15   

シンチレーション式サーベイメータ： アロカ TC S－151  

c．空間線量率  

（4）調査結果  

a．全β放射能調査  定時降水中の全β放射能調査結果を表－1に示したo  

b．γ線核種分析調査 測定結果を表－2に示した。  

c．空間線量率調査   測定結果を表－3に示した。  

3．結 語  

平成4年度の千葉県における調査結果は、いずれの項目とも低レベルで全ベータ放射能、空間  

放射線量率について異常値は認められず、ガンマ線核種分析において、土壌・海底土・海産生物   
から137c sがわずかに検出されたが、特に異常値は認められなかった。  
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表－1 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  
採  取  

降水量  月間降下量  

年  月  （MBq／km2）  

（mm）  

平成4年 4月   161．3   Ⅳ．D   N．D   Ⅳ．D   

5月   197．2   N．D   N．D   Ⅳ．D   

6月   281．2   Ⅳ．D   N．D   Ⅳ．D   

7月   126．7   N．D   N．D   Ⅳ．D   

8月   21．6   Ⅳ．D   N．D   Ⅳ．D   

9月   98．2   N．D   N．D   Ⅳ．D   

10月   320．9   14   N．D   N．D   Ⅳ．D   

11月   109．6   N．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D   

12月   48．4   Ⅳ．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D   

平成5年 1月   148．2   Ⅳ．D   N．D   Ⅳ．D   

2月   72．4   Ⅳ．D   N．D   N．D   

3月   86．2  N．D   Ⅳ．D   N．D   

年  間  値   1651．9   N．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D   

前年度までの過去2年間の値  147   N．D   2．3   N．D・－4．4   
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表－2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  検  その他の  

取  137cs  前年度まで  

試 料 名   採取場所  年  休  過去2拝聞の値  

月  核種   

数  

大気浮遊じん   市原印  lI4．4－5．3  田  N．D   N．D   N．D   N．D  mBq／川－   

降 下 物   市原市  I14．ト5．3  四  N．D   N．D   N．D   N．D  MBq／km2   

慢  N．D   N．D   N．D  

mBq／£  

水   蛇［1水  市原市  I14．6．12  田  N．D   N．D   N．D   N．D  

1．6  2．4   2．7  Bq／座乾土  

土  市原市  H4．8   

100   140  MBq／km2  

2．6  N．D   1．3  勒／kg乾土  

壊   

590  N．D  180  岬q／km2   

精  米   千葉市  iI4．9   N．D   N．D   N．D   N．D  Bq／よg精米   

野  根  千葉市  l14．11   N．D   N．D   N．D   Ⅳ．D  

Bq／kg生  

菜   N．D   N．D   N．D   Ⅳ．D  

年  乳   八街市  Ⅰ】ム 8．2  田  N．D   N．D   N．D  0．087  Bq／虚   

市原市  l14．6，11  田  N．D   N．D   軋D  0．077  
日 常 食  

Bq／人・日  

千倉町  l‖．6．11  田  Ⅳ．D   N．D   N．D  0．080  

梅  水   市原市  †14．8   軋D  N．D   N．D  mBq／月   

海 底 土   市原苗  I‖．8   4．3  4．0   4．4  Bq／kg乾土   

海産生物（マサハ′）   千倉町  11さ．3   0．36  0．10  0．26  Bq／kg生   
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表－3 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト （cps）  サーベイメータ  

測  定  年  月  

最低値  最高値  平均値   （nGy／h）   

平成 4年 4 月   9．3   14．7   g．8   

5 月   9．2   13．9   9．7   

6 月   9．2   13．9   9．7   

7 月   9．2   14．0   9．8   54   

8 月   9．き   11．2   9．6   

9 月   9．4 14．7   9，9   

10 月   9，2   15．6   10．0   

11月   9．4   15．3   10．0   54   

12 月   9．3   18．7   

平成 5年 1月   9．4   15．8   10．3   

2月   9．3   17．6   9．3   

3 月   9．3   15．0   9．g   

年  間  値   9．2   17．6   9．9   52～65   

前年度までの過去2年間の値   9．1   19．6   10．0   51～61   
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Ⅶ－13 東 京 老巧 をこ お をナ る 放 射 骨巨 調 査  

東京都立衛生研究所   

坂本朋子 鈴木秀雄 土屋悦輝  

1．緒 吾  

平成4年度に実施した放射能鍋査について報告する。  

2．調査の概要  
（1） 調査対象  

雨水、降下物、陸水、土壌、農畜産物、日常食、海産生物。  

（2） 測定方法  
科学技術庁編 放射能測定方法（1976年）によった。  

（3） 測定装置  

GM計数装置  理研計器′（株）MODEL  

G M計数管  A L O K A G M－L  
シンチレーションサーへ“イメータ  A L O K A T C S －  
モニタ1）ンク“木○スト  A L O KIA M A R一  
核種分析装置  東芝N AIG S－1  
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（4） 調査結果  

各試料の全β放射能測定結果を衷Ⅱ に示す。  

表 Ⅴ に核種分析結果を示す。  

蓑 Ⅶ－、に空間放射線量率測定結果を示す。  
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られなかった。  

測定結果である。  

われた時期、モニタリンク“ホ○ストによる空間  

一過性の異常波形が認められたが  

め られなかった。  
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Ⅰ全ベータ放射能調査結果  

前年度まで  

換  過去3年間の憎  

試∴科 名   取場所  採取年月  体  単 位  

数   最高憎   最低個   最高値   

大気浮遊じん  mBq／mJ   

降下物  打Bq／Kポ   

陸  

蛇口水  Bq／史  

水   淡 水  

0 － 5 cm  Bq／g乾土  

土  MBq／Kポ  

壌                                       5 －20 cm  Bq／g乾土  

MBq／Kポ   

精 米  Bq／g精米   

野  Bq／g生  

葉   

茶  Bq／g生   

牛  

Bq／9  

乳  

淡水虚生物  Bq／g生   

日常食  

Bq／人・日  

海水  mBq／月   

海底土  Bq／g乾土   

海  

虔  Bq／g生  

生  

物   
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Ⅲ 大型水盤による月け8降下物試料及び定時降水試料中の全β放射育巨調査結束  

降水の定時採取（定時降水）     大型水盤による降下物  

採取  

降水量  放射能濃度（Bq／史）  月間降下羞  月間降下墓  

年月  （M8q／K汀子）  （MBq／Kd）  

（mm）                       測定数  最低値  最高値   

平成4年  4月   185．5   8  N．D   N．D   N．D  

5月   134．1   N．D   N．D   N．D  

6月   251．3   14  N．D   N．D   N．D  

7月   130．4   8  N．D   ‘N．D   N．D  

8月   6．5   N．D   N．D   N．D  

9月   104．6   N．D   N．D   N．D  

10月   323．0   M．D   N．D   M、D   

11月   170．1   5  N．D   N．D   N，D  

12月   88．2   N．D   N．D   N．D  

平成5年 1月   119．8   8  N．D   N－D   N．D  

2月   63．4   6  N．D   N．D   N．D  

3月   65．2   9  N．D N．D   N．D  

年 間 憎   1641．9   95  N．D   N．D   N．D′〉N．D  

前年度まで3年間の侶  285  N．D   N．D   N．D′～N．D  
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ⅡⅠ放射化学分析結果  

試科 名   採取年月  検体数   90Sr  t37cs  単 位  

最低個  最高侶  去の伯  最低嘩  最高憎  去の値   

降下物  4／4′｝5／3  HBq／Kポ   

饅水（上 水）   4／6，4／12   Bq／2   

0－ 5cm  4／6   Bq／g事乞土  

土  MBq／KIポ  

壌  Bq／g乾土  

MBq／Krd   

敷板 精 米   4／10   Bq／g精米   

野 菜  4／11   Bq／g生   

茶  Bq／g生   

4／5，4′／8  

牛 乳  4／12，5／2  6  Bq／9   

4／8，5／2  

淡水産生物  Bq／g生   

日食  4／6，4／12   Bq／人・日   

海水  mBq／鋸   

海  

塵  Bq／g生  

生  

物   

Ⅳ牛乳中の131Ⅰ分析結果  

－180－   



Ⅴ ゲルマニウム半特休検出榊こよる核種分析測在朝暦結果  

の他の  

換  出され  

・試 料 名   ′取場所  採取年月  墜  た人工放  

数           性核種   

大気浮遊じん  mBq／ml   

降下物  新宿区  lI．4／04～ 5／03  四  N．D   0．06  N．D   N．D  MBq／Kポ   

隠  N．D   N．D   N．D  

蛇口水  葛飾区  04／06，04／12  田  N．D   N．D   N．D   N．D  mBq／夏  

水   淡 水  

0 ′〉 5cm  葛飾区  04／06   2．62  1．07  3．20  Bq／kg乾土  

土  154  72．7   232  MBq／Kn子  

項  1．14  2．20  Bq／kg車乞土  

186  263   483  MBq／K汀宇   

精 米  新宿区  04／10   N．D  N．D   N．D  的／kg精米   

野  新宿区  04／11   N．D  N．D   N．D  Ijq／Kg生  

菜   N．0  N，D   N．D  

茶  tうq／Kg乾物  

牛  八丈島  

04／12，05／02  田  N．D   0．07  Bq／9  

乳  新宿区  04／08 05／02  同  N．D   N．D   N．D   N．D  

淡水産生物  Bq／Kg生   

日常食  八丈島  04／06，04／12  同  0．04  0．07  0．06  0．10  Bq／人・日  

新宿区  04／06，04／12  同  0．03  0．04  0．02  

海水 
mlうq／2  

海底土  Bq／Kg乾土  

0．17   

塵  駒／Kg三重二   

生  

物   
l  
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Ⅵ  ウラン分析結果  

試料名  採取場所  採取年月 日  過去の佃   典位   

河 川 水  〟g／9   

海 水  

土 壌  

河 底 土  mg／kg乾土  

海 底 土  

海産生物  mg／kg生  

Ⅶ空間放射線真率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h又はcps）  サーベイメータ（nGy／h）  

測 定 年 月  最低値   最高憎   ヰ均値   八丈島   新宿区   

平成 4 年 4月   13．7   18．1   14．3   37．9   56．7   

5月   13．6   17．8   14．1   45．6   50．0   

6月   13．6   17．9   14．1   44．0   56．7   

7月   13．8   19．5   14．2   55．0   56．5   

8月   13．6   16．2 13．9  45．9   54．0   

9月   13．7   16．9   14．2   42．4   47．7   

10月   13．7   17．7   14．4   35．5   49．0   

11月   13．8   282．9   15．4   41．6   54．1   

12月   13．9  28．0   14．6   34．9   59．5   

平成 5 年   1月  13．8  19．4  14．6   36．5   56．8   

2月   13．8   1726．0  17．0   一  l  48．6   

3月   14．2   34．5   13．7    21．0  59．1   

年 間 憎   13．6   1726．0  14．6  34．5  ～  55，0  47．7  ～  59．5  
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Ⅶ－14 神奈ノIl県iこお古ナ る放射青垣鯛≡査  
1992年襲  

神奈川県衛生研究所  

小山包博 高城祐之 飯島育代 桑原千雅子   

1 清音 1992年度に神奈川県内において行った放射能濃度，空間放射線真率およぴ  

ウラン濃度の調査結果を報告する．  

2 潤査の概要   

（1） 調査対義  

定時降水，月間降下物，上水，日常食，牛乳，野菜，海水魚，海水，海底堆積物等  

について放射能濃度，県内2カ所における空間放射線豊率測眉及び河川水，河川底質，  

海水，海底堆積物，海産物（ワカメ），土壌についてウラン濃度の調査を行った．   

（2） 測定方法  

全ベータ放射能測定並びに核種分析及び壁間放射線豊率測眉は放射能調査委託計画  

書（平成4年度）に準じておこなった．  

ウラン分析は，河川水，海水はウランを水酸化アルミニウムで共沈相集した．沈澱  

を希硝酸で溶解し，酢酸エチルで抽出後，アルカリ融解し，固体けい光光度法により  

定量した．土壌は105℃で乾燥後0．297mmのふるいを通過したものを，河川底質，海底  

堆積物は0．297mmのふるいを通した後，凍結乾燥したものを試料とし，硝酸により抽出  

した．抽出溶液を河川水等と同様に分析した．   

（3）封建装置  
①全ベータ放射能：ニュークレアス襲システム5000計数装置  

⑧核種分析  ：アップテック社製Ge検出器をニュークリア・データ社製ND－86  

波高分析器に接続した．  

⑧空間放射線真率：アロカ襲TCS－121C型シンチレーションサーベイメータ  

⑥ウラン分析   ：アロカ興FHT－3B型フリオリメータ  

（4）調査結果  

①雨水  

⑧牛乳申の131Ⅰ  

⑧核種分析  

全ベータ放射能は定量限界以下であった．  

全て定量限界以下であった．  

各試料申の137c s濃度は次の通りであった  

：4月から8月申の5試料から検出きれ，最大偲は0．20Bq／km2であった．  
：0～5cm及び5～20cm層の濃度は29Bq／kg乾土及び19Bq／kg乾土であっ   

（a）降下物  

（b）土壌   

（c）海底土  

（d）食品  

た．  

3．3Bq／kg乾土であった．  

10試料中日常食，魚（アジ），米（精白米）の8試料から検出され  

た．  

全て定量限界以下であった．  

50～55nGy／hの範囲であった．  

（e）その他 ：  

⑥空間放射線真率：  

⑧ウラン沸度   ：河川水は0．1～1．1′lg／ユ，海水は2．3～2．8〝g／1，土壌は0．2～1．1mg  

／kg範士，河川底質は0．3～2．1mg／kg乾土，海底堆積物は0．9～1．2  

mg／kg乾土，海産生物（ワカメ）は0．02mg／kg生であった．  

3．結南 本年度の各試料申の放射能濃度は昨年度と同様のレベルであった．ウラン濃度は  

河川水，河川底質，土壌等いずれも天然に存在するレベルであった．  
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Ⅰ定時降水試料申の全ベータ放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取（定時降水）  大型水盤による降下物  
採取  

降水量  放射能濃度（Bq／1）  
年月  月間降下量  

（mm）  最高値   （州Bq／km2）   （MBq／km2）  

1992年 4月  181．2   ⅣD   ⅣD   ⅣD  

5月  150．0   8   〃   〝  

6月  270．9   13   

7月  20．6   10   

8月  121．4   3   JJ   〝   〝  

9月  123．1   4   

10月  316．8   16   〃   〃   

11月  195．5   6   J／ 〝  

12月  63．6   5   

1993年 1月  152．0   10   〝   〃  

2月  67．7   5   〃   〝  

3月  88．5   10   

年 間 楢   1731．3   97   

前年度までの過去3年間の情  ⅣD   叩D   ND   ND   

Ⅲ 牛乳申の1う1Ⅰ分析結果  

採 取 場 所  藤沢市  藤沢市  藤沢市  藤沢市  藤沢市  藤沢市  前年度まで過去3年間の侶   

採取年月 日  92．5．20  92．7．29  92．9．22  92．11．24  93．1．21  93．3．23  最低値   最高値   

放射能漢度（Bq／1）  押D   ND   ND   ND   ND   ND   
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Ⅲ ゲルマニウム半導体検出掛こよる核種分析測定調査結果  

採  前年度まで過去  

1う7cs  3年間の惜  その他の検出きれた  

試 料 名   採取場所   取  人工放射性核種   単 位  

月   

大気浮遊じん  横浜市  4～3  田  ND   ND   ND   ND  mBq／mさ   

降 下 物  〝   毎月  四  ND   0．20   ND   0．32  MBq／km2   

陸  津久井郡  8，12  田  ND   ND   ND   ND  
m軸／1  

水   蛇口水                      横浜市   〃   ロ   〝   

29  16   8q／kg乾土  

土  〝   

7gO  540  1500  MBq／km2  

壌   19  Bq／kg乾土  

5～20cm   〝   

1700  1500  2500  MBq／km2   

精  米  〝   0．043  ND   0．051  Bq／kg精米   

野  ND  ND  
Bq／kg生  

菜   〃   ロ  

牛  乳  横浜市  8，3  同  0．039  0．鵬5   0．04  Bq／1   

平場市  6，11  田  0．052  0．076   0．】．2  

日 常 食  Bq／（人・日）  

横浜市  6，12  国  0．050  0．052  0．039  0．12  

海  水  横須賀市   ND  ND   ND  Bq／1   

海底堆積物  8   3．3  3．3   4．5  Bq／kg乾土   

海  0．27  0．20  0．31  
産  

生  Bq／kg生  

物   
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Ⅳ 空間放射線豊率測定結果  

サーベイメータ（nGy／h）  

測定年月日  
横 浜 市   横 須 賀 市   

1992年4月   51   51   

5月   50   51   

6月   54   52   

7月   55   55   

8月   52   53   

9月   51   54   

10月   51   53   

11月   52   55   

12月   50   55   

1993年 1月   53   54   

2月   51   53   

3月   54   54   

年  間  値   50～55   51′〉55   

前年度までの過去3年間の僧   42～58   50′〉59   

Ⅴ ウラン分析結果  

試  料  名   採取場所   採取年月   ウラン濃度   過去の僧   単 位   

河 川 水   横須賀市  92／8，93／2   0．1′〉1．1  ＜0．1～1．8   
〝g／1   

海  水   93／2   2．3 〈′ 2．8  1．7 ′・・■ 3．3   

土  壌   92／7，93／1   0．2 ～1．1  0．1′｝1．5   

河 川 底I質   92／5，8，11，93／2  0．3 ′〉 2．1  0．1′〉 2．2   mg／kg乾土  

海 底 堆 積 物   93／2   0．9 ′｝1．2  0．3 ′〉1．4   

海産生物（ワカメ）   93／2   0．02   0．01～0．03   mg／kg生   
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Ⅶ－15 新潟県書こおⅠナる環境放易国‾育巨調査  

新潟県衛生公害研究所  

襲葺 久尚、渡辺 直子、殿内 垂政、鈴木 斉、猪狩 善三郎  

諏訪 成雄、米川 和広、上村 桂   

1諸  
前年度に引き続き、平成4咋度に実施した科学技術庁委託の環鳩放射能水準調査及び放射線監視交付金   

による原子力発電所周辺の環境放射線監視調査の概要を報告する。  

2 訴査研究の概要  

（1）調査対象  
環嘩放射能水準調査は、降水、大気浮遊じん、降下物、陸水、土壌、精米、野菜、牛乳、淡水産生  

物、日常食、海水、海底土、海産生物、空間線度率を対象とした。  

原子力発電所周辺の環境放射線監視調査は、空間線量率、積算線量、大気浮遊じん、降下物、陸水、  
土壌、農産物、畜産物、海水、海底土、海産物、指標生物を対象とした。  

（2）測 定方法  

試料の採取、前処理、調製及び測定は、科学技術庁編の各種放射能測定法シリーズ、「放射能測定  

調査委託実施計画書（平成4年度）」及び「柏崎刈羽原子力発電所周辺環墳放射線監視調査年度計画  

書（平成4年度）」に基づいて行った。  

（3）測 定機 器  

ア．全ベータ放射能 自動サンプルチェンジャー付きGM計数装置：アロカ社製JDC－163  

低バックグランドGM計数装置：アロカ社製LBCM481  
イ．空間線量率  低線量率測定器：DBM方式2′4・×2’Na7（Tl）シンチレーション検出器  

モニタリングポスト：アロカ社製 MAR－11  

シンチレーションサーベイメータ：アロカ社製 TCS－121C  

高純度Ge半導体検山器付き16kch波高分析装置：キャンベラ社製IIP－Ge検出  

器－シリーズ85  

低バックグランド液体シンチレーションカウンター：アロカ社製LSC－LBl  

低バックグランドGM計数装置：アロカ社製LBC－481  

シリコン半導体検出器付き8kcll波高分析装置：セイコーEG＆G社製MCA7800  

TLD素子：松下電器産業社製 UD－200S  

ウ．核種分析  

エ．積算線量  

（4）調査 結．果  

ア．全β放射能（表1、2）  

定時降水等について測定したが、各試料とも例年と同レベルだった。  

イ．空間線量率（表3、4）  

柏崎市等原子力発電所周辺地域及び新潟市において測定したが、各地点とも例年と同レベルだった。  

ウ．核種分析（表5、6）  

大気浮遊じん等について、ゲルマニウム半導体検出器により機器分析し、海水等に＝7csを認めた。  

また、放射化学分析により…sr、”ⅠⅠ、 23……f）uを認めた。これら検出された人工放射性核種は、  

いずれも例年と同レベルだった。  

エ∴積算線量（表7）  

原子力発電所周辺地域及びその対照地点において測定したが、各地点とも例年と同レベルだった。  

3 結  語   

平成4年度の調査結果申、らは、一部の試料から過去の核実験等の影軌こよるものと判断される人工放  

射性核種が検出されたが、これらはいずれも極めて低い値であり、異常値は認められなかった。  
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表1環鳩試料「いの全ベータ放射能調奄結架（原子力発電所周辺監視調奄）  

前4F度まで．  
試 科 名  採職場所  餌付  

頗低伯  

l14．G．！），12  
！J5．3   】2   38   150  】50   

1浦q／β  

胴．6，12   1：50   150   G3   150  
四   

柏崎市・刈羽村  
西11」町  Dq／kgfl三   Ⅰ軋10  32   25   33  

l14．4，7，10  
原 乳  柏崎市  ＝5．1   40   49   41   48   nq／g   

松 櫻  柏崎市   1t4．7，1Ⅰ   92   97   80   110   nq／kg址  

前面梅域  
放水口付近   I14．5，10   8   35   G7   25   74  mnq／g  

（往）＊は検出限界以下 ノ  

表2  定時降水試料巾の全ベータ放射能調査結果（環鳩放射能水準調査）  

採択年月  降水屋  月間押下虚  
（m）  （MDq／kd）  

‖4年4月   130．28  13   ＊  2．7  52．0   

5月   91．33  10   ＊  4．6  21．2   

6月   113．03   8   ＊  2．l  7．9   

7月   ＊  0．l   88．01   7  35．0  

8月   93．35   ＊  11．0  0．1   

9月   41、13   7 ＊   0．5   1】．1   

川月   90・4   9   ＊   0．61   16．6   

11月   134、57  ＊   1．37   53．8   

ユ2月   146．dO  13   ＊   1．44  82．9   

‖5年1月   105．09  ＊   1．9：う   62．0   

2月   126．10  13   ＊   2．49   42．2   

3月   116．38  1G   ＊   1．：うl   48，0  

年 間 倍  1276．射  129 ＊   35．0   400   

＊  

霊宝琴晶  5′〉19   ＊   ＊～3∴1  ～100  
の値  22G．27  

（は）＊は検出限界以F   

表3 低線最率測定器による空間線最率  
（原子力発電所周辺監視調香）  

（単位：【将yハ1）  

測定地点  平均値  最高値  最低値   

榊舶萌局  43  107   35   

荒 浜 吊  39   99   3l  

下高呵 局  40  109   朋   

刈 羽 局  35   9り   26  

勝 山 局  3G  皿  28  

宮 川 局  38  100   

西 山 局  43  132   
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表4  空間放射線最率測定結果（環境放射能水準調査）  

サーベイメータ  

測定咋月  
最 低 値  最 高 帖  享l乙 均 伯   （llGyハl）  

114咋4月   14．8   20．8   15、7   5：】   

5月   14．3   20．6   15．5   52   

6月   14．8   19．2   15．7   57   

7月   ‖．8   2G．2   15．8   57   

8月   14．8   20．0   15卜8   48   

9月   15．0   2】．4   1G．1   52  

10月   14．9   28．4   16．2   55   

＝月   14．9   27．9   16．3   

ほ月   ユ4．8   29．0   16．6   56   

1＝年1月   14．8   28．5   1（i．3   54   

2月   14．0  24．0   16．2   54   

3月   14．8   23．3   l5．9   52   

年 間 値   14．0   29．0   16．0   53   

前咋度までの  

過去3年間  12．4   30．4  15．6～．17，0   43～55   

の値  

（注）測定機所は新潟市  

表5－1放射化学分析結果（…slう（原子力発電所周辺監視調査）  

試 料 名  採 択 場 所  採取年月  検体数  最 低 値  最 高 植  過去3年の値  単  位   

柏崎市・刈羽村  0．013～   

精 米   内山町   糾．10   3   n．0日   0．016  0．019  円Il／転生   

大嶺（麒）  刈羽村   ‖4．】1   2  0．086   0．12   0．078～0．22  Dq／kg壁  

＝4．4，7，10  0．021～   

原 乳  机崎  l15．l  0．026   0．032   nq／g                0．040  

貝類（パイ）  西山町   ‖4．5   ＊   ＊   ＊   輌／短±1ミ   

海産生物  0．076   
（ホンダワラ）  放水［：附近  旧．5，10   0．098   ～0．12  軌／kg姓  

（注）＊は桧山限界以下  

表5仙2 放射化学分析結潔（7Iり（原子力発電所周辺監視調査）  

試 料 名  採 刑 場 所   

柏崎市・刈羽村  
西Il】mJ   

柏崎市   

前面海域  
放水［］付近  

採択昨月   

I14．6，9，12  
‖5．3   

‖孔6，12  

過去3咋の伯  単  位  

＊～1．6  

＊～1．4  

胴．5，tO  

（≠．と）＊は検潮限界以下  
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表5－3 放射化学分析結果（Z仔…g川「ll）（原子力発電所周辺監視調査）  

試 料 名  採 取 場 所  採取年ノ］  検休数  最 低 値  最 高 値  過去ニ5年の偵  単  位   

浮遊じん  刈羽村   I14．7．It5．1   ＊   ＊   ＊   2  Bq／d   

降 下 物  刈羽村   t14．7川5．，1   2   ＊   ＊   ＊～0．040  nり／trf   

海 底 土  、放水口付近   I14．5，10   0．15   0．21   0．12～0．25  Dq／kg乾  

（注）＊は検拍欄界以下   

表6－1ゲルマニウム半導休倹出器による核種分析測定調蚕紙兼（原子力発電所周辺監視網蓋）  

（注）1 ＊は検出限界以下  2 ∵ は検山されなかったことを示す  
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表6－【■2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調杏結果（環境放射能水準調査）  

試 料 名   操舵場所  

最低値  最高値  最低値  最高鵬   

新潟市   晦月  ＊   ＊   ＊   ＊  Dq／d   

降 下 物   新潟市   毎月   12  ＊   ＊   ＊  0．39  勒／ポ   

It4．6；12   2  ＊   ＊   ＊   ＊  

Bq／ゼ  

lt4．11   ＊   ＊   ＊   ＊  

12   12  9．5   1G  nq／kg乾   

lI4．7   
790 790 G30 11OO ------ 川口q／局   

7．4  7．4  6．8   Bq／也乾  陸 上 水   新潟市                   水 河川水   新潟市    口            上 0～5  Clコ   柏崎市    口                             壌5～20   Cln   柿崎市  t14．7  口        田           1800  1800  1800  5600  
MRq／k虎   

精 米   巻町・新潟市  It4．10   2  ＊   ＊   ＊   ＊  nq／kg生   

大根（根）   新潟市   lI4．11   ＊   ＊   ＊  0．031  8q／kg吐   

ホウレン草   新潟市   t14．6   ＊   ＊   ＊   ＊  n11／kg姓   

牛  l軋5．臥11  
原 乳  西川町  ‖5．2   4  ＊   ＊   ＊  0．41  帥／β  

乳                         市販乳  新潟市   l吐乳tt5．2    声   ＊   ＊  0．16  

淡水産生物  
（フナ）   新潟市   l＝．11   0．14  0．14  0．16  n．28  帥／kg珪   

日常食   西川町・柏崎市  l＝．6，12   ＊  0．12  ＊  0．078  勒／kg塗   

海 水   新潟港沖   t14．7   ＊   ＊   ＊   ＊  机／β   

海底土   新潟港沖   114．7   9．9  9．9  ＊   53  l！（l／短乾   

海  カレイ  新潟市   It4．】1   0．11  0．11  ＊  0．16  勒／kgd三   

産  
珪  It4．5   ＊   ＊   ＊   ＊  l！q／kg姓  

物   
ワカメ  両津市   t14．5   ＊   ＊   ＊  nq／kg生  

（注）1 ＊は検出限界以F  2 ∬ は検出されなかったことを示す   

表7 積算線量（原子力発電所周辺監視調査）  
（単位：mGy／91日）  

四半期  第王  第Ⅱ  第11Ⅰ  第lV  年間  測定地点  四半期  四半期  四半期  四半期  積算娘巌  監視調査地域  0．12  0．11  0．12  0．】2  0．47  対凧地点  0．13  0．12  0．13  0．13  0．52   
（注）1年間積算練炭の単位は、n桝／365日  

2 測定地点数は、監視網奄地域19か所、対照地点5か所  

－191－   



Ⅶ－16 富L山県▲右こおをニナる放鼻寸肯臣調査  

富山県公害センター  

出 口 修  

1．緒言  

前年度に引き続き、平成4年直に実施した科学技術庁委託の環境放射能水準調査結果につ   

いて報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

降水（定時降水）、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、 

野菜（ダイコン、ホウレン草）、牛乳（生産地）、日常食（都市部、農村部）、  

空間線量率  

（2）測定方法  

試料の採取、前処理、調製及び測定は、科学技術庁編の各放射能測定法シリーズ及び  

『平成4年度放射能測定調査委託実施計画書』に準じて行った。   

（3）測定装置  

ア 全ベータ放射能  

GM計数装置：アロカ製 JDC－163  

イ 核種分析  

Ge半導体核種分析装置：検出器 EG＆G ORTEC GEM－20180  

波高分析器セイコー EG＆G MCA7800  

ウ 空間線量率  

シンチレーシぎンサーベイメータ：アロカ製 TCS－131  

モニタリングポスト  ：アロカ製 MAR－11   

（4）調査結果  

表1に降水（定時降水）の全ベータ放射能の測定結果を示す。  

嚢2に環境試料の核種分析結果を示す。  

表3に空間線量率の測定結果を示す。   

3．結語  

いずれの試料についても、前年度とぼぼ同様の結果であり、異常は認められなかった。  
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表－1  降水（定時降水）試料申の全ベータ放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  

採 取  

降水量  放射能濃度（Bq／1）  月間降下量  

年 月  用Bq／km2）  

（mm）  測定数   最低値   最高値   

平成 4 年 4月   142．5   16   N．D   4．4   4．3   

5月   110．2   14   N．D   4．8   6．7   

6月   102．3   5   N．D   N．D   N．D   

7月   131．1   6   N．D   N．D   N．D   

8月   135．4   6   N．D   N．D   N・D   

9月   64．9   10   N．D   N．D   N．D   

10月   215．8   13   N．D   3．2   7．3   

11月   152．6   10   N．D   2．2   53   

12月   291．4   15   N．D   3．2   20   

平成 5 年 1月   224．1   13   N．D   N．D   N．D   

2月   155．5   16   Ⅳ．D   2．5   24   

3月   126．9   12   N．D   2．9   7．3   

年  間  値   1852．7   136   N．D   4．4   122．6   

前年度までの過去3年間の値   435   N．D   4．5   32．1～ 98．9   
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表－2  ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  

取  13Tcs  前年度まで  その他の検出  

試 料 名   採取場所    年  過去3年間の値    された人工  単 位  

月   放射性核種  

数                     最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん   小杉町  毎月   4  N．D  N．D  mBq／Ⅲ3   

降 下 物   小杉町  毎月  12  N．D   0．12  N．D   0．23  HBq／k皿2   

陸水（蛇口水）   小杉町  4．6  N．D  mBq／ゼ   

4．12   

14   19  Bq／kg乾土  

土  

1400   1100   1500  MBq／km2  

1．5   2．3   3．9  Bq／kg乾土  

壌   

280   410   710  鵬q／km2   

精  米   小杉町  4．9  田  N．D  N．D  Bq／kg精米   

野  N．D   0．014  Bq／kg生  

菜   N．D   0．065  Bq／kg生   

牛  乳   砺波市  4．8  0．093  N．D   0．12  Bq／ゼ   

5．2   

都市部  小杉再  

日  富山市   

常  0．041  0．12  Bq／人・日  

食  
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表－3  空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測  定  年  月  

最低値  最高値  平均値   （nGy／h）   

平成 4 年  4月   16   23   17．1   58   

5月   16   21   1．6．9   60   

6月   16   22   17．1   64   

7月   16   23   17．2   63   

8月   16   21   17．2   64   

9月   16   20   17．3   61   

10月   16   27   17．6   61   

11月   16   29   17．6   59   

12月   15   30   18．1   61   

平成 5 年 1月   15   29   17．7   60   

2月   15   35   17．8   62   

8月   15   25   17．3   63   

年  間  値   15   35   17．4   58 ′｝ 64   

前年度までの過去8年間の値   36   17．3   57 ′、′ 64   
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Ⅶ－17 石Jll県石こおをナる放易寸脅巨調査  

石川県保健環境センター  

内田髪吾、翫 幹夫、牛島 茂、橋本桂輔  

中谷 光、酒井道則、矢鋪満雄  

1．緒 言  

前年度に引き続き、平成4年度に実施した科学技術庁委託環境放射能水準調査結果について報   

告する。   

2．調査の概要   

（1）調査対象  

降水、降下物、陸水、土壌、日常食、農畜産物、水産生物、空間線量率   

（2）測定方法  

試料の調製および測定は、科学技術庁マニュアルに準じている。   

（3）測定装置  

全ベータ放射能  Aloka  JDC－163  

核種分析  Ge半導体検出器：PGT製  
波高分析装置：東芝製Eシリーズシステム  

モニタリングポスト  NaI（Tl）シンチレーシぎン式モニタリングポスト：アロカ製MÅR－11  

サーベイメーター  NaI（Tl）シンチレーション式サーベイメーター：アロカ製TCS－121C   

（4）調査結果  

定時降水試料中の全ベータ放射能については、調査期間中の試料数は70回であり、放射能   
はすべての試料について検出限界以下である。   

牛乳申のヨウ素－131については、全試料（6検体）検出限界以下である。   

ゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果については、セシウムー137が検出されたのは  
土壌、牛乳、日常食、フクラギであるが、例年と同レベルの低い濃度である。   

畢空間線量率は、例年とほぼ同程度のレベルを示しており異常値は認められない。  

3．結 語  

各種試料から異常値は観測されず前年同様低いレベルである。  
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1 定時降水試料中の全β放射能測定調査結果  

米1  放 射 能 膿 度（Bq／1）  

採 取 年 月  降水量  月間降下量  

（皿m）  （HBq／kⅢ2）  

測定数   最低値   最高値   

平成4年  4月   217．5   9   N．D  N．D   

5月   145．0   3   N．D  N．D   

6月   112．0   4   N．D  N．D   

7月   68．0   2   N．D  N．D   

8月   61．5   6   N．D  N．D   

9月   58．0   N．D  N．D   

10月   92．0   N．D  N．D   

11月   55．0   6   N．D  N．D   

12月   273．0   7   N．D  N．D   

平成5年  1月   280．0   9   N．D  N．D   

2月   306．0   7   N．D  N．D   

3月   128．5   6   N．D  N．D   

年 間 値   1796．5   70   N．D  N．D   

前年度までの過去3年間の値  N．D   7．38   N．Dノ・′ 728  

×1）降下物採取期間の降水量。  

2 牛乳申の131Ⅰ分析結果  

採取場所   羽咋郡押水町  過去3年間の値   

採取年月 日  H4．5．13  H4．7．13  H4．9．10  H4．11．18  H5．1．6  H5．3．9  最低値  最高値   

放射能濾度（Bq／l）  N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D  
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3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  137cs  過去2年間の値   人工  

試料名  採取場所   採取年月   体  単位  

数         核種         最低値  最高庖  最低値  最高値   

降下物  金沢市三馬   毎月   12  N．D  0．06   N．D  0．17  なし  HBq／km2   

陸  金沢市三馬   H4．6  2  N．D  N．D  なし  Bq／1   

水   H4．12  

54．6  9．10  50  なし  Bq／kg乾土  

土  H4．7   

2002  266  1480  なし  MBq／km2  

壌   21．6  6．66  32   なし  Bq／kg乾土  

5－20（：m  金沢市末町   H4．7   

3P20  991  4700  なし  HBq／km2   

精 米  金沢市三馬   H4．9   N．D  N．D  なし  Bq／kg精米   

野  H4．11   N．D  N．D  なし   

Bq／kg生  

菜   H4．11   N．D  N．D  なし   

牛 乳  羽咋郡押水町   H4．8  2  〃．D   0．31  Ⅳ．D   0．49  なし  8q／】   

H5．2  

金沢市及び  H4．6  

日 常 食    野々市町、  H4．12   4  N．D   0．10  0．03  0．15  なし  Bq／人・日   

石川郡吉野谷村  

水  H4．5   N．D  N．D  なし   

産  

生  H4．7   0．07  N．D   Bq／kg生  

物   
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4、空間放射線測定鱒果  

モニタリングポスト（c・PS）  サーベイメータ  

測 定 年 月 日  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成4年  4月   16．0   21．5   17．2   61   

5月   15．5   21．5   17．1   61   

6月   16．0   20．0   17．1   64   

7月   16．0   22．0   17．1   63   

8月   16．0   20．0   17．2   62   

9月   16．0   21．0   17．1   

10月   16．0   25．0   17．3   64   

11月   16．0   25．0   17．4   60   

12月   15．5   2・0   17．5   62   

平成5年 1月   14．0   26．0   17．0   62   

2月   14．5   35．0   17．7   65   

3月   14．0   25．0   17．1   

年  間  値   14．0   35．0   17．2   60 一｝ 65   

前年度までの過去3年間の値   13．0   39．0   17．2   66 ｛′ 79   
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Ⅶ－18 福井県与こおらナる故老寸膏詮鋼査  

福井県衛生研究 所  

吉田暁美 泉 昭夫  

1． 緒言   
前年にひき続き、福井県が平成4年虔に実施した科学技術庁委託の「放射能測定調査」   

の結果について、その概要を報告する。   

2． 調査の概要   
仙 珊査対象  

定時降水、降下物、浮遊じん、土壌、陸水、各種食品、空間線姜率   
（2）測定方法  

放射能鋼査委託実施計画書（平成4年虔）によった。   
（3）測定装置  

① 全β放射能調査；アロカ TDC－501  
② 核種分析謝査；HP Ge検出器（相対効率  
③ 空間線圭率珊査；サーベイメータ（アロカ  
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（4）調査結果  

平成4年度の調査結果の概要は、以下のとおりである。なお、調査結果の詳細に  
ついては、別添の表を参照されたい。  
① 定時降水  

前年と同様に大気中での核実験はなく、珊定した95試料のうち1試料から  
全β放射能がわずかに検出された程度であった。  

② 牛乳申の131Ⅰ分析の結果  
前年と同様に大気中での核実験はなく、131Ⅰは検出されなかった。  

⑧ 核種分析調査  
（a）浮遊じん  

3ケ月ごとのコンポジット試料を測定したが、放射能は検出されなかった。  
（b〉 降下物  

降水（1ケ月間採取）を蒸発乾固した試料を測定したが、放射能は検出さ  
れなかった。  

（c）陸水  

陸水については、蛇口水と淡水（各々100戚）を蒸発乾固した試料を測定  
したが、淡水中に137csがわずかに検出された。  

榔 土壌  
0～5cm及び5～20emの2層から採取した試料について測定を行った結果、  

いずれも13Tcsがわずかに検出された。  
（e）食品  

食品については、精米、野菜（大根、ホウレン草）、牛乳、淡水産生物、  
日常食、海産生物について測定を行った結果、牛乳、淡水産生物、日常食、  
海産生物等から137c5がわずかに検出された。  

④ 空間線豊率  
空間線量率の鋼査結果はモニタリンダポスト及びサーベイメータとも従来と  

同程度であった。  
3． 結語  

全β放射能及び空間線量率については、従来と同程度であり、核種分析の結果も  
陸水、土壌及び食品の一部から137csがわずかに検出されたのみであった。  
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Ⅰ．定時降水試料申の全β放射能調査結果  

放射能濃度（Bq／彪）  月間降下量  
採 取 年 月  降水量  （HBq／k郵  

（肌）  測定数  最低値  最高値   

平成 4年 4月   190   N．D   N．D   N．D   

4年 5月   127   N．D   2．5   

4年 6月   104   Ⅳ．D   Ⅳ．D   N．D   

4年 7月   172   N．D   N．D   N．D   

4年 N．D   N．D   N．D   

4年 9月   4   N．D   N．D   N．D   

4年10月   225   6   N．D   N．D   N．D   

4年11月   144   8   軋欄   Ⅳ．8   N．D   

4年12月   403   N．D   N．D   N．D   

5年1月   239   N．D   N．D   N．D   

5年 2月   209   N．D   N．D   N．D   

5年 3月   118   6   N．D   N．D   N．D   

」－  臣   き年 間  2，110      95い木   2．5仁N．D～11    ーーー・1＿  前年度までの過去3  年間の檀  1ヱじ⊥－竺旦⊥＿杢．！」一斗竺空＿＿＿．］ TW－－－「「‾M爛‾－「       】   

Ⅱ．牛乳申の131Ⅰ分析結果  

採取場所    －〝  〝  〝   〝   

採取年月日  平成4．5．13  4．6．8   u 4・7・！竺J空ヱ10  4．9．21   
放射能濃度  N．D   N．D  H N．DiN．D  【 N．D   

（Bq／戚）  

－201－   



Ⅲ．ゲルマエウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

Ⅳ．空間放射線真率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  
測 定 年 月 日  

最 低 倍  最 高 倦  平 均 値  （nGy／h）   

平成 4年 4月   15．0  23．0  16．6   

4年 5月   15．0  21．9  16．1   

4年 6月   13．8  18．9  15．5   

4年 7月   14．8  20．9  15．7   55   

4年 8月   14．8  18．5  15．9   

4年 9月   15．0  20．4  15．9   

4年10月   15．0  22．1  16．1   59   

4年11月   15．0  24．3  16．1   56   

4年12月   14．2  28．8  17．1   58   

5年 1月   13．6  35．0  16．5   58   

5年 2月   14．3  28．7  16．4   56   

5年 3月   15．0  24．0  16．7   

年   間   値   13．6  35．0  16．2  55′－65   

前年度ま軸過去3年間の構  11．0  33．4  16．4  46～70   
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Ⅶ－19 山、梨県乙こおらナる放身寸台巨富何査  

山梨県衛生公害研究所  

小林規矩夫 戸嶋弥生   

堤 充紀  

1 緒言  

平成4年度に山梨県で実施した科学技術庁委託の環境放射能調査結果について、その概要  
を報告する。  

2 調査の概要  

（1）調査対象  
降水、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大根、ホウレン草）、牛乳、  

日常食及び空間放射線量率  

（2）測定方法  
試料の採取、前処理及び測定は科学技術庁縞「全ベータ放射能測定法（1976）」  

「Ge半導体検出器を用いた機器分析法」及び同庁原子力安全局縞「放射能測定調  
査委託実施計画書（平成4年度）」により行った。  

（3）測定装置  
ア 全ベータ放射能  

GM計数装置：Alo ka TDC－501型  
イ 核種分析  

Ge半導体核種分析装置：SEIKO EG＆G  
ウ 空間線量率  

シシチトションサーへ、、ィメータ：Aloka TCS－131型  

モニタリングポスト：Aloka MAR－11型  

（4）調査結果  
定時降水の全ベータ放射能の測定結果を表1に、Ge半量削木核種分析装置による  

各種試料の分析結果を義2に、空間放射線豊率の測定結果を蓑3に示した。  

3 結語 

いずれの調査項目においても昨年度とほぼ同レベルにあり、異常な値は認められなかった。  
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表1 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時採取）  
降水量  

採取年月  放射能濾度 （的／1）  月間降下量  

（m用）  

測定数   最低値   最高値   （H8q／km2）  

平成4年4月   95．0   Ⅳ．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D   

5月   91．0   14   ガ．か   N．♪   ∬．D   

6月   149．0   Ⅳ．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D   

7月   123．0   Ⅳ．D   N．D   Ⅳ．D   

8月   63．5   N．♪   Ⅳ．D   Ⅳ．D   

9月   41．5   Ⅳ．8   Ⅳ．p   Ⅳ．p   

10月   428．5   Ⅳ．か   Ⅳ．D   Ⅳ．D   

11月   94．5   N．D Ⅳ．D   Ⅳ．D   

12月   73．0   が．か   Ⅳ．D   Ⅳ．D   

平成5年1月   138．0   N．か   Ⅳ．D   N．D   

2月   25．0   Ⅳ．か   ガ．か   Ⅳ．か   

3月   77．5   N．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D   

年 間 値   1，399．5   N．D   Ⅳ．D   N．D～N．D   

前年度までの過去3年間の値   293   N．D   Ⅳ．か   Ⅳ．D   
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表3 空間放射線真率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  
測  定  年   月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）  

平成 4年  4月   15．5   20．0   16．4   

5月   15．0   20．0   16．3   

6月   15．5   22．0   16．4   

7月   15．占   24．5   16．6   

8月   15．0   19．0   16．2   

9月   15．5   19．5   16．5   

10月   15．0   22．0   16．7   

11月   15．5   19．0   16．8   

12月   15．5   22．5   16．8   

平成 5年 1月   15．5   21．0   16．9   

2月   15．5   19．5   16．6   

3月   15．5   19．0   16．5   

年  間  値   15．0   24．5   16．6   56～63   

前年度までの過去3年間の債   14．5   24．0   16．4   54～71   
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Ⅶ－20 長野鼎iこおiナる放射骨巨高岡査  

長野県衛生公害研究所  

小林恵子  赤岡 輝  

小山和志  水庫英書  

1．緒 言   

前年度に引続き、長野県において平成4年度に実施した科学技術庁委託による  

放射能調査の結束について報告する。   

2．調査の概要   

1）調査対象  

定時降水の全β放射能、大気浮遊じん・降下物・陸水（源水、虎口水、  

淡水）・土壌・精米・野菜斌（大根、ホウレン草）・牛乳・淡水産生物  

（ワカサギ）・日常食・海産生物（イワシ）の核種分析、サーベイメータ  

及びモニタリングポストによる空間放射線真率の測定。  

2）測定方法  

試料の調製と測定は科学技術庁縮「全ベータ放射能測定法（1976）」、  

「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法（1990）」、及び「放射  

能調査委託実施計画書（平成4年度）」により行った。  

3）測定装置  

GM計数装置： ALOKA JDC－163  

Ge半導体検出器： NAIG IGC－1619S  

シンチレーションサーベイメータ ：ALOKA TCS－121C，TCS－166  

モニタリングポスト ：ALOKA HAR－15  

4）謝査結束  

定時降水の全β放射能の測定結果を表Ⅰに、Ge半導体検出掛こよる核  

種分析結束を表Ⅱに、また空間放射線真率の測定結束を表Ⅲに示した。   

3．賭 詩  

平成4年度の長野県における調査結果は、環境試料申の放射能及び空間  

放射線真率ともに平常時のレベルにあり異常侶は認められなかった。  
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Ⅰ定時降水試料申の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採取  

降水量  放 射 能 濃 度 （Bq／1）  月間降下量  

年月  川Bq／血2）  

（皿）  測定数   最低値   最高値   

平成4年4月   58．6   9   N．D   N．D   N．D   

5月   67．9   N．D   N．D   NJD   

8月   100．7   7   N．D   N．D   N．D   

7月   180．3   9   N．D   N．D   N．D   

8月   73．8   9   N．D   N．D   N．D   

9月   19．3   N．D   N．D   N．D   

10月   128．6   9   N．D   N．D   N．D   

11月   36．1   N．D   N．D   N．D   

12月   45．8   10   N．D   N．D   N．D   

平成5年1月   53．0   8   N．D   N．D   N．D   

2月   68．6   N．D   N．D   N．D   

3月   40．3   8   N．D   N．D   N．D   

年 間 侶   872．6   99   N．D   N．D   N．D   

前年度まで・の過去3年間の価  N．D   6．7   N．D′－109   
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Ⅲゲルマニウム半導体検出醇による核種分析測定調査結果  

検  

137cs  的年度まで  その他の  

試 料 名   採敬場所  採取年月   体  過去3年間の傾    検出され  

た人工放  

数            射性核種   

大気浮遊じん  長野市  4．4′〉5．3  4  N．D   N．D   N．D   N．D  mBq／m3   

降下物  長野市  4．4′〉5．3  四  N．D   N．D   N．D   0．11  HBq／km2   

上水 源 水   長野市  4．6，4．12  田  N．D   N．D   N．D   N．D  

陸  

蛇口水   長野市  4．5i4．11  田  N．D   N． N．D   N．D  mBq／1  
水  

淡 水   弥訪湖  4．12   0．37  N．D   N．D  

140  17   79  Bq／kg乾土  

0′～ 5 αn   長野市  4．7   

土  4200  440  1800  HDq／km2  

壌  26  N．D  6．7  Bq／kg乾土  

5～20れ   長野市  4．7   

1700  N．D   HBq／km2   

精米  穂高町  4．10   N，D  N．D   N．D  Bq／kg精米   

野  佐久市  4．11   N．D  N．D   0．015  
Bq／kg生  

菜   佐久市  4．11   N．D  N．D   0．10  

牛乳  長野市  4．8，5．2  田  N．D   N．D   N．D   N．D  Bq／1   

淡水虔生物（ワがキ、●）   孤訪湖  4．12   0．032  0．13  0．16  Bq／kg生   

的／人・日   

農村部   真田町他  4．6，4．12  2  N．D   0．031  N．D   0．048  

海産生物（イワシ）   長野市  5．1   都市部   長野市  4．8，4．11  田  0．049  0．29  N．D   
0．26  

0．13  N．D   0．078  Bq／kg生   
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Ⅲ空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測 定 年 月  

最低値   最高   平均値   （nGy／h）   

平成 13．2   18．、2   14．1   58   

5月   13．5   18．0   14．2   60   

8月   13．0   18．7   14．4   65   

7月   13．1   22．8   14．8   59   

8月   13．8   19．0   14．6   83   

9月   14．0   18．8   14．7   86   

10月   13．9   20．g   14．9   60   

11月   13．8   19．0   14．9   82   

12月   13．7   22．4   15．0   66   

平成5年 1月   13．2   23．2   14．8   57   

2月  13．5   26．7   14．8   89   

3月   13．3   19．6   14．5   80   

年  間  値   13．0   26．7   14．6   58・｝8g   

前年度までの過去3年間の値＊   12．4   19．0   14．3   57 ′〉70   

＊：モニタリングポストは平成4年3月から測定を開始。  
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Ⅶ－21岐阜県さこお乙ナる放射肯巨高岡査  

岐阜県保健環境研究所  

典乎 文雄  形見 武男  

1．緒言   

平成4年度に岐阜県において実施した、科学技術庁委託の環境放射能水準調査の結束に  

ついて報告する。   

2．紡査の概要   

（1）鍋査対象  

降水（定時降水）、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜  

（ダイコン、ホウレンソウ）、茶、牛乳（生産地）、日常食及び空間線量率。  

（2）測定方法  

試料の調整及び漸牢軋科学技術庁縞「全ベータ放射能測定法（昭和51年度）」  

rゲルマニュム半導体検出肴ガンマ線スペクトロメトリー（平成2年度改訂）」  

及び「平成4年虔放射能測定調査委託実施計画書」に準じて行った。  

（3）測定装置  

1．全ベータ放射能  

低バックグラウンド自動測定装置：アロカ袈 LBC－452型  

2．核種分析  

Ge半導体核種分析装置：セイコーEG＆G製  

3．空間線量率  

シンチレーションサーベイメーター：アロカ襲 TCS 

モニタリングポスト：アロカ製 MAR－15  

（4）諦査結果  

表1に降水（定時降水）の全ベータ放射能の測定結果を示す。  

表2に環境試料の核種分析結果を示す。  

表3に空間線量率の測定結果を示す。   

3．結語   

いずれの試料についても、前年度と同様、異常は認められなかった。  
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義一1降水（定時降水）試料申の全ベータ放射韓測定結束  

採取年月   降水量  封定数  放射能濃度（Bq／L）   月間降下量  

（mm）  ‘欄㈲  

最低値  最高値   

平成坤1月   195．0   
5月   189．5   

207．0   5 5 

N．D t  
N．D  

7月   115．0   N．D  
6月  

8月   217‘5   8   N．D  

9月   102．0   N．D  
10月   188．0   9   N．D  
11月   63．5   3   N．D  
12月   97．5   N．D  

平成5年1月   70．0   N．D  
2月   115．0   Ⅳ．D  

3月   5白．5   5   N．D  

年間億   1618．5   67   N．D  

前年度までの過去2年間の億   94   11．1   11．1   23．3   

N．D：検出されず（計数憎がその計数娯差の3倍未満）  

義一2 ゲルマニュム半導体検出昏による核種分析測定結果  

137CSSSSS 

試料名   採取  単位  

葛所   数  前年度まで  

過去2年間の値  

最低値  最高値    最低値最高値   

大気浮遊じん  岐阜市  毎月   軋D  N．D   N．D  N．D   嘘q／m3   

岐阜市  毎月   N．D  N．D   朽Bq／km2   

N．D  N．D   mBq／L   

土壌OJ－5cm  岐阜市  降下物      田  6  N．D   N．D  Bq／kg乾土   

98．5  76i99  托Bq／km2‡  

【 臣 5胡。m ”  9．3  9．3  毒 

77．8   

岐阜市   Ⅳ．D  Bq／kg生   

精米  岐阜市  H．411   N．D  N・D   Bq／kg生   

（ホルシカ）   岐阜市  H．411   1   N．D  N．D  Bq／kg生   

お茶  自ノ＝町  H．4 5   N・D N・D壬＝  
池田町  

牛乳  笠松町   N．D   Bq／L  

H．52  

日常食   H．46，12  N．D  Bq／人・日  

高山市  H．46，12  国  0．040  Bq／人・日   

N．D：検出されず（計数値がその計数誤差の3倍未満）  
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義一3 空間線量率測定結果  

測定年月   モニタリングポスト（cps）  サーベイメーター  

最低値 最高値 平均値   （nGy／h）   

平成4年4月  14．7   20．4   15．6   76   

5月  16．1   21．2   17．2   67   
6月  16．0   21．9   17．3   66   
7月  15．9 23．1  17．2   73   

8月  16．0   19．7   17．1   89   
9月  16．1  21．0  17．4   80   

10月  16．3   22．5   17．5   85   

11月  15．9   20．3   17．4   76   
12月  16．2   28．0   17．9   77   

平成5年1月  15．7  25．8  17．4   
2月  15．6 21．4  1白．8   47   

3月  15．2   21．7   16．6   71   

年間僧   15．8   22．3 17．1   47′｝89   
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Ⅶ－22 静 岡 県 らこ お 古ナ る 放貞寸肯巨竜周査  

静岡県環境放射線監視センター  

■植松甲之介、大石政利、息明雄、石渡達也  
＝鳥沢義昭、青田秀行、沖寿弘  

1緒言   

静岡県では、昭和36年度より科学技術庁委託環境放射能水準調査を実施している。今回は、平  
成4年度に実施した調査結果についてその概要を報告する。   

2 調査の概要   

（l）調査対象  

・全β放射能 （定時降水）  

・核種分析 （浮遊塵、降下物、陸水、土壌、農畜海産物及び日常食）   
① 放射能  

② 放射線量・空間放射線真率   

（2）測定方法  

放射能測定調査委託実施計画書（平成4年度）によった。   

（3）測定装置   

① 全β放射肯巨   ・GM式放射能測定装置   

② 核種分析  ・Ge検出型波高分析装置   

③ 空間放射線量率・NaI式モニタリングポスト（科学技術庁方式）  
・NaI式サーベイメータ   

（4）調査結果  

① 全β放射能  

定時降水中の全β放射能調査結果は、表Ⅰに示すとおり全て検出限界以下であり、過去3年  
間と同様であった。  

② 核種分析  

牛乳中のⅠ－131の調査結果は、蓑Ⅰに示すとおり全て検出限界以下であり、過去3年間  
と同様であった。  
その他の環境試料の調査結果は、表Ⅱに示すとおりである云Cs－137以外の核種は検出  

されていない。土壌中濃度は過去3年間に比べて更に低下した。ほうれん草の値が過去2年間  
（平成2年度からの測定）の備に比べて若干高いが、通常の変動の範囲内と考える。その他の  

試料については、例年と同程度であった。  
た   

③ 空間放射線量率  

空間放射線量率の調査結果は、蓑Ⅳに示すとおりである。モニタリングポストによる線量率  
は、過去3年間にみられた大きな値はなく、年間を通じて大きな変動は無かった。サーベイメ  
ータによる値は、例年と同程度であった。   

3 結語   

今年度の調査結果は、ほぼ例年並であり、異常は認められなかった。  

（現在）＊中部原子力懇談会 ＊＊静岡県衛生環境センター  

－214－   



表Ⅰ定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  
採取  降水量  

放 射 能 濃 度（Bq／ゼ）    月間降下量  
年月  （m）  

測定数   最低値   最高値   （MBq／撼）  

平成4年4月   214．5   N．D   N．D  

5月   252．8   12   N．D   N．D  

6月   256．5   13   N．D   N．D  

7月   114．0   8   N．D   N．D  

8月   95．5   N．D   N．D  

9月   239．0   N．D   N．D  

10月   240．0   13   N．D   N．D  

11月   189．5   7   N．D   N．D  

12月   I13．0   8   N．D   N．D  

平成5年1月   53．0   8   山．D N．D  

2月   125．5   5   N．D   N．D  

3月   81．5   N．D   N．D  

年 間 億   1974．8   108   N．D   N．D  

前年度までの過去3年間の値  N．D   N．D  

表Ⅱ 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採 取 場 所  御殿場市  御殿場市  御殿場市  御殿場市  前年度まで過去3年間の値   

採 取 年 月 日  4．4．14  4．7．8   4．10．6  5．1．12  最 低 値  最 高 値   

放射能濃度（Bq／の   N．D   N．D   N．D   N．D   

採 取 場 所  浜松市  浜松市  浜松市  浜松市   

N．D   N．D  
採 取 年 月 日  4．4．14  4．7．8   4．10．6  5．1．12   

放射能濃度（Bq／ゼ）   N．D   N．D   N．D   N．D   
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蓑Ⅱ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析  

検  1さ7   前年度まで  
Cs  過去3年間の値  

試料試料名   採取場所  採取年月日   体  た人工放  位  
射性核種   

数  

大気浮遊 じん   浜岡町  4回／年   ロ  N．D   N．D   N. D N．D  mBq／d   

降  下  物   静岡市  毎 月  】2  N．D  0．061   軋D  0．13  MBq／扇   

陸水上蛇口水   静岡申  4／6，12   2  N．D  N．D   N．D  N．D  mBq／ゼ   

10  Bq／kg乾土  

土  
270  460   700  MBq／撼  

御殿場市   4／7   
3．7  5．0   9．3  Bq／kg乾土  

壌   
580  870  1500  MBq／混   

精  米   静岡市   4／11   N．D  N．D  0．048  Bq／kg精米   

御殿場市   4／11   0．038  0，047  0．22  
野  根  2  

N．D  N．D   N．D  
菜   

ほ う れん草  御殿場市   4／1i   0．29  0．10  0．1g  

磐田市   0．11  0．070  
茶  4／5   2  Bq／kg生  

修善寺町  1．1  0．5g  

牛  乳   静岡市  4／8，5／2   2  N．D  N．D   N．D  N．D  Bq／ゼ   

静岡市  0．045  0．0∠柑  0．037  0．21  
日  常  食  4／6，11 4  Bq／人・日  

浜岡町   0．050  0．056  0．049  0．088  

海産生物lぁ じ   静岡市   4／11   0．15  0．14  0」22  Bq／kg生   

浜松市  4／6，9，・12  0．062  0．27  0．王2  0．32  
松  葉  5／3   Bq／kg生  

沼津市  

1）平成3年度より生業による測定。  
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、表Ⅳ 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h文はcps）    サーベイメータ  

測  定  年  月  

最低値   最高値   平均値 （nGy／h）   

平成4年4月   11．5   18．1   12．8   

5月   11．6   16．3   12．5   64   

6月   11．4  16．0   12．5   74   

ウ月   11．g   16．0   13．0   65   

8月   11．8   14．6   12．2   56   

9月   11．3   16．4   12．5   

10月   11．8   17．7   12．8   62   

11月   12．0   16．1   13．0   59   

12月   12．0   17．0   13．1   64   

平成5年1月   11．7   17．0   13．0   70   

2月   11．7   12．7   62   

3月   11．9   16．2   13．0   

年  間  値   11．3   18．1   12．寧   56～74   

前年度までの過去3年間の値   11．2   29．3   12．6   55～77   
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Ⅶ－23 愛矢口県乙こお乙ナる放鼻寸舌巨富J苛査  

愛知県衛生研究所   

大沼童子  佐秦克彦  山口直畳  

青山 幹   冨巴伴一  河村共久  

他言 柁≡  

愛知県は科学技術庁の委託により、昭和35年度より核実験等によるフォールアウト  
調査を実施してきたが、昭和62年度より原子力発電所等の周辺県として「環境放射能水  

葦調査」を実施することになった。ここでほ平成4年度の放射能調査結果について報告す   

る。   

調査の怒要  

（1）調査対象  

降水（定時採取）、降下物（大型水盤）、大気浮遊じん、上水、土壌、毀誓（精米）  

野菜、牛乳、日常食、溝水、海底土、海産生物、空間放射頴皇室等、合計ユ59件とユ  
蓮読測定。  

（2）測定方法  

試料の採取及び前処理は、「放射能測定調査委託実売計画書」による科学技術庁の指   

示に従った。全β放射舌旨測定は科学技術庁請「全ベータ放射能測定法（ユ976））」   
放射化学分析ば同請「放射性セシウム分析法（ユ976）」、同語「放射性ストロンテ   

ウム分析法（ユ983）」、核種分析ほ同語「ゲルマニウム半導体検出器を用いた電器   
分析法（1979）」、固定式連読モニタによる空間放射頴妻妾の測定は同語／「遵読モ   

ニタによる環境γ韻測定法（ユ982）」に従った。  

1
⊥
 
 

2
 
 

測定装置   

GM自動測定芸置  ：ALOIくA製 TDC－50ユ、SC－702、  

GM－2503B   

低バックグラウンド自動測定美音 ： ALO‡くA製 LBC－472－Q   

ゲルマニウム半導体核種分析装置： CANBERRA製  

GC2520－79ユ5－30、  

MCAシリーズ35ブラス   
シンチL／－ションサーベイメーター  ALO壬くA製 TCS－12ユC  

モニタリングポスト  ALO壬くA製 MAR－ユ5、ND－ユ0  
（4）調査話異  

6
 
 

ユ）全β放鼻摘巨  

郵定話黒を蓑Ⅰに示した。定時降水中の全β放射能は93回の判定において検出さ  

れたのはユ直のみで、・年間降下量ほ11．5［Bq／km2であった。   
2）放射化学分析  

測定結果を蓑Ⅱに示した。このうち隠下物による98s rの年間降下量は0．22MBq／  
km2で毒ったが、137c sはいずれの月も積出きれなかった。   

3）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析  

測定結果を表Ⅲに示した。137c sほ土壌（0－5cm、5－20cm）、日常食  
（名古屋市）、宿底土に検出されたが、その他の人工放射性核種ばいずれの試料にも  

挨出ざれなかった。  
4）空間放射謡重葦  

名古屋市内の定点（北区辻町愛知衡研）で測定した結果を責Ⅳに示した。なお、月  
ユ回測定を行っているシンチレーションサーベイメーターによる空間放射謡重宰の平  

均値は8ユ．9nCy／h、変動係数は7．1慧であった。  

いずれの調査項引こおいても、特に異常乙ま認められなかった。  

3
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票田† ケルてエリム墨耳休検出器による伎ほ分析け1定粥荘事占果  

撞  4：   
†】†cs  前任度まで  hた 

：iく  11  名  採 取 場 所  け町粍月   退去3咋間の伯」   望箭…   
撤   I  

火＋貫けl込‡し ん  名古理研北匡  ＝～5・3≦  ロ  N．D．  N．n．  ＝Ll  N．D．   豪頼／帽）   

ほ   下   拘   名古履耶北区  1．い－ S．3  ＝  N．口．  〟．n．  N．D．  0．07l  い勅困証   

N．n 
lj  】  
水   妃□水  名古層叩北区      N．D．   N．n．  H．U．   0．5q  I 川  

q．2   q．8  lRqハg†；土  
土  l  3．0  

”．D．   3．2  

慄   ロ  t．7  

柑については最低  
について王己芯．  

ケも含む．  

〕し は l疋 桝 I．J 閥 の 一也  ．  

宍Ⅳ 空間放ql抜重聾；削完結采  

こ 二二二＿  1Ⅰ  月  】 】6．0  】7．t 】  77．n  

12   ∩  】S．〇Ⅰ  2l．】  】了．O1  80．コ  

† コ5．Ol 廿0  S 咋 一 月 it5・n  

‡ 平l一丈コ往コ円からのチーク   
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Ⅶ－24．三男匡 県 むこ おむナ る 放射宙巨調査  

三重県衛生研究所  

尾連 俊之 冨森 磯子 橋爪 滑  

1  緒言   

三重県では，昭和63年度より科学技術庁の委託による環境放  

射能調査を行なっている．今回は平成4年度に実施した調査につ  

いての概要を報告する．  

2  調査の概要  

（ユ）調査対象   

降水の全β放射能，大気浮遊じん，降下物，土壌，陸水（上水），  

牛乳，精米，野菜類（大根，ほうれん登），日常食及び茶の核種分  

析，サーベイメータ及びモニタリングポストによる壁間線量率の  

測定．  

（2）測定方法   

試料採取，前処理，全β放射能，γ線核種分析及び空間線量率  

の測定は，科学技椅庁編「環境試料採取法（S58）」，「全ベータ放  

射能測定紙（S51）」及び平成4年度放射能測定部査委託実施計画  

書に従った．  

（3）測定装置  

G M計数装置：アロカGM自動測定装置Tじ〉C－511，S C－  

7 5 6 B  

G e半導体検出番：ⅣAIG－EシリーズM C A，SI」ロー4  

N alシンチレーションサ鵬ベイメ…タ：アロカT C S鵬131  

モニタリングポスト；アロカM A R一札 ユ1  

（4）調査緒巣   

食β放射能謝意結果は表Ⅰに，車間線量率の測淀結果は衷正に，  

γ線核種分析結果は表Ⅲに示した．  

3  鮨清   

水調査は5年度目になるが，前年度とほぼ同程度の櫨を示し，  

特に異常な値は認められなかった．  
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Ⅰ大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料申の全β放射能調査結果  

採取  降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

降水量  放射能濃度（Bq／1）  月間降下量  月間降下量  

年月  （m）   測定赦  最低値  最高値   （けBq／扉）   （MBq／届）   

平成4年 4月   176   9   N．D   N．D   N．D  

5月   222   N．D   N．D   N．D  

6月   246   N．D   N．D   N．D  

7月   112   5   N．D   N．D   N．D  

8月   233   9   N．D   N．D   N．D  

9月   215   8   N．D   N．D   N．D  

10月   154   10   N．D   N．D   N．D  

11月   69   6   N．D   Ⅳ．D   N．D  

12月   71   8   N．D   N．D   N．D  

平成5年 1月   37   6 N．D   N．D   N．D  

2月   83   6   N∴D   0．9   8．8  

3月   82   4   N．D   N．D   N．D  

年 間 値   1700   94   N．D   0．9   8．8  

前年度まで過去3年間の値   293   N．D   N．D   N．D  

Ⅲ 車間放射線真率測定＃果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測 定 年 月  
最低値   （nGy／h）  最高植   平均値   

平成 4年  4月   13．5   19．5   14．5   51．4   

5月   13．5   18．6   14．5   52．8   

6月   13．Z   17．7   14．5   54．2   

7月   13．5   18．0   14．6   55．6   

8月   13．2   18．6   14．1   5写．2   

9月－   13．5   20．1   14．5   51．2   

10月   13．5   19．5   14．6   55．4   

11月   14．0   17．5   15．0   56．0   

14．0   18．3   14．9   56．1  12月  

平成 早年 1月   14．0   19．3   15．0   54．4   

2月   14▲0   2Z．0   15．1   53．3   

3月   14．0   19．0   14．8   55．3   

年  間 ノ億   13．妻   22．0   14．7   51．Z ～ 56．1   

前年度まで過去3年間の値   12．9   23．7   14．5   36．7 へノ 56．3   
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m ゲルマニウム半導体検出単による核種分析測定調査頼果  

採  前年度まで  その他の  

試料名  採取場所  取  137cs  過去3年間の億    検出された  

年  人工放射  

月   最低偲  核禰   

H4．4  
気浮遊じ    津市 桜橋  4   N．D  N．【〕   N．D  N．D  m8q／ポ   

～H5．3  

H4．4  
降下物    津市 桜橋  N．D  0．17±0．03  N．D  0．20  MBq／krげ  

′〉H5．3   

上水原水  

H4．6  

蛇口  汝市 桜橋  N．D  Ⅳ．D   N．D  N．D  mBq／彪  

I14．12   

淡水  

N．  N．D  Bq／k乾土  
ロ               0－5cm  

N．  N．D  127  M8q／knぞ  

N．D  N．D  N．D  Bq／短乾士  
5－20cm   

N．D  N．D  N．D  MBq／k†げ   

精  米    松阪市   掴．10  N．D  N．D  N．D  Bq／k精米  

大 根  多気郡明和町  H4．11  口  N．D  N．D  N．D  

Bq／転生  
口  N．D  N．D  0．030  

大台町  I14．5  
茶   N．D   0．22±0．07   0．13  1．72  Bq／短乾物  

亀山市  H4．5  

打4．8  

牛乳    会郡大内山村  N．D   N．D  N．D  N．D  Bq／超   

H5．2   

淡水産生物  Bq／転生   

津市  H4．6  
日常食  H4．11  N．D   0．086±0．010   N．D  0．113  Bq／人・日   

尾鷲市  H4．12   

海水  mBq／戊   

海底土  Bq／短絡士  

Bq／他生  
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Ⅶ－25 滋 葦箸 県 をこ お をナ る 放 身寸 肯旨 調 査  

滋賀県立衛生環境センター  

藤田 敏江  畑中  稔  

勝見 紀子  松井 由虜  

1．緒  言  

前年にひき続き、滋賀県が平成4年度実施した科学技術庁委託の環境放射能水準  

調査の結果について、その概要を報告する。   

2．調査の概要  

（1）調査対象  

定時降水、降下物、大気浮遊塵、陸水（上水・蛇口水）、農畜産物（精米、大  

横、ほうれん革、原乳）、日常食（都市部、農村部）、土壌、空間線量率を対象  

とした。  

（2）測定方法  

試料採取、前処理、全ベータ測定、核種分析および空間線量率の測定は、科学  

技術庁のマニュアルおよび平成4年度放射能測定調査委託実施計画書より行った。  

（3）測定装置  

GM計数装置（A∽KA製 JDC－163）  

Ge半導体核種分析装置（ORTEC GEM－15180－P，SEIKO7800）  

サーベイメータ（軋OKA製 TCS－151）  

モニタリングポスト（ALO鮎製 H戯－15）  

（4）調査結果  

表－1に定時砕水の食べ一夕、表－2にゲルマニウム半導体検出器による核種  

分析測定調査結果を示した。表－3に大津市における空間放射線皇軍測定結果を  

示した。  

3．結  ラ蕊 口口  

金ベータ放射能、空間放射線量畢については異常値は認められす、γ練核種   

分析において日常食および土壌から13TCsがわすかに検出されたが、特に異   

常値は認められなかった。  
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義一1大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料申の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採取  降水  

放射能濃度（Bq／1）  月間下量  月間降下量  

年月   （Ⅶ）  

測定数  最低値  最高値   醐）  （MBq／伽2）  

平成4年4月   177．4   ⅣD   ND   N。  

5月   164．8   ⅣD   5．8   106．9  

6月   157．5   M）   Np   ⅣD  

7月   164．4   ND   Ⅶ  ND 

8月   200．9   ⅣD   Np   

9月   84．8   ⅣD   ND   ⅣD  

10月   149．6  ⅣD   3．2   10．2   

11月   32．9   m   m   ⅣD  

12月   66．8  5  ⅣD   ND I ND  
l   

平成5年f月   79．6   ⅣD   Np   ⅣD  

2月   73．7   ND   腫  ND  

3月  67．4  ND   Np   皿  

年 間 値   1419．8   87   ⅣD   5．8  Ⅶ～106・9星   ～   

＊前年度までの過去3年間の値   田   汀D   6．6   Np～55．5  

＊平成元年10月～平成4年3月までの億  
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義一2  ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

探  検  ＊  その他の検出  

取  137Cs  前年度まで  

試 料 名    採取場所  年  体  過去3年間の僧    された人工放  単 位  

月  

数            射能核種  

大気浮遊塵  大津市  H4．4  4   ND   ND   m   ⅣD  嘘〟血3   

～H5．3  

降 下 物  大津市  H4．4  ⅣD   Ⅶ   ND   ND  憾む馳2   

～H5．3   

上水・源水  

陸  

蛇口水   大津市  H4．6  ND   ND   醐   ND  亜む1  

H4．12   
水   

淡 水  

6．0  2．0  11．5  Bq／晦乾土  

土  6  

380  憾むKm2  

壌   7．9  2．6  12．7  Bq／侮乾土  

5－20（加   野洲町  H4．7   

1000  417 1660 憾〟伽2   

精 米  志賀町  H4．10   用）   ND   Ⅶ   ND  Bq／糎精米   

野  根   安曇川町  H4．11   ND   ND   m  

大         口  ND          Bq／晦生   ホウ 
莱                          レン草■   栗東町  H4．12   ND   血   ND   ND  

牛乳  日野町  H4．8  ND   ND   ⅣD   ND  Bq／1  
H5．2   

都市部  大津市  H4．6  0．05  0．07  0．05  0．12  

H4．12   Bq／人・日  日常食  
＊平成元年18月～平成4年3月までの値  
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義一3  空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（CPS）  サーベイメーター  

測 定 年 月  日  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成4年4 月   13．2   18．7   14．0   66．0   

5 月   13．3   17．7   14．0   62．7   

6 月   13．2   18．3   14．1   64．9   

7 月   13．4   17．7   14．2   63．2   

8 月   13．1   17．2   13．8   72．0   

9 月   13．3   16．9   14．0   71．5   

10 月   13．4   17．9   14．1   65．0   

11月   13．3   17．7   14．4   67．8   

12 月   13．4   17．5   14．2   64．8   

平成5 年1月   13．3   19．2   14．4   72．4   

2 月   13．4   22．5   14．4   70．4   

3 月   13．3   17，2   14．1   61．6   

年 間 値  13．1   22．5   14．1   61．6一－72．4   

前年度までの過去3年間の値＊   11．2   26．9   13．9   58．1～71．3  

＊モニタリげホ●ストは、平成元年10月～平成4年3月までの僧   

サイイメーターは、平成元年12月～平成4年3月までの債  
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Ⅶ－26 京者β府にお古ナる放射肯巨吉岡査  

京都府衛生公害研究所  

波連哲也・都築英明・藤波直人  

田村義男・伊吹勝戒・江阪 忍  

1 緒 言   

京都府では、前年度に引き続き科学技術庁委託による環境放射能水準調査及び放射線監視交付金  

による高浜発電所周辺の環境放射能調査を行ったので、その概要を報告する。  

2 調査の概要  

（1）調査対象  

（ア）環境放射能水準調査   

空間線量率、浮遊じん、降下物（定時採水及び月間雨水）、上水（源水及び蛇口水）、淡水、農  
畜水産物（茶、米、大根、ほうれん草、牛乳、ふな、さば）、土壌、日常食  

（イ）高浜発電所周辺の環境放射能綱査   

空間線量率、積算線量、浮遊じん、降下物、陸水（源水及び河川水）、陸士、農畜産物（米、大  
根、ほうれん草、高菜、みかん、牛乳）、指標植物（松葉、よもぎ）、海産生物（めばる、さざえ  

なまこ、わかめ、ほんだわら）、海底沈積物、海水  

（2）測定方法   

試料の調製及び測定方法は、科学技術庁絹『全ベータ放射能測定法』、『ゲルマニウム半導体検  

出器を用いた機器分析法』、『トリチウム分析法』、『ストロンチウム分析法』等に準じた『京都  

府環境放射能測定法（改訂】ⅠⅠ）』によった。  

（3）測定装置   

測定機器は、表1のとおりである。  

（4）調査結果   

表Ⅰ～Ⅴに調査結果を示す。  

（ア）環境放射能水準調査   

降水を除く環境試料は、昭和63年度からゲルマニウム半導体検出器による核種分析調査を行って  

いる。土壌、日常食、茶、さば、及び淡水産生物（ふな）に】37csが認められた。  

（イ）高浜発電所周辺の湧境放射能蘭査   

従来の測定値と同程度の3H及び長半減期の137cs、98Srを検出した。  

3 結 語   

旧ソ連チェルノブイル原子力発電所事故以前のレベルに戻りつつあると思われる。  
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表1 測定機器  

モニタリンク●ホ○スト：D8H方式NaI（Tl）シンチトション検出器  
空間線量率  

放射能水準調査：NaI（Tl）シンチトションサーヘリメータ   

空間積算線量  熱蛍光線皇計 TID素子（CaSOd：Tm．）   

がンマ粗放出核種  ケ●ルマニウム半導体検出器   

トリチウム   液体シンチトション計数装置   

全へ○一夕放射能   
GH計数装置  

フ○ラスチックシンチトション検出器   
モニタリンク■ホ○スト  

全アルファ放射能  ZnS（Ag）シンチレーション検出器   

ストロンチウム  低ハ・ッククリウンド放射能測定装衰   

Ⅰ定時採水試料中の全ベータ放射能調査結果  

ⅠⅠ二放射化学分析結果  

Sr－90濃度  、去  単 位  
3年間の値  

970 ± 47  380～   
4．10．20  2300 ± 66  2200   

1300 ± 73  790～   
1300 ± 48   2400  

IiI牛乳中のト131分析結果  

取場所 京都市  舞鶴市  過去3年間の値（Bq／L）   
取年月日  H．4．5．19  臼．4．10．5  H．4．7．3  H．5．1．5  最低値  最高値   

放射能濃度  N．D．  N．D．   N．D．  N．D．   N。D．  N．D．   
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Ⅳ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

試 料 名   閉所  採月又年月   Cs－  137   前年度まで過ま3年間の儒   その偲の複出された  
最高値   最低値   人工放射性核種   

気浮遊じん  N，D．   H．D．   N．p．   N．D．   〟Bq／ml  
舞鶴市  H4．4～H5．3  12  N．D．   5．3 ± 1．7  N．D．   N．p．   N．D．   

降下物  京都市  肘．4～H5．3  田  N．D．   ．064 ± 0．019  N．D．   ．069 ± 0．021   N．D．   HBq／k汀ぞ  

舞鶴市  H4．4－H5．3  12  N．D．   N．♪．   H．カ．   ．060 ± 0．017   N．D．  

上水 源 水  京都市  H4．8，H5．1  ’2  N．D．   N．♪．   N．p．   8．33 ± 8．09   H．D．   nBq／L  
舞韓市  胴．5，H5．11   2  N．D．   Ⅳ．8．   N．か．   N．♪．   H．D．  

車モロ水  京都市  H4．8，H5．1  2  N．D．   N．♪．   N．D．   H．D．   N．D．  

l河川水   舞鶴市  胴．5，H5．11  田  N．D．   Ⅳ．p．   H，D．   H．D．   N．p．  

淡 水   宇治市  H4．12   d  〃．D．   N．D．   H．D．   H．D．   H．p．  

0～ 5c■  富澤市  H4．7   山  55±0．85  N．8．   Bq／kg乾土  
1600± 25   N．D．   HBq／kr淫  

舞鶴市  H4．5   田  1．8 ± 0．36  140 ± 1．3  3．8 ± 0．36  250 ± 1．7   N．p．   Bq／短乾土  
綾部市  H4．5   巾  140 ± 1．3  140 ± 1．30  41± 0．73  96 ± 1．1   Ⅳ．D．  

5～20c■  宮津市  H4．7   ロ  7．0 十 0．49  7．0 ± 0．49  7．1±0．48  N∴q・  

160（）±110   N．D．  H 

米  京都市  H4．11   口  H．D．   N．D．   N．D．   N．D．   Ⅳ．D．   Bq／短瀾米   

玄 米  舞闊市  H4．10   3  H．D．   220 ±  34   N．D．   240 ±  26   N．D．  

大横（根）  京薪市  H4．10   ロ  H．D．   H．D．   N．p．   ．868 ±0．0065   1．D．  

舞鶴市  H4．12   3  N．D．   封．D．   N．D．   ．01g ±0．0034   N，D．  

（葉）  舞鶴市  H4．12   3  H．D．   ．051± 0．015  打．刀．   ．130 ± 0．018   N．p．  

ほうれん革  京都市  H4．11   N．D．   H．p．   N．D．   N．D．   N．8．  

舞鶴市  H4．11   3  N．D．   N．p．   N．D．  ．069 ±0．018  N．p．  

高莱   舞鶴市  H4．4   3  N．p．   ．088 ± 0．012  が．D．   P．047 ± 0．011  N．D．   

みかん  舞鶴市  H4．12   ロ  N．D．   N．p．   ．021±0．0037P．029 ±0．0039  N．D．   

よもぎ  舞鶴市  H4．5，H4．10  8  N．D．   0．25 ± 8．027  H．D．   0．37 ±0．020   N．D．  

綾部市  H4．5，H4．10  2  0．25 ± 0．025  0．43 ± 0‘028  0．23 ± 0．023  0．40 ± 0．024   N．D．   

松 葉  舞鶴市  H4．9   3  ，096 ± 0．013  1．ら0 ± 0．028  0．12 ± 0．018  1．1± 0．025   H．D．  

口  0．61± 0．017  0．61± 0．017  0．25 ± 0．016  1．9 ±／0．030   N．D．   

宗  穎部市  H4．9                      宇治市  H4．6   口  H．D，   N．D．   N．D．   0．45 ± 0．071   H．D．   Bq／kg乾物  

加悦町  H4．8   口  0．48 ± 0．079  0．48 ± 0．079  0．56 ± 0．054  0．75 ± 0．076   H．D．   

牛 乳  都市  H4．5，H4．10  2  H．D．   N．D．   ポ．D．   P．074 ± 0．01g   N．D．   ＝拍／L  

舞鶴市  H4．7，H5．1  2  M．D，   N．D．   N．8．   P．078 ± 0．022   N．D．   

淡水産生物（フナ）   京都市  H4．12   d  ．087 ± 0．024  ．087 ± 0．024  N．D．   H．D．   N．D．   Bq／kg生   

日常食  ＝‘i  H4．6，H4．12  2  ．036 ±0．0084  P．057 ±0．0064  P．021±0．0038  P．094 ±0．0048   N．D．   Bq／人・日  

舞商市  H4．6，H4．12  日  ．024 ±0．0056  P．030 ±0．0068  P．021±0．0041  P．041±0．0041   N．p．   

海 水  舞鶴沖  H4．8，H5．2  山  2．4 ± 0．60  3．1± 0．71  2．8 ± 0．83  4．7 ± 0．72   N．D．  ⊆和Bq／L   

滞底土  雰衿沖  H4．8，H5．2  8  2．6 ± 0．33  3．3 ± 0．36  2．0 ± 8．56  4．0 ± 0．43   N．D．   さq／kg乾土   

さ ば   京都市  H4，11   口  0．15 ± 0．012  0．15 ± 0．012  0．1g ± 0．010  0．23 ± 0．016   N．D．  ∈Bq／kg生  

‡  山  0．14 ± 0．026  0．23 ± 0．026  8．17 ± 0．021  0．30 ± 0．020   】  
さざえ   舞病沖  H4．6   3  、封．D．   P．072 ± 0．020   ■  ● －；    ● ●   N．D．  

なまこ   舞鶴沖  H4．4  3  H．D．  N．D．  Ⅳ．D．  P．056 ± 0．814  N．D．  

顎  舞鶴沖  H4．4   N．D．   N，D．   N．つ．  P．054 ± 0．017  N．D．  

ほんだわら  舞鶴沖  H4．4，H4．10  山  NニD．   N．D．   N．D．   0．20 ± 0．044   N．D 

Ⅴ 空間放射線量率測定結果  

池 場所   モータリングポスト（nGy／h）  一へ◆イメー   

舞鶴市吉坂  舞鶴市倉梯  綾部市  

測定年月   
平成4 4月  田  76  田  34  ▲l  田  41  田  43   舞鶴市大山                   、、直   ヽ      ヽ  nGyh                       83   

5月  ⊆ 29  50   31  田  四  36  41  ．62  田  田   
6月  田  田  田  田  田  田  田  田  44   
7月  田  団  田  田  田  田  41  田  44   90   

8月  30  田  田  田  49  34  41  58  田   田   

9月  30  68  田  田  田  函  41  64  43   
10月  29  57  田  田  94  田  41  田  田   88   

11月  田  田  田  田  95  田  41  81  45  98   

12月  田  田  田  田  田  36  40   71  44   
ヽ ′  

2月  田  83  田  田  四  36  37   83  田   93  

3月  四  田  田  田  田     64  43  
年 間 値  田  田  幽  26  田  36  37   104  44   田   

去3年間の値  田  田  田  28  94  37  37   四  田   
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Ⅶ－27 大阪府らこおらナる放射台巨調査  

大阪府立公衆衛生研究所  

渡辺 功  肥塚 利江  

田村 幸子  

1 緒 言  大阪府における平成4年度放射能調査結果について報告する。調査は、  

定時降水について全ベータ放射能測定、その他の試料については、ゲルマ  

ニウム半導体検出器による151Ⅰ、157c s及び40K等の測定を行った。ま  

たモニタリングポスト及びシンテレーシぎンサーベ イメータによる空間線  

量率測定を行った。なお、分析確認事業の測定（標準試料：寒天・模擬牛  

乳・模擬土壌、分割試料：土壌・牛乳・ダイコン）も行った。  

2 調査の概要   

（1）調査対象  大気浮遊じん、降水（定時）、降下物、上水（原水・蛇口水）、  

土壌、精米、野菜（タマネギ・ダイコン・ホウレンソウ・キャベツ）、  

牛乳（原乳・市販乳）、日常食、海水、海底土、海産生物（サバ）の各種  

試料及び空間線量率測定（モニタリングポスト：1地点、シンテレーシぎ  

ンサーベ イメータ：5地点）である。測定件数、合計536件。  

（2）測定方法  平成4年度放射能測定調査委託実施計画書に準じて行った。  

（3）測定装置   GM計数装置：アロカ製TD C－501型  
ゲルマニウム半導体検出器：東芝；IGC－1619S型  

モニタリングポスト：アロカ製MAR－11型  

シンチレーションサーベ イメータ：アロカ製T C S－151型  

（4）調査結果  定時降水の全ベータ放射能測定結果（6時間値）を表Ⅰに示す。  

異常値は認められなかった。環境及び食品試料中の131Ⅰ、＝7c s及び  

40Kの測定結果を表Ⅲに示す。上水（原水及び蛇口水）試料の一部に、昨  

年度と同様、微量の131Ⅰが検出された（ND ～1．1mBq／L）。その他の試  

料に異常値は認められなかった。モニタリングポスト及びシンチレーショ  

ンサーベ イメータによる空間線量率測定結果にも異常値は認められなかっ  

た（表Ⅲ）。   

平成4年度の大阪府における放射能調査結果は、昨年度とほぼ同様の結  

果であり、人工放射性物質の新たな環境への放出は無いことが確認された  

昨年度に続き今年度も上水試料の一部に微量の1SlIを検出したが、飲料  

水の摂取制限に関する指標の絢1／105 のレベルであり、府民への健康影  

響はない。  

3 結 語  
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Ⅰ 定時降水中の全β放射能調査結果  

降  水 の 定 時 採 駁   （定時降水）  
採取  

降水量  放射能鳩度（Bq／り  月間  

年月  降下量  
（mm 測定数   最低値   最高値   （MBq／km2）  

平成 4 年 4 月   180   ND   ND   

同  5 月   203   

同  6 月   160   N□   ND   

同  7 月   137   7   ND   N【〕   ND   

同  8 月   124   ND   ND   

同  9 月   7   ND   ND   ND   

同 10 月   143   7   ⅣP   1．3   Z．i   

同 11月   89   6   ND   ND   

同 12 月   85   ND   

平成 5 年1月   52   8   ND   ND   

同  2 月   59   4   NO   3．0   15．0   

同  3 月   iO4   ND   ND   ND  

年  間  値   1408   85   ND   3．0   ND～15・0 

前年度ま での過去 3 年間の値  274  …  l．5   ⅣD一～52 
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Ⅲ ゲルマニュウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  137  

平成4年度  前年度まで  その他の  

試 科 名   採取場所  採取年月   体  過去3年間の値    検出された  単位  

人工放射性核種  

数  

大気浮遊じん  大阪市  4．4′｝5．3  田   ND  ND   ND  mBq／m5   

降下物  大阪市  4，4 ～5．3  12   ND   ND   0．056  附Bq／kM2   

陸  ND  ND   ND   ND  151I：0．5”1．1   

水   大阪市  4．6，4．12   2   ND  ND   mBq／】  

蛇口水  

守口市  4．4 ～ 5．2  ロ   ND  ND   N【）  1う11：N口～1．1   

8．7  3．5   5．8  れBq／kg乾土  

土  

260  150   280  MBq／km2  

2．2  3．0   6．8  mBq／kg乾土  
壌   

400  630   940  MBq／km2   

精米  大阪市  4．11   ND  ND   0．076  Bq／kg精米   

大 根   大阪市  4．11   N口   0．058  
野  

ホウレン草  大阪市  4．11   ND  

菜  タマネギ  熊取町  4．7   ND   ND  
Bq／kg生  

キャベツ  熊取町  5．1   N8  

牛  能勢町  4．5 一－5．1  ロ   1Ⅷ  ND   ND  
Bqハ  

乳   大阪市  4．8，5．1   2   ND   0．06  0．16  

寝屋川市  4．8，5．12  2  0．042  0．052   0．045  0．104  Bq／人・日  

日常食  

大阪市   4．6，5．12  0．075   0．035  0．099  Bq／人・臼   

海水  大阪港  4．8   ND  ND   mBq／l   

海底土  大阪港  4．8   5．3  4．8   7．6  Bq／kg乾土   

海  大阪市  4．11   0．17  0．18   0．22  
産  

生  Bq／kg生  
物   
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Ⅲ 空間放射線量率測定結果  

モニタリ ングポスト（CP5）  サーベイ メーク（nGy／h）  
測定 年 月  

最低値  最高値 平均値  当所中庭  大阪城公園  熊取町3地点   

平成4年 4月   13．0  17．0   13．9   100．1  64．4   

同   5月   12．9  16．0   13．9   86．1  66．1   

同  6月   13．0  16．6  13．7   92．6  67．2   

同  7月   13．0  16．3  13．8   89．4  65．1  51．167．5   

同  8月   12．7   ‖．9  13 94．3  68．0   

同  9月   2．9   16．5  13．8   92，0  62．6   

同 10月   12．9   15．9  13．8   84，1  68．4   

同 11月   13．0   22．2  14．1   83．4  67．5   

同 12月   13．0   18．0  14．1   86．4  61．5   

平成5年1月   13．0   18，2  14．1   88．8  62．9  54．1一－65．8   

同  2月   13．0   19．1  14．1   91．7  62．4   

同  3月   13．0   16．4 13．9   87．9  59．3   

年 間 値   12．7   22．2  13．9   83．4・－100．1 59．3～68．4  51∴巨－87．5   

前年度までの  
過去3年間の値   12．5   23．9  13．9   90．9一－106  59．2～69，8   50．3～77．6   

－234－   



Ⅶ－28 兵庫県Iこお【ナる故老寸肯巨富周査  

兵庫県立衛生研究所  

様相公郎 寺西 清  

1．緒言   

前年にひき続き，平成4年度に兵庫県が実施した科学技術庁委託による放射能   

測定調査結果について報告する．  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

定時採取した降水，大型水盤による降下物，大気浮遊塵．上水（蛇口水）  

土壌，日常食，牛乳（生産地）．野菜（生産地），米（生産地，消費地）  

海産生物（いかなご．生産地）．空間線量率  

（2）調査方法  

試料の前処理，全ベータ放射能測定串よび核種分析は，主として科学技  

術庁のマニュアルに従って行った．  

（3）測定機器  

アロカ L B C452  

富士電気 N H S710  

日本原子力事業 高純度ゲルマニウム半導体γ線波高分析装置  

アロカMAR－15  

アロカTC S－166  

3． 調査結果  

表1に示すように，定時採取による降水の全ベータ放射能は平成3年とほ  

ぼ変わらず特に畠常備は認められない．ゲルマニウム半導体γ線波高分析  

装置を用いた137csの測定値を表2に示す．137csは土壌，海産生物，日常  

食で検出されたが平成3年度と比べて差は認められなかった．また表に示  

さないが全ての試料について40Kは前年度と比較して特に変化は認められ  

なかった．その他131】など他の人工放射性核種は認められなかった．空  

間線量率について，1mm鉛遮蔽サーベイメータによる測定は過去3年の値  

と比べて変化はなかった．さらに1mm鉛遮蔽板方式とエネルギー補償型サ  

ーベイメータによる方法はぼ変わりがなかった．一方モニタリングポスト  

による測定値は6月から低くなった．これは図1に示すように隣接地に鉄  

骨コンクリートパネルの2階建ての建物が建てられ，その工事期間などを  

考慮すると隣接地の新しい建物の遮蔽効果によるものと考えられる．なお  

モ＝タリングポストの検出器は3階建て庁舎の屋上に設置している．  
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表1定時採取による降水の全ベータ放射能（神戸市）  

採取   降水量   降水の定時採取（定時降水）  

年月   （mm）   放射能濃度（Bq／L）  月間降下量川Bq／km2）  

測定数  最低値 最高値   

1gg2．04   101．4   ‖   N．D．  N．D．  

1g92．05   119．5   ‖．D．  2．9   3．6   

1gg2．06   113．9   N．D．  H．D．  

19g2．07   97．5   N．D．  N．D．  

19g2．08   208．3   ‖．D．  N．D．  

1g92．Og   103．8   N．D．  0．g   10．3   

19g2．10   9g．ヰ   N．D．  H．D．  

1gg2．11   3了．2   N．D．  H．D．  

柑g2．12   101．4   N．D．  N．D．  

1g93101   41．8   N．D．  N．D．  

19g3．02   63．g   H．D．  N．D．  

1993．03   85．2   N．D．  H．D．  

表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

試料名  採取場所採取年月   検  137cs  過去3年の値  その他検出  単位  

体  

数   放射性核種   

大気浮遊塵神戸市 92．04－93．03  口   N．D． N．D． H．D  H．D．  mBq川3   

豊岡市 92．04－g3．03  口   N．D． H．D． N．D  N．D．  mBq／‖3   

降下物  神戸市 g2．04－93．03  田   H．D． ‖．D． N．D  O．13  ‖8q／km2   

蛇口水  神戸市 92．06，g2．12  国   N．D． N．D． N．D． N．D．  mBq／l   

土壌0－5cm加西市92川8  1  19 19 32 47  Bq／kg幸乞土  

0．g O．91．51．7  GBq／km2  

土壌5－20cm加西市g2．08  1  17 17 3．5 4．g  Bq／k皇妃土  

1．3 1．30．30．5  GBq／km2  

生産地米加西市92．11  1  N．D．H．D．N．D．N．D．  Bq／kg精米   

消費地米 神戸市 92．11   1   N．D． N．D． N．D． N．D．  Bq／kg精米   

大根  加西市 92．11   1   軋D． N．D． N．D  N．D  Bq／kg生   

椚レン草  加西市 92．11   1   N．D． N．D． N．D  N．D  Bq／kg生   

牛夢卜   三原町 92・08月3・02  国   N．D． N．D  ＝．D  O．09  Bq／t   

日常食加古川市92．06，92．12   32  42 28 67  mBq／人日  

浜坂町92．05，g2，11  

海産生物明石市g2．04   1  98  98 72130  mBq／kg生   

－236－   



表3一  空間放射線量率測定結果（神戸市）  

測定年月   モニタリングポスト（cps）   サーベイメータ（nGy／h）  

最低値  最高値  平均値   1mm鉛遮蔽板方式エネ腑－、一補正型  

柑92．04   16．4  20．8  17．1   93．  99．   

1g92．05   16．5  20．1  17．2   97．  101．   

1g92．06   14．9  19．0  16．2   97．  97．   

19g2．07   15．0  19．2  15．9   99．  104．   

1g92．08   14．9  18．7  15．6   97．  102．   

1992．Og   15．1   18．6  15．8   95．  101．   

1gg2．10   15．3  17．8  15．9   97．  g7．   

1gg2．11   15．2  20．0  16．0   92．  101．   

1gg2．12   15．2  24．5  15．9   93．  9g．   

19g3．01   15．3  19．4  16．0   94．  97．   

19g3．02   15．4  20．2  16．0   94．  100   

19g3－03   15．1   18．6  15．8   94．  川2   

年間値   14．9  24．5  16．1   92－g9  97－104   

前年度までの  15▲8  24．5  16．9   92－102   

過去3年の値  

国1工事期間中の空間線量率の変化  

1 6 11 lt6 21 26 31 5 10 15 20 25 30 5 10 15 20 25 30 

5月  6月  7月  
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Ⅶ－29 奈良県iこお古ナる放射骨詮議同査  

奈良県衛生研究所   

岡田 作，中山 義博  

1．緒   

前年度に引続き、奈良県において平成4年度に実施した科学技循庁委託による環境  

放射能水準調査の結果を報告する。  

2．調査の概要  

（1）訴査対象  

定時降水の全β放射能。大気浮遊じん，降下物，土壌，陸水，牛乳，精米，野菜規   

日常食及び茶の核種分析。空間放射線真率  

（2）測定方法  

試料の前処理，全β放射能測定，核種分析及び線量率測定は、科学技術庁の「放射   

能測定調査委託実施計画書」「全β放射能測定法」「Ge半導体検出器を用いた機鶉   

分析方法」等に従って実施した。  

（3）測定装置  

全β放射能 全βGM自動測定装置（アロカJDC163型）  

γ核種分析 Ge半導体核種分析装置（東芝MIGIGCl．619S型）  

空間線量率 NaI（Tl）シンチレーションサーベイメータ（アロカTCS－】．51型）  

モニタリングポスト（アロカ MAR－15型）  

（4）調査結果  

定時降水の全β放射能を表1に示す。異常憎は言忍められなかった。  

γ核種分析による1？7cs分析結果を弟2に示す。降下物、＿七壌，茶，日常食で   
1つ7c与が検出された。  

空間放射線量率は義3に示す。異常憶は認められなかった。  

3．結  

いずれの調査項目においても前年度とほぼ同程度の傾を示し、特に異常な憤は認  

められなかった。  
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表1  定時降水試料申の全β放射能調査結果  

降水の走時採取 （定時降水）  
採  取  

降水量  放射濃度（Bq／1）  月間降下量  

年  月  ‘醐2’  

（Ⅷ）  

平成4年4月   164．3   ND  ND   ND   

5月   268．1   7   ND  ND   ND   

6月   200．3   8   ND  ND   ND   

7月   181．9   7   ND ⅣD  ND   

8月   218．7   10   ND   ND  ND   

9 月   92．1   7   ND   ND  ND  

10 月   121．7   7   冊   ⅣD  ⅣD  

11月   76．D  7   ND   ND  ND   

12月   98．6   7   ND  ND   

平成 5年 1月   120．8   7   ND  ND   

2 月   60．0   5  ND  ND   

3 月   144．0   5   ND   ND  ND 

年  間  侶   1746．5  88   ND  ND  

前年度までの過去3年間の傾  213   ⅣD   4．3  ND ′｝ 39   
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表2 ゲルマニウム半導体故山希による核種分析瓢定訳査結果  

137cs  前年度までの  

試料名  採取場所   過去3年間の侶  

数  

大気浮遊じん  奈良市  4．4′｝5．3  田  ND  ND   ND   ND  mBq／m3   

降下物  〝   〝   12  ⅣD  0．08   ND   0．11  〃Bq／血2   

陸水（蛇口水）    寮良市  4．6，12   ND  Nt）   ND   ND  皿Bq／1   

5．1  4．4■  5．4  8q／短乾土  

土  4．7   

280  HBq／h2  

嚢  4．1  5．4  
5 － 20（刀   〝   4．7   

710  MBq／血2   

精米  檀原市   4．10   1 ND ND  ND   ND  Bq／地帯米   

野  根   橿原市   4．12   1 ND 剖D  ND   ND  
Bq／k生  

菜   4．12   1 ND ND  ND   ND  

茶  奈良市   4．6   2 ND 0．25    0．31  1．99  Bq′蛸物 

牛乳  大宇陀町  4．8，5．2  田  ND   ND  ND   ND  Bq／1  

橿原市  4．6，11   0・020  0．071  
日常食  0．023  0．084      Bq／人・日  
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表3  空間放射線羞率河定結果  

モニタリングポスト （cps）     サーベイメータ  
河  鹿  年   月  

最低値   最高値  平均憎   （汀Gy／h）  

平成 4年  4月   17．8  21．8   18．4   53  

5 月   17．7  21．7   18．5   57  

6 月   17．7  21．4   18．4   56  

7月   17．8  21．8   18．5   51  

8月   17・鱒  21．9   18．3   59  

9月   17・8 1・7  18．8   68   

lO月  17．9   20．1  18．6   55   

11月  17．9   24．7  18．8   56   

12月  17．8   23・6 18・7  56  

平成 5年 1月  17．9   23．6  18．8   58 

2、月  17．9   21．  18．8   56  

3 月  17．8   21．4  18．5   54 

年   間   侶  17．6   24．7  18．5   51～68  

前年度までの過去3年間の侶   17．2   28．4  18．4   49～67  
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Ⅶ一30 葬口歌山少罠jこおiナる放射甘巨柵査  

和歌山県衛生公害研究センター  

内田藤三 有本光長 島申哲也   

前島 徹 角田町代 官本邦彦  

1． ♯  音  

前年度に引き続き、平成4年虔科学技術庁妻託による放射能測定措共について報告する。   

2・． ★ 董 の ♯ ≠   

（1）★董対象  

陣水（全β判定）、大気淳遥鷹、陣下物、姫口水、日常え土壌、各種食品（牛乳、八州イ、大   
根、アシ∴米）の核種分析、および空間繍農率嘲定を行った。  

（2）槽定方法  

試料の鋼製および測定方法は昭和58年科学技術庁縞「環境試料採取法J、昭和51年改訂   
r全β放射能測定法」、平成4年rGe半導体検出掛こよるガンマー線スベタトロメトリー」に従った。  

（3）測定禁書  

Ge半導体娩出肴（米国キャンベラ社製 PLUS－35シリーズ型）  
低バックグランド全β放射能測定装置（アロカ社製 LBC－452U型）  
γ線シンチレーションサーベイメータ（アロカ社製 TCS－131型）  
モニタリンダポスト（アロカ社製 MAR－11型）   

（4）★套結果  

表1に定時陣水試料申の全β放射能測定結果を示した。その結果定時降水の全β放射能測定値は前   
年度と同様でN．Dであった。また義2に帝境試料申の核種分析について、ゲルマニウム半導体検出券によ   
り測定した結果、土壌、野菜、日常食、魚難でlさ7csが検出きれたが、平成3年虔の全国平均償「福嶋浩人   
ら、欝34国環境放射能椚査研究成果輸文抄録集（平成3年虔）P39～P42」と比叡すると、日常食、魚精髄   
同程度で土讃は、平均償より下まわった。空間線塵串測建結果濫ついては、表3に示したが、39．0～51．8   
nGy／hであり前年度と同程度であった。   

3． 結 語  

今年度の調査結果は全て異常億は検出きれなかった。  
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表1定時降水試料中の全β放射能測定結果  

i  降水の定時採取（定時降水）  

採取年月   降水量  放射能膿度（8q／り  降下量  
（mnl）   

（呵′Km2）     測定赦  

平成4年 4月  180．5   N D   N D   

5   253．0   N D   ND  N D   

6   124．0   N D  ND  N b   

7   81．．5   6   N D    ND n  N D  

8   128．5   7   ND  

9   87．5   5   N【〉  

10   108．6   3 N D   N D  ND  

132．2   4   N D  / ND ND  

12   21．2   2   ND  N D   N D   

平成5年1月  17．0  ‖  u ND    H D   N D   

2  77．2さ  3  ND‡  N D   

3   68．2   3  ND   ND   H D   

平均年間値  105．0  N【）   ND   ND   
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義2 ゲルマニウム半導体検出舅引こよる核種分析測定結果  

その他の検出  

試料名  採敢場所  採取年月  機体数   13Tc5  きれた人工放  
放射性機■  単 位  

最 低 慮  三ニ ：三   

大気浮滋慶   和歌山市   3ケ月毎  ロ   ND   ⅣD  ■的／■3   

陣下物  〝   f≠  ＝   ND   ND  1Bq／Kn2   

由水（地口水）   新宮市  ∫ ／ 927931   MD   ND  叫／1   

土  1gg2 7   3．9  Bq／kg乾土  

旦   19g2 7   1．1  的／kg乾土   

精 米  〝   19g211   ND  恥／板生   

野  〝   1gg211   ND  

〝   
Bq／Ⅹg生  

菜   1g！ほ11   0．08  

牛乳（市販乳）  〝   ノ ′ 9279211  田   ND   ⅣD  Bq／1   

日 常 食   和歌山市  ′927′g211  田   0．Og   0．15  8q／人・日  

古座町  J927′9211  田   ND   0．14   

魚類（アジ）   新宮．市  19g211   0．20  Bq／托g生   

轟3 全問放糊豊中測尭結兼  

モニタリングポスト  （c押）    サ・√イメーI  

測定年月  
最低債  最高個  平均値  （nGy／hr）   

平成4年 4月  13．5   20．0   14．9   48．5   

5   13．0   21．5   14．烏   41．1   

6   13．5   17．5   14．8   43．2   

7   13．5   20．0   15．0   39．0   

8   13．5   17．5   14．8   3g．1   

9   13．5   19．5   14．9   47．8   

10   13．0   16．7   14．7   47．5   

11   13．0   18．0   14．4   48．5   

12   12．5   17．0   13．9   50．4   

平成5年 1月  13．0   17．5   12．9   44．9   

2   13．1   19．0   14．7   51．8   

3   13．0   18．1   14．5   43．9   

年 間 価   12．5 ～  21．5  39．0～51．8   
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Ⅶ－31．鳥取県をこお古ナる放射青詮調査  

鳥取県衛生研究所  

山田掩平 坂田裕子 棄村幸子  

洞嘩和徳 佐藤 白  

1．緒言  

鳥教具において平成4年度に実施した、科学技術庁委託による  
放射能訝査の結果について報告する。   

2．訪査の概要   

1）訪査対象  

定時降水、 

、 

土壌および空間線量率   

2）測定方法  
科学技術庁縞「全べ 

放射能灘違法シリーズおよび「平成4年度放射能測定妻託実施  
計画書」に基づいて行った。   

3）測定装置  
・全ベータ放射能測定‥・GM計数装置（ÅLOKA TDC－103）  
さ核種分析‥・Ge半導体検出器（ORTEC GE門－15180－P）  
・空間線量率測定‥・サーベイメータ（ALOKÅ TCS－15り  

モニタリングポスト（軋OKA 舶R－11）  

緒
碍
年
乳
な
 
 

査
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例
年
れ
 
 

訝
、
ノ
で
1
ノ
さ
 
 

、
ノ
ァ
 
 
ィ
 
 

4
 
 

呆
障
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中
 
 

㌢臥責務果を表互に弄す。検出数は17珂  の
で
 
 

全
あ
ー
 
 

、
，
＼
 
 

√
 
 
 り、冬季に多く論出される傾向も変わらない。  

のエー131分析結果を義正に示す。全試料とも検揖  

芳ゝった。   

ウ）G e半導体検出器による核線分析結果を表Ⅱ＝こ示す。降下物、  

ほうれん葺、牛乳、日常食、およびさばから≡∵【 c・Sが娩出さ  

れたが昨年と同レベルであった。  

結果を表n7に示す。 ニ）空間線量率浸好走 昨年と比べ大きな変動は  
フ芸ヨ1つた。  

つ   
し」勺  

鳥表具における放射能調査結果をま、平成4年産も過去の訝査結果   
と同程度のレベル内であった。  

－245－   



Ⅰ建噂障水試料申の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  

採取l  
降水量  放鱒能濃度（Bq／1）  月間降下量  

年月   2  

（mm）  測建数   最低値   最高値   

平成4年 4月  126．0   10  ND   1．5   6．1   

5月   89．5  

6月   51．5   ND   ND   ND  7j  ND   fNDf NDl      4  

7月  162．6   6   ND   NP  ND  

8月  112．7   8   ND   ND   ND   

9月  67．3  6  ND  ND  ND  

10月  9  ND   円    n  

］．1月  154．6   7   ND   2，6   6．0   

l 11   3．5   169■Ol   

13  ND   2．9   19・6l  

2月  137．3   13   ND   2．9   88．3  

3月  11   ND   2．0   32．8   

年 間憎   ユ606，8  105   ND  3．5  ND～169   

t 

前年度までの過去3年間の値   379 
】  

ND 
】   

7・3  ND～229 
1   

Ⅲ 牛乳ヰの1う1．Ⅰ分析結果  
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Ⅲ Ge一半導体検出器による核種分析調査結果  

” ミ  山  
i  ！  

t  

過去3年間の■憎  

試料名  採取場所  採叔年月  件体数  ，．L  

】  最低値  

大気浮遊じん  鳥取市   掴．4～H5．3   汀朗′佃   

降下物  鳥取市  掴．4～胎．3  四  d．109  MBq／X爪2   

建  掴．6  mBq／£   

水  H4．12 
】  

2．18  2．95  Bq／也乾土  

土  

咽／血2  

Z．57  ：．さ〕  Bq／短乾土  

壌   

田  405  MBq仙2   

精 米  鳥取市   掴．12   Bq／転生   

野  岩美郡国府町  H4．12   欄   Bq／転生  

旺‖   
l菜l   此  ！   

FO・061  iO・091  ＋＋・÷†二  【   lBq佃生】  

㌃ ざ  。．18。   
Bq／史   

＋＋I＋＋＋＋  0・111l  Bq／人・日   
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Ⅳ 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ も  

測 定 年 月 日  

最低値   最高侶   平均値   （nG 

平成 4 年 4 月   13．4   20．3   15．0   95．1   

5 月   ユ3．7   20．7 H  15．0 m  93．4  

月   13．9   19．、8   15．4   92．7  i  

】  

i  
7月   13．8   19．0   15．6   99．6   

91．9  19．2   14．1  

93．0  22，8   14．4  

93．7  23．0   13．9  

93．0  33．5   13．6  

12月   131、．0   24．2   15・7 も  89・9  

平成5．年1月   13．5   29．6   15．5   90．0   

2 月   13．5  33．5  ユ5・8  93・4 

i  

3月   13．5   22．1   15．1  89．1   

年  間  憎 ユ3．0   33．5   15．4  89．1へ′99．6   

前年度までの過去3年間の値   9．0   31．0  15．6  75．7～100   

f  
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Ⅶ－32 島根県をこおをナる放射青白声固査  

島根県衛生公害研究所  

藤井幸一、寺井邦雄、江角周一、吉岡勝広  

山本春海、五明田季  

1．緒 言  

平成4年度に島根県が実施した科学技術庁委託の環境放射能水準調査結果及び原子力   

発電所周辺の環境放射能調査結果の概要を報告する。  

2．調査の方法  

（1）調査対象  

ア．科学技術庁委託環境放射能水準調査  

定時降水、降下物、上水、土壌、精米、野菜、牛乳、日常食、海水魚、空間線量率  

イ．原子力発電所周辺環境放射能調査  

空間積算線量、空間線量率、浮遊塵、降下物、陸水（水道原水、蛇口水、池水、河  

川水）、海水、植物（松葉）、農畜産物（精米、大根、ほうれん革、キャベツ、茶、  

牛乳）、海産生物（かさご、なまこ、さざえ、むらさきいがい、あらめ、わかめ、  

ほんだわら類、岩のり）、陸士、海底土  

（2）測定方法  

測定は、「平成4年度放射能測定調査委託実施計画書」、「平成4年鹿島根原子力発   

電所周辺環境放射能等測定計画」及び科学技術庁編各種放射能測定法シリーズに準じて   

行った。  

（3）測定装置  

測 定 区、分  使  用  機  串   

全 β 放 射 能  低バックグラウンド2冗ガスフロー計数装置   

核  90s r  

種  3H  低バックグラウンド液体シンチレーション計数装置  

分  そ の 他  Ge検出器付き4000チャンネル波高分析装置   

析  

空  線  モニタリング  米原発監視：DBM回路付き 3”¢球形NaI：Tl検出器   

間．  委託調査：1”¢×1”NaI：Tl検出器  

腺  

量   積 算 線 量  熱ルミネッセンス線量計  

＊：末次、大声は、2”×2”¢NaI：Tl検出器  

（4）調査結果   

ア．全β放射能  

定時降水の全β放射能の測定結果は、前年度と比較して濃度・降下量ともほぼ同程  

度であった。   

イ．核種分析  

核種分析の結果、ほとんどの環境韓料から核実験によるものと思われる137c sが  

検出された。また、一部の試料については90s r及びトリチウムの分析も行ったが、  

一般環境中の濃度レベルであった。131Ⅰはいずれの牛乳からも検出されなかった。   

ウ．空間放射線  

年間積算線量は、県下で0．497～1．061mGyであり、平均は 0．682mG yであっ  

た。モニタリングポスト及びサーベイメータによる線量率の測定結果も合わせて前年  

度と同程度であった。  

3．結 語  

平成4年度の島根県下の環境放射能調査結果において、核種分析からは以前の核実  

験の影響が見受けられたが、全体としては前年度と同程度のレベルであり、特異な傾  
向は認められなかった。  
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Ⅰ．定時降水試料中の全β放射能調査結果  

採  取 降 水 の 定 時 採 取（定時降水）  

降水量  放 射 能 濃 度（Bq／8）  月間降下量  

年  月  （mm）                     （MBq／昆）    測 定 数  最 低 値  最 高 値   

平 成 4 年  4 月   119．3   Ⅰ．55   16．80   

5 月   83．6   0．93   2，18   

6 55．5   1．27   1・て8   

7 月   74．4   ‖  0．72   4．71   

8 月   197．8   2．20   3．08   

9 月   122．l   0．33   16．d6   

10ゝ月   90．8   1．12   9．55   

ll 月   106．0   l．34   25．jl   

12 月   ‖0．丁   1．91   68．31   

平 成 5 年 1月   134．9   2．62   35．38   

2 月 108．2   2．55   76．04   

3 月   54．4   1．31   19．04   

年  間  値   1287．7   150  2．62  1．78 ～ 76．04   

前年度までの過去3年間の億  5．54 ♯  一  ～ 97．92   

一：検出限界値未満を表す ‡：2日間分の値  

Ⅱ．放射化学分析結果  

90s r  

試  料  名   採 取 年 月  検 体 数  
単  位  

土 壌  0～5cIコ   ’92．7   164   か‖   50 ～175   Bq／ポ   

植物（松葉）  ’92．7，10   0．62   17．6   0．53 ～10．2   Bq／kg生   

ほ う れ ん 葦  ’92．ト2   0，08   0．38   0．10 ～0．57   

茶  ’92．5   0．66  0．75 ～1．15   

海  水  ’92，4   2．d   3．8   1．3 ～6．2   mBq／£   

海産  － ～0．03d   

さざえ（内牌）   Bq／kg生  

生物   

－ ‥ 検出限界値未満を表す  

Ⅲ．トリチウム分析結果  

トリチウム  
試  料  名  採 取 年 月  検 体 数  単   位  

月  間 降 水  ’92．ト’93．3  ′ 24   0．23   l．02   0．1l－1．39   Bq／L   

河   川   水  ●92．6－’93．3  四   0二55   0．91   0．43 －1．35   

表 層 海 水  ’g2．4，10  皿   0．09   0．37   0．10 － 6．66   

池  水  ’92．6．12   0．78   l．16   0．41－1，12   

水 道 源 水  ’92．6，12   0，91   1．28   0．33 －1．35   

水 道 管 未 水  ’92．9   0，8苔  0．58   

－250－   



ⅠⅤ．ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

＊  採取  137cs  前年度までの過去  

試 科 名  採取場所  体  3年間の値  された人工  単  位  

年月   

大 気 浮 遊 塵   松江市l  

鹿島町2   0．009  mBq／ポ   

降  下  物   松江市1   ロ  0．1dg  0．148  MBq／適月   

陸  

浜田市l   

蛇口水  松江市l   mB勺／b  

水   淡 水  鹿島町l  ’92．6  ロ   
上 水 原 水  松江市2   ’92．6 －92．12  ロ        l．25           ロ  田        0．19  

0．80  

0一－  5cm   鹿島町3  2．06   39．44  2．5＄  63．09  Bq／短・鼻乾土  

土  三瓶町∴l  ’92．7  ロ  M銅／昆  

壌                                           5～2 0cm   鹿島町1  0．55  15．29  Bq／k・踊土  5．28   27．‖  
三瓶町l   M8q／撼   

精  米  松江市l  

鹿島町1   0．10  0．11  Bq／短・持兼   

大  根（根）  鹿島町2  

野  三瓶町l   0．69  0．12  

ほ う れ ん 革  鹿島町 2  ’92．12  ′ 2  0．13  Bq／k・生  

菜  0．36  0．0、5         キ ャ ベ ツ  鹿島町 2  ’g2．5  6    0．03  
′ト  松  葉  三瓶町1  ’92．7  口   2．85  

茶  鹿島町i  ’92．5  口   0．06  0．08   0．27  Bq／b・生   

鹿島町2  

松  葉  松江市1  

三瓶山1  1．17  2．61  Bq／短・生   

隠岐1   

牛  乳  斐川町l  

鹿島町1   0．12  0．10  Bq／短・生   

日  常  食  松江市1  

鹿島、鳥帥1   0．08   0．04   0．14  Bq／入日   

海  水  原発沖3  

原発放水口2   4．73  2．25   4．29  mBq／也   

海  底  土  原発沖 4  ’92．4，10  ロ  l．95  三．‖  8q／kg・開土   

か  さ  ご  原発沿岸1  

浜田市1  ’92．4  四  0．13   0．16   0．1d   0．23  

梅  0．02   0．‖  

さざえ（筋肉）  原発沿岸1  ’g2．4  0．07  

JJ（内臓）   →93．2   0．06  0．1l  

産  原発沿岸2  

むらさきいがい   美保関町l  

隠岐1   Bq／b・生  

生  ロ               ロ   ロ                  ’92．7，8  ロ        0．08     岩  の  リ  原発沿岸1  ’93．2  口  0．03  
わ  か  め  原発沿岸 2  ’92．4  田  0．08  

あ  ら  め  原発沿岸 2  、92．6  

物  －92，10  0．17  0．24  

＊：数字は地点数を表す  －：検出限界値未満を表す   
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Ⅴ．牛乳中のl＝Ⅰ分析結果  

斐川町  斐川町  斐川町  斐川町  斐川町  斐川町   鹿島町  前年度までの過  

採 取 場 所                   坂 田  坂 田  坂 田  坂 田  坂 田  坂 田   北 講 武  去3年間の値   

採 取 年 月 日  ’92．5．13  ’92．・7．23  ’92．8．27  ’92．10．21  ’92．11．19  ’93．2．23  ’92．4．卜’93．1．Ⅰ9  最低値  最高値   

放射能漬度（錮ハ）  

－：検出限界値未満を表す  

Ⅵ，空間放射線量率測定結果  

a．水準調査  

モニ タリ ングポスト（cp5）  
測  定  年  月  

サーベイメータ  

最 低 値  最 高 値  平 均 値   （nGy／h）  

平成4年  4月   11．0   17．3   12．3   67．2   

5月   11．2   16．1   12．0   67．4   

6月   11．3   15．3   12．5   70．1   

7月   ＝．」   16．2   12．3   66．5   

8月   1l，3   19．2   12．3   68．8   

9月   11．5   18．2   12．5   62．2   

10月   11，3   16．8   12．4   62．9   

11月   11．2   23．7   1Z．8   60．4   

12月   11．2   23．4   12．7   73．7   

平成5年  1月   11．3   26．0   12．7   68．8   

2月   ll．2   25．9   12．9   66．0   

3月   11．3   17．5   12．4   65．3   

年  間  債   ll．0   26．0   12．9   60．4 ～ 73，7   

前年度までの過去3年間の催   ＝L8   28．5   12．6   59．9 ～ 80．g   

b・原発監視モニタリングポスト  単位＝nGy／b  

地  点   最 低 値   最 高 値   平 均 値   

酉 浜 佐 陀   41．0   13て〉．5   53．＄ 

御  津   38．1   92．3   41．5   

古  浦   36．7   90，1   39．4   

片  句   40．3   96．0   43．2   

北  緯  武   30．8   91．5   37．0  

佐 陀 本 郷   24．2   87．0   28．8   

末 次   30．6   82．4   36．5   

大  声   33．7   95，0   37．2   

Ⅶ・空間放射線横幕線量  単位：mGy／90日  mGy／365日  

地  域  地点数  区  分  第1四半期  第2匹】半期  第3四半期  第4匹l半期  年 間 線 量   

平 均   0．166   0．168   0．167   0．172   0．682  

県下全域  40                 最 低 イ  0．115   0．119   0．126   0．128   0．497  

最 高   0．254   0／267   0．257   0．268   1．061   
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Ⅶ－33 岡山県をこお∈サる放身寸宙巨調査  

岡山県環境保健センター  

清水光郎 杉山広和 道康憲秀  

片岡敏夫 相木英二 森 思索  

1．緒  言   
岡山県において平成4年度に実施した、科学技術庁委託による環境放射能水準調査結果な   

らびに吉井川流域の河川水中ウラン濾度結果について報告する。   

2．調査の概要  
（1）調査対象  

降水（定時降水）、大気浮遊じん、降下物、陸水（上水）、土壌、精米、野菜類（大根   
ホウレン草）、牛乳、．日常食、海産生物（海水魚）等の放射能測定、空間放射線圭率測定  
及び河川水申のウラン測定の調査を待った。   

（2）測定方法   

全ベータ放射能測定、131Ⅰ測定、空間放射線量率測定及び核種分析測定は、科学技術   
庁絹「放射能滑走調査委託実施計画書」（平成4年度）、「全ベータ放射能測定法」（昭   
和51年度）、「ゲルマニウム半導体検出暑引こよるガンマ線スペクトロメトリー（平成2年   
度）に従った9ウラン分析は科学技術庁鮪「ウラン分析法」（昭和57年度）に基づいて行  
った。   

（3）測定装置  

食べ一夕放射能測定：GMカウンタ⊥（富士電機製NSH－2001型・NGMA12ロト1）  
131Ⅰ測定：ゲルマニウム半導体検出器（キャンベラ社製GC－1520）  
空間放射線皇軍測定：シンチレーションサーベイメータ（アロカ社製TCS121C．）  

モニタリングポスト（アロカ社製MAR－15）  
核種分析測定：ゲルマニウム半導体検出器（キャンベラ社製GC－1520）  
ウラン測定：分光吸光光度計（島津製UV－200S）   

（4）測定結果  

（イ）全ベータ放射能調査結果を表Ⅰに示す。定時降水は全て検出下限値未満で異常値は  
認められなかった。  

（ロ） 牛乳中の13⊥Ⅰ分析結果を表王王に示す。全試料とも検出下限値未満であった。   
くハ）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果を表uIに示す。大気浮遊じん、陸水  

（上水）、土壌、精米、野菜（大根、ホウレン草）、牛乳からは137Cs等の人工  
放射性核種は▲いずれも検出されなかった。また、降下物、日常食、海産生物からは  
137Csのみが僅かに検出されたが、全国の測定値（第33国環境放射能調査研究成  
果論文抄録集）と比べてほぼ同レベルの値であった。  

（ニ）ウラン分析結果を表Ⅳに示す。動燃人形時事業所周辺及び吉井川流域の河川水中ウ  
ラン濃度は、全地点とも検出下限値未満であり従来同様低い値であった。  

（ホ）空間放射線量率測定結果を表Ⅴに示す。モニタリングポストによる線量率、サーベ  
メータによる線量率は、前年度の測定値と比べて岡レベルの値であった。   

3．結  語   

岡山県における放射能調査結果は、過去の調査結果と同様低いレベルで異常値は認められ   
なかった。また、吉井川流域の河川水申ウラン濾度も従来同様低い値であった。  
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大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射磯部l査結果  （り   

ま平成4年4月ト 
’  

臥打 j    ⊇ N・D  lN．D   
f  

N・D   重        ］   

5月 き 94・9  田  ま N．D   が・D  卜 N．D  i  

6月 149・9■  事 7  ‡Ⅳ』 N．D   N．D  

7月   51．3   7   ．D   N．D   N．D   

婁  8月   149．4  13   N．D  ‖   N．D   軋D  

9月 葦 4   8   軋D  要  軋D  l  N．D   

10月■  童114・2   9   N．D   ．D   N．D   

11月   23．4   5   N．D   舛・O N．D   

12月   42・8   5 t     N．D   N・D ざ   N・D 

薯平成5年1月   55・3   6 
！   

が．D N．8   Ⅳ．D  

2月   36．8   4   N．D   軋D N．D  

3月 68．7   5 N．D   が．D   N．D   

年間値  922．7   89    N．D   軋D   N．D一－N．D   N．D・一 朗．D 

前年度ま間遠去3年羅紗値  297   N．D   N．D   N．D・－N．D   N．D 一－ N．D   

※計数値が計数誤差の3倍を下回るものについては「軋D」とした。  

‖り 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

盲採 取 場所  旭町  旭町  弓旭町  ぎ旭町  ．旭町  旭町  前年度押通去3年間）値  要採取年月 日  呈軋5・28  H4．7．28  H4．9．24  恒・11・叫  H5．1．25  H5．3．23  最低値  最高値  ぞ   

ぎ放射能濃度（Bq／1）  N．D   N．D   N・D   N．D   N・D ！N・D  N．D  司 N．Di   

※計数値が計数誤差の3倍を下回るものについては「軋D」とした。  
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ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定訳査結果  （ⅢⅠ）   

l   

事   
妻  

i   】  】  
u 離値室長高藤   L＋≡ 雪最低値書最高値 n  

q                     ＼夢（  

n  
N．D  一 札D 再．D  検出されず  

降下物  【岡山市  巨4・4～H5・3  12 H   N．D  u 亨0．粥4 H  いⅦい・D  検出されず   ．咄堅」   

岳  
l  円                       画上水蛇口水】   室 岡山市  桓．6鼎・12  2  N．D  」」璧  n 川 円   き 検出されず    伯 “ i  t  l 要       的場絹針  

富士   旭町！   ∈ 一日4．7   肝  ‡        】   出されず  い馳触2   

対．D     ≠   検出されず  Bq／kg里 …   

＼．U   検出されず  川 ぎ  

乳 き岡山市わ4・8，H5．2   田   N．D  ー N・Dl  f r   検出されず   さ   巨野i大 根  岡山市音H4．11’1    一               き薫きホウレン草 ぎ岡山市り軋11き1    ＋   ＋   M  E         牛  岡山市ト4・8，血11  2 N⊥D   8．875  －  l u   検出されず   Bq／人・8 要  

棟出されず   【  上寿原村ト4・6，H4・11  2！0・043iO・119！－    H   H  

l海産生物（軒ラ）  1年窓町妄H4．1iil   －   0．18   要   ‖  ー 検出されず  ；● 三   

※ 計数値が計数誤差の3倍を下回るものについては「軋D」とした。  

（Ⅳ）ウラン分析結果  

※過去の憶は前年度までの過去3年間の億  
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くⅤ）空間放射線畳率測定結果  

サーベイメータ   

…測定年月  
音  

最低値   最高値   平均値  （nGyル）j   

章平成4年 4月   ト18．0 き 24．0  g・0   71・0   

5月   18．3  － 24．7   19．1   飴．8   

6月   17・6 22・9  19．0   65．0   

7月   17．4   25．0   18．7   66．7   

8月  18．2  67．5   

9月  17．6   23．4   18．8   63．9   

10月   18．1   24．2   19．2   67．8   

11月   18．4   22．4   19．5   67．8   

12月  18．3   28.4 1 19.4 72．9   

平成5年1月 18．3   24・2  19・4  71．6  

2月   18．5   28．9   19．4   71．3   

3月   18．2   24．5   19．2   67．6   

至 年間値  18．5   20．1   19．1   63．9一－72．9   

穏Ⅷ過去3年細密  17．9   24．3   1g．5   57．5～74．1 
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Ⅶ－34 広島県¢こおヒデーる放射肯邑調査  

広島県保健環境センター  

穂下誠彦 借宗正男  

1．緒 言  

平成4年度に実施した科学技術庁委託による「環境放射能水準調査」の測定  

結果の概要を報告する．なお，本年度よりモニタリングポストによる空間放射  

線量率の連続測定を開始した．  

2．調査の概要   

1）調査対象  

降水（定時採水），降下物，大気浮遊料陸水（蛇口水，淡水），土壌，  

日常食，牛乳（原乳，市販乳），野菜（ダイコン，ホウレン草），精米，水  

魔生物（コイ，カレイ，カキ，ワカメ），及び空間放射線皇率．   

2）測定方法  

試料の採取及び調製は「平成4年度放射能測定調査委託計画吾」に基づい  

て行った． 又，測定方法は，科学技術庁編「全べ一夕放射能測定法（昭和  

51年改訂」及び「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法（昭和54年  

改訂）」に従った．   

3）測定機器  

GM計数装置：アロカ社製 TDC－511型  

Ge半導体検出器：セイコーEG＆Gオルテック社製 GEH15180P型  

シンチレーションサーベイメータ：アロカ社製 TCS－151型   

4）調査結果  

定時採水試料中の全べ一夕放射能調査結果を表1に，空間放射線皇率測定  

結果を表2に，ゲルマニウム半導体検出器による核種分析謝定結果を表3に  

示した．  

3．結 語  

本年度に行った全ての調査項目について平常時のレベルにあり，特に異常  

な値は観測されなかった．  
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表1 定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果  

降水量  

採取年月  （HBq／血2）  

（mm）   

平成4年4月  、104．6   9   ⅣD   ⅣD   ⅣD   

5月   84．7   8   ⅣD   2．00   3．99   

6月  103．0   6   ⅣD   2．16   63．0   

7月  125．6   5   ⅣD   ⅣD   ⅣD   

8月  260．0  四   ⅣD   ⅣD ⅣD   

9月   77．0   6   ⅣD   ⅣD   ⅣⅠ）   

10月   61．6   4   ⅣD   ⅣD   ⅣD   

11月   46．8   7   ⅣD   ⅣD   Ⅳ工）   

12月   62．8   6   ND   ⅣD   ⅣD   

平成5年1月   53．6   5   ⅣD 2．03   13．0   

2月   63．0   4   ⅣD   ⅣD   ⅣD   

3月  107．0   8   Ⅳか   ⅣD   ⅣD   

年間値   1149、7  79   ⅣD   2．16   63．0   

前年度までの過去3年剛痛  83－100  ⅣD   8．52  ⅣD－71．3   

表2 空間放射線量率謝定結果  

モニ女リングポ云ト（nGy／b）  サーベイメータ  
測定年月  （nGy／h）  

最低値  最高値  平均値   

平成4年4月  141   

5月  145   

6月  155   

7月  156   

8月  156   

9月  146   

10月  164   

11月  162   

12月  185   

平成5年1月  132   

2月  184   

3月   46   61   50   182   

年間値   注：調査開始：平成5年3月  132－185   

前年度までの過去3年間の値  116－168   
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表3 ゲルマニウム半導休検出器による核種分析測定調査結果  

試料名   採取  
137Cs  

繭年度までの舶3年間の値   その他の鮎卜紬   単位l   

場所   た人工故紙核種  

箪  
与  

大気浮遊塵   広島市  毎月   4  ⅣD   ⅣD   ⅣD   ND  mBq／m3   

降下物  広島市  毎月   12  ⅣD   ⅣD   ⅣD   ⅣD  HBq／km2   

陸  2  ⅣD ND   ⅣD   ND  
mBd／1 

水   ⅣD   ⅣD   ⅣD  

1．56   1．59  3．48  8q／kg鮎  

土  

l   

110   66．6  140  光Bq／km2  

8．48   7．07  5  Bq／kg鮎  

l上   

i  

1750   1150  2000  舶q／km2   

精米  広島市  圏   ⅣD  ND ⅣD  Bq／kg生   

ⅣD   ND   ⅣD  野  ダイコン  広島市  12月  田        ・    B。／kg生i  
ホウレン草  〃   〃   ⅣD   ⅣD   ⅣD  

牛  2  ⅣD   ⅣD   ND   ⅣD  

Bq／1   
1乳   4  ⅣD   ⅣD   ⅣD   ND  

i  

淡水産生物   庄原市  12月   0．138  0．0335  ′0．199  Bq／kg生   

広島市  5月，1月   2  0．0451  0．0877  ⅣD  0．0385  
日常食  B。／人吉l  

三次市  5月，12月   2  0．0235  0．0264  0．0279  0．0672  

海  ⅣD   ⅣD   ND  
産  

生  寸言市市  四   ⅣD   ⅣD   ND  
物   

Bq／kg生  
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Ⅶ－35 山亡コ県をこおさヨ・る放射骨臣調査  

山口県衛生公賓研究センター  

松尾 博美，上利 洋，宗藤 智次  
－－ ‥‾  ‾－‾－  －‾－ － ‖   －  

－1  

1                                                                                                                                                                  ＝  

1．話 者   

平成4年度に実施した、科学技術庁委託「魔境放射能水準調査」の調査結束について   
その概要を報告する。   

2．訝査の概嚢   

（り調査対象   

①全β放射能測定試料  

定時降水   

（妥137cs，131工及び4〈jK等の核種分析  
大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大乱ホウレン草）  

牛乳（市乳）、日常食、嘩水、海底土及び海産生物（メバル）0   
③空間γ線々量率調査 

シンテレイションサーベイメータ及びモニタリングポスト。   

（2）測定方法。   

①全β放射能測定  
科学技術庁縮「全β放射能測定法」（昭和51年）及び放射能測定細萱委託実施  

計画書（平成4年度）に準じて行なった。   
②1a7cs，1alI及び40K等の核種分析  

科学技術庁縮「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機番分析法」（昭和54年）  

及び放射能測定調査委託実施計画書（平成4年度）に準じて行なった。  

喀＝空間γ線々量率調査  
放射能測定調査嚢託実施計画書（平成4年度）に準じて行なった。  

（3）潮定装置   

①低バックグラウンド放射能自動測定装置  
（葺j Ge半導体検出器   

③モニタリングポスト   

④シンチレーションサーベイメータ  

アロカ  LBC－472－Q  
NATG Eシリーズ  
アロカ  MAR－11  
アロカ  TCS－131  

（4）調査結束  

産時降水試料申の全β放射能諦査結果、空間放射線量率測定結束及び、ゲルマニ  
ウム半導体検出器による核種分析の結果をそれぞれ弟ⅠトⅡ及びⅢに示す。   

3．結語   

この調査期間中においては、大気圏内核実験や核事故等もなく、調査したいずれの試   
料も前年同様平常傾であった。  

∃  
＿＿岬＿－一．－－－・■■一－・■，′－一一脚仙】－一一…－－－－－－－一u－一一－〝・－一－・・－－一－－－▲－岬一一一一一叫－＝・M山一…－イーーーーー■一仙－→－・－－－－－W－”－－叩一…－00劇一－・－－－－－・一一山－－・－J  
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j 超時障水試料申の全β放射能訝麿露潔  
‾… 【 ‾【‾【一‾ 、－ 「…‾‾…‾‾‾‾ 一  

滝時降水）  

‾‾、‾ ∵、’、  

降 水 の 窪 噂 採 取  

放射能濃度（軸ノ．1）  

採  取  

降水量   

（mm）  

月間韓下盛  

雄栂／kr淫）  

測定数 ま 最低傭  最高牌  

！．8  

、  

一   十←  
【  
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Ⅲ 空間放射線量率測定結束  

モニ タリ ン ダポスト（cps）  

測定年月  
‾几‾…≠…‾”岬■■～‾、、‾‾羊‾‾‾‾－‘一■■＋‾一仙■■】‾‾‾‾■‾‾‾  
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88  
‾‾－・‾■‾‾‾＋岬‾■‘‾‾仙‾‾‾‾‾－‾－■‾■◆一 
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‾▲ －  、 l‾、 Il、▼‾■■、‾－‾■‾l l‾ ▼‾丁■、‾－‾▼’■■■＋’ ‾      lll  
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Ⅲ ゲルマニウム半導体娩出器による核種分析測定調査蘭濁  
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Ⅶ－36 徳 島 少誕jこ おiナ る 放 身寸 骨白 銅 査  

徳島県保健環境センター   

今淑 亘、北村寿朗  

ユ．． 結 吾  

平成4・印度に徳島県が実施した科学技硝庁表記環境放射能水準調査姉弟について報告する。  

2． 調査の概要   

（1）調査対象  

定時降水の全ベータ放射憶測薙、大気浮遊じん・降下物・陸水（蛇口水）・土壌・精米・野菜・牛乳・日  

常食の核種分析を行うとともに、サーベイメータ、モニタリングポストにより空間放射線真率を洲達した。  

（2）測建方法  

試料の採取、的処理及び測定は、「平成4年波放射能測定調査委詑計画割、科学技術庁絹「環境試料採  

取溺（l阻和58年）」、同庁綿「ゲルマニウム半壊体拙捌こよるガンマ線スペクトロメトリー押成2年改  

改訂）」、同庁綿「食べ一夕放射能測定法（昭和54年改訂）」により実施した。   

（3）測定装置  

イ．全ベータ線の計洲：食べ一夕線測定装置（アロカ製JDC－163）  

ロ． γ線核種分析：Ge半襟体核種分析装置（NAIG製IGC1619S）  

ハ．空間放射線真率：NaI（T＿Q）シンチレーションサーベイメータ（アロカ製TCR－151）  

モニタリングポスト（アロカ製MAR－15）  

（4）調査結果  

表】に走時降水の全ベータ放射能測定結果を示す。  

未l‖こ陸水・土壌・日常食・精米・野菜等のγ核種分析結果を示す。  

表mにサーベイメータ及びモニタリングポストによる壁間線量率の測定結果を示す。  

3， 柿 詩話  

平成4年度における徳島県の環境放射能レベルについて、偶に異常は弛められなかった。  
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義Ⅰ定時降水巾の全ベータ放射階鯛査相見  

降水の定噌  

採  壇  

降水桑  放射能満腔（nl  

年  月  

平成4年・4月   j00．0  N．n  

5月  1，35．0  9   N．n   

6月   1．80．0   （m爪）    ‾■意志忘司             田                    9  N．n   
7月   73．0   円  N．D   
8月   4川．0  四   N．D   

9月   141．．5   M．D   

10月  99．5   7  
N．け  

11月  
壬  

78．5  －5  壬 ‡N・n  12月  ′63．0  田  N．！〕1             田  N．D  平成5年 1月  j8，5    46．5  田  N．D    55．5  田  N．D  年  間  川05．0  83  N．1）  前年度までの  の偶（注）  197  N．D  

純潔度（nq／月）  月間降下果  

（M桐／Kir∈）  

N．D  N．n  N．】）   
N．n   N．D   N．D   

N．n   N．D  】 N．D  

N．P■  N．口   
N．D   N．】〕   N．D   

M．D   N．D   N．口   

N．D   N．1）  

N．n       N．D  N．1）   
N．！〕  

は）平成元年11月28日より測定開始  
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表m 竺巨開放射線真率測定結果  

モ声タリングポスト（cps）  サーベイメータ  

’l d、  

（ムqy／tl）   

平成4年 4月   i4．4  仁17・9   】5．1   61－．4 

5月   14．3   21．5   61．3   

】．5．2  
14．8   19．5   15．3   6ね．9   

7ノ   川．4  】8．4   15・写．   印．7   

8月  14．4  18．1   14．4   62．5   

9月   14．3   柑．8   15．ト   65．2  

10 】4．3   17．8   15．1   59．9  

11月   14．4   21．5  1．5．3   64．0 

ユ2月   14．5  16．8  j．5．2   別．5   

14．5   柑．5   】．5∴i   60．6   

2ノj   14．5   】8．6   15．2   62．7   

3月   14．4   19，］   15．2   63．9   

年  間  偶   14．  15．1   59．9 ′〉 65．2  

昨咋度までの過去  50．0 ～ 62．4   

2年間の憎（注）  l叩成5年】．ノ1                                    ム  
（注）平成2年5月1G・口より放射能株屋上において測超開始  
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Ⅶ－37 番ハt㍍落とこおけ‾る放月づ向巨露和査  

香川県環塙研究センター  

三好 樽酒  橋本 魁粥  

西原 幸一  冠野 摘男  

1．緒 言  

科学技術庁委託による平成4年度環鳩放射能測定調査の概要について報告する。   

2．調査の概要   

（1）調査対象  

定時降水の全ベータ放射能・大気浮遊じん・降下物・陸水（蛇口水）・土鳩・精米・野菜（大根・   

ホウレン草）・牛乳・日常食・嫡産生物（カレイ）の核種分析及び空間放射線皇率について、調査を  

行ったものである。   

（2）測定方法  

試料の前処理及び測定は、「放射能測定調査委託実施計画官」「全ベータ放射能測定法（昭和51   

年改訂版）」「ゲルマニウム半導体検出韓によるガンマ線スペクトロメトリー（平成2年改訂版）」に  

より行った。  

（3）判定薬置  

全ベータ放射腫  

核種分析  

空間放射線黒率  

アロカ製．．1DC163  

オルデックGEM－15180  

アロカTCS－131（シンチレーションサーベイメーター）  

アロカMAR－11（モニタリングポスト）   

（4）調査結果  

l）定時降水の全ベータ放射摘は、ロのとおりである。  

2）各様試料の核種分析は、Ⅴのとおりである。  

3）空間放射線真率ほ、Ⅶのとおりである。   

3．結 語  

いずれの調査項目も、他県の過去の服告値と同程度であった。  

－268－   



Ⅲ 大型水食割こよる月間降下物吉式料及び定時陀水芸榔1中の全β放射能調査結果  

降水の定時享采取（定時降水）  大型水鱈による降下物  

採 取 年 月  牌水奥  放射能凛席（BrI〝）  月間降下慶  月間時下考  

（卜18q／km之）  （MRr1／km2）  

（叩）  測定掛 最低値   高値   

平成4年  4月  50．0   吊   N．D   N．D  

5月  118．0   8   N．D   3．2   68  

6月  53．0   N N．D  

7月  n4TO   6   N．D   N．Ⅰ）  

8月  155．5   N．D   N．D  

9月  41．0  6   N．D   9．2   

10月  75．0   7   N．D   1．7   

11月  19．5   N．D   N・D  

12月  28．5   5   N．D   N．D  

平成5年 1月  30．5   F N．D   N．D  

2月  】．1．0   2   N．D   N．D  

3月  日0．5   

年 間 値   756．5   

前年度までの過去3年間の帽  6  N．D  N．D            75  N．D  9．2  ー ～開・       259  N．D  4＼7  一 一－ 58  
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Ⅴ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析潮定調査結果  

検  前咋度まで過去  

試 軒 名   採取場所  採取年月    休  3年間の伯  その他の検出きれ  
数  た人工放射性核様  単位  

最低値   最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん   革松市   N．D  N．D  N．D  m8q／Mこ）   

降 下 物  市松市  辱月   12  N．D   N，D  N．・D  0．0了4  M的／km～   

上水 押水  
陸  

l川．6．9  

蛇口水  高松市   朋．12．7  2   N．D   山．D  N．D  N．D  水   mBq／ゼ  

淡水 

19   24  Bq／柏柁土  

土  

690  ‘430  850  M8q／lくm2  

1．i   1．4   1．8  勒／kg陀土  

鳩   

120  川0  2川  卜傲l／km2   

精  米  津田町  胴．10．21  口  N．D  N．D  N．D  Bq／厘精米   

野  高ぬ市  胴．10．20  l  N．D  N．D  N．D  

8r招くg生  

菜   N．D  N．D  N．D  

茶  机／kg花物   

114．8．25  

牛  乳  高潮町   ‖5．2．柑  2   N．D   ND  叫・D  N．D  8q／ゼ   

綾水産生物  8り／†くg生   

l14．6．21  

日 常 食   高松市等   lⅢ．12．20  田   N．D   0．060   N．D  0，15  Bq／人・日   

沖  水  mBq／ノ   

蒋 壌 土  餌／幅柁土   

滴  

産  

物   生   カレイ  庵治町  l‡4．11．．20  l    0．川  0．12  0．14    8r】／kg生  
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Ⅶ 空間放射線東率測定結果  

モニタリング？くスト（・1Gy′－1又ほ辰口）    サーベイメータ  

測 定・年∴ 月 

高低値   最高値   平均値   （†1Gy／h）   

平 成  4年 4月   1q．3   21．1   15．9   71   

5月   川．由   2・R   15．9 70   

6月   14．5   24．0   16．l   71   

7月   川．7   1日．8   16．0   71   

8月   14．7   19．4   15．9   70   

9月   15．0   20．．2   16．1   68   

10月   14．7   3・8   16．2   71   

11月   1．8   l．3   16ご3 72   

12月   14．6   20．3   16．2   70   

平成、5 年 1月   川．6   20．1   l【；．3   72 

2月   1／l．7  20．7   16．2   72   

3月   14．8   20．0   16．3   74   

年  間  憤   川．3   2qrO   18．1   fj8 一－ 74  

前年度までの過去3年間の憤   13・隼   25．8   16．1   57 へノ76   

－271－   



Ⅶ－38 愛尭家＿県Ⅰこおlナる放射肯邑調査  

愛嬢県環境保全センター  

三谷美嶺雄・山本 英夫・篠崎 由紀  

篠原 広充・安永 章二・渡蓮 郁雄   

1 緒言   

平成4年度に、愛媛県が主として西宇和郡伊方町及び松山市において行った原子力発電所周辺環  

境放射線等調査と、科学技術庁委託の環境放射能水準調査の鮨果について報告する。   

2 調査の概要  

（1）調査対象  

大気浮遊じん、降下物、陸水、土壌、農産食品、植物、牛乳、日常食、海水、海底土、海産  

生物、空間放射線星革、清算線量  

（2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は、科学技術庁の放射能測定法マニュアルと「放射能調査委託  

計画書（平成4年度）」に準じて行った。  

（3）測定装置  

ア 全べ・－タ放射能  低バックグラウンド放射能自動測定装置：アロカ LBC－471  
イ 核種分析  高純度Ge半導体検出器：PGT IGC－3019S  

低バックグラウンド液体シンチレーションカウンタ：アロカLSC－LBⅢ  

NaI（Tりシンチレーション検出筆：バイクロン 3M3／3  
ウ 空間放射線星率  NaI（Tりシンチレーション検出半：アロカ柏－471V、アロカ杜RA－15  

加圧塾電離箱検出尊：アロカ MAR－R53  
NaI（Tけシンチレーションサーベイメータ：アロカTCS－121C  

エ 積算線量  TLD：ナショナル UD－200S   

（4）調査盾果  

ア 環境試料の全ベータ放射能  

環境試料の全ベーータ放射能調査結果は表1に、降下物の全ベータ放射能調査結果は表2に  

示すとおりであり、過去3年間の値と同レベルである。  

イ 環境試料の核種分析  
90srの放射化学分析結果は表3に示すとおり、過去3年間の債と同レベルである。  

NaI（Tけシンチレーション検出器を用いた131、Ⅰの分析結果は衰4に示すとおりであり  

全試料とも検出されていない。また、af‡の分析結果についても表5に示すとおり同レベル  

である。  

Ge半導体検出昔を用いた核種分析頼果は表6のとおりであり、フォールアウト核種は  

187Csが微量検出されている。  

ウ、空間線量  
モニタリングステーション、モニタリングポスト及びサーベイメータによる空間放射線皇  

率測定結果は、表7のとおりである。また、モニタリングポイント（31地点）における積算  

線量測定結果は表8に示すとおりであり、いずれも過去3年間の値と同レベルである。   

3 結語   

平成4年度の環境放射能等のレベルは、過去3年間の調査結果と比較して同レベルであり、異常   

は認められなかった。なお、一部の試料から検出された人工放射性核種は、過去における核爆発実   

験等の影響と考えられる。  
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表1 全ベーータ放射能調査結果  

換  
訳  科  名   採取場所  採 取 年 月   休  単 位  

琴   

即抑珊齢糟  4／4，7，10，5／1   4  17   34   10   40   
大気浮遊 じ ん  m由q／m3  

絞 出 市  4／4，7，ユ0，5／1   4   52   210   51   3】0   

伊珊肪建頒   月1回   1 5   27   2   rltj 
降  F物‘  机Bq／km2月  

挽山 牒   月1   12   4   25   30   

陣．水  河 川 水  伊納〃J剛  4／4，7，10，5几   ND   23   NI）   32  mlミq／蜜   

土 壌  0～15cm  紆柵九町難  4／4，7，10；5ハ  12   0．19   0∴‡6   0．ユ6   q．39  馳／g乾上   

み譜ん（可食謙）  伊 方 叫俵  4／11   0，030   0．043   0．027   0．047   
農産  

柑ん（表皮）  伊 方 町健  4／11   10   0．039   0．077   0．041   Bq／離                   0．085  

食品  
野  菜  伊 方 町  4／12，5／1   9   D．096   0．19   0．098   0．24   

租  葉  伊 方  0．060  0．076   0．089   
恥／g生  

物   薬  伊方 町  4／5，8，11，5／2  8  0．064   0．14   0．056   0．13   

海  水   伊方町子憑  4／5，7，9，11   ND   34   Nl）   45  mBq／1   

海  底  土   伊方町子憑  4／5，7，9，‖   8   0／24   0．50   0．19   0．36  軸／g削   

魚類（可摘）  伊珊畑掛  4／4，7，】．1，5／2   8  0．099   0．12   0．090   0．13   
海  
虔  0．079   0．057   0．079  
生  軸／由  

物  8．085   0．025   0．088  

海 藻 類  柑脚蘭l  4／4，7，11．，5／2  8  0．22   0．47   0．13   0．50   

注） 未知試料の放射能 N±△Nにおいて、N≦3△Nのとき NDと表示した。海水の測定値は、…Kを除いている．  

表 2 大型水盤による月間降下物銑料中の全β放射能調査結果  

伊方町九町越公開   松  山  巾  
採 取 年 月  

降水景  月間降下農  降水貞  月間降下量  
（瓜m）  用Bq／吊）  （m頭）  （MI！q／u）   

4年 4月   65．8   19  103．5   25   

5   140．0   27  170．0   18   

6   1．78．b   12  136．0   12   

7   82．5   5  148．0   8   

8   121．0   ユ5  154．5   4   

8   5亭・5   7  50．5   6   

ユ0   47．5   12   56．0   5   

11   45．5   6   54．5   9   

12   84．5   12  57．0   13   

5年 1   48．0   34．0   6   

2   41．5   53．5   13   

3   93．0   13  114．5   19   

年  間 値  1002．0  5 ノ、′ 27  1132．0  4 ～ 25   

精度までの鋸3珊媚  2 ～ 46  3 ～ 30   

法） 降水長の年間億は、12カ月分の合計値である。  
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表 3 放射化学分析巌果  

検  りOSr  扁年よまで遇去3年間の乾  
試 料 名  採取場所  採取年月  体  卓 位  

数                最 低 値  最 高 値  最 低 値  最 高 値   

伊方町九服用  4／4，10   2   NP  ND   ．074   
降 下 物  H馳／km2・月  

松 山 市  4／4，10   2   ND  ND   

陸 水  河 川 水  伊方、＝川  4／10   0．95  0．83   1．6  m軸／i   

土 壌  0～15cm  郎酋珊紬  4／7   3   1．4   4．2   0．62   9．6  恥／kg軋   

一度食品  野  菜  伊 方 町  5／1   0．51  0．18   0．47  馳／kg生   

海  水  伊力町†1  4／5，7，9，11   4   2．1   3．2   ND   3．6  mBq／i   

海  底  土   伊方町羊萎  4／5，7，9，11   8  ⅣD   0．32   ND   0．47、  馳／kg鮎   

海  ND  ND  

産  0．038  ND   0．039  
恥／k盛  

生  ND  ND  

物   2   0．050   軋098   0．080   0．13   

注）未知試料の放射能 N±△Nにおいて、¶＜3△刊のとき HDと表示した。  

兼 4 ■＝＝Ⅰ分析結果  

款 科 名    採取場所  採取年月  換織  川1．Ⅰの敲結果  苗嗜まで遇去3欄雌  単 位   

j柑ん（可食那   伊 方 町  4／11   3   ND  ND   
農産  

紳ん（細）   伊 方 町  4／11  3   ND   ND  
食品  

野   菜   伊 方 町  4／12，5／1  9   ND   ND   
軸一代g生  

松   葉   伊 方 町  ′4／8   NI〕   ND  
植物  

杉   薫   伊 方 町  4／5，R，ll 5／2   4   ND   ND   

キ産生I  繭緋  塞体  紺冊脚  4／4   1   ND   ND   

注）未知試料の放射能 N士△Nにおいて、Ⅳ＜3△Ⅳのとき NDと表示した。  

衰 5：，H分析結果  

こ箋とⅠ濃度  苗年よまで道夫3年剛沌  

試料名   採取場所  採 取 年 月  検体数  単 位  
最低値  最高値  最低値  最高値   

郎軌桐畑   月1回   12   Np  1．3   ND   1．9   
陸  

松 山 市   月1回   12   ⅣD  1．0   ND  2．0  
水   軸／量  

紬水  郎町棚川  4／4，7，10，5／1   4   ND  0．85   ⅣD  1，7   

海  水 ∴   伊方再婆  4／5，7，9，11   4   ⅣD  ND 

注）未知試料の放射能 N±△Nにおいて、N＜3△Nのとき NDと表示した。  
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表 6  ゲルマニウム半導体検出欝による核種分析測定調査結果  

換  用7Cs  蔚年度まで週去3年間の鎮   その他¢  

試  料  名   採職場所  採 取 年 月   休  検出さゎた  数          人J朋牲硝   
伊方l仇帽頒  4／4，7，10，5／1  4   N D  N D  なし   

大気浮連 じ ん  mBq／m3  
松 山 市  4／4，7，10．5／1  4   N †〕  N l）  

朋皿眼恩＝二   月1回   12  M） 0．054   ND   0．11   軌   

降  下  物  MBq／km2月  

松 山 市   月1回   12   N l〕  ND   0．11   机   

陸  N D  N D  机   
mBq／t  

水   2   N T〕  N l）  

土  40．6   4．7   机   
軸／kg鮎  

壌   2  13   38   2．3   43   軋  

穀 類（精米）   松 山 市  4／10   N 工）  N D  軸／也肝   

農  10  ND   0．073   ND   0．046  軋   

産  10  ND   0．114   NI）   0．069  軋  
馳／厄生  

食  伊 方 町  4／12，5／1   9  ND   0．035   Np   0．088  軋  

野   菜  
晶   松 山 市 島  4／11   2   ND   0．028   N D  軋   

楕、  0．058  0．0：叩   q．134  
勒／短生  

物   薬  伊 方 町  4／5，き，11，5／2  8   ND   0．076   ND   0．13   れ   

牛  乳   針 山 市  4／8，5／2 4   N D  N D  札  軸／i   

故 山 市  4／6，11   2  0．025   0．026   0．031   0．060  軌   
日  常  食  軸／人・日  

伊 方町  4／6，11   2   0．021   0．027   0．016   0．025  軋   

海  水   伊元町干婁  4／5，7，9，11   4   2．2   3．6   ND   4．5   軋  浦q／t   

海  底  土   伊方町手鼻  4／5，7，9，11   8   0．85   2．2   0．62   2．6   鴎／垣根   

伊柵九脚  4／4，7，11，5／2  8   0．10   0．1g   0．083   0．29   机   
海  

松 山 市 沖  、4／8   0．19  0．18   0．23   机  
産  

魚類（稚淋）  郎町Ml帥  4／4，7，11，5／2  8   0．045   0．14   ⅣD   0．22   馳／短生  

生  
無脊椎動物  ≡：l＝1  4／4，5，7，11，5／2  8  ⅣD   0．031   ⅣD   0．081  なし  

物   
海 藻 類  伊珊九鴨沖  4／4．7，11，5／2  8  ⅣD   0．13   ⅣD   0．14   軋   

注） 未知試料の放射能 N±△Nにおいて、Ⅳ＜3△Nのとき ⅣDと表示した。  
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表 7 空間放射線鼻串測定結果  

モニタリングステーション  モニタリンダボス†  サ ー ベ イ メ ー タ  
測定地点  

伊柵九帽頒  臓郁・て  伊柵九町  松山市  松 山 市  伊方鴨6鮎   

測定器  Nal（Tりシンルーシコツ  加圧塑篭l箭  加圧重電I簡    Nal（Tりシシル・ション    ⅣaI（Ti）シンチレーション  

（nGy／h） （nGy／b）  （nGy／h）  （cps）  （nGy／h）   

区．分  最低  最高  平均  最低  鱒高  平均  最低  最高  平均  最低  最高  平均  

4年′ 4月  13  43  】5  47   66  49  49  74  51  19  25  20   76  36～75   
5   13  49  15  46  62  48  49  75  51  1g  24  20   80  35～68   
6   52  19  24  83  35～74   
7   】3  40  田  46  61  48  50  ノ謂        四        12  40  ‘14  44  61  47  49   5】  19  25  20   81  35～76   
8   】2  31  1．4  46  60  48  49  62  51  19  26  20   93  35～69   
9   j3  4l  15  46  59  48  4g  69    19  23  20   85  33～78   

10   13  27  14  47  57  49  49  66  51  19  22  20   95  36～79   
13  48  14  47  75  48   49  77      24  20   84  34～74   

12   13  ，28  】5  47  55  49  50  63  51  19  23  20   77  35～68   
5年 1月  13  38    47  68  49  49  7（）  52  i9  25  20   81  35「）69 

2   13  41    47  63  49  49  72  51  1g  25  20   81  35～75   
3   13  44  15  47  60  49  49  74    19  24  20   76  35′－69   

年 間 値  12  49  15  44  75  48  49  77    、19  24  20  76～95  33～7g   

祈蔑まで週去3絹雌  13  79  16  44  76  48  45  89  田        75～89  33一－80   

注）モニタ相川朴（机市）〔欄、て臥瑚朝3碓軒招凱雛招軋ている。  

衷 8 横井線最測定結果 （Tl．亡））  
（単位：〝Gy／91日）  

測 定 地 点  節1四半期  郡2四半期  帝3匹卜半期  第4四半期  新出で月末舛醐   

伊方町他3ハ0櫓点  84一）133   8（）～】．3．1   84～143   83～143   83～141   

松山市 1地 点  208   198   215   208   185～225   
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Ⅶ－39 高矢口県iこおiナる放射台臣調査  

高知県衛生研究所  

福井節子 宅間範雄 竹林生夫  

1 緒 言  

平成4年度に、高知県が実施した科学技術庁委託による「環境放射能水準調  
査」の結果について、その概要を報告する。  

2 調査の概要  

（1）調．査対象  

降水，降下物，陸水（蛇口水），土壌，精米，野菜（大根，ほうれん草）  

牛乳（原乳，市乳），日常食，海産生物（かつお），空間放射線量率（モ  

ニタリングポスト，サーベイメータ）  

（2）測定方法  

試料の採取 調製および測定は「放射能測定調査委託実施計画書（科学技   

術庁平成4年度）」、科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（1976）」およ  

び「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スぺクトロメトリー（平成2  

年改訂）」に準じて行った。  

（3）測定装置  

GM計数管  

計数装置  

シンチレーションサーへやイメータ  

モニタリンクやホ○スト  

Ge半導体検出器  

アロカ（株）G和一2583B  

アロカ（株）TDC－104型  

日本無線医理学研究所 TCS－121C型  

アロカ（株）MAR－11型  

（株）東芝IGC1619S型  

（4）調査結果   

①大型水盤による月間降下物試料及び降水試料中の全β放射能調査結果をⅠに  

示した。   

②ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果をⅠⅠに示した。   

③空間放射線量率測定結果をⅠⅠⅠに示した。  

3 結 語  

いずれの調査項目においても、前年度とほぼ同程度の値を示し、特に異常は  

認められなかった。  
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一 大聖水塵による月間降下物旨＝ヰ及び定時純水算式洞小の空β放射簡調杏摘果  

†零   敗   
純水艶  

昨   月   
（p■）  

1く成 4咋 4月   封‖   

5月  

円月   284   

7月   1Rl   

8月   82l   

9月   2 

10月   18Z   

11月   β8．3   

12月   ＝用   

平成 5咋1月   50．6   

2月   2〔15   

3月  1ロ2   
jF  開  梱  2．79り   

前年度まで過去3jF問の楢   

ⅠⅠ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

1三7cs  前年要まで過去3年間の値   その時の検出された   
試   料 、名  ．■ ‾▼ 藍 ・   採取年月ノ   検体故  単  位  

叢低値  最扇億  ∴最低値   愚考値   人工放射性核種  

降下物、  高知市丸ノ内   1．l～ 5．3    皿   111   丁用、   17（〕  k8q／k虚   

陸水  上水 韓口・水  高知市丸ノ内   1．S  4．12  ド Bq／色   

12．l  11．3  8q／kg卓乞土 …  
0－ 5e8   高知市丸ノ内  

2．170  1Bq／kぱ  
土壌  高知公園  

g．53  11．5  Bq川g幸乞土 
5－20c∫コ  すづり山  4，丁   

44．  1，988  ：川q／kボ   

精米  高知市新屋敦   i．12   0．0667  ロ．0995  8q／よg伺米 喜   

大相   高岡郡竃ノ  町  i．12   川   野菜                     8q川g生  
ホウ レ ン革  高岡都窪J  町  1．12   用   0．254  

ヰ．51．8  
原乳   高知市円行寺    1．115．2   1D  

牛乳  Bq／e  
市乳   高知市桜井町   ∴．る 5．2   YD  

高知市  1二8  ヰ．11    0．け284   0．037丁  8．Oj51   0．0838  
弓常食  

ロ  
8q／人・巳  

幡多都佐貫町   4．8  1．11  ウ  〕．〕：Tl   0．□642  0．8595   0．06β7  

海産生物 ，蟹  土佐市宇佐沖   】4．5   0．112  0．48（】  8q膏g生   

川  空間放射綿凧率測定摘果  

弔低榊  内所研   

lドJ或 ∫＝巨り‡   t5   

5月   ‖；   

6月   

7月   

8月   17   

9月   

1n月   15   

11月  15   

12月   

平牒ミ 5年1月   1¢   

2月   ＝   

3月   ln  

咋  閉  脚  

荊咋度ま・で過去3年間の偶   測   定  i「   月            7．7      7．8      8．1  皿    8．0  皿    7．R      7，8  皿    7，8       7．7      8．1  皿     7．9      7．8      7．5               7．5 5．3  m   
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Ⅶ－40 福岡県における放射能調査  

福岡県保健環境研究所  

新谷俊二・木本行姓・楢崎幸範  

櫻井利彦・小河 章  

1．緒言   

平成4年度に福岡県が実施した科学技術庁委託業務l‾環境放射能水準調査」の結果について報告する。  

2．調査の概要   

（1）調査対象   

ア 全ベータ放射能：降水（定時降水）130件  

イ 放射化学分析、：陸水（源水1件，蛇，口水1件），牛乳（原乳2件，消費乳1件）   

り 牛乳中の181Ⅰ：牛乳（原乳6件）   

エ 核硬分析   ：月間降下物（大型水盤）12件，陸水（源水2件，蛇口水2件），土壌（地表から  

0－5cml件，5－20cml件），精米（消費地1件，生産地1件）．野菜（大根1件，  

ホウレン草1件），牛乳（原乳4件，消費乳2件），日常食（都市部2件，漁村部  

2件），海水1件r 海底土1件∴海産生物（解）1件の合計35件  

オ 空間放射線量率：NaIシンチレーション式モニタリングポスト（当所屋上に設置）による常時測定  

及びⅣaIシンチレーション式サーベイメータによる毎月1回の定地点（福岡市早良区  

協山）測定   

（2）測定方法  

試料の採取，前処理及び測定は「平成4年度放射能測定調査委託実施計画書」及び科学技術庁編の各放  

射能測定法シリーズに準じて行った。   

（3）測定装置  

ア 全ベータ放射能：GM計数装置（アロカ製TDC－601）  

イ 放射化学分析：低バックグラウンドベータ線測定装置（アロカ製ⅢC－452U）  

り 牛乳中の181Ⅰ：NaIシンチレーション計数装置（東芝製 波高分析装置付う  

エ 核桂分析  こゲルマニウム半導体ガンマ線検出符（東芝製 Eシリーズ．1GC16195型）  

オ 空間放射線量率：Nalシンチレーション式モニタリングポスト（アロカ製舶R－15），NaIンンチレー  

ション式サーベイメータ（アロカ製TCS－121）   

（4）調査結果  

ア 全ベータ放射能：定時降水の測定結果を表1に示す。定時降水の測定回数は130回で，このうち120回  

はN．D（検出されず）であった。検出された放射能潰度の最高値は8．5Bq／βであった。  

イ 放射化学分析 ：分析結果を表2に示す。陸水中の90Srの濃度は過去3年間の値とはぼ同じであり，  

L37Csについては検出限界値以下であった。牛乳巾の魯OSr及び）a7Csの渦度は過去  

3年間の値と同程度であった。  

ウ 牛乳中の131Ⅰ：分析結果を表3に示す。いずれの試料についても検出限界値以下であった。  

エ 核種分析   ：分析結果を表4に示す。137Csが土壌（0－5cm）．精米，大根，日常食．海底土及び  

海産生物（網）から検出されたが，その場度は過去3年間の値とはぼ同じであった。そ  

の他の人工放射性核種については，いずれの試料についても検出限界値以‾Fであった。  

オ 空間放射線量率：測定結果を表5に示す。モニタリングポスト サーベイメータの測定結果とも過去3  

年間の値と同程度であった。   

3．結語  

いずれの調査項目においても．特に異常値は認められなかった。  

－279－   



表1大型水盤による月間降下物及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時採水）  

採取 年月   
降水量  放射能濃度（Bq／1ト  月間降下量  

（m）  測定数 最低値   最高値   価q／km2）  

平成 4年 4月   116．7   N．D   Ⅳ．D   N．D   

5月   172．4   13   N．D   1．9   6．9   

6月 66．0   9  NニD   3．1   54．0  

7月   164．7  N．D   N．D   N．D  

8月   210 5   14   N．D   N．D   
‾   

N．D   

9月 119．2   1   N．D   N．D   N．D   

io月  56．2   7   N．D   N．D   N．D  

11月 80．3   10   N．D   N．D   N．D  

12月   61．9   9   N．D   3．6   15．8   

率成5年1月   89．8   13  N．D   7．3   9．9   

2月   58．0   10   N．D  8．5   16．9   

3月   101．1   13   N．D   2．0   2．6   

年 間 値   1396   130   N．D   8．5   軋D～54．0   

前年度までの過去3年間  
の値  337   札D   11．7   軋D～135．5   

軋D：検出しない（計数値がその計数誤差の3倍を下回るもの）  

表2 放射化学分析結果  

90sr  単 位  

最低嘩  最高値  過去の値  最直面  最高値  過去の値   

2．5   2．9  ユ．4  凡D   N．D  0．30  mBq／ユ   

～3．2  ～0．65  

N．D  0．029  0．018  N．D  0．045  0．022  Bq／1   試料名  採取 年月  検体数                            陸水上水  4．12  2                  牛乳  4．11 5．2  3  ′～0．080  ′－0．115  

過去の値は、前年度までの3ケ年の値  
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表3牛乳中の131I分析結果  

夜須町  夜須町  夜須町  夜須町  夜須町  夜須町  前年度までの過去3年間の値   

採取年月日   最高値  

N．D   N．D   N．D   採取場所                  4．5．12  4．8．6  4．9． 8  4．11．6  4．12．16  5」2．2  最低債              N．D            N．D  0．65   
N．D：検出しない（計数値がその計数誤差の3借を下回るもの）  

表4 ゲルマニウム半導休検出器による核種分析測定調査結果  

137cs  前年度まで  

或科名  
検   過去3年間の値   その他の検出さ  

採取場所   採取年月   体  れた人工放射性  単位  

数           核種          最低値  最高値  畢低値  最高値   

‾‾‘  
降下商  京膏府市   4．4～5．3  12  N．D   N．D   N．D   0．1，1   なし   MBq／km2  

福岡市 －   4．6，4．12  2  N．D   N．D   札D   軋D   なし   
mBq／1   

水   蛇口水    8  4．6，4．12  2  N．D   N．D   N．D   N．D   なし   

5．2   5．2   9．0   24   なし   Bq／kg乾土  

土  4．7   
330   ロ                      330  480  1200  なし  MB／km2  

q  

壌   N．D  N．D   0．62   8．1   なし   Bq／kg乾土  

5－20 cm  福岡市  4．7   
N．D   N．D   82   920   なし   MBq／km2   

精 米  春日市  4．12   2  N．D  0．050  N．D   N．D   なし   Bq／kg精米   

筑紫野市  

野  志免町  4．11   019  N．D  0．023   なし   

N．D   ーN．D   N．D   なし   
Bq／kg生  

菜   4．11   

乳  夜須町  N．D   N．D   0．11   なし   Bq／1   
筑紫野市  

日常食  福岡市  4．6  4  0．016  0．11  0．023  0．099   なし   Bq／人・日   

太宰府市    4．11  

海水  北九小  市   4．7   N，D   N．D   N，D   N．D   なし   mBq／1   

海底土  北九J  市  4．7   1．8   1．8   1．3   5．9   なし   Bq／kg乾土  

福岡市   4．7  ロ  0．23  0．23  0．21  0．23   なし   Bq／kg生   

凡D：検出しない（計数値がその計数誤差の3倍を下回るもの）  
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表5 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測 定 年 月  
最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成 4年 4月   13．6   20．1   14．4   68   

5月   13．4   17．9   14．3   65   

6月   13．3 19．7   14．4   71   

7月   13．1   23．6   1芦．9   71   

8月   13．3   18．6   14．1   68   

9月   13．4   22．5   14・3   71   

10月   13．6   18．0   14．3   68   

11月   13．6   18．4   14．5   66   

▼‾ 12月   13．6   18．9   14．5   66   

再訂頂1月   13．6   22．ヤ 14．6   68   

2月   13．6   20．2   14．4   66   

3月   13．6   17．9   14．3   64   

年 間 値   13．1   23．6   14．3   64～71  

前年度までの過去  13．0   27．8   14．7   56～83   
3年間の値  

＿＿劇  
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Ⅶ一41 佐賀腺iこおさナる放射骨転調査  

佐賀県環境センター  

川原田 儀  青田 政教  

石楕  博  岩崎 ゆかり  

1浄 書  

平成4年度に佐賀県が実施した、科学技術庁垂託による「平成4年度環境放射能水準調査」の概要を   

報告する。  

なお、佐賀県では上記の委託調査のほかに、康子力発電所周辺の環境放射能調査を実施しているが、   

その謝査結果については、平成5年7月「玄海原子力発電所の運転状況及び周辺環境放射能甜査鰯呆   
（年報）」で公表している。   

2 調査の概要  

（1）調査対泰  

平成3年度と同様に、空間放射線及び環境試料申の放射能について甜査を行った。  

空間放射線は佐賀市の1ケ所で、連続測定及び毎月1回のサーベイメータによる測定を行った。  

環境試料申の放射能については、ゲルマニウム半導体検出器を用いた核種分析を実施した。  

甜査対象試料数は、降水 78の全β放射能測定、降下物12，∵大気浮遊じん 4，上水 2，土壌   

2，農産物 2，楷米1，牛乳 2，日常食 4，水産生物1の各試料について頗稲分析と牛乳 6試料   

申のヨウ素－131を測定した。   

（2）封建方法  

空間放射線測定及び瑞境試料申の放射縮刷建は、「科学技術庁放射能測定法シリーズ」及び r放射   

能測定調査委託実施計画書（平成4年度）」に基づいて行った。  

（3）測定装置  

全β放射能 －……－－ Alo k a ：LBC451低パックグランド放射能測盛装置  
核種分析・－－－－－…＝一  束 芝  ：PGT Ge検出器、Eシリーズ4096ch MCA  

牛乳中の131Ⅰ…”－－  BICRON：3n X4〝 NaI（T且）検出串、Eシリーズ1024ch MCA  

空間放射線 ‥＝－－… Alo k a ；1〝 ×1〝NaI（T戚）モニ州ンタ“ホ●スト、TCS－121Cトヘ“イメータ   

（4）調査結果  

調査結束は次表のとおりである。  

Ⅱ  盛時降水試料申の全β放射能調査結果。  

Ⅳ 牛乳申の131Ⅰの分析結果。  

Ⅴ  各種環境試料申の核種分析脚走調査結束。  

Ⅶ 空間放射線の計数率連続測定及び線量率の測定結束。   

3 賭 譜  

平成4年度の諦査では、走時降水申の全β放射能、環境試料申の核種分析及び空間放射線の測定結果   

は、前年度までの謝査結束と同程度のレベルであり、異常は踏められなかった。  

また、環境試料申の核種分析で検出されている137c sは、過去の核実験等の影響によるものと思わ   

れるが、その濃度は極めて低濃度であり特に問題となるものではなかった。  
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Ⅰ 全ベータ放射能調査緒弟  

分折対象試料なし  

Ⅱ 定時降水試料申の全β放射能調査結果  

降水 の 建 時採淑（定時降水）  大型水盤による降下物  

採淑  

塵水量  放射能濃度 （Bd／且）  月間降下量  月間綽下皇  

年月  （HBq／kJ正）  い柑q／kI正）  

（mm）  測歎   ∴最低侶   最高侶   

平成 4年 4月  174．3   8   N．D   2．4   130  

5月  177．5  7   N．D   3．2   41  

6月  178．9   7   N．D   0．57   16  

7月  170．7   8   N．D   0．56   37  

8月 ノ  237．1   8   0．19   1．0   15．0  

9月   87．4   5   N．D   4．8   45  

10月   12．8   2   0．38   0．57   6．1  

11月   37．8   6   Ⅳ．D   0．79   37  

1去月   45．1   8   N．D   1．3   33  

平成 5年1月   27．6   4   N．D   1．1   19  

2月   83．6   6   Ⅳ．D   声．8   28  

3月  121．0   9   N．D   2．1   48  

年  間  僧  1353．8   78   N．D   4．8  8．1′〉150  

前年度までの過去3年間の僧   95 ～ 101   Ⅳ．D   1〔）   7．8 一｝ 280  

（注）N．D・・・定量限界未満を示す。 －■・ ・測定せず。  

Ⅲ 放射化学分析結果  

分析対象試料なし  

Ⅳ 牛乳申の131Ⅰ分析結果  

採   取   場   所  佐賀耶大和町大願寺  前年度まで過去3年間の頒   

H．4年  H．5年  

採  淑  年  月  日   8／1   8／2   10ノ1  12／1   1／4   3／1   最低偵   最高値   

放射能濃度（Bq／盟）   N．D  羊0．32  N．D  N．D  N．D   N．D  N．D   N．D   

（注）N．D・・・定量限界未満を示す。   ￥Ge封建では、131Ⅰは検出されず。  
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Ⅴ ゲニマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結束  

検  前年度まで  

i37cs  過去2年間の僧   その他の検出  

試 料 名  採取場所・     体 数  工放  単 位  

最低値  最高値  最低個  最高値   

4．4  1  

大気浮遊じん   佐賀市  なし   血8q／爪3   

■ 
5：ノ3   4  Ⅳ．D  Ⅳ．D  】  Ⅳ．D  」N・b  

降下  佐賀市   4．4 5．3  田  N．D  0．097  N．D  0．11   〝   MBq／加2   

上水 虎口水   佐賀市   4．8 4．1 Ⅳ．D  Ⅳ．D   〝   皿8q／ゼ   

1．3  3．2   4．1   〝   Bq／kg乾土  

土  4．8   

150   210   〝   ♪柑q／加之  

2．8  2．8  3．8   〝   8q／kg乾土  

壌   4．8   

480  370  470   〝   〃8q／血2   

精米 H 佐賀市   4．11   N．D  Ⅳ．D  N．D   〃   Bq／kg精米   

野  Ⅳ．D  Ⅳ．D  Ⅳ．D   〝   

大根  佐賀市  4．11  口     、      的／kg生     佐賀市  4 
菜   ．11   N．D  N．D   

N．D   

牛乳  佐賀郡  4．8 4．10  2  N．D  N．D  Ⅳ．D  N．D   〃   

日常食  
佐賀市  4．8  

0．021  0．080  0．030  0．10   〝   
玄海町周辺   4・1 

Bq／人・日   

準  佐賀郡   4．8   0．095  0．12  〝   Bq／kg生   

塵  

生  

物 

（注） N．D・・・走羞限界未瀞を示す．  

Ⅵ ウラン分析結果  

分析対象試料なし  
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Ⅶ 空間放射線童率測定結束  

モニタリンダポスト （cps）  サーベイメーター  

測  定  年  月  

最 低 値   最 高 償 平 均 値   （nGy／h）   

平成 4年  4 月   12．2   22．3   13．7   63   

5 月   11．6   18．1   13．3   70   

6 月   11．1   20．8   13．7   66   

7 月   11．9   20．9   13．4   79   

8 月   11．2   18．2   13．1   65   

9 月   11．0   20．0   13．6   70   

10 月   11．9   17．2   13．3   64   

11月 11．9   18．7   13．4   65   

12 月   11．7   17．5   13． 4   64   

平成 5年  1 月   11．9   17．5   13．4   58   

2 月   11．9   18．9   13．3   65   

3 月   11．8   17．6   13．3   65   

年  間  僧   11．0   22．3   13．4   58       79   

蔚年度までの過去3年間の僧   11．7   24．8   13．7   59       79   
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Ⅶ一42 長崎県における放射能調査  

長崎県衛生公害研究所  

小林車庫 仁位敏明 豊村敏郎  

1 緒言  

科学技術庁の委託業務として、平成4年度に長崎県で実施した放射能調査結果について報告す  

る。   

2 調査の概要   

（1）調査対象  

①全β放射能調査 定時降水  

②核種分析調査 大気浮遊塵、降下物、陸水（蛇口水）、土壌1精米、野菜（大根、  

はうれん草）、牛乳（原乳、市販乳）、日常食及び海産生物（あさり、  

あまだい、わかめ）  

③空間放射線真率 モニタリングポスト、シンチレーションサーベイメータ   

（Z）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定方法は「放射惟測定循奄委託実施計画番（科学技術庁、平成4  

年度）」及び科学技術庁絹の各種放射能測定シリーズにもとづいて行った。   

（3）測定装置  

①全β放射能調査  

GM計数装置：アロカ製GM自動測定装置JDC－163  

②γ線核積分析  

ゲルマニウム半導体検出器：東芝製1GC1619S  

（診空間放射線量率調査  

シンチレーションサーベイメータ：アロカ製TSC－121C  

モニタリングポスト：アロカ製MAR－15   

（4）調査結果  

①定時降水中の全β放射能調査結果を表lに示した。  

②牛乳（生産地）中の131Ⅰ分析結果を表Hに示した。  

③ゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果を表mに示した。   

④空間放射線塁率の測定結果を表Ⅳに示した。   

3 結 語  

平成4年度に長崎県で実施した環境及び食品中等の放射能調査結果は、前年度と同程度のレ  

ベル内にあり、特に異常値は認められなかった。  
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Ⅰ 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  
採取年月   降水量  

放射能濃度（8q／月）    月間降下量  
（mm）  

（州B刷）   川Bq／kれ子）  

平成4年 4月   164．0   Ⅳp  ♪Ⅷ  ⅣD  

5月   143．6   ⅣD   ⅣD   〃D  

6月   275．7   ND   ND   がD  

7月   215．8   ND   ND   ND  

8月   239．2   ND  0．58   3．1  

9   140．0   ND   ND   ND  

10月   23．3   N王）   ND   ND  

11月   76．5   ⅣD   ⅣD   ND  

12月   60．7   ND   ND   ND  

平成5年 1月   99．7   ⅣD  3．0   

2月   72．9   ND   ND   ND  

3月   132．8   ND   ⅣD   ⅣD  

年  間  値  1．644．Z   Ⅳ8  3．0  ⅣD ～14  

前年度までの過去3年間の値   266   ⅣD  2．1  ⅣD 一－ 20  

Ⅱ 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採  取  場  所  諌早市  諌早市  辣早市  諌早市  諌早市  諌早市  前年度までの過去3年間の値   

採 取 年 月 ＿日  4．5．21  4．7．3  4．9．22  4．11．2  5．1．26  5．3．5  最低値   最高値   

放射能濃度（Bq／戚）   ND   ⅣD   ND   ND   ⅣD   ND   ND   ND   
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Ⅲ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果   

検  137cs   前年度まで  

試 料 名   採取場所  採取年月   体  過去3年間の値   その他の検出きれた  

数  
人工放射性核種   

大気浮遊じん   長崎市  4年4月  4   ND   ND  mBq／ポ   

～5年3月  

降 下 物   長崎市  4年4月  ⅣD   ⅣD  0．050  MBq／k¶f   

－5年3月   

陸  ⅣD   ND  mBq／ゼ   

水   4年12月   

120  Bq／kg乾土  
0～5・Cm  小浜町  4 年7 月  ロ   

≠  2．500   2．400  2，500  MBq／kポ  

Ⅳ 空間放射線圭率測定結果  

モ 

測定年月   

最低値   最高値   平均値   （ 

平成4年4月   11．8   18．7   1Z．4   

5月   11．7  ユ5．7  12．3   

6月   11．9   24．7   12．6   

7月   11．6   18．8   12．2   

8月   11．7   22．1   1Z．4   

9月  11．8   17．5   12．5   

10月   11∴g   14．g   12．4   

11月   11．9   15．7   12て5  

12月   11．8   16．9   12．5   

平成5年1、月   11．8   18・7  ユ2・5  掴   

2月   11．7   16．4   12．4   

3月   11．8   17．6   

年問 値   11．6   24，7   12．4   48 一－ 53   

前年度までの  18．8   12．6   47 ～ 63】   
過去3年間の値   
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Ⅶ一43 熊 本 県 に お け  る 放 射 能 調 査  

熊本県衛生公害研究所  

塘岡 穣  今村 修  井村 義弘  

野田 茂  植木′ 肇  

1．緒 言  

前年度に引き続き、平成4年度に実施した科学技術庁委  

託の環境放射能水準調査結果について報告する。  

2．調査の概要  

1） 調査対＼象  

熊本県における降水、大気浮遊じん、降下物、上水（蛇  

口水）、土壌、米、野菜（大根及びホウレン草）、茶、牛  

乳、日常食及び空間放射線量率  

2） 測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は科学技術庁縮の各種放射  

能測定法シリーズ及び「放射能測定調査委託実施計画書   

（平成4年度）」に基づいて行った。  

3） 測定装置  

ア 全ベータ放射能  

G M式β線測定装置：アロ カ JDC－163  

イ ガンマ線核種分析  

G e半導体検出器 ：EG＆G ORTEC GEM－15180P  
波高分析装置  

：セイ コー・イ「ジーアンドジー  

MCA7800  

ウ 空間放射線量率  

モニ タリ ン グポスト：ア ロ カ  MÅR－15  

シ ンチレーシ ぎ ン式  

ア ロ カ  TCS－151  サーベイ メ ー タ  

4） 調査結果  

定時降水試料中の全β放射能調査結果を表1に、ゲルマ   

ニウム半導体検出器による核諾分析結果を表2に、及び空   

間放射線呈率測定結果を表3に示した。  

3．結 語  

平成4年度の熊本県における調査結果は、環境試料中   

の徴射能及び空間放射線量率ともに前年度と同程度のレ  

ベル内にあり、特に異常値は認められなっかった。  
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表1大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採取  

降水量  放射能濃度（Bq／且）  月間降下量  

年月  川Bq／km2）   （MBq／km2）  

（mm）  

平成4年 4月   110．2   9   N．D   N．D   N．D  

5月   99．7   6 N．D   N．D   N．D  

6月   231．9   7   N．D   N．D   N．D  

7月   152．9   10   N．D   N．D   N．D  

8月   348．0   10   N．D   3．9   40  

9月   56．0   4   N．D   N．D   N．D  

10月   13．0   5   N．D   N．D   N．D  

11、月   58．9   5   N．D   4．4   12  

12月   66．2   8   N．D   N．D   N．D  

平成5年1月   57．7   5   N．D   N．D   N．D  

2月   49．9   4   N．D   N．D   N．D  

3月   160．7   9   N．D N．P   N．D  

年 間 値   1405．1   82   N．D 4．4   N．Dノ・′40   ′■■′   

前年度までの過去3年間の値   244   N．D   3．7   N．D′－32   ノヽ■′   

（注）調査開始：平成元年10月  
N．D   ：検出されず（測定値が計数誤差の3倍未満）  
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表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  検  

取  137c5  前年度まで  

試料名  採取場所    年  体  過去3年間の値  
月  

数  

大気浮遊じん    熊木市  4句三4月 ～5年3月  口  N．D  N．D   N．D   N．D  mBq／m3   

降下物    熊本市  4年4月 ～5年3月  12  N．D  0．081  N二D   0．36  肘Bq／km2   

上水源 水  
陛  

蛇口水  熊本市  4年8月 4年12月  、2  N．D  N．D N．D   N．D  
水  

mBq／且  

淡 率  

73  78  96  Bq／kg乾土  
0～5c涌  西原村  4年7月  口  

土  1800   MBq／km2  

蟻  16   20  Bq／kg乾土  
5一－20cm  西原村  4年7月  口  

1200                   1100  1400  MBq／km2   

精  米    合志町  4年10月  口  Ⅳ．D   N．D   N．D  Bq／kg精米   

野   大 根   合志町  4年5月  口  N二D   N．D   N．D  
Bq／kg生 

菜                    ホウレン草  合志町  4年11月  口  N．D   N．D   N．D   

茶 御船町 上村′  4年4月 4年5月  2  N，．D  0．85  0．22  1．4  Bq／kg乾物   

牛  乳    合志町  4年8月 5年2月  2  N，D  N．D   N．D   N．D  Bq／且   

淡水産生物  Bq／kg生   

日 常 食    熊本市 阿蘇町  4年6月 4年12月  ロ  0．028  0．078  0．037  0．14  Bq／人・日   

海  水  mBq／£   

海 底 土  Bq／kg乾土   

海  

産  
Bq／kg生   

生  

物  

（注）調査開始：平成元年10月  

N．D   ：検出されず（測定値が計数誤差の3倍未満）  
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表3 空間放射線呈率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測  定  年  月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成4年 4月   11．7   17．4   12．5   40   

5月   11．7   15．1   12．4   39   

6月 11．8   20．7   12i8   42   

7月  11．5   16．9   12」8   42   

8月  11．5   19．0   12．4   40   

9月   11．7   16．2   12．6   37   

1月   11．7   14．7   12．7   43   

11月   11．7   15．4   12．9   43   

12月   11．7   17．3   12．9   44   

平成5年1月   11．8   18．4   12．9   44   

2月   11．7   16．2   12．7   40   

3月   11．7   17．1   12．7   40   

年 間 値   11．5   20 12．7   37一｝44   

前年度までの過去3年間の値  11．4   21l   12．   37 一－45   

（注）調査開始：平成元年10月  
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Ⅶ－44 大分県 書こ お 6ナ る放射能酎司査  

大分県衛生環境研究センター   

上田 精一郎  森崎 澄江   

池辺 清士  

1 緒 言   

本県では昭和62年12月1日から科学技術庁の委託を受け、環境放射能測定調査を   

実施している。今回は、平成4年度に実施した調査結果の概要を報告する。  

2 錮査の概要  

（1）調査対象  

降水、大気浮遊七ん、降下物、陸水（上水蛇口水）、土壌、米（精米）、   

野菜（ホウレン草、大根）、牛乳（原乳）、日常食、空間放射線量率  

（2）測定方法   

試料の採取、前処理及び測定は、r放射能調査委託実施計画書（平成4年度）J  

、科学技術庁編 r環境試料採取法（ノ昭和58年）J、rゲルマエウム半導体検出器等  

を用いる機器分析のための試料の前処理法（昭和57年）J、r全ベータ放射能測定  

法（昭和51年改訂）J、rゲルマエウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメ  

トリー（平成2年改訂）j 及び r連続モニタによる環境γ線測定法（昭和57年）J  

に基づいて行った。  

（3） 測定装置   

ア 全ベータ 放射能 Aloka製   GM百勤測定装置   JDC－163  

イ T線核種分析 CAⅣBERRA製 MC A  シリーズ3 5P L U S   

ウ 空間放射線量率 Aloka製  ⅣaI（Tl）シンチレー」ションサーベイメーク  

T C S－131   

エ 空間放射線真率 Aloka製  モニタリングポスト MA R－11  

（4） 調査結果   

表1に定時降水試料中の全ベータ放射能測定結果、表2にゲルマエウム半導体検  

出器により測定した牛乳中の1 

により測定した大気浮遊じん、降下物等環項試料中の核種分析測定結果及び表4に  

空間放射線量率測定始果をそれぞれ示した。  

3 緒 語   

平成4年度の大分県における放射能測定調査の結果は、環境試料中の放射能及び   

空間放射線真率ともに従来と同程度のレベルであ、り、異常値は認められなかった。  
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表1定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果  

放射能濃度（Bq／ゼ）  
採取年月  降水量  月間降下量  

（mm）  測定数   最低値   声高   （MBq／k瓜り  

平成4年4月   75．1 N．D   0．8   4．7   

5月   97．4   N．D   4．2   40．0   

6月   266．9   N．D   Oi9   28．0   

7月   100．9   N．D   0．7   3．0   

8月   407．A   14   N．D   1．3   

9月   76．9   N．D   2．3   12．7   

10月   37．2   N．D   4．3   15．5   

11月   53．3  4   N．D   2．3   19．0   

12月   50．6   Ⅳ．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D   

平成5年1月   35．6   4   Ⅳ．D   0．7   15．0   

2月   26．9   4  Ⅳ．D   5．1   7．3   

3月   112．0   Ⅳ．D 1．1   26．0   

年 闇 値  1340．2   86 N．D   5．1   N．D′－118   

前年産まで過去3年間の値  276   N．D   3，7   Ⅳ．D～141   

（備考）N．D：計数値が計数誤差の3倍未満  

表2 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採 取 場 所   久住町   久住町  前年度まで過去3年間の値   

採 取■年 月 日   4．8．24   5．2．8   最低値   最高値   

放射能濃度（Bq／ゼ）   N．D   Ⅳ．D   軋D   Ⅳ．D   

（備考）N．D：計数値が計数誤差の3倍未満  
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表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析軌定綿査結果  

採取  前年度まで   
試 料 名   採取場所  検体散   1”cs  過去3年間の値   その他の検出された  

年月  人工放射性核種   単 位  
低値   最高値   最低値   最高値   

大気浮遊じん   大分市  毎 月   N．D  N．D  mBq／が   

降  下  物   大分市  毎 月  四  N．D   N．D   0．32  惟q／届   

陸水（蛇口水）   大分市  3．6  軋、D  N．D  鵬q／ゼ   

3．12   

Bqルg乾土  

土  
1500  1400   1500  腫q／kd  

Bq／kg乾土  

鱒   
970  雌q／kd   

精  米   宇佐市  3．10   N．D  N．D  8q／kg精米   

大  根  宇佐市  3．12   N．D  N．D  
Bq／kg生  

粟  N．D  軋D  

牛  乳   大分市  軋D   0．18   N．D   0．24  Bq／ゼ   

久住町   

大分市  3．6  N．D   0．063   0．一22  
3．11   

日 常 食  Bq／人・日  

（備考1）札D：計数値が計数誤差の8倍未満  
（備考2） ＊：平成2年匿測定開始  

表4 空間放射線真率測定触果  

モニタリングポスト（cps）大分市    サーベイメータ  

測 定 年 月  （nGy／h）  

最低値   車高値   平均値   佐賀関町  

平成3年4月   20   14   

5月   

6月   24   15   

7月   23   71   

8月   

9月   

10月   17   

11月   14   

12月   14   

平成4年1月   14   

2月   13   

3月  

年  間  値   14   68～73   

前年度まで過去3年間の値   65～85   
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Ⅶ－45 宮 崎県 にお け る 放射能調査  

宮崎県衛生環境研究所  

野崎 祐司、平田 泰久、前田 武   

1．緒 言  

前年度に引き続き、平成4年4月から平成5年3月までに科学技術庁の委託により実施した宮崎県   

における環境放射能水準調査について、調査結果の概要を報告する。   

2．調査の概要  

1）謝査対象  

宮崎県内における降水、大気浮遊じん、降下物、陸水（戯口水）、土壌、精米、野菜（大根及び  

ホウレン草）、茶、牛乳、日常食、及び空間放射線量率   

2）動産方法  

試料の鋼製、及び測定は、科学技術庁縮「放射能測定調査要託実施計画書（平成4年度）」、全  

ベータ放射能測定法（昭和51年改訂版）」、「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法  

（平成2年改訂版）」により行った。   

3）封建装置  

全ベータ放射能 ：  GM式β線測定装置  

（アロカ製 JDC－1（；3）  

ガンマ線核種分析：  Ge半導体機種分析装置  

（SEIXO EG＆G製 MODEL7800）  
空間放射線量率 ：  モニタリングポスト  

（アロカ製 MAR－11）  

シンチレーションサーベイメータ  

（アロカ製 TCS－151）   

4）調査結果  

表Ⅰに降水中の全β放射能調査結果を示す。全β放射能法度は前年度までの過去3年間の傾と比  

載して、特に異常は舐められなかった。  

義Ⅱにγ線核種分析結果を示す。人工放射性核種としては137csが降下物、土壌、野菜（ホウレ   

ン草）、茶、牛乳、及び日常食から検出されたが、その量は前年度までの過去3年間の傾とほぼ同   

程度であった。その他の人工放射性核種は検出きれなかった。  

表Ⅲにモニタリングボスト、及びサーベイメータによる空間放射線量率調査結束を示す。いずれ  

も前年度までの過去3年間の頒とほぼ同程度であった。   

3．結 請  

平成4年度の宮崎県における環境放射能の調査結果は、いずれもこれまでの調査結束と同程度であ   

り、異常は認められなかった。  
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Ⅰ定時降水試料巾の全β放射能調査結果  

採 取  降水量  
年 月   

放射能濃度（Bq／1）  月間降下量・  
（mm）  （MBq／km三）－一   

平成4年 4月   由  Ⅳ．D   N．D  
5月   ●   N．D   N．D   』駐 

＿   

6月   592   田   N．D  2，3  7、4   
1滞 N遁 N．D   

一一＿  N．D   

8月   420   N．D   N．D  N．D   
9月   189   10   N．D   2．5   19．8   

10月   53   5   2．9   N．D  2．0  
11月   37  5   N．D   N．D   
12月   呵  ・   N．D   3．5  2．4   

平成5年 1月   5   N．D   N．D   N．D   

2月   田   3   N．D   N，D   N．D   

3月  206   N・L   10  N．D  N．D  
年 間 憾   2338   96   N．D  N．D′｝3．5   N．D′〉19．8   

前 年 度 ま で の 侶 ■  346 N．D  N．D～1．79  N．D′、′187．6   
（N．D：検出されず）   

Ⅱ ゲルマニウム半導体検出舅削こよる核種分析測定調査結果  

（N．D：検出されず）  

m空間放射線星率測定結果  

封 建 年 月   
サイ、ィメづ  

最低値  最高憎  平均値  （nGy／h）   
平成4年 4月 10．2   17，7   11．3   38‘   

5月  10．4  17．3   11．4   36   
6月   36   

7月   10．5  19．0  11．8      ， 10．5  15．1  11．4   
8月   10．2  1 16．鋸  11．3  40   

9月   10，4   15．7   11．5   34   
10月   10．6  15．5   11．5   ー   

11月   10．5  14．4   11．4   
12月   i lO．4   13．5   11．4   

ヰ成5年 1月   10．2  16．2   11．5   37   
2月   10．5  16．8   11．5   

3月   10．5  19．8   11．7   凹   
年 間 値   10．2  ●；   11．5  34～ 44   

前年度までの過去3年間の楢   10．2i 23．0  12．8  34・～ 48   
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Ⅶ－46 鹿児島県古こおさ：ナる放射肯巨調査  

鹿児島県環境センター  

藤崎 学，四反田 昭二  
今村 和彦，岩田 治郎  

1．緒 言  

平成4年度に鹿児島県が実施した科学技術庁委託の環境放射能水準調査結果に  
ついて報告する。  

なお，本県では上記委託調査のはかに，川内原子力発電所周辺の環境放射線監  

視網査を実施しているが，その調査結果については「川内原子力発電所周辺環境  

放射線調査結果報告書」で既に報告している。   

2．調査の概要   

1）調査対象  

降水（定時降水）の全ベータ放射鱒，降下物，陸水（蛇口水），土壌，精米，  
野菜（大根，ホウレン草），茶，牛乳，日常食，海水魚の核種分析及び空間放射  

線量率   

2）測定方法  

試料の採取，前処理，調整及び測定は，科学技術庁編の各種放射能測定法シリ  
ーズ及び「放射能測定調査委託実施計画書（平成4年度）」に基づいて行った。   

3）測定装置  

全ベータ放射能調査  ア  

GM計数装置：アロカ■GM－5004  
イ 核種分析調査  

Ge半導体検出器：EG＆G ORTEC・GMX30200－S  
波高分析装置：NAIG・E－552A  

ウ 空間放射線量率調査  

1”¢×1”LNaI（Tl）シンチレーション検出器：アロカ・MAR－11  
1M ¢×1’－LNaI（Tlトシンチレーション式サーベイメータ：アロカ  

TCS－121C   

4）調査結果  

大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果  
を衰－1に示す。また，空間放射線量率調査結果を表－2に示す。いずれも，こ  
れまでの調査結果と同程度のレベルであり，異常は認められなかった。  

核種分析調査結果を表－3に示す。核種分析調査については，昭和63年度から  
実施してきているが，これまでの川内原子力発電所周辺環境放射線謁査結果及び  
環境放射能水準調査結果と比較して特に異常は認められなかった。   

3．結 語  

平成4年度の調査結果は，空間放射線量，環境試料の放射能とも，これまでの  
調査結果と比較して同程度のレベルであり，異常は認められなかった。  
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（表－、1） 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能網査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  
採  取 

降水圭  放射能凛度（Bq／1）  月間降下圭  
年  月  （mm）  （MBq／kmり   佃Bq／kmり  

測定数  最低値  最高値   

平成 4年 4月  264．4   ND   ¢．4   了5．さ  

月   84．4   M）  ND   ⅣD  

8月  724．9   ⅣD   9．4   129．5  

7月  ささ0．5   8   ⅣD   叩   ⅣD  

8月  199．8   T   ⅣD   ND   ND  

9月   65．8   ⅣD   ND   ND  

10   88．2  ND   ⅣD   ⅣD  

11 48．0   7   ⅣD  8．8   19．2  

12  110．8   封D   ND   ⅣD  

平成6年 1月  112．6   ⅣD   ND   ND  

ゑ月  10ケ．5   4   封D   叩）  〃D  

8月  2Z8．4   g   ⅣD   ⅣD   ND  

年 間 僅  2312．9   82   ⅣD 9．4  ⅣD ←1ヱ9．5  

前年度までめ過去8年間の値   さ09   ND   13．3  ND 一－ 24T．1  

（測定場所：鹿児島市）   （注）、＋  は，削定していないことを示す。  

（表－2） 空間放射線真率測定結果  

モニタリングポスト（cps）    サーベイメータ  

測 定 年 月  
最低値  最高値  平均値  （nGy／h）   

平成4年 4月   10．4   18．0   11．7   鱒・2   

5月   10．8   15．8   11．6   4丁．与   

8月   10．8   21．3   12．3   50．7   

7月   11．0   1T．g   12．1   51．8   

8月   10．0   17．Z   11．5   52．0   

9月   10．4   16．0   12．ロ  50．8   

1？月   11．0   25．8   12．1   50．7   

11月   10．早   15．5   12．0   47．8   

12月   1・1   17．9   12．Z   4g．2   

平成5年 1月   11．0   20．8   12．3   56．1   

2月   11．0   19．5   12．1   53．8   

a月   10．9   19．5   12．2   52．4   

年  間  値   10．0   25．8   12．0  4T．5 ～ 56．1   

前年までの過去3年間の値   1（）．0   19．4   11．6   48．0 ～ 53．3   

（盲則定場所：虎児易市）  
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（表－3） ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  前年度まで  その他の  

試 料 名   採取場所  採取年月  体  l＝cs  過去3年間の値    検出され  

数  た人工放  

射性核種   

降 下 物   鹿児島市  4／4－5／3  四  ND   ND   ⅣD   0．1  肥〟km3   

陸水l蛇口水   鹿児島市   4／6，12   血 ⅣD   ⅣD   ⅣD  mBq／1   

0．96  0．96  0．91  8．03  B〟k写乾土  

土  4／8   
50  47．5   MBq／km2  

壌 1．4   1．4   Mト   6．96  B〟kg乾土  

5－20cm  開聞町   

ⅣD   鵬〟km2   

精米  鹿児島市   1 ND ND   ND   0．23  B扉kg精米   

野  5／1   ⅣD   ⅣD   ⅣD   0．02  

Bq／kg生  

菜   5／1   0．07 

知覧町   4／6   1．7   1／7   1．01  2．91  Bq／kg乾物  

茶  

宮之城町   4／6   0．84  0．64  0．74  1．23  Bq／kg乾物   

牛  0．033  ⅣD   0．062  Bq／1  

乳   4／8，5／3   ⅣD   ⅣD   ND   0．105  Bq／1   

大口市   4／6，11   0．029  0．074  0．034  0．081  Bq／人・日  

日常食  

川内市   4／6，11   ⅣD   0．031  0．03鱒  0．071  Bq／人・日   

海水  加世田市   4／12   ⅣD   ⅣD   ⅣD   ⅣD  mBq／1   

海底土  加世田市   ⅣD   ⅣD   ND   ⅣD  Bq／kg乾土   

海産生物紺なご   阿久根市   5／1   0．23  0．23  0．168  0．232  Bq／kg生   
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Ⅶ－47 沖 轟亀 県 乙こ お 古ナ る 放 射 肯巨 調 査  

沖縄県公害衛生研究所  

金城義勝、宮城良一  

久高 潤、洲鎌久人  

1．緒言  

前年度に引き続き科学技術庁の委託を受らナ、平成4年度に沖縄県が   
実施した環境放射能爾査の結果の概要を報告する。  
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Aloka TI）C－511，GP－14V，PS－202D，EDP－111   

b． マルチチャンネル波高分析装置 CANBERRA 4K－MCA（35 Pulas）  

Ge－DETECTER、GC2019－7500S  

e． モニタリ ングポスト  Aloka MSR－151W，ND－105  

d． サーベイ メ ータ  Aloka TCS－121C  

（4）調査結果   
a．降水、降下物の全ベータ放射能の調査結果を表Ⅰに示す。  

今年度の降水は106 試料中12 試料に 0．795～4．98 Bq／1の  

範囲で全ベータ放射能が検出されたが、大型水盤による降下物の  

機器分析結果から自然放射能による変動と推察された。  

また、大型水盤による降下物の年度間降下積算皇は 292 M的／km2  
で、前年度とほぼ同レベルの推移である。   

b．牛乳中の131Ⅰの測定結果を表ⅠⅠに示す。  
131Ⅰ  は何れの試料においても検出されなかった。   

c．ゲルマニウム半導体検出器による137Cs の測定特異を表mに  

示す。  

環境試料中の137Cs 濃度は前年度とほぼ同レベルの推移で、  

特に異常な値はみられない。   

d．空間放射線量率の軋定結果を表Ⅳに示す。  

トによる計数率は 6．3 ～ 20．4 cps、サーベ  ス
量
と
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59．5 ～ 64．3 nGy／h の範囲で、空間放  

同レベルの推移である。  
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3．結常  
今年度の降水、降下物の全ベータ放射能濃度及び空間線量率は前   

年度と同レベルの推移で、変動の要因は自然放射能の寄与によるもの   

と推察された。また、環境試料中の137Cs 濃度も前年度と同レベル   
の推移で、特に異常値はみられない。  

ー302－   



（Ⅰ）大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採取  降水量  

放射能濃度（Bq／0） 月間降下量  月間降下量  

年月  （m）  

（H馳／加2）  （H馳／血2）  

平成4年 4月   250．5   鱒．D．   1．26   78．0   175   

5月  105．5   N．D．   N．D．   Ⅳ．D．   N．D．   

6月′  261．0   14   N．D．   Ⅳ．D．   N．D．   軋D．   

7月   50．0   N．D．   1．23   21．6   9．61  

8月  417．0   10   N．D．   N．D．   Ⅳ．D．   N．D．   

9月  160．5   N．D．   3．61   12．2   46．6   

10  111．0   軋か．   1．28   28．9   N．D．   

1月  160．5   7   Ⅳ・D・   4．98   5．42   6・7   

12月   54．5   N．D．   3．29   13．7   N．D．   

平成5年1月   53．5   N．D．   1．22   5．41   N．D．   

2月   71．3   Ⅳ．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

3月   88．5   10   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

年 間 値   1783．8   N・D・   4．98   N．D．～78．0   N．D．～175   

前年度までの過去3年間値  340   N．D．   16．7   N．D．へ′247   N．D．～254   

＊ 降水は大里村、大型水盤による降下物は与那城村で採取している。  

（ⅠⅠ）牛乳の131Ⅰ分析結果  

採 取 場 所  与那城村  与那城村  前年度まで過去3年間の値   

採取年月 日  H4．08   H5．02  最 低 値  最 高 値   

放射能濃度（Bq／L   N．D．   N．D．  Ⅳ．D．   Ⅳ．D．   
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（ⅠⅠり ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  
137C5  

前年度まで  
取  その他の検出された  

試 料 名  採取場所   捷  過去3年の値  
年月  人工放射性核種   

単 位  

数                     最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん  mBq／m3   

降 下 物  与那城村  4‥3  四  N．D．  0．078  N．D．  0．072  M8q／血2   

上水 源 水  読 谷 村  6，1  田  
陸  

田   
水  

mBq几  

淡 水  

8．44  5．88  6．56  Bq／短乾土  
土  

押8q／血2  

4．15  3．39  4．74  Bq／短乾土  
壌  

874              832  712  M馳／加2   

精  米    与那城村  田  瓜  N，D．  N．D．  P†025  恥／短精米   

野  N．D．  N．D．  N．D．  

菜  N．D．  N．D．  ・N．D．  
Bq／鹿生  

茶  馳／短乾物   

牛  乳    与那城村  8，2  田  N．D．  N．D．  N．D．  N．D．  馳几   

淡水塵生物  Bq／短生   

日 常 食    那覇市・他  6，1  田  0．046  0．094  N．D．  0．108  馳／人・日   

海  水    県内6地点  7，8，2  田  1．56  4．12  1．58  4．45  mBq／L   

海 底 土    県内6坤点  7，8ニ2  田  軋D．  3．07  軋 軸／短乾土   

海  

産  

生  
馳／短生  

物   
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（Ⅳ） 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（CPS）    サーベイメータ  
測 定 年 月 

最低値   高値   平均   （nGy／h）   

平成 4年  4月   7．5   17．7   8．5   62．4   

5月   7．5   11．8   8．9   61．6   

6月   6．3   13．8   8．3   60．9   

7月   7．1   10．2   8．8   64．3   

8月   6．3   11．4   8．6   63．3   

9月   7．5   11．4   9．1   60．3   

10月   ．7   14．6   9．4   61．7   

11月   8．6   13．9   9．4   60．7   

12月   8．7   14．8   9．6 62．1   

平成 5年   1月   8．9   15．3   9．8   60．1   

2月   8．9   14．9   9．8   61．1   

3月   8．8   20．4   9．7   59．5   

・  ＝＝＝  茎   6．3   20．4   9．2  59．5′－64．3   

前年度までの過去3年間の値   5．9   7．2   8．8   49．2～63．3   
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